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ｾせられました〈入選並優秀悶案 ＱＺＺＺ 本由主 ｭ 載Ｉ

入 選 ( 特別賛助長) 1] 、清水 11[1之 助
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3  
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メートル法に依る賓用安債巾住宅設計国案道選者援表

T象て募集中の「メート) ( ，. . 法に依る貰 fl J 安偵小口; 宅設' ¥-11両i楽 1 は的安; 総1 L 1 質 lr:: 3 4 1 安といふj析の極懸

賞 に 於 て は 近 年 隊 れ 友 る 詑 鉢 を fiiJ りました。 そこでム月卜仁 11 から辺口 i乙E って活! 日正舎を聞き容子E白

のh良市防泣の結果ー下記の諸君が官i 選 の楽器4を婚はれました ( 入担問案. ユ本文中にぬ出す J

一 等 堀 武 雄 大阪ili 治以来汀1 ' 1' 町内の93の 3

三 等-l l 害 保 間 信 夫 大阪 市;性Ed 府泉尾町 l の 88
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金 津 I火 夫
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佳 作
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ス野武防災発よみ' 戸

〔特 許 大 野 式 シ ャ ッ タ ー 〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヴ タ ー

大 野 式 J L. ー ブ ル シ ャ ッ タ ー

大 野 式 工 場 周 軸 承

大 野 式 蒋 子 入 軸 偉

大 野 式 蒔 子 入 戸 車

大 野 式 廻 縛 軸 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉

日英米備特許三一個・賞用新案五九個併用

特 許 不 二 サ ッ シ

受 托 営 業

2重 大 野 製 作 所

東 京 市 芝 区 三 回 国 国 町 二 番 地 ・ 電 話 三 田 ( 45) 国三Z童文

. f t l l l . 貝脂所・大阪市比花極上稲島中二 ・電飴扇島 (45) 五 八 八
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住宅愛一家の管理と所用ー・・ .• •. ・・ ・・ ・・ ・・葛野J t l : 一 郎 ( 18 )  
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住宅空地考 ・・ ・・ ・・・・ ・・・・・・ ・・・ ・ ・・・・ ・・ ・・・・ 海 野 繁 ( 26 )  

週末安息、の家の試作 •• .. .• •. .. •. i絵 本 俄 八 ( 32 )  
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小 住 宅 の 事 所 に 就 い て ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・・・・新名 種 夫 ( 5 4  )  

婦 人創作の住宅案 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・・ ・・ ・・ ・・( 57 )  

小住宅設計 1<;:'. ' 渠附設計問要書 ・・・・ ・・・・・ ・・・日本建築協令住宅会員合( 42 )  

都市建築防内室策の汚染}j}，態及び共の J昔置に闘する制度K 就きて

日本建築協合法制委員合 ( 合報6)

耐火構逝家屋のiF1:f-f北京に闘する意見・・ ・・ ・・ ・・ ・・日本建築協合法制委員合( 合報 12)

l岐阜愛知雨! 眼下に於ける古建築解説( 下) .• .. . • .  ・・ ・・天沼 俊 一 〈 特 附37)

日本建築協合紋章懸賞入選闘案強表及同審干子会f . . .. . . . . . . . . . . . .  (  1  )  

メート )L- 法 K 依る賞用安慣ノl、住宅設計懸賞首選岡主主接表及同智子市平・・ ・・ ・・( 4  )  

談 話 室

執筆者紹介

間際新建築集・ -

舎 報 ・

腕告索引

.  (  67 )  

〈合報 14)

.  (  19 )  

・( 合報 1)  

.  ( 際告6)
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入

佳 作 1 元 木 徳 松 崎 披 ( 株 )

ilifl ・3 安 田 ftl J i止 暗 披 ( ょll)

暗 由主 CFhD

選

佳 作 2 元 木 徳 松 暗 披 ( 黒 〕

佳 作 4 早 文 俊 夫 日青枕 ( C )

日 本 建 築 協 曾 紋 章 懸 賞 嘗 選 園 案
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同普 鋭 黒 白
情 披 O  府由主 川 階 ー 披 防

私 ｾＩＧＺ，Ｚ，ｾＮ明

暗 抗 日 暗 獄 R.つふ 暗 統 芸高 暗 披 徒

E苦 却.，t j目 暗 披 11 の丸 暗 tiA T出[ II!t ｴｩ，ｾ＠ fに

H缶詰主 孝 ug: ｾｊｊｾ＠ ｉｾ＠ ｬ 府 ｾｾ Ｏ ｾ 光

日 本 建 築 協 曾 紋 章 懸 賞 優 秀 園 案 ( 順序不同 )



刊- 3

紋-
=nさム

早 審 査 評

〈伺il長は原的到着順〉

協曾紋章審査に就 て

モトノ・セイ冨

紋 章fC) 比てのw'嬰友る要素を数へ収げて見ると

ずくの様になる

( ー ) 1リJI 僚明折 l亡内界を表示せねば友らぬ

ＨごＺ Ｉ 表示せんとするもの Ｈ 例へば『建 』 の字のｾ ｦｉ

きもの) を故大限度K 簡約せねばならぬ

( 三〉最も鼠純君主る線と構成 とに依り大きなる 愛

子宮と泊力とを ')1き起さねばならぬ

( pq) F ! J 注と製作とに釘する各種類各方市の考慮

を必要とする ( 例へば印刷物に用ゆる場合、

撚京にする場合等々)

之等のf削 '1'を恭本として考へ る場合 lとこの度入選

せるものは 一頭地を抜いて居る桜lと思ふ『手伝J Iζ 於

ては Ｈ三Ｉ の ｾ Ｑ ＧＱ 二 ｬ 亡 欠け 、 ｌ ｬｦＮ ｕ ｉ て於ては ＨーＩ の依ＱＧ Ｑ 二

1;::: 欠け、『虫11;::: 於ては「二) ( 三〉 、r C J f C 於ては( ー)

f 二) ( 三) ;亡利々欠けたる鰍を認める o ( pq) の悶貼

からしでも 『 虫 ｊ と ｾ ｲ ｊ とは他 Ｑ ［ＺＺＺ 劣る 。

キム の 準

j龍 i畢 真 弓

jell の者t亡霊J しでも 、一寸。の説明K て了併せし

め得るもの J

三、1Ei 倒的で 、且つ清新である事。

以上のやう友槙準から 見て 、私も亦入選l品|後ーを

推 した。まづ215- eの像件K 到して相首な満足を興

へてく れる( 但し、も 少し i担純化する絵地はるり

さう 1;::: 思へる ) ＡＺ，ｦｾ 二の僚 ＱＧ Ｑ コに ついて 言へば 、 之れ

ならば合員外の者 l乙劃 しでも『鐙の字だJ と託金lり1し

ただけで即I'hの首荷を求める ;-}iが 1'1
1

1
ボさ うだ ( {土l

しあたまのよくない手介ひは !万| よりとの限りでな

い Ｉ 。第三の僚件に つ いても • ｬ ｦ｛ｬ ｩ 謀築中まづ Ｒｦ ｾ Ｍ .で

あったかと jE はれた。

同より上記は栂薪的t J . 話である ，との紋IZその

ものが 、本合の紋11ーとして FIヨ分ないかどうかとい

ふ事は全々別問題である。若しも引いて 、との入

選! 品|笑 l亡者』主せをつなぐとすれば 、本合は更にその

入選者と協力して制抗する徐地を保WI してはどう

かと思ふのであ る。

マ麦 li 芸

本 間 乙 彦

今度の ｬ ぞ非 ｬ￮ｩｾ Ｑ 築を垣覚してＡＡ￟じたとと は建築，ＡＧｬ ａ

舎の紋立の謄募作がよい意味、主;.v、意味で・大きな

I 影響を今度の lf{ff;募作 l亡'ti'i ってゐる事であります。

私は入選作の| 品i築の千法が新鮮味をもち 、l白主主

かねてから . 私は 、紋章の如きも の L 意匠に針 化しに くい挫の字を字tlれととだわらや l亡共印象を

して次 のやうな私ロ¥，i をもってゐる 。 っかんだ矧で、他の作よりす= は・ぬけてゐると思ふ。

一、簡明である事 ( との黙で、日 の丸の炊は目 見る人 lとよればモ ダン味がすぎるとか 、判前しに

本ーの傑作だと思ってゐる 〕 くいと批刻iーするかもしれないが. 要は紋72である

二 、意味表現が明瞭である事は問より必要だが からその批難はあたらないと思ふ。む しろ建築取

それがあま り鉱 '/'J で. t J . い事 ( といふのは、米 合の紋京: よりもすぐれてゐるとさへ思はれる コ
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3巨 面
防l

説 明 書

木 経又［茸 Ｒ ｾ 持建敷地お Ｖ ＲｊＡ方米

第 ¥ｾ普 69平 方 米

第 2 階 312J ! 方米

延 面 絞 I OJ 年 方 米

建 築費 2500闘

構 造 JX礎 コ ' /1' リー ト打 木 造 和

ノl、属

ニ ｉ ｾ 菜槍其 の 他米松

外部腰モ ル タル 主室 、 壁ｾ壁下 見

板 t量り

ニ等ー席 保 田 信 夫 氏
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一般祭天井高 2.4
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ロ

卒階

会費E

敷 地 面 積 300，0 卒 方 米

建 物、 l階69. 5平 方 米 2階 30. 5平

方ー米 合計， 00，0平 方 米

惣 定 家 族 失k1i r-ノj、{比2人老人 1人

女 中 l 人合言1'6人

様 式 ; { f : 荷主の日本住宅建築に新

持軍造法にイy{ る現代 E去を力日

へるもの

防浪防音防寒l坊暑 を主 ]艮

とする木骨耐震 乾傍造' 11去

とし基礎には混凝土を朋

ひ柱 4 uナ宇角、 昨日本主四ツ

制とし小属組は和小般に

て充分合物「こて緊結する

ものと す

本機治のキ寺徴 在来の木小舞式

土建式叉は木摺式の援を

排して耐火と 防水性 を粂

ねたる |石料i ス レ ー ト j を

F目』、 内部 には保t良、江主熱、

耐久性を具備する 「トマ

テックス j を用ひエJ切の

短縮と現場作業の簡易 化

を試みるものなり

明説

砂 場

計殴

構 造

久保田健誠氏

間

ニ等ニ席

階

メートル法に依る賓用安債* 佳宅懸賞設計賞選圏案
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透 制 It，il  

市 iIii 岡
四 商 悩l

殴 計 機 婆

令長 ｴ 員 、 夫妻 、 子供 Ｒ 人次女中 ｬ 人との住民ーを口 ｾｉＧ ｾ ｾ こ して

設 計しまし た。平面は除手: 面続を除去する事と 、採 光2え湿

風 とにill を泣き 、 家抜 本 伎 と し、日 本室を主として一家の

飽き誕祭なる居浄・を中心と し て食事 、 睡眠 、 来 年年 、 ｾｴ￭ 也 の旅

ml 亡童話し て低用し南側IJ に綴〈ペラ y ダー は夏季に於て院予

を除去 して居第の撹張を せし めます 、子 供 室 を 南 側、l憐に

取 り日本室 として雌 JI 民をも練用し番好を二院に濁立せしめ

6  
貰ミ 商 幽

メートル法に依る賓用安債* 住宅懸賞設計嘗選圃案
三等ー席 川部 吉 助 氏
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敷地面積

28争平方米

建築面積

96.5平方米

軒 高

1階 3. 2米

2階 6. 4米

総 括E

木造2jl 皆m

階 J.k 敷 地 配 置 阿

φ  

2 階 :zp. 而 t@

メートル法に依る賓用安慣* 佳宅懸賞設計嘗選園案 三等一席

ム

円

I t .O  

場合に は答: 祭とも

策用します。

以上各室と宗との

連絡を考案をしま

した。

9ト淑H : 切妻陵根を

持つ和風に洋風を

加味し1 m素を旨と

し外壁なる竪初円

板 の宇J . . ¥色、切妻小

壁 の 淡 策 色 漆 喰、

及 充 の赤補色との

色 調 の効果をねら

ひしまた。

川 郡 吉 助 氏
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メートル法に俵る費用安慣巾住宅懸賞設計嘗i霊園案 三等ニ席 (目子2 ニ22
l 令 津 秋 夫 氏
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殴 計 説 明 書

毅 地 285卒方米

建苅; 96. 39平方米

工費 25∞閲

様 式 新 日 本 式

構造l J I . 仕上げ

基 礎 割 栗「コジクリート| 地形

オ Ｎ Ｎ ｾ 室 「ボー ノレ ト 」 締付

事曲部 木造

外 壁 白漆喰faf !J 下見板張り 「

ク レ オ Y ート 」塗

内壁各家ノ、反壁洋室は壁 紙 貼

木部「ワユ ス」塗

小 股 飢 平日小康

脳級ヌ; 保付illi 鉛号 l鍬 板 一 女 字

王t rベ y キ J 塗り

天 井 手日家は檎皮網代組天井洋

主主は 「トマテックス j 張 立

の上 紙 貼

床 玄倒「テレ ー スJ 浴 室 使 所

は f タ イル J 張 り 他は 二 重

板 張 り の 上 洋 室 は 紋J在使

用手nE奈は必要まきとす

メートル法に依る賓用安慣* 住宅懸賞設計嘗i霊園案

イテ

プ ランの要量占

会慢と して家族本位とせり

1M間の一部に簡単なる腹接室を

取り居間は各室の中心、に設け議

所寄 り の個所一段高き ｾｕ 設をと

し食堂に粂用 す

子供室は東南の最も日ｾ・ ｐ 良き

穆 所 に 設 け たり

納戸は必要に懸じ女中ｾとして

も可 Tより

階上は賎室とし女老人等の3年間

に録用す

其他各家出入口等にはt裂を賄を

mし夏季の日光の直射を防 〈・各

家出 入口 上 其ｻ也へ欄ｉｬｾを取 ｐ 換

気 を充分になす

三等ニ席 (良子2 ニ22

l 4詮 津 秋 夫 氏
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ｾ＠
透 『亮 回

正 而 闘

般 討 概 要

敷 地 坪 数 3∞ 平方 米

建 物 坪 数 1階76.52卒 方 米 21省22. 74平 方 米

延99. 26卒 方 米

25COlAI  

制 粟 石 抗 告 回 め コゾク リート打

土 選 檎位 米 栂 、 筋 ｪ ｾ ｚ 士総使 ｊｈ

手日小尿 4 寸勾円E杉 及 松 使 用 、 日

本 TL五き

壁 大 壁 漆喰lWクリ ー ム色塗仕 t

弁 日本間ト11様 洋陪1セ ロテッ クス 7](

性 イゾキ 仕 上

作 主として米術 材

所 流 し タ イノレ強 P 調理室等エ ナメ

ノレ ""' : y キ 仕 上 げ J U折レシデ使ハ1

'*- 棋 製 2 人周知風呂据え付 け

燃料冗j折使用

建 築 費

基 礎

車由 部

尿根及小股

ι

l

z

、

h

y

〉

遺

書室

浴

側 部 問

州 市 岡

使 所 内 務 省 攻 良 便 所

内部 一 部 オイ ノレス テ: / Jt 他 ""': y キ 、漆可主主主仕上 、外 部 腰 廻 り 絞 初 日

板 i]J 主り防 腐 剤 塗 り

メートル法に依る賓用安債1 1 ¥住宅懸賞設計嘗i霊園案 三等三席 高 木 貞 一 氏
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会ｾ

第 一階 lj三百回

上一一

第二階平面凶

2  階

メートルj去に依る賓用安慣* 住宅懸賞設計賞i霊園案 三等三席 高木 貞 一 氏
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葛 野 世 一 郎

古 塚 正 治

南 信

審 査

員

岡 田 孝 男

高 橋 長 治

藤 井 厚 ニ

〈五十音順〕

刊- 1 6

概 評

i されたのがあった 、とれに至つては共意が時11漫に

有るのか荒し諒角rw苦しむ次第でるる。

以下入選各案に短評を試みやう 。

第 一 等

卒面は箪簡明瞭でヴ! ! ¥理の友い良楽であるが二階

の取り方に幾らか構造上の依陥があ る、二階の跳

! 在募闘築総数三百四十ーの多きに達したのは此 ! ね出しは必嬰の無いものであらう。

の務が如何に一般の注 目を 'i 1いたかを女J l るに込る

審査の方針と して は先づ間取を 主にした、他の諸

製f . i も相記，I f[ 考慮 したのは無論のととである。第一

次で・百二十八会長を 抽出し、 ヨたに五十四案を得て 、

最後 l乞十七案を残とした。第 二日 I[ はとの中から

更 に選んで等次を附した。各案それぞれ苦心の湖、

徴すぺ〈且特徴を備へて居るが、優劣の: l ! }j l亡至る

と各兄たり難く弟?とり難しで . 断然光るものは遺

憾下ら見出し得友かった。兎に角優良なるものは

可成あ ったが 、新機軸を出して居ると思はれるも

のは比較的に少なかった 〉

特 IC高調 した質m安償友る{ 創刊=がどの泣度| 乞徹

底し? とか コ貰は工費の.Wi をもっ と深く考へて貰ひ

たかった。工費を無視するのは確かに懸賞競技の

一通弊でるる。

プランは一般に複雑で出入が多く簡翠明快を欠

く も のが大部分を ｉ ｾ ￭ めて居た 。

規定の面積と 二階建なる t条件の矯めに大分苦心

があっ た様 である。 ｩｾ ｦｌ二階は 一 止むを得歩申詩 ｬ 乙

附したとしか思はれぬものが随分あ った、向大部

分のものが構造を無硯して二階をのせてるる 3 叉

階段の架け方或は階段下の利用l亡も無理のるる も

のが拶しかったD

物入1' [ 1入の類が少ない のは此程度の住宅として

は大怠る欠鞘と思はれる。

華所は他室 との閥係上致ブ1j1'J. かったでるらうが

西日を 受 くるは遺憾である。エレベー シヨン も草

純で庁長も宜い。製l白lは甚だ巧である 。

第二等一席

各室の配置 . 十本光、通風共 l亡良〈考案 されてゐ

る、特l乙居間の床、縁側のあたりは苦心の釧i を認

める。又高所を5 U . fぢtL. I記せ しめ得たのは成功とい

へやう G 大多数の築が二階 lとは申詩に手じて 一間

しか設け友かったの ; 亡、とれは有款に二間を取っ

たのは確に佼 J-!i 上使でdうる 。然 し外観がその割に

振 はな いのは惜しい。

第二等ニ席

第一階卒聞は巧妙K 配置されて ρ るが二階の寝

室は窮屈で殆ど使用出来難いでるらう 。

外壁を石品lil スレ ート 張りにしたのは新機車Ihでる

るが結果はどうでるらう。エレベ ーシヨンは うま

いが難をいへば少 し複雑に過 ぎる。

i 第三等一席

殆ど疋方J! 引と平一凶i を纏め 、凹凸 なく IlJ j快且二階

の架方 lとも無理がない 3 然 し子供宣伝 とベラ ンダ ー

との取合ひの部分は向考ふる徐地がある 口正方形

のzp: 泊il ζ 綱されて外観は甚だしき破綻 を示して居

る、ま だまだ練る必要があらう 。

第三等ニ席

メー トル法の適用については種々 の成楽 を得た ; 他の入選主主とは少 し魁の縫った卒面であるが仲

とれは次の機舎に は貴重友資料と して提供出来る k 巧者友もの。難は子供寝室 と雨観の寝室と が上

ものであらう 。 下に i徐り隔 り過ぎる結にある一考ーを要すD 此のエ

唯甚だ遺憾に堪へ友いのは規則違反の ものが可 i レベ ーシヨンでは屋般会長が利用 j出来そうに思はれ

成あ ったととである。紙の大さ製闘法等資質的に i るo I樹脂iは達者 IC引いである 。

差支へない映り 寛大 lと見て! 臨募者の努力 を無駄に ; 第三等三席

しないやう に努めた。然し坪教の著 しく 超過する : 間取としては卒凡であるが無理なく 素直に出来

ものだと か、卒家建のものは 巴むを得十除いた。 ; てゐる 。二階の重ね方に は無理がある 。階上の六

他人の案を共催借りて来られたと認むるものが 些内線は縁側をやめて八段 とする方宜 しからう 口

敏貼あった 、とれは徳義上にも大鑓縫念友ととで ! 方位の鑓なのは如何な る理r:l: l tL. 基づくや 、 とれは

るる 。内に審盗品の奮作を さを然コツピ ーして提出 ( 首然南を正面とすべ きであ ら う。
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ひ

ま

す

。

よ

る

住

宅

の

設

計

に

就

い

て

留

米

の

性

宅

で

は

‘

共

の

室

の

版

さ

は

同

畳

半

六

盤

八

抑

等

の

如

く

刊

の

校

教

に

よ

っ

て

表

さ

れ

て

肘

り

ま

す

が

、

必

の

大

さ

は

地

方

に

よ

っ

て

多

少

相

山

市

止

し

て

一

様

で

あ

り

ま

せ

ん

。

室

の

川

凶

の

相

劃

す

る

壁

心

(

位

心

)
の

距

離

を

、

地

方

に

よ

っ

て

六

尺

或

は

六

尺

三

寸

の

松

山

教

に

広

め

、

之

に

よ

り

設

の

大

さ

は

制

付

け

ら

れ

て

北

ハ
の

寸

法

が

決

定

さ

れ

ま

す

。

従

っ

て

、

料

一

枚

の

長

さ

ば

六

尺

或

は

六

尺

三

寸

よ

り

も

、

共

の

・

日

数

を

以

て

杭

の

大

さ

(

一

帆

)

ぞ

除

し

た

る

寸

法

だ

け

短

い

諜

で

す

。

京

阪

榊

地

方

K

於

て

は

之

と

呉

な

っ

て

.

主

要

友

る

去

の

挫

の

大

さ

を

長

さ

六

尺

三

寸

川

三

尺

一

寸

五

分

と

先

づ

定

め

て

.

北

ハ

の

供

敢

に

ょ

っ

で

室

の

内

法

の

大

さ

と

し

ま

す

。

従

っ

て

相

到

す

る

帥

唯
一

に

於

け

る

証

心

の

距

離

は

六

尺

三

寸

の

似

敢

に

佐

の

巾

を

加

へ

た

も

の

で

す

か

ら

、

一

聞

を

六

尺

六

寸

即

ち

二

米

と

友

し

、

位

心

の

距

離

を

二

米

の

帆

数

と

な

す

も

、

古

来

の

材

料

セ

使

川

し

て

の

施

工

κ
甚

し

い

不

便

藤

を

感

じ

ま

せ

ん

o

例

へ

ば

.

十

二

例

角

の

太

さ

の

紅

や

使

っ

て

八

品

川

を

也

る

に

.

位

心

に

て

凶

米

卒

方

の

山

さ

と

す

れ

ば

、

一

日伎

の

挫

の

大

さ

は

長

さ

一

米

九

十

州

制

(

六

尺

阿

寸

二

一同

)

巾

九

十

四

糾

(
三

μ

八

二

寸

一

一民

)

と

友

り

、

従

来

の

も

の

と

韮

し

い

相

述

は

あ

り

ま

せ

ん

。

私

は

大

正

九

年

の

冬

に

自

己

の

小

住

宅

を

メ

ー

ト

ル

法

に

よ

っ

て

設

計

し

て

以

来

、

次

の

如

き

寸

法

を

棋

準

と

し

常

に

之

に

よ

っ

て

M

-
り

ま

す

が

、

比

一
一

の

不

便

を

も

感

じ

ま

せ

ん

。

室

の

廃

さ

脱

掛

式

出

限

式

何

れ

の

場

人

け

十も

、

長

さ

及

び

一帆

を

一

米

の

偶

数

と

な

し

、

周

闘

の

位

内

に

於

け

る

佐

の

間

隔

は

一

米

・

一

米

半

・

二

米

の

三

種

。

床

の

高

さ

地

盤

よ

り

一

階

床

間

ま

で

冗

十

五

乃

五

六

十

料

、

同

一

の

階

に

て

眼

掛

式

と

臨

式

と

を

併

用

す

る

場

合

K

は

、

前

者

の

床

面

を

ト
↑
'

斗

寸

ノ

厚

之

に

よ

っ

て

定

め

・

後

者

の

床

面

は

前

者

よ

り

も

三

十

乃

至

三

十

三

制

高

〈

な

す

。

天

井

の

一

品

さ

床

而

よ

り

二

百

二

十

乃

至

二

百

七

十

例

.

多

く

の

揚

合

民

、

腰

掛

式

の

室

K

於

て

は

二

百

七

十

料

、
J

位

式

の

室

k

b

つ

て

は

そ

れ

と

相

珪

せ

る

床

耐

の

高

さ

を

-減

じ

た

る

二

百

三

十

七

乃

至

二

百

円
司

レ

』

凶

七

。

y
u
v

-

i
t山

T

窓

の

大

さ

及

び

位

置

柱

の

間

隔

が

一

米

・

一

米

牟

・

二

米

の

三

種

友

る

故

、

窓

の

隔

は

杭

の

巾

を

十

組

と

せ

ば

九

十

桝

・

百

凶

十

桝

・

百

九

十

椀

の

一

二

践

に

し

て

引

謹

昨

子

k

q

械

む

。

九

十

組

の

も

の

は

便

所

の

如

き

に

多

く

使

用

し

、

窓

敷

居

上

端

の

高

さ

は

床

間

よ

り

七

十

乃

至

百

二

十

糎

。

主

た

る

室

の

窓

の

耐

は

百

四

十

糎

或

は

百

九

十

糎

に

し

て

敷

居

の

高

さ

は

七

十

柄

。

但

し
、

之

は

腰

掛

式

の

床

間

よ

り

の

す

法

な

る

を

以

て

鹿

式

の

盤

面

よ

り

窓

事

ま

で

は

三

十

七

乃

至

四

十
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糎

、

窓

の

高

さ

は

内

法

に

て

百

五

十

師

刷

、

従

っ

て

窓

鴨

居

下

端

よ

り

天

井

下

端

ま

で

は

二

百

七

十

糎

(

床

面

よ

り

天

井

下

端

ま

で

)

よ

り

七

十

純

(

床

面

よ

り

窓

敷

居

ま

で

)

と

百

五

十

糠

(

窓

内

法

)

と

を

減

じ

た

る

五

十

糎

。

出

入

口

の

大

さ

柄

は

悶

戸

川

戸

何

れ

も

開

放

し

得

る

内

法

に

て

七

十

艇

、

八

十

料

、

九

十

艇

の

三

種

と

た

し

、

便

所

の

如

き

に

て

は

七

十

住

住

宅

の

間

取

や

構

造

設

備

の

如

何

が

常

に

慎

重

に

考

へ

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

は

勿

論

で

有

る

が

、

只

単

に

間

取

が

よ

い

と

か

構

造

設

備

が

充

分

で

る

る

と

言

ふ

だ

け

で

は

、

家

は

本

首

の

一

山

用

を

な

さ

な

い

。

家

の

民

の

桁

m
は

h

v

m

Y

ろ

北

バ

居

住

者

の

住

み

方

即

ち

保

管

や

利

用

方

法

の

如

何

に

因

る

所

が

多

い

と

考

へ

る

。

い

く

ら

正

{

一京

の

銘

刀

で

も

、

持

ち

手

如

何

K

因

つ

て

は

窓

口

有

っ

て

益

の

無

い

の

と

閉

じ

道

理

で

有

る

。

衣

や

食

に

就

て

も

同

様

の

事

が

言

は

組

、

玄

関

の

如

き

に

て

は

九

十

糎

、

多

く

の

室

に

於

て

は

八

十

糎

。

但

し

.

隣

室

と

併

用

す

る

矯

め

蹟

〈

開

放

す

る

必

要

あ

る

出

入

口

に

於

て

は

、

百

九

十

乃

至

三

百

九

十

糎

と

し

ま

す

。

高

さ

は

玄

闘

に

て

は

二

百

斜

、

各

室

に

て

は

多

く

其

の

上

部

K

欄

聞

を

設

け

.

出

入

口

の

内

法

は

腰

掛

式

の

室

に

て

百

八

十

五

乃

至

百

八

十

九

糎

.

座

式

の

室

K

て

百

七

十

六

乃

至

百

八

十

糎

。

欄

聞

は

出

入

口

と

の

聞

に

蟻

壁

を

ｾ且唱

三己

愛

家

の

管

理

と

活

れ

る

J

間

半

に

縞

柄

や

色

合

仕

立

の

如

何

が

軍

要

友

事

は

勿

論

で

あ

る

が

、

さ

て

出

来

上

っ

た

衣

類

の

保

管

や

取

合

せ

着

と

な

し

に

因

っ

て

、

共

的

用

に

大

盤

な

相

遣

が

生

歩

る

。

食

K

闘

し

で

も

只

材

料

や

調

理

だ

け

で

は

な

い

。

u

f

ろ

食

ひ

方

の

如

何

K

よ

っ

て

好

味

い

も

の

も

意

外

に

必

味

く

な

っ

た

り

、

ま

づ

い

物

が

思

ひ

の

外

好

味

か

っ

た

り

す

る

の

で

有

る
。

不

川

一

意

で

胤

暴

に

住

み

荒

ら

さ

れ

た

家

税

惨

め

な

も

の

は

無

い

。

建

築

家

の

設

け

や

内

法

三

十

糎

(

と

の

寸

法

は

候

め

込

む

紙

障

子

に

使

用

す

る

紙

の

一

枚

の

幅

よ

り

定

め

た

る

も

の

)

の

高

さ

と

し

ま

す

。

各

材

の

大

さ

粧

の

太

さ

は

十

糎

角

荷

重

の

大

な

る

場

合

或

は

大

た

る

住

宅

K

て

は

十

二

糎

角

リ

桁

梁

の

類

は

十

二

、

十

五

、

二

十

、

二

十

五

、

三

十

腕

の

高

さ

。

敷

居

、

鴨

居

、

方

立

は

見

付

阿

糎

廻

縁

は

見

付

四

抑

半

、

竿

総

は

断

葛

用

苦

心

も

凡

て

水

泡

K

師

す

る

。

新

ら

し

く

出

来

上

っ

た

家

は

取

校

の

新

ら

し

い

卒

業

生

の

様

な

も

の

で

有

る

。

卒

業

の

成

績

だ

け

で

は

何

も

な

ら

な

い

。

一

歩

祉

舎

へ

出

て

か

ら

如

何

に

祈

動

す

る

か

ピ

問

題

で

有

る

。

家

が

立

派

K

出

来

上

っ

た

と

言

ふ

事

は

.

丁

度

卒

業

の

成

績

が

優

等

で

あ

っ

た

と

い

ふ

に

同

じ

い

。

卒

業

成

績

が

優

等

と

い

ふ

事

は

誠

に

結

構

K

は

相

詮

友

い

が

、

枇

A
W

人

と

し

て

是

れ

を

充

分

前

刑

す

る

事

に

凶

っ

て

真

の

効

果

が

あ

ら

わ

れ

る

辺

理

で

有

る

。

面

積

九

卒

方

料

、

或

は

十

二

卒

方

糎

(

竿

縁

天

井

の

場

合

K

天

井

板

が

認

来

の

一

聞

の

長

さ

K

て

、

張

上

げ

に

不

足

せ

ば

、

之

を

二

分

し

て
、

竿

縁

に

高

さ

の

低

き

耐

の

大

な

る

も

の

を

使

用

し

、

北

バ

上

K

て

不

足

せ

る

だ

け

の

間

隔

を

置

い

て

張

る

。

)

巾

木

は

腰

掛

式

の

室

に

て

叫

羽

目

左

く

巾

木

の

み

使

川

し

、

北

(

の

高

さ

は

十

二

糾

或

は

十

五

料

。

野

L

L

 

叫

刃

p

h

H

 

R
い
れ

性

宅

の

保

管

や

利

用

の

問

題

は

、

会

一
〈

是

れ

と

同

犠

で

保

管

者

の

心

掛

け

や

住

み

方

即

ち

利

用

如

何

の

考

究

は

何

人

に

も

故

も

大

切

友

貨

際

問

題

と

考

へ

ら

れ

る

の

で

有

る

。

く〉

何

と

壬
一円

つ

で

も

自

分

の

家

を

持

ち

得

る

人

は

小

数

で

有

る

。

η

人

の

内

の

九

十

五

人

ま

で

は

|

|

或

は

そ

れ

以

上

|

l

他

人

が

営

利

的

に

建

て

た

山

氷

令

の

併

家

に

作

む

運

命

を

抗

っ

て

川

る

。

衣
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や

食

の

問

題

は

或

税

皮

ま

で

満

込

で

き

て

も

住

の

揃

込

を

得

る

事

は

な

か

/

¥

容

易

で

は

無

い

。

此

事

宜

は

一

杭

合

的

に

観

て

誠

に

遺

憾

主

極

で

は

有

る

が

、

共

れ

が

現

質

で

有

る

か

ら

何

と

も

た

ら

な

い

。

偉

い

政

治

家

が

出

現

し

て

性

宅

政

策

を

徹

底

す

れ

ば

兎

も

角

だ

が

、

首

分

日

本

に

そ

ん

な

伶

い

人

が

出

ゃ

う

と

は

想

像

さ

れ

・

な

い

。

依

然

と

し

て

多

数

者

は

出

来

合

の

不

完

全

た

家

で

満

込

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

の

で

有

る

。

多

数

者

と

い
出

口

ふ

立

前

か

ら

す

る

と

.

比

較

的

上

流

の

住

宅

建

築

の

如

き

は

如

何

で

も

よ

い

の

で

有

る

。

公

衆

に

入

り

の

建

築

士

K

依

頼

し

て

、

好

き

な

様

に

勝

手

K

建

て

ら

れ

た

ら

其

れ

で

片

附

く

の

で

有

る

。

併

し

多

数

者

の

住

宅

、

出

来

合

の

借

家

住

宅

の

建

築

は

左

椋

は

行

か

な

い

。

園

民

大

多

数

の

伎

の

問

題

作

新

援

に

関

聯

す

る

の

で

有

る

か

ら

、

是

れ

は

園

家

的

祉

合

的

に

最

重

要

で

あ

る

。

住

の

問

題

に

燭

れ

十

し

て

生

品

川

の

向

上

も

思

想

の

善

導

も

有

る

筈

は

な

い

。

五口

園

の

識

者

は

兎

角

此

一

一

聞

を

閑

却

し

勝

ち

で

有

る

が

、

共

れ

で

は

誠

に

困

る

の

で

有

る

。

崎

形

的

な

文

化

の

進

歩

は

況

γ

ろ

閤

家

的

に

危

険

で

あ

る

。

民

の

文

化

は

多

数

国

民

生

前

の

充

置

を

内

容

と

し

な

け

れ

ば

う

そ

だ

。

共

廃

に

も

此

底

に

も

も

ぬ

け

の

殻

の

や

う

な

生

前

ば

か

り

で

、

い

く

ら

弧

問

戚

張

り

を

し

て

見

て

も

共

ん

な

も

の

に

は

何

に

も

悦

値

は

無

い

の

で

有

る

。

( )  

新

し

い

も

の

を

遺

る

と

い

ふ

事

と

、

活

ら

れ

た

新

ら

し

い

も

の

を

如

何

に

利

用

す

る

か

と

い

ふ

事

は

阿

方

と

も

必

要

で

あ

る

。

ど

ち

ら

か

と

一
一

日

ふ

と

逝

ら

れ

た

物

を

如

何

に

利

川

す

る

か

と

一言

ふ

方

が

二

府

む

つ

か

し

い

か

も

知

れ

な

い

。

元

来

が

建

築

と

い

ふ

仕

事

は

束

縛

の

多

い

仕

事

で

は

有

る

が

、

す

で

に

出

来

上

っ

た

他

人

の

巡

っ

た

物

を

利

用

す

る

黙

に

な

る

と

、

色

k

な

附

却

に

於

て

不

都

合

友

束

縛

を

感

ぜ

ざ

る

を

得

友

い

。

殊

K

其

れ

が

不

用

意

に

逝

ら

れ

た

併

家

建

築

の

類

に

於

て

は

、

一一

府

甚

し

い

も

の

が

有

る

。

必

ヂ

し

も

工

設

を

惜

ま

ぬ

と

言

ふ

事

の

み

が

家

を

普

く

す

る

所

以

で

は

無

い

。

要

は

居

住

者

の

幸

一臓

を

理

想

と

す

る

制

心

の

注

意

が

最

必

要

で

有

る

。

貸

す

方

の

営

利

的

立

場

の

み

か

ら

考

へ

や

に

、

借

り

る

方

の

立

場

を

充

分

に

考

慮

花

入

れ

て

計

聾

さ

れ

-

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

治

ら

れ

た

物

が

如

何

に

利

用

さ

る

L

か

と

い

ふ

紛

で

る

る

。

或

は

如

何

に

利

用

さ

れ

怠

け

れ

ば

た

ら

ぬ

か

と

言

つ

た

方

が

も

っ

と

泊

切

か

も

知

れ

な

い

。

か

つ

て

住

宅

は

生

前

の

仕

方

を

敬

へ

る

思

校

の

様

な

物

だ

と

育

っ

た

米

問

の

建

築

家

が

有

っ

た

が

、

誠

民

共

通

り

で

有

る
。

吾

人

の

生

析

の

大

字

は

家

K

困

っ

て

支

配

さ

れ

る

の

で

有

る

と

同

時

K

、

吾

人

は

一

一
間

純

粋

友

生

前

の

理

想

の

下

に

家

を

支

配

す

る

の

で

有

る

。

師

に

逝

ら

れ

た

家

を

如

何

に

利

川

す

る

か

と

言

ふ

事

は

、

ど

う

家

乞

支

配

す

る

か

と

い

ふ

の

と

同

じ

で

有

る

。

。

『

借

家

住

居

』

と

言

ふ

言

葉

に

は

色

々

の

面

白

く

無

い

意

味

が

含

ま

れ

て

居

る

や

う

で

有

る

。

『

副

所

』

或

は

「

山

居

』

と

言

ふ

言

誌

に

も

同

様

の

住

所

に

劃

す

る

不

安

を

意

味

し

て

居

る

。

『

か

り

や

ま

ゐ

』

即

ち

英

知

の

『

テ

ン

ポ

ラ

リ

・

レ

ジ

デ

ン

ス

』

と

言

っ

た

様

な

意

味

が

問

問

、

く

響

く

の

で

有

る

。

此

世

は

恨

の

世

な

ど

と

言

ふ

飾

教

殊

に

呼

土

宗

の

方

面

か

ら

、

相

営

根

強

く

植

え

つ

け

ら

れ

た

思

想

と

相

侠

っ

て

、

人

生

を

出

来

合

の

頗

る

安

債

な

か

り

も

の

と

許

慣

し

去

る

様

友

雄

ひ

が

有

る

。

生

活

と

い

ふ

事

が

本

世

に

考

へ

ら

れ

友

い

。

人

間

と

生

れ

て

私

は

と

れ

程

不

幸

は

・

な

い

と

信

ヂ

る

。

自

分

に

一

番

大

切

な

家

を

仮

の

家

と

み

く

ぴ

り

、

叉

と

件

ら

れ

る

か

得

ら

れ

な

い

か

分

ら

な

い

人

生

を

、

似

の

世

な

ど

と

見

限

っ

て

了

ふ

の

は

、

凡

そ

是

れ

科

の

不

心

得

は

な

い

と

考

へ

る

の

で

有

る

。
人

生

花

恨

の

人

世

等

と

言

っ

た

も

の

が

無

い

と

同

じ

く

、

家

に

も

恨

の

家

な

ど

と

言

ふ

も

の

は

な

い

。

す

ぺ

て

が

皆

本

企

の

物

で

有

る

つ

幸

一耐

で

あ

ら

ふ

が

不

幸

で

あ

ら

ふ

が

人

世

は

人

世

と

し

て

凡

て

民

-w

は

で

有

る

。

同

様

K

自

分

の

持

家

K

住

ま

ふ

が

借

家

住

居

で

る

ら

ふ

が

家

は

家

で

あ

る

o

家

と

い

ふ

概

念

K

植

賓

と

二

つ

の

匝

別

を

す

る

の

は

本

首

で

は

な

い

。

た

と

へ

共

居

住

期

聞

が

三

月

や

牛

歳

で

有

っ

た

と

し

て

も

、

或

は

又

五

年

七

年

と

延

び

た

と

し

て

も

そ

れ

は

同

じ

で

有

る

。

一

目

だ

っ

て

無

駄

が

有

つ

て

は

な

ら

な

い

の

が

吾

人

の

生

活

の

良

質

相

で

は

有

る

ま

い

か

と

私

は

考

へ

る

。

古

来

人

生

五

十

年

等

と

い

っ

た

犠

友

相

壌

を

決

め

て

・

何

か

し

ら

人

生

に

或

る

期

聞

を

定

め

る

や

う

友

嫌

ひ

が

有

る

が

日

正

れ

は

非

常

な

間

注

ひ

で

有

る

。

咋

日

は

昨

日

、

明

日

は

明

日

で

有

る

。

結

局

は

今

日

一

日

よ

り

他

は

な

い

の

で

有

る

。

今

日

の

一

日

を

満

足

し

て

暮

す

と

と

で

有

る

。

今

日

を

別

物

K

し

て

咋

日

や

明

日

を

考

へ

る

の

は

舷

の

極

で

有
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る

。

性

宅

を

考

へ

る

に

し

て

も

、

咋

日

の

家

や

明

日

の

家

を

い

く

ら

考

へ

f

見

た

っ

て

何

に

も

な

ら

な

い

υ

理

想

の

住

宅

の

間

取

が

机

の

上

に

山

紅

出

来

て

も

、

共

一

賞

現

は

何

時

の

事

や

ら

分

ら

友

い

で

は

何

に

も

な

ら

な

い

J

今

日

の

生

活

に

聞

に

介

ふ

物

で

な

け

れ

ば

何

の

偵

値

を

も

興

へ

た

い

の

で

有

る

。

昨

日

や

明

日

の

家

で

は

無

く

先

づ

今

日

の

家

を

民

側

K

考

へ

て

見

た

い

と

私

は

望

む

の

で

有

る

。

そ

れ

が

自

分

の

持

家

で

あ

ら

ふ

が

情

家

で

あ

ら

ふ

が

、

或

は

又

一

時

的

で

あ

ら

ふ

が

永

久

的

で

有

ら

ふ

が

‘

共

ん

な

事

は

問

ふ

川

で

は

な

い

。

現

に

住

む

可

く

今

運

命

づ

け

ら

れ

て

出

る

其

家

に

つ

い

て

異

質

K

考

へ

て

見

た

い

の

で

有

る
。

く〉

家

の

管

理

や

利

用

に

就

て

第

一

に

考

へ

て

欲

し

い

本

は

、

現

花

北

ハ

人

が

休

ん

で

出

乙

家

を

愛

す

る

事

で

あ

る

。

家

を

愛

す

る

事

即

ち

「

机

宅

愛

』

の

棋

士

平

観

念
・

な

し

に

は

五日

k

の

生

祈

は

成

り

立

た

な

い

。

『

住

宅

愛

」

は

即

『

生

前

愛

』

で

あ

る

。

心

か

ら

家

を

愛

す

る

と

言

ふ

気

持

が

土

誌

と

な

っ

て

始

め

て

本

訟

の

家

の

管

理

や

利

用

が

出

来

る

と

私

は

信

十

る

。

生

前

の

充

質

や

向

上

も

や

は

り

根

本

的

た

「

住

宅

災

』

か

ら

出

稜

し

な

け

れ

ば

峻

で

あ

る

不

具

友

子

供

粍

貌

に

と

っ

て

は

い

と

し

さ

同

愛

さ

が

明

す

と

言

ふ

で

は

無

い

か

。

「

佐

宅

愛

」

を

徹

低

す

れ

ば

、

立

派

な

家

よ

り

も

不

完

全

友

出

来

人

口

の

仏

家

建

の

方

が

一

府

可

憐

K

感

ぜ

ら

れ

る

と

も

考

へ

仰

る

-

不

幸

な

雨

親

が

不

具

な

小

机

い

を

如

何

に

し

て

一

人

前

の

人

間

並

と

し

て

世

の

中

K

送

り

山

内

す

か

に

背

心

す

る

が

如

く

、

制

の

思

い

借

家

性

肘

の

人

達

は

山

花

ム

け

は

な

い

仰

川

家

持

詰

と

し

て

其

家

を

最

初

か

ら

凡

く

び

る

か

わ

り

に

、

如

州

す

れ

ば

左

様

し

た

家

が

机

宅

と

し

て

一

介

入

の

嬰

水

を

世

川

並

民

充

紅

す

可

き

か

を

工

夫

し

計

力

す

可

き

で

れ

る

と

ね

は

考

へ

る

。

一

糸

に

到

し

て

一

献

に

冷

淡

で

ぞ

ん

さ

い

な

功

討

を

仏

家

竹

川

の

人

に

到

し

て

多

く

見

受

け

る

0

叫

怖

に

γ

て

れ

が

放

下

肘

の

人

並

な

ら

ば

児

K

品
川

、

相

川

ん

な

川
H

識

階

級

の

人

法

K

多

い

の

は

誕

一

だ

遺

憾

で

あ

る

。

ん

み

に

釘

し

て

冷

淡

と

い

ふ

事

は

、

つ

ま

り

生

前

に

釘

し

て

知

山

側

心

と

い

ふ

と

と

で

有

り

、

食

っ

て

応

て

小

机

い

を

生

む

と

い

ふ

外

K

生

日

ら

し

い

生

前

が

無

い

と

い

ふ

に

外

な

ら

友

い

。

共

れ

の

何

庭

医

も

人

間

ら

し

い

精

一

別

的

友

何

も

の

を

も

持

っ

て

民

な

い

、

言

は

H

L

K

K

杭

の

生

前

と

北

ハ

内

容

K

於

て

飴

り

大

た

は

な

い

事

に

な

る

の

で

有

る

。

教

室

と

言

ふ

と

と

は

人

聞

に

本

官

の

生

日

を

数

へ

る

K

外

な

ら

な

い

。

数

養

の

あ

る

と

言

は

れ

る

人

法

で

、

北

(

家

を

顧

み

な

い

と

言

ふ

に

五

つ

て

は

言

和

活

断

で

あ

る

リ

。

『

れ

古

愛

』

は

住

宅

に

劃

す

る

あ

ら

ゆ

る

方

削

か

ら

の

抑

捺

と

判

識

を

要

求

す

る

。

北

川
愛

す

る

者

に

針

し

て

何

で

も

知

ら

ふ

と

努

め

る

の

が

人

間

の

通

有

性

で

あ

る

。

本

常

の

『

住

宅

愛

』

は

川

到

な

槻

告

と

州

u

識

の

上

K

築

か

れ

な

け

れ

ば

友

ら

ぬ

。

只

や

た

ら

と

有

一世

K

ノ

ー

と

計

り

に

朝

か

ら

悦

ま

で

、

告

と

於
A

た

t

A

き

を

以

て

立

ち

働

ら

く

だ

け

が

家

を

変

す

る

所

以

で

は

友

い

事

は

明

ら

か

で

あ

る

。

又

附

か

ら

隅

ま

で

無

聞

と

飾

り

立

て

る

事

で

も

左

い

。

そ

れ

は

γ

度

愛

人

を

奇

麗

に

活

飾

ら

せ

て
4

竹

ん

で

肘

る

椋

友

も

の

で

あ

る

。

何

れ

に

し

て

も

打

ち

ゃ

っ

て

世

く

よ

り

は

良

い

K

は

相

違

友

い

が

、

そ

れ

で

木

古

作

家

を

愛

し

て

肘

る

と

考

へ

た

ら

大

き

な

間

泣

ひ

で

る

る
。

家

の

管

理

や

利

川

は

合

理

的

で

有

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

o

盲

目

的

で

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

。

手

水

鉢

の

水

に

ぼ

う

ふ

ら

が

湧

い

て

民

て

も

千

さ

へ

此

へ

ば

そ

れ

で

す

む

と

言

っ

た

様

友

病

潔

制

念

で

は

駄

目

で

あ

る

。

そ

ん

な

水

な

ら

ば

午

ろ

祉

は

た

い

方

が

ど

れ

だ

け

衛

生

的

だ

か

分

ら

な

い

。

見

え

る

と

と

ろ

ば

か

り

清

潔

に

し

た

か

ら

と

て

共

れ

だ

け

で

家

が

奇

麗

に

な

っ

た

と

は

言

へ

な

い

。

見

え

な

い

天

井

裏

や

床

下

K

一

府

の

が

意

が

必

要

で

あ

る

。

一

郎

笥

や

書

棚

の
一
川

政

や

釣

棚

の

上

に

一

一

杯

坊

を

貯

め

て

世

い

て

卒

試

で

川

る

や

う

な

い

叩

除

の

仕

方

で

は

.

本

官

に

家

の

r

h

潔

が

似

た

れ

て

川

る

と

は

言

へ

ま

い

。

川
出

の

如

き

も

一

年

一

度

の

日

光

消

ぶ

だ

け

で

は

充

分

，

支

心

は

川

米

な

い

の

で

あ

る

。

{

み

を

前

協

に

す

る

と

い

ふ

羽

は

出

仕

者

の

心

掛

如

何

K

悶

る

は

勿

論

で

る

る

が

、

同

時

に

山

地

誌

川

H

M

初

K

於

け

る

建

設

者

の

作

意

も

亦

大

切

で

る

る

J

家

の

ど

の

部

分

も

常

に

清

潔

を

保

ち

得

る

様

、

掃

除

の

し

幼

い

排

出

を

工

夫

さ

る

可

き

で

あ

る

o

制

は

付

い

て

肘

て

も

か

川

仰

い

女

子

な

ど

で

は

掃

除

の

川

米

な

い

部

パ分

が

多

い

。

M
m
句

や

井

棚

の

如

き

も

州

旅

る

だ

け

小

川

分

の

州

立

式

で

、

何

時

で

も

自

由

に

持

ち

は

と

び

が

出

氷

る

物

を

理

想

と

す

る

。

市
一

一

い

1

V

子

の

如

き

は

共

仰

に

航

。

を

つ

け

て

、

何

時

で

も

白

山

に

枕

世

を

倣

へ

得

る

棋

に

工

夫

す

る

必

要

が

あ

ら

ふ

と

考

へ

る

。
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何

で

も

自

分

の

没

す

る

も

の

を

人

は

大

切

に

す

る

。

「

性

宅

愛

』

は

山

M
m

然

家

を

大

切

に

取

倣

ふ

事

を

教

へ

る

J

家

を

並

ハ

隅

々

ま

で

出

潔

に

す

る

一

山

中

も

加
熱

論

家

を

斗へ

切

に

考

へ

る

一

つ

に

は

相

辿

な

い

が

、

川

し

そ

れ

だ

け

で

「

住

宅

愛

』

は

徹

底

し

た

と

は

言

へ

友

い

。

和

風

の

家

に

は

破

れ

易

い

も

の

、
汚

れ

易

い

も

の

、

と

わ

れ

易

い

も

の

が

多

い

。

槻

に

し

て

も

附

子

に

し

て

も

m

m

k

し

で

も

引

に

し

て

も

、

北

ハ

他

凡

て

の

木

部

K

し

で

も

同

様

で

る

る

。

川

来

上

っ

た

新

築

の

ほ

ん

の

二

三

ヶ

月

は

兎

広

角

川

住

者

K

す

が

/

1
し

い

感

じ

を

卯

へ

る

が

、

ぞ

ん

ざ

い

友

肘

位

者

l

i
借

家

人

ー

ー

に

引

っ

か

L

る

と

、

も

の

t

A

牛

歳

も

た

L

-

泣

い

内

に

視

d

h

附

子

も

監

も

破

れ

や

仮

だ

ら

け

で

、

位

や

刊

肘

に

は

や

た

ら

と

釘

が

う

た

れ

乎

垢

の

る

と

が

そ

と

に

も

と

L

K

も

見

苦

し

い

斑

紋

を

現

は

す

。

破

れ

易

い

も

の

や

刊

れ

易

い

も

の

が

破

れ

た

り

汚

れ

た

り

す

る

事

に

何

の

不

思

議

は

た

い

と

一言

へ

ば

そ

れ

ま

で

だ

が

.

注

意

の

仕

方

で

は

破

民

を

出

来

る

だ

け

軒

減

し

得

る

笹

で

あ

る

。

『

あ

ば

ら

家

』

と

言

ふ

き

門

主

将

日

本

の

下

屠

階

級

の

家

を

う

ま

く

言

ひ

現

は

し

た

青

葉

は

な

い

と

巧

へ

る

。

殆

ん

ど

凡

て

が

『

あ

ば

ら

家

』

で

あ

る

o

只

さ

へ

汚

れ

易

く

と

わ

れ

易

い

家

友

の

で

有

る

か

ら

、

共

れ

を

少

し

で

も

不

注

意

に

取

扱

っ

た

ら

た

ま

っ

た

物

で

は

な

い

。

共

取

扱

ひ

の

上

に

制

心

の

一

任

意

が

必

要

で

あ

る

o

一一

剛

か

ら

考

へ

る

と

此

川

姐

は

、

か

う

し

た

附

級

の

家

K

釘

し

て

共

建

設

況

の

方

か

ら

も

共

使

川

材

料

や

榔

逃

に

射

す

る

新

ら

し

い

工

夫

が

欲

し

い

と

考

へ

る

の

が

至

抗

で

あ

る

か

も

知

れ

な

い

。

併

し

材

料

が

何

で

あ

ら

ふ

と

構

逃

が

何

う

進

歩

す

る

と

し

て

も

.

依

然

居

作

者

に

木

町

の

一任

意

が

な

か

っ

た

な

ら

ば

共

結

県

に

は

大

井

は

な

い

。

何

と

あ

っ

て

も

根

本

的

に

『

性

宅

愛

』

の

村

榊

か

ら

川

殻

し

友

け

れ

ば

駄

目

だ

と

信

十

る

口

家

を

飾

り

立

て

る

と

い

ふ

誌

は

必

ヂ

し

も

批

測

す

可

き

引

で

は

な

い

か

も

知

れ

な

い

。

併

し

住

宅

匙

飾

の

毘

の

意

義

は

、

只

持

も

な

く

川

県

川一

と

飾

り

立

て

る

事

で

無

い

の

は

明

ら

か

で

る

る

。

家

具

調

度

装

飾

品

が

凡

ペ

て

在

る

可

き

本

首

の

代

世

に

置

か

れ

て

整

然

と

保

た

る

L

調

和

共

も

の

で

有

ら

ね

ば

友

ら

ぬ

。

徒

ら

に

高

債

な

物

を

た

ら

ぺ

立

て

た

か

ら

と

言

っ

て

其

れ

だ

け

で

は

装

飾

の

意

義

を

な

さ

友

い

。

い

ヤ

ろ

手

慣

れ

た

持

ち

ム

口

せ

の

物

を

旭

川

品

に

按

配

す

る

と

と

ろ

に

装

飾

の

ア

l

ト

は

有

る

。

床

の

間

の

飾

り

附

け

よ

り

も

先

十

草

川

道

具

の

配

列

か

ら

考

へ

て

見

た

い

の

で

有

る

。

戸

棚

の

上

の

雑

物

や

食

料

品

の

弁

べ

方

に

も

巧

拙

は

有

り

、

見

て

以

て

故

も

心

持

の

よ

い

弁

べ

方

は

、

同

時

に

使

川

上

K

も

円

以

も

使

利

で

有

る

符

だ

。

人

川

が

そ

れ

ん

¥

必

嬰

の

佐

世

に

世

か

れ

た

時

共

能

力

を

最

も

よ

く

官

即

す

る

桜

花

、

家

で

も

凡

て

の

家

共

や

制

度

が

花

る

可

き

位

世

に

世

か

れ

た

時

北

九

悦

他

が

本

首

に

知

ら

る

L

の

で

有

る

。

。

必

要

友

も

の

が

欠

け

て

居

る

の

は

無

駄

た

物

が

徐

分

に

あ

る

の

と

同

じ

慌

に

不

便

を

感

歩

る

。

人

間

の

生

活

に

は

何

が

本

首

に

必

要

で

何

が

無

駄

で

有

る

か

を

考

へ

て

見

た

い

の

で

有

る

。

而

し

て

吾

K

は

出

来

る

だ

け

必

要

友

も

の

を

充

一

覧

す

る

と

共

に

、

一

一間

常

に

無

駄

友

物

を

、

努

め

て

省

く

事

K

注

意

し

度

い

。

便

利

に

都

合

よ

く

暮

す

に

は

、

只

間

取

が

よ

い

と

言

ふ

計

り

で

は

い

け

な

い

口

是

非

と

も

是

れ

に

伴

な

ふ

家

具

や

調

度

を

整

へ

る

必

要

が

有

る

の

で

有

る

。

出

来

そ

と

な

っ

た

間

取

の

家

で

も

左

様

L

た

細

心

の

注

意

に

よ

っ

て

、

多

少

紅

り

と

も

北

ハ

欠

附

却

を

柿

ふ

市

中

が

出

来

る

と

私

は

伝

十

る

の

で

有

る

。

町

い

部

屋

も

明

る

く

・

狭

い

刈

川

原

も

院

く

、

間

以

い

部

屋

も

軟

ら

か

に

感

じ

さ

せ

符

る

の

は

装

飾

の

ア

1

ト

で

あ

る

J

「

装

飾

喪

術

の

無

川

論

』

と

か

「

無

装

飾

の

装

飾

』

と

言

っ

た

棋

な

z

功

も

言

は

れ

て

は

肘

る

が

.

そ

れ

は

完

全

な

物

の

上

の

話

し

で

有

っ

て

、

多

数

の

家

叫

叫

に

川

来

ム
H

の

住

宅

の

如

き

は

川
正

れ

に

泊

度

な

装

飾

を

加

え

て

幾

分

友

り

と

も

住

心

地

良

く

す

る

必

要

が

る

る

c

不

都

A

H

な

家

を

よ

り

都

ム

n

よ

く

、

見

背

し

い

家

を

よ

り

美

く

し

く

す

る

の

が

装

飾

技

術

で

あ

る

。

装

飾

的

趣

味

や

技

能

の

有

る

人

と

無

い

人

と

で

は

、

会

く

同

一

の

間

取

や

構

浩

の

家

で

も

其

効

川

市

に

就

て

は

雲

、

似

の

相

違

が

有

る

。

斯

う

し

た

趣

味

や

技

能

は

則

子

よ

り

も

山

中

ろ

知

人

に

必

要

で

あ

る

が

.

一

般

に

吾

閣

の

郁

人

に

は

左

様

し

た

心

掛

け

や

教

養

が

火

け

て

居

る

様

で

る

る

J

此

鈷

は

特

に

女

子

教

育

者

の

一

考

を

.

却

し

度

い

c

凡

で

の

家

材

道

具

や

持

ち

合

せ

の

装

飾

品

を

活

か

し

て

使

ふ

事

で

あ

る

。

新

規

た

物

を

賀

ひ

整

へ

る

に

し

て

も

共

れ

は

館

小

の

悦

格

の

物

で

充

分

間

K

A

n

す

事

が

出

来

る
。

所

甜

『

民

嬰

口

川

』

で

充

分

友

の

で

有

る
。
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く〉

国

製

趣

味

や

読

書

趣

味

の

盟

か

な

家

は

‘

常

に

共

住

宅

K

生

々

し

た

新

鮮

な

気

持

を

そ

へ

る

取

が

出

来

る

u

花

升

の

飾

ら

れ

友

い

部

屋

に

は

生

気

が

無

い

。

床

の

問

、

棚

の

上

、

卓

上

.

窓

際

と

何

庭

K

あ

っ

て

も

時

候

々

々

の

美

く

し

い

花

升

科

吾

、

々

の

眼

を

柴

し

ま

し

め

心

を

慰

め

る

物

は

な

い

。

美

く

し

い

刷

出

一
一

同

も

、
.

E

回

目

J

a

，

 

住

庇

を

見

る

。

晩

称

の

陽

が

う

ら

ら

か

に

川

…

り

映

え

、

木

、

々

の

芽

は

の

び

、

雑

草

は

勢

よ

く

も

え

出

す

。

計

々

し

い

生

命

が

地

上

の

あ

ら

ゆ

る

も

の

の

上

に

光

っ

て

来

る

。

五

口

々

の

時

代

に

も

脊

が

来

つ

L

あ

る

。

或

は

布

引

い

文

明

に

冬

が

来

つ

k

あ

る

と

い

ふ

方

が

五

し

い

か

も

知

れ

ぬ

U

大

き

友

梧

桐

の

葉

|

|

そ

う

い

ふ

感

じ

に

似

た

古

い

文

明

.

勢

よ

〈

繁

っ

て

居

た

制

度

の

葉

が

綿

花

落

ち

ん

と

す

る

。

そ

の

下

か

ら

も

え

出

で

ん

と

す

る

新

ら

し

い

時

代

へ

の

準

備

の

芽

が

ふ

く

ら

み

か

け

て

行

く

。

そ

う

い

ふ

時

代

K

吾

々

亦

安

僚

友

接

飾

品

の

一

つ

で

あ

る

。

花

弁

の

す

く

友

い

季

節

に

は

北

ハ
代

用

と

し

て

随

所

に

飾

る

事

が

出

来

、

吾

人

の

限

と

心

に

無

限

の

好

感

を

興

へ

る

。

高

債

な

什

董

的

な

書

茜

一附

等

は

吾

人

K

何

の

必

要

を

も

感

じ

さ

せ

友

い

3

知

人

や

友

人

の

墨

跡

や

暇

友

折

り

の

自

分

自

身

の

誌

の

す

さ

び

や

子

供

の

自

由

茜

に

除

人

の

感

知

し

得

友

い

興

趣

が

あ

る

で

は

無

い

か

。

窓

の

カ

ー

テ

ン

、

椅

子

b一民色

三己

日

I

J

:

 

H

「

E

題

雑

は

立

っ

て

居

る

の

か

も

知

れ

ぬ

。

そ

う

い

ふ

芥

の

一

つ

と

し

て

小

住

宅

問

題

は

存

在

す

る

。

私

は

そ

う

も

考

へ

て

肘

る

ι

小

住

宅

の

問

題

は

聞

係

す

る

所

が

極

め

て

前

汎

で

あ

っ

て

、

と

れ

を

一

朝

一

夕

比

八

川

十

る

と

と

は

絶

到

に

不

可

能

で

あ

る

。

「

建

築

と

枇

合

」

が

此

の

川

題

に

就

て

特

判

す

る

と

い

ふ

の

で

、

稿

を

求

め

ら

れ

た

の

で

あ

る

が

、

自

分

は

此

の

問

題

忙

就

て

は

む

し

ろ

門

外

漢

で

あ

っ

張

、

ク

ッ

シ

ョ

ン

・

テ

1

プ

ル

ク

ロ

ー

ス

、

壁

掛

等

専

門

の

装

飾

帥

を

煩

す

迄

も

友

く

主

婦

の

手

撃

で

襟

山

で

あ

る

。

棚

の

上

の

置

物

が

無

け

れ

ば

小

供

が

製

校

で

巡

っ

て

来

た

手

製

品

で

充

分

目

的

を

達

し

得

る

の

で

あ

る

。

家

具

の

塗

一
換

へ

の

如

き

も

出

来

合

の

塗

料

を

買

っ

て

来

て

主

婦

自

身

の

手

で

や

っ

て

見

た

い

も

の

で

あ

る

。

要

す

る

に

本

首

友

行

き

届

い

た

家

の

考

南

て

、

或

は

兆

一

だ

し

い

認

識

不

足

を

叫

出

し

友

い

も

の

で

も

な

い

。

此

ω
肌

は

あ

ら

か

じ

め

御

諒

承

を

闘

っ

て

世

く

次

第

で

仇

る

。

最

初

に

小

作

宅

と

い

ふ

も

の

は

如

何

友

る

も

の

で

あ

る

か

と

い

ふ

事

を

考

へ

て

世

〈

必

要

が

あ

る

o

小

性

宅

と

い

ふ

号
一

円
実

は

色

々

な

意

味

を

作

っ

て

川

る

ο

所

出

迎

米

住

宅

の

如

き

も

の

、

或

は

一

一

位

の

茶

室

姑

築

の

如

き

も

の

、

或

は

小

市

民

が

低

利

究

会

を

仙

り

て

辿

て

る

性

宅

の

如

き

も

の

。

と

管

理

や

活

用

は

『

住

宅

愛

』

の

張

蕗

で

有

り

度

い

の

で

あ

る

o

『

母

性

変

』

が

不

具

の

子

供

程

か

わ

ゆ

く

共

教

養

に

全

力

を

つ

く

す

株

K

、

大

多

数

の

人

が

住

む

可

〈

運

命

附

け

ら

れ

て

居

る

不

都

合

な

出

来

合

の

借

家

建

築

の

上

に

州

や

か

し

い

不

断

の

『

住

宅

愛

」

の

珪

現

を

私

は

虫

ん

で

止

ま

な

い

の

で

有

る

。

(

了

)

・

(

昭

和

七

、

四
、

一
三

)

れ

ら

の

も

の

は

一

棋

に

小

性

宅

で

る

る

。

私

は

仮

に

H

M

等

の

小

住

宅

を

個

人

主

義

的

小

作

宅

と

名

付

け

て

泣

き

皮

い

と

忠

ふ

が

、

そ

の

大

小

は

あ

れ

等

し

く

所

引

ブ

ル

ジ

ヲ

ア

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

の

上

に

立

脚

す

る

所

の

も

の

で

あ

る

。

と

れ

等

の

小

刊

宅

に

就

て

も

建

築

家

の

考

慮

を

桃

ふ

べ

き

川

題

は

多

々

存

在

す

る

。

然

し

北

等

の

小

住

宅

の

持

つ

特

性

は

砧

築

者

の

主

仰

に

よ

っ

て

例

k

別

k

で

あ

る

と

い

ふ

蜘

K

存

在

す

る

o

或

者

は

日

本

風

の

匙

築

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

ふ

し

、

或

者

は

印

度

胤

の

建

築

が

良

い

と

い

ふ

、

或

者

は

ア

メ

リ

カ
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風

を

.

或

将

は

ゴ

シ

ッ

ク

を

、

或

阜

の

は

桃

山

式

を

:

:

:

そ

し

て

そ

れ

が

便

利

で

あ

れ

不

使

で

あ

れ

、

合

理

的

で

る

れ

不

合

理

-c

b

れ

、

問

題

は

晴

好

む

か

否

か

に

懸

る

の

で

、

と

れ

等

の

も

の

に

劃

し

て

建

築

家

は

飴

り

に

深

入

り

す

る

事

を

許

さ

れ

な

い

の

で

あ

る

。

だ

か

ら

私

は

と

れ

等

の

小

佐

七

K

就

て

概

念

的

危

議

論

を

す

る

と

い

ふ

事

は

無

意

味

で

も

あ

り

、

不

可

能

で

も

あ

る

と

考

へ

て

肘

る

。

と

れ

は

午

ろ

そ

の

場

に

立

っ

た

時

考

へ

れ

ば

良

い

功

で

あ

る

。

小

住

宅

と

し

て

最

も

問

題

K

友

る

の

は

勤

労

階

級

の

住

宅

で

る

る

。

此

の

階

級

に

属

す

る

も

の

は

原

則

と

し

て

自

ら

住

宅

を

建

築

す

る

能

力

を

持

た

な

い

。

多

く

は

併

・

援

の

形

式

で

企

業

家

が

建

築

し

た

性

宅

に

釘

し

、

建

築

資

乞

償

却

し

て

行

く

と

同

時

に

利

刊

を

興

へ

て

行

く

の

で

あ

る

。

此

の

極

の

住

宅

の

居

住

者

は

自

ら

の

噌

好

に

よ

っ

て

住

宅

の

様

式

を

撰

搾

し

て

行

〈

徐

裕

と

自

・山

と

を

持

た

な

い

と

い

ふ

特

性

を

持

つ

。

私

は

慨

に

此

の

極

の

住

宅

を

一

砿

命

口

主

義

的

小

佐

宅

と

名

づ

け

る

o

此

の

枇

合

主

義

的

小

住

宅

の

現

献

は

E

う

・

な

っ

て

居

る

か

と

い

ふ

K

.

或

る

こ

の

例

外

を

除

い

て

は

.

統

制

の

な

い

小

企

業

門

家

の

向

山

に

欣

任

さ

れ

て

居

る

。

そ

の

工

貨

に

於

て

も

、

家

賃

K

於

て

も

所

副

市

川

と

供

給

と

の

経

樹

原

則

の

上

K

立

つ

向

山

契

約

K

依

っ

て

同

て

‘

企

業

家

は

肘

住

者

の

川

住

の

目

的

に

池

介

す

る

か

ど

う

か

と

い

ふ

事

乞

考

へ

る

よ

り

も

、

第

一

義

的

に

彼

等

の

企

業

が

如

何

に

多

く

の

利

仰

を

生

み

仰

る

か

と

一

玄

ふ

事

に

考

感

を

桃

っ

て

控

築

す

る

。

居

住

者

も

亦

彼

等

の

住

宅

が

彼

等

の

家

族

の

生

析

に

油

介

す

る

か

否

か

を

考

へ

る

と

い

ふ

事

よ

り

も

、

彼

等

の

所

得

が

そ

の

住

宅

の

家

賃

を

支

抑

ふ

の

に

充

分

で

あ

る

か

ど

う

か

に

第

一

の

考

慮

を

世

い

て

肘

伎

す

る

。

そ

の

粕

川

市

と

し

て

居

住

持

は

多

く

の

場

合

、

必

姿

脱

皮

以

下

の

住

宅

に

満

足

し

た

け

れ

ば

な

ら

な

い

似

態

に

た

か

れ

て

る

る

。

勿

論

此

の

必

要

限

度

と

い

ふ

窃

陀

も

議

論

は

あ

る

。

如

何

な

る

口

や

す

を

以

て

必

要

限

度

と

す

る

か

は

ゆ

る

か

せ

に

断

定

す

る

事

が

出

来

友

い

重

要

左

問

題

で

あ

る

。

と

れ

は

生

析

と

い

ふ

も

の

L

本

質

を

純

資

K

握

っ

て

、

北

ハ

の

生

活

を

遂

行

す

る

上

に

無

く

て

・

な

ら

た

い

も

の

の

数

量

を

定

め

、

然

る

上

に

は

っ

き

り

し

た

限

度

を

附

す

べ

き

で

あ

る

。

が

・

何

れ

に

し

て

も

今

日

の

小

住

宅

に

於

て

は

そ

の

川

刊

以

態

が

必

要

限

度

を

洛

に

下

っ

て

居

る

と

い

ふ

事

は

断

言

し

て

も

於

支

無

い

と

忠

ふ

。

例

へ

ば

睡

耐

と

い

ふ

一

つ

の

問

題

を

考

へ

て

見

る

。

今

日

の

貧

閑

居

の

川
市

位

以

態

を

私

は

は

っ

き

り

知

ら

な

い

の

で

あ

る

が

‘

私

の

知

っ

て

出

る

或

る

家

族

は

三

帖

と

同

帖

午

の

二

室

を

有

す

る

住

宅

に

(

性

宅

と

い

ふ

一育

北

は

少

し

縫

な

の

で

あ

る

が

)

年

寄

夫

姉

と

計

い

者

夫

婦

と

そ

の

二

人

の

凡

泌

が

居

住

し

て

居

る

。

七

帖

宇

陀

六

人

の

家

族

で

あ

っ

て

一

帖

四

分

の

一

に

釘

し

て

一

人

の

肘

住

者

の

制

ム

u

k

友

っ

て

居

る

c

と

れ

は

勿

論

段

川
訟

の

生

前

脊

で

は

な

い

の

で

②

る

か

ら

・

そ

の

生

所

以

態

も

川

崎

忠

の

場

合

で

は

無

い

と

信

や

る

。

或

る

時

、

或

る

紡

紡

工

場

の

寄

-
M
合

を

設

計

す

る

岱

め

に

、

向

精

工

場

の

守

山

川

令

の

欣

態

を

調

べ

て

見

た

が

、

そ

の

山

室

の

制

令

は

寄

杭

人

一

人

首

り

一

一

川

宇

の

川町

政

を

有

す

る

様

K

友

っ

て

居

た

。

と

う

い

ふ

例

か

ら

見

て

、

今

日

の

下

院

貯

性

宅

の

慌

さ

と

い

ふ

も

の

は

‘

一

入

賞

り

品

数

が

一

帖

乃

至

一

帖

キ

κ
た

っ

て

肘

り

は

し

な

い

だ

ら

う

か

。

此

の

腕

さ

は

恐

く

は

身

憶

を

蹴

へ

る

震

の

最

低

限

度

で

あ

っ

て

、

川
正

を

以

て

必

要

限

ぃ

弘

と

'ぺ

広

め

て

良

い

か

ど

う

か

に

は

非

常

に

多

く

の

問

題

が

あ

る
。

人

は

呼

吸

を

す

る

。

そ

し

て

充

分

に

呼

吸

し

ム

な

け

れ

ば

友

ら

な

い

。

と

れ

は

生

き

る

岱

め

に

絶

封

に

必

要

な

事

な

の

で

あ

る

。

・

一

校

室

の

院

さ

は

勿

論

'

身

刑

胞

を

航

へ

る

陀

充

分

注

床

の

而

積

を

必

要

と

す

る

け

れ

ど

も

、

同

時

K

呼

吸

と

い

ふ

生

物

接

的

友

一

つ

の

現

象

を

防

害

し

で

は

な

ら

友

い

。

然

ら

ば

一

人

批

り

一

帖

午

の

一

品

室

に

於

て

充

分

に

呼

吸

し

得

る

で

あ

ら

う

か

ど

う

か

。

自

分

の

経

験

と

し

て

は

窓

吃

聞

く

か

ど

う

か

し

な

い

映

り

呼

吸

の

閑

難

を

感

十

る

J

一

時

と

う

い

ふ

問

題

は

術

生

息

者

の

論

断

を

作

た

な

け

れ

ば

な

ら

友

い

事

で

は

る

る

が

、

自

分

の

知

っ

た

か

ぶ

り

を

許

さ

れ

る

な

れ

ば

、

成

人

が

一

時

間

の

呼

吸

に

依

っ

て

排

出

す

る

炭

般

瓦

斯

は
、

烈

し

い

労

働

を

し

た

い

時

に

於

て

約

0

・

六

立

方

尺

で

あ

る

。

今

日

の

衛

生

皐

は

ど

う

い

ふ

風

に

敬

へ

て

居

る

か

知

ら

左

い

け

れ

ど

も

、

益

集

中

に

一

一向

分

の

六

以

上

の

決

酸

瓦

斯

を

含

む

時

は

衛

生

上

危

険

で

る

る

と

私

は

聞

い

て

居

る

。

勿

論

説

般

瓦

斯

そ

の

も

の

L

有

害

無

害

陀

は

議

論

が

あ

る

と

し

て

も

.

刑
訴

酸

瓦

斯

と

同

時

に

費

生

す

る

人

館

排

池
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物

は

可

及

的

に

挫

け

・

な

け

れ

ば

友

ら

な

い

。

此

の

一

高

分

の

六

の

茨

般

瓦

斯

含

有

量

を

危

険

な

ら

ざ

る

限

度

と

仮

定

す

る

な

ら

ば

、

普

通

清

碍

な

空

気

中

に

も

約

一

高

分

の

凶

の

炭

酸

瓦

斯

を

合

む

も

の

で

あ

る

か

ら

、

呼

吸

に

依

っ

て

汚

染

さ

れ

る

度

合

を

一

成

分

の

こ

と

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

成

人

一

人

が

一

時

聞

に

0

・

六

立

方

尺

の

山

択

肢

五

斯

を

排

池

す

れ

ば

、

そ

の

一

時

間

に

汚

染

す

る

昼

気

の

量

は

三

千

立

方

尺

に

な

る

わ

け

で

あ

る

。

一

然

る

に

一

帖

牛

の

」

単

一の

有

す

る

空

気

査

は

八

尺

の

天

井

高

さ

と

す

れ

ば

二

百

四

十

立

方

尺

に

過

ぎ

な

い

。

此

の

空

祭

主

は

貨

に

必

要

と

さ

れ

る

も

の

L

十

分

の

一

以

下

で

し

か

有

り

得

た

い

。

此

の

」当

に

於

て

安

全

に

呼

吸

す

る

篤

め

に

は

室

内

の

益

集

を

一

時

間

十

阿

以

上

更

新

せ

ね

ば

な

ら

な

い

。

之

は

機

械

力

に

依

ら

な

い

限

り

殆

ど

不

可

能

で

あ

る

一

例

を

以

て

し

で

も

右

の

如

き

欣

態

に

あ

る

o

と

れ

を

如

何

に

改

善

し

統

制

し

て

行

か

な

け

れ

ば

な

ら

た

い

か

は

、

政

治

的

K

、

枇

合

的

に

、

経

前

的

に

、

技

術

的

に

あ

ら

ゆ

る

方

耐

か

ら

分

析

し
、

俳

削

し

.

考

十

九

日

し

、

決

定

し

て

行

か

な

け

れ

ば

な

ら

た

い

川

也

で

は

無

い

か

と

思

ふ

。

ル

・

コ

ル

ビ

ユ

ジ

エ

は

住

む

と

い

ふ

事

は

一

つ

の

生

物

向

学

的

現

貌

で

あ

る

と

言

っ

た

o

住

宅

と

い

ふ

も

の

は

住

む

矯

め

の

機

純

で

あ

る

と

言

っ

た

o

小

佐

宅

の

問

題

を

枇

合

的

K

考

十

食

し

て

行

く

場

合

に

は

.

此

の

言

葉

は

金

科

主

僚

で

あ

ら

ね

ば

な

ら

友

い

。

日

本

に

は

七

千

市

内

の

人

口

が

あ

る

o

或

る

無

斥

回

開

の

調

有

す

る

所

に

よ

れ

ば

年

牧

一

千

凶

以

下

の

所

前

無

産

大

裁

は

九

十

六

パ

ー

セ

ン

ト

に

達

し

て

肘

る

と

言

ふ

。

と

れ

を

以

て

良

友

り

と

す

れ

ば

、

日

本

に

は

六

千

五

百

間

以

上

の

無

産

者

を

十

付

す

る

と

と

と

な

る

υ

此

の

大

裁

が

間

作

す

る

住

宅

は

少

く

と

も

一

千

山

戸

以

上

に

一

巡

す

る

で

あ

ら

う

。

是

等

の

家

屋

の

存

命

を

五

十

年

と

見

れ

ば

、

年

k

新

築

さ

れ

て

行

く

性

宅

は

二

十

高

戸

を

下

ら

な

い

。

之

を

金

額

に

見

積

っ

て

一

億

凶

を

下

る

ま

い

、

此

の

大

北

K

生

産

さ

れ

て

行

く

小

住

宅

を

統

制

す

る

と

否

と

は

、

有

ら

ゆ

る

方

而

か

ら

見

て

大

な

る

如

何

失

の

分

州

知

で

る

る

。

小

住

宅

の

問

題

は

之

を

建

築

的

に

見

て

少

く

と

も

二

つ

の

点

嬰

友

制

州

知

が

あ

る

と

思

ふ
。

そ

の

一

つ

は

必

要

故

小

限

肢

の

決

定

で

あ

り

、

仙

の

一

つ

は

生

産

過

程

の

合

理

化

で

あ

る

o

最

小

限

度

の

決

定

K

閲

し

て

は

数

年

以

来

園

際

合

議

が

開

催

さ

れ

、

活

k

研

究

が

進

め

ら

れ

て

川

る

相

で

あ

る

が

、

唯

、

甚

だ

し

く

岡

附

を

共

に

す

る

我

聞

に

於

て

は

此

の

合

議

の

決

定

は

或

は

そ

の

ま

ま

官

際

K

役

立

た

し

め

る

引

が

出

来

な

い

か

も

知

れ

ぬ

v

-

u

k

の

瓜

仰

を

以

て

し

て

住

居

昼

間

を

如

何

に

決

定

し

た

な

ら

ば

良

い

で

あ

ら

う

か

G

比

較

的

高

制

高

出

皮

な

立

を

有

す

る

吾

k

の

気

候

K

封

し

て

如

何

な

る

辿

築

制

逃

が

迎

合

す

る

か

。

等

々

の

川

出

は

す

べ

て

問

題

と

し

て

は

比

さ

れ

て

川

る

-

H

X

等

の

問

題

に

就

て

は

.

此

の

作

判

枕

が

必

十

や

多

く

の

名

論

を

集

め

る

で

あ

ら

う

と

信

'

J

V

J

る

か

ら

そ

れ

に

ま

っ

と

と

と

す

る

o

唯

此

の

機

命

H

K

白

っ

て

い

さ

さ

か

建

築

協

A

W

K

謝

す

る

不

千

の

一

つ

を

潟

す

と

と

を

許

し

て

い

た

ピ

き

皮

ぃ

。

建

築

協

併

は

れ

い

宅

会

ハ
H

A
M

け

と

い

ふ

も

の

を

作

っ

て

小

川

い

宅

の

制

作

九

を

す

る

事

に

な

っ

て

削

る

。

自

分

も

そ

の

委

μ
の

十

氷

山

を

一

目

し

て

川

る

の

で

あ

る

が

、

此

の

委

1

U

A

刊

の

故

初

の

一

ヶ

年

は

家

仰

の

必

非

主
一

円

ふ

川

川

叫

に

終

始

し

、

を

け
U

命

日

の

決

佐

山

系

と

し

て

川

し

た

。

フ

ラ

ン

の

却

一

の

依

件

と

し

て

家

相

を

世

い

た

と

一言

ふ

事

で

あ

る

、

建

築

は

一

つ

の

利

息

で

あ

る

。

少

く

と

も

科

療

の

上

K

立

脚

す

る

技

術

で

あ

る

〔

と

自

分

は

考

へ

て

居

る

)

J

此

の

技

術

上

の

公

式

の

決

定

民

不

相

と

い

ふ

迷

信

を

無

批

判

に

取

入

れ

た

市

中

に

は

大

き

な

川

珪

が

無

い

と

は

一行

へ

友

い

。

若

し

と

れ

が

一

つ

の

資

口

川

で

あ

っ

た

場

人

け

に

は

私

は

政

て

と

れ

を

攻

め

枝

と

は

し

な

い

が

、

い

や

し

く

も

中

外

K

指

示

せ

ん

と

し

た

規

準

で

あ

る

以

上

、

私

は

絶

封

K

判

明

的

で

あ

る

事

を

必

需

す

る

の

で

あ

る

J

訴

は

抗

辺

K

そ

れ

た

の

も

一

度

十

本

題

K

す一

ち

邸

ら

な

け

れ

ば

な

ら

友

い

o

私

は

今

非

常

に

而

臼

い

言

葉

を

夜

見

し

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

は

あ

ら

ゆ

る

生

原

形

慨

は

高

き

利

刊

と

‘

J

日
川

き

M

W

飢

と

.

安

き

販

出

以

前

格

と

を

嬰

求

す

る

と

い

ふ

事

で

あ

る

。

建

築

も

亦

一

つ

の

生

深

川

M

憾

に

他

友

ら

な

い

。

刊

に

私

の

言

ふ

一

粧

台

的

小

建

築

に

於

て

は

此

の

一

つ

の

大

原

川

の

組

問

1
f

山山

で

な

い

取

は

明

ら

か

で

あ

る

c

此

の

三

つ

の

'meM廿

れ

な

い

姿

墜

を

満

足

せ

し

め

る

附

一

つ

の

方

法

は

能

率

の

一

詮

あ

る

の

み

で

あ

る

J

今

日
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の

小

住

宅

居

住

者

が
、

居

住

上

の

最

小

限

度

の

要

求

を

満

川
た

さ

れ

な

い

で

即

応

る

と

い

ふ

事

は

、

居

住

者

で

b

る

所

前

助

努

階

級

者

の

努

銀

が

少

友

過

ぎ

る

矯

め

で

あ

り

、

投

資

者

の

利

潤

が

多

き

に

過

ぎ

る

矯

め

で

あ

り

・

版

官

僚

絡

が

高

き

に

過

ぎ

る

矯

め

で

あ

る

。

今

日

の

勤

努

階

級

者

の

拶

媒

と

投

資

者

の

利

潤

と

を

今

日

の

欣

態

に

止

め

て

世

く

も

の

と

し

て

.

生

前

欣

態

を

向

上

せ

し

め

る

方

法

は

建

築

生

産

貨

を

低

下

せ

し

め

る

よ

り

友

い

J

此

の

建

築

資

低

減

は

如

何

托

す

れ

ば

行

は

れ

る

か

。

フ

ォ

ー

ド

は

戦

後

物

的

指

数

が

甚

だ

し

く

上

慨

し

た

時

に

古

っ

て

庶

針

K

生

産

費

を

低

下

せ

し

め

得

た

と

い

ふ

。

今

日

の

経

府

組

織

下

に

於

て

は

‘

唯

大

量

生

産

の

み

が

そ

の

目

的

を

迭

し

得

る

も

の

で

あ

ら

う

。

建

築

に

於

け

る

大

量

生

産

は

ほ

符

た

規

格

の

制

定

K

ま

た

た

け

れ

ば

友

ら

な

い

。

此

の

規

格

が

如

何

に

制

定

さ

れ

友

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

か

、

之

は

多

く

の

技

術

家

が

園

結

し

て

研

筑

し

・

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

問

題

で

あ

る

。

今

日

の

吾

k

の

住

宅

も

勿

論

或

る

程

度

の

規

格

玄

持

つ

て

は

居

る

3

然

し

建

築

の

大

部

は

現

場

加

工

に

依

っ

て

行

は

れ

一

つ

の

住

宅

の

建

築

に

少

く

と

も

二

ヶ

月

の

日

子

を

要

し
、

現

場

従

業

員

は

坪

首

り

二

十

人

を

下

ら

な

い

現

以

に

あ

る

是

等

の

工

程

の

或

る

も

の

は

、

工

場

生

産

に

移

し

て

生

産

貨

の

低

下

を

見

る

事

が

可

能

で

有

り

得

る

と

思

は

れ

る

例

へ

ば

建

具

の

如

き

も

の

は

、

今

日

に

於

て

も

一

部

工

場

生

産

を

行

っ

て

陪

る

様

で

あ

る

が

、

一

歩

進

め

て

そ

の

枠

類

K

及

す

事

が

出

来

る

た

ら

ば

‘

現

場

に

於

け

る

逝

作

r
事

の

大

部

分

を

行

附

し

得

ら

れ

る

事

は

明

ら

か

で

あ

る

。

若

し

然

る

と

す

れ

ば

生

産

貨

の

幾

部

分

か

や

低

減

し

得

な

い

か

ど

う

か

。

共

に

建

築

材

料

の

問

題

が

あ

る

。

今

日

に

於

て

木

材

は

必

十

し

も

絶

針

の

建

築

材

料

で

は

な

い

。

寧

ろ

都

合

地

に

於

け

る

結

集

作

宅

に

到

し

て

は

、

木

材

は

最

も

不

池

山

品

友

材

料

で

し

か

あ

り

得

な

い

。

然

る

に

向

は

木

材

が

主

要

な

建

築

材

料

と

な

っ

て

居

る

所

以

の

も

の

は

何

と

言

っ

て

も

工

費

が

安

く

な

る

と

い

ふ

賭

に

あ

る

と

考

へ

ら

れ

る

。

然

し

、

例

へ

ば

鞠

鍛

骨

構

造

を

考

へ

て

見

る

の

に

、

そ

の

建

築

手

段

の

如

何

K

依

つ

て

は

、

木

遁

建

築

K

比

し

て

甚

だ

し

い

騰

貴

を

見

た

い

で

す

み

は

し

な

い

か

と

考

へ

ら

れ

る

黙

が

あ

る

。

一

例

を

懇

げ

て

見

れ

ぽ

四

吋

角

の

米

松

の

柱

は

四

吋

、

七

・

七

ポ

ン

ド

の

ア

イ

ビ

l

ム

と

殆

ど

川

主

の

垂

直

術

草

花

堪

え

得

る

が

、

そ

の

悦

絡

は

約

二

供

ル

T

K

過

ぎ

な

い

。

又

横

材

と

し

て

巾

四

吋

、

セ

イ

八

吋

の

木

梁

は

凹

吋

.

七

-

二

五

ポ

ン

ド

の

チ

ャ

ン

ネ

ル

と

殆

ど

同

量

の

等

布

荷

重

に

堪

え

る

。

そ

し

て

そ

の

似

格

の

比

は

約

一

・

二

五

怖

に

池

宮

な

い

。

円

疋

等

の

凱

か

ら

考

註

し

て

‘

川け

格

緋

地

の

山

引

用

は

木

材

の

場

合

と

、

鈍

材

の

場

合

と

を

比

較

し

て

一

似

牛

前

後

の

比

家

に

な

り

は

し

な

い

か

と

思

は

れ

る

。

若

し

更

K

鍛

材

の

自

由

な

可

梢

性

を

利

川

し

、

ぷ

場

加

工

の

純

凶

を

腕

く

す

る

な

ら

ば

‘

木

材

構

造

の

賀

川

と

大

義

な

き

程

度

K

低

減

し

作

る

の

で

は

あ

る

ま

い

か

ι

勿

論

と

れ

は

自

分

の

自

分

口

主

で

あ

っ

て

断

言

は

政

て

し

友

い

が

、

研

究

の

飴

地

は

充

分

に

あ

る

と

思

っ

て

居

る

。

今

日

住

宅

は

過

剰

で

あ

る

と

見

ら

れ

て

回

る

が

、

此

の

場

合

大

量

生

産

の

事

を

考

へ

る

と

き

同

ふ

事

は

誠

に

時

を

得

な

い

様

に

考

へ

ら

れ

る

け

れ

ど

も

.

今

日

の

過

剰

は

甚

だ

し

い

生

前

欣

態

の

低

下

に

原

凶

し

て

居

る

の

で

、

本

ろ

救

助

を

必

嬰

と

す

る

も

の

で

あ

り

、

救

助

の

目

的

に

於

て

も

生

療

費

の

低

下

は

緊

急

の

要

務

で

な

け

れ

ば

た

ら

な

い

と

思

は

れ

る

。

今

日

迄

、

所

前

建

築

技

術

者

は

全

く

小

佐

宅

の

問

題

を

忘

却

し

.

小

住

宅

は

完

全

に

下

級

建

築

州

労

働

者

に

放

任

さ

れ

て

居

た

形

で

b

る

ο

小

住

宅

は

唯

仰

統

・

と

慣

習

と

の

中

に

蝕

ば

ま

れ

て

居

る

翻

が

あ

る

。

今

日

と

れ

K

新

ら

し

い

生

命

を

吹

き

込

ま

な

い

限

り

、

吾

K

の

小

住

宅

は

近

く

救

ふ

ぺ

か

ら

ざ

る

も

の

と

な

っ

て

了

は

な

い

も

の

で

は

友

い

。

今

日

小

住

宅

問

牧

者

の

家

族

員

数

は

ど

の

位

に

な

っ

て

出

る

か

統

計

を

有

し

な

い

の

で

不

明

で

あ

る

が

、

小

家

族

主

義

に

な

っ

て

居

る

今

日

の

欣

態

K

於

て

は

、

四

人

乃

至

五

人

の

程

度

に

あ

り

は

し

な

い

か

と

思

は

れ

る

u

滴

逸

の

衛

生

息

十

者

は

凶

人

の

家

族

に

封

し

て

凶

十

卒

方

米

の

厄

位

面

積

を

要

求

し

て

居

る

相

で

あ

る

。

此

の

要

求

が

日

本

に

於

て

も

肯

定

さ

れ

る

な

ら

ば

今

日

の

祉

合

欣

態

に

於

て

如

何

な

る

建

築

が

建

築

さ

れ

な

け

れ

ば

た

ら

・

な

い

で

あ

ら

う

か

ご

今

日

の

下

級

努

働

者

の

収

入

は

不

幸

に

し

て

一

日

ニ

闘

転

出

で

な

い

以

態

に

あ

る

。

と

れ

ら

の

断

定

は

正

確

友

統

計

に

ま

た

た

け

れ

ば

・

な

ら

な

い

け

れ

ど
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も

、

同

人

の

家

族

を

扶

養

す

る

此

低

限

度

の

収

入

を

月

五

十

川

と

見

る

事

は

甚

だ

し

く

安

世

を

猷

い

て

肘

ら

な

い

誌

と

信

十

る

。

月

牧

江

十

凶

と

し

て

そ

の

阿

分

の

一

を

仕

料

提

K

支

出

し

得

る

も

の

と

す

れ

ば

、

彼

等

の

居

刊

す

べ

き

最

低

限

度

の

住

宅

、

四

十

平

方

米

の

性

宅

に

到

し

て

家

賃

と

し

て

支

州

ひ

得

ベ

き

賀

川

は

十

二

同

五

十

践

を

川

づ

る

事

は

不

可

能

で

あ

る

c

十

二

川

五

十

銭

の

家

賃

に

釘

し

て

如

住

_._ 

℃ 

住

宅

と

は

、

外

界

の

興

幣

よ

り

人

を

e

e

 

保

護

し

て

、

充

分

」

安

全

K

生

前

し

得

る

建

物

た

る

べ

し

.

と

言

ふ

定

訟

の

如

く

、

生

存

に

泊

す

る

位

物

と

一
日

ふ

ば

か

り

で

友

く

、

人

の

生

活

の

保

設

を

元

と

し

て

ゐ

る

知

よ

り

し

て

、

住

宅

の

計

制

に

は

‘

次

の

五

項

目

が

考

ゆ

せ

ら

る

べ

き

で

あ

る

。

て

気

候

風

土

二

、

土

質

環

境

一

ニ

、

建

築

材

料

四

、

風

俗

習

慣

五

、

趣

味

堵

好

何

程

の

建

築

資

生

支

出

し

得

ペ

き

か

は

五

口

々

の

問

題

で

は

友

い

が

新

し

償

却

年

限

を

十

ヶ

年

と

し
、

年

八

公

の

利

部

を

加

算

す

る

も

の

と

し

、

土

地

に

到

す

る

代

前

を

家

原

に

到

す

る

代

前

の

二

分

の

一

と

似

定

す

れ

ば

、

述

築

技

と

し

て

支

山

川

し

初
日

ベ

き

金

制

は

七

百

同

と

な

る

。

と

れ

は

居

住

州

訪

一

平

方

米

に

就

い

て

十

七

同

五

十

銭

と

な

り

、

今

日

の

終

柿

背

中

山

と

し

て

も

必

や

し

も

不

可

能

の

数

字

で

は

な

い

。

唯

今

H

の

制

め

て

原

始

S去声

二C

ま也

考

此

山

女

唄

K

よ

り

.

性

宅

の

一

牛

町

計

却

の

世

行

手

段

と

し

て

次

の

阿

山

討中一

糸

を

傘

げ

る

と

と

が

川

米

る

。

て

濁

立

及

隔

離

二

、

眺

望

及

方

位

三
、

便

利

及

簡

潔

回

、

採

光

及

通

風

以

上

の

如

き

基

礎

部

叫

引

を

僚

件

と

し

て

、

住

宅

の

各

部

の

卒

耐

的

配

列

及

形

態

を

凶

僻

し

て

見

る

と

、

大

関

に

於

て

知

一

刷

、

第

二

闘

の

如

き

も

の

を

刊

る
つ

勿

論

此

等

の

凶

去

は
、

計

制

川

に

前

つ

て

の

大

関

の

よ

り

ど

と

ろ

を

示

し

た

も

の

的

危

住

宅

生

広

を

、

よ

り

能

率

的

な

統

制

下

民

世

く

お

に

よ

っ

て

川

住

者

の

寺

一

耐

を

・訂

め

る

却

は

吾

k

の

-

川

宮

崎

K

た

へ

な

い

事

で

あ

る

。

言

は

ん

と

す

る

底

を

つ

く

し

て

は

居

な

い

が

、

夜

は

す

で

に

ふ

け

た

。

筆

を

捌

く

引

と

す

る

。

十

称

も

間

も

な

く

逝

く

で

る

ら

う

。

若

誌

の

円

も

取

の

川

で

あ

る

。

や

が

て

五

1支

で

4

C

り

、

白

際

の

場

介

氏

首

つ

て

は

廿

央

官

泌

氏

従

っ

て

制

部

の

取

扱

ひ

は

千

器

市内

別

で

あ

る

。

第

一

一

川

は

住

宅

各

部

の

配

列

蹴

出

と

、

相

互

川

の

制

人

け

と

を

示

し

た

も

の

で

、

平

川

一

作

川

川

の

大

系

を

定

め

る

に

役

立

つ

も

の

で

あ

る

。

刊

宅

内

に

於

け

る

各

腕

の

主

を

、

共

性

別
川

の

類

似

せ

る

も

の

を

集

め

て

‘

大

別

し

て

見

る

と

、

次

の

同

部

門

に

分

如

し

作

る

ゾ

一

‘

遁

路

部

|

|

入

口

及

廊

下

一

一

、

客

室

部

〕
f

住

居

室

及

娯

楽

室

三

、

家

族

芸

部

}

月

間

の

陰

鐙

友

益

を

見

る

。

吾

h

H

の

料

、

、

、

理

室

に

は

や

が

て

友

め

く

ち

が

遣

ひ

ま

は

る

時

怖

が

来

る

。

吾

々

の

結

成

は

蛍

の

饗

宴

場

と

な

る

。

此

の

不

協

と

不

快

と

か

ら

併

放

さ

れ

て

、

充

分

な

日

光

と

ん
泣

筑

と

を

卒

受

し

、

院

川

吋

な

乾

燥

し

た

昼

間

K

於

て

大

衆

の

生

前

が

光

明

化

さ

れ

る

と

考

へ

る

お

は

、

何

と

す

っ

て

も

不

愉

快

な

事

で

は

な

い

。

主予

繁

四

、

仕

事

室

部

|

|

家

庭

内

作

業

に

閥

す

る

部

「

A

、

仕

豆
一
一
室

A

n

H

、

貯

議

室

f
o
、

使

用

人

室

以

上

の

阿

部

川

を

、

各

北

ハ
機

能

に

従

ひ

配

列

し

て

比

る

と

第

一

一川

の

如

く

た

り

、

出

家

族

主

削

は

住

宅

の

中

心

と

な

り

円以

も

良

好

た

る

代

世

に

ゐ

か

れ

、

十
川

k

m
っ

て

佳

作

の

約

午

分

を

之

に

則

へ

る

。

ム

符

室

部

は

東

北

の

方

向

に

世

き

約

八

八

刀

の

一

を

‘

仕

事

安

部

は

北

よ

り

凶

北

の

方

向

民

世

き

約

八

分

の

三

を

夫

k
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興

へ

る

。

仕

事

安

部

は

更

に

之

を

三

分

し

て

各

K

が

北

よ

り

順

次

、

使

川

入

室

.

貯

蹴

室

、

仕

事

室

と

一

一言

ふ

順

序

に

世

か

る

べ

き

で

る

る

。

通

路

部

は

と

れ

等

の

各

室

を

夫

々

共

樹

立

性

を

犯

す

と

と

な

く

連

結

せ

し

む

る

に

は

.

建

物

の

中

央

部

に

既

問

若

し

く

は

廊

下

を

置

い

て

、

表

及

装

の

出

入

口

に

抜

け

得

ら

る

る

と

同

時

に

、

各

室

へ

夫

k

他

室

を

邪

・

服

す

る

と

と

な

く

達

す

る

様

に

す

べ

き

で

あ

る

。

表

に

即

ち

一汁

商

玄

闘

は

客

室

部

と

家

族

主

部

と

の

問

κ
、

裏

口

即

ち

勝

手

口
、

内

玄

閥

等

は

仕

事

室

と

家

族

室

と

の

聞

に

世

く

を

王

首

と

す

る

。

第

一

岡

任

宅

各

部

ノ

創

則

合

及

川

「

田

直

圃

1<. 

守

口

図

彼

様

に

考

へ

て

来

る

と

建

物

の

卒

面

形

は

.

ど

う

し

て

も

第

二

聞

に

示

す

如

〈

長

方

形

と

た

し

て

、

長

軸

を

い

米

西

の

方

向

に

世

く

の

を

最

も

卒

商

計

制

の

立

て

や

す

い

形

態

と

友

る

の

で

あ

る

。

南

か

ら

の

最

も

よ

い

光

線

を

変

け

る

聞

が

多

く

な

り

、

効

果

的

友

卒

商

を

得

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

。

(

一

世

例

第

一

同

及

第

二

回

会

問

)

次

に

考

へ

る

引

は

、

敷

地

内

に

建

物

を

如

何

に

首

て

は

め

る

か

と

言

ふ

と

と

及

昼

一

地

と

建

物

と

の

而

杭

の

割

合

を

・

如

何

に

す

べ

き

か

、

と

言

ふ

と

と

で

あ

る

υ

今

阿

は

と

の

問

題

に

就

い

て

杓

詳

し

く

第

二

闘

住

宅

-半

面

形

，

基

-

本

史

扱

取

っ

て

見

た

い

と

思

ふ

。

住

宅

と

し

て

建

物

の

機

能

を

充

分

陀

強

制

す

る

に

は

、

内

部

に

於

て

、

各

室

相

互

聞

の

配

列

を

良

好

た

ら

し

む

べ

き

は

勿

論

で

あ

る

が

、

更

に

外

部

に

封

し

内

外

の

闘

係

を

均

庖

し

て

{
全

地

を

如

何

陀

取

る

か

即

ち

之

が

合

理

的

に

取

扱

は

れ

た

る

正

に

よ

る

場

合

が

多

い

の

で

あ

る

。

空

地

は

附

い

程

よ

い

に

は

ち

が

ひ

友

い

が

純

瀦

方

問

よ

り

し

て

、

常

民

共

最

小

限

度

が

考

へ

ら

れ

る

。

今

建

物

と

益

地

と

の

制

令

及

其

配

列

欣

況

を

節

三

凶

に

一

示

す

ご

と

く

、

同

つ

の

場

ム

け

に

付

者

へ

て

見

る

。

川

w

は

法

令

第

四

悶

4ら一 通路Ａｾ圏
二 者 宝 亦 圏

三 宋 日 告F園

田 1士 卒 苛 回

に

よ

り

て

規

定

せ

ら

れ

で

あ

る

は

収

小

限

度

で

性

宅

と

し

て

、

空

地

は

敷

地

の

問

割

を

践

す

場

〈

け

で

凶

を

一

見

し

て

明

脈

友

る

ご

と

く

、

昼

地

は

組

め

て

少

友

く

、

寧

ろ

昼

地

と

し

て

の

存

在

を

認

め

が

た

い

場

合

で

あ

る

。

は

た

し

て

之

が

生

活

に

油

介

す

る

此

小

限

度

と

し

て

許

し

得

る

も

の

で

あ

る

か

は

.

甚

だ

挺

川

で

あ

る

。

m

w

は

敷

地

の

午

分

の

空

地

を

有

す

る

も

の

で

、

建

物

と

盆

地

が

γ

広

一

一釘

一

の

制

令

と

な

っ

た

も

の

、

川

刊

は

挫

物

の

・

似

だ

け

の

出

地

を

持

つ

も

の

、

即

敷

地

の

三

分

の

こ

の

盆

地

あ

る

と

き

、

川刊

は

史

に

防

く

友

り

、

建

物

の

三

似

即

敷

自民

t見

ヰl

;荒

川也生昆|市

f " - !l主

t  ｉ ｾ＠

，外 使

争

己主

同F. HI1日制 II lHl企J II U UJ.I1Hl三

長 方 わ ' 平 面 1

t. 柏 ;車 ゐ 封 → -k I  

11. <. ' " 耐え 馳 『 是
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第

三

闘

建

物

ト

空

叫

ん

;

用

保

圃

令 市rl y1i!:. 主喰耽 主' :11<小，tI，

え 宝

3 : 2  

1  :  1  

ｬ ｾ ｄ＠

口

芝

均

四

空

北

1  : 2 

. .  ';> :t. '.iA!.を

1  :  .3 

①

②

③

④

 

地

の

問

分

の

三

だ

け

の

空

地

左

有

す

る

す

る

に

は

、

少

た

く

と

も

と

れ

だ

け

の

も

の

で

あ

る

。

昼

地

を

要

求

す

る

と

言

ふ

の

で

る

る

。

次

の

各

項

に

於

て

説

明

す

る

{
岳

地

と

庭

闘

計

制

と

一言

っ

た

様

に

趣

味

的

に

考

し

て

の

各

相

の

傑

件

を

満

足

し

.

建

物

へ

る

方

は

し

ば

ら

く

お

き

、

と

L

で

は

の

機

能

を

充

分

殻

跡

せ

し

む

る

に

は

.

そ

れ

そ

れ

装

地

を

使

則

す

る

目

的

か

ら

少

な

く

と

も

刊

の

場

合

の

如

き

広

地

を

考

察

し

て

、

必

要

な

だ

け

の

成

さ

を

求

要

求

す

る

。

ωの

法

令

の

定

む

る

最

小

め

て

見

様

と

思

ふ

の

で

あ

る

u

限

度

は

不

自

山

此

上

及

く

・

更

K

此

岳

地

内

に

門

を

つ

く

り

、

相掛

'
を

め

ぐ

ら

す

と

き

は

器

地

は

殆

ど

た

く

友

る

。

間

の

場

合

で

も

、

米

だ

不

自

耐

を

ま

ぬ

が

れ

作

な

い

。

刊

は

庭

闘

研

究

者

方

町

で

提

築

せ

る

も

の

で

、

住

宅

の

的

街

地

を

佐

一
闘

と

し

て

の

一

通

り

の

計

制

を

な

さ

ん

と

八

眺

望

と

し

て

要

求

す

る

空

地

の

深

さ

限

の

視

角

を

根

僚

と

し

て

考

へ

て

見

た

。

と

の

問

題

を

定

め

る

に

は

勿

論

他

医

師
刊

k

の

保

件

も

る

ら

ふ

が

、

そ

れ

は

抑

く

沿

き

、

作

理

的

に

疲

努

な

く

眺

め

第

五

聞

. .  ｾ 足利用 ， Ｍ Ｎ Ｉｬ｟困計直Ｂゐ ＡＮ ＱＱＮ

路

ト

シ

ナ

寺

，市

ス

ル

空

地

中

一 人 1木 ，

A  f晶巾) 4. 7 印1

.s_{，Hl口岨) ＶＰ ｴ ｾ＠

こt 占.. .lc Jt1 ) 7 白山

巾

① 

自然‘ し舟

② 

斤守=物7，

小、 川内

得

る

最

小

の

傑

さ

を

定

め

る

に

は

、

眼

の

腕

角

限

度

を

桜

按

と

す

る

の

が

よ

い

と

思

ふ

。

腕

灼

限

度

以

上

に

宝

の

前

景

を

聞

く

と

と

は

よ

く

左

い

じ

眺

紫

を

目

的

と

す

る

庭

は

安

か

ら

眺

め

て

疲

労

を

感

じ

な

い

m

何

度

を

触

す

る

。

近

景

は

側

k

k

之

を

眺

め

て

も

よ

ろ

し

く

、

従

っ

て

川

氏

入

る

純

図

を

狭

く

汚

へ

て

来

支

へ

友

い

が

、

遠

景

に

於

て

は

性

質

が

或

範

閏

を

同

時

に

眺

む

べ

き

も

の

な

る

が

放

医

、

肌

球

を

廻

制

押

す

る

と

と

な

し

に

一

定

巾

を

同

時

K

眺

め

得

る

と

と

が

必

要

で

b

る
。

今

最

小

傑

さ

と

云

ふ

問

題

よ

り

し

て

、

此

述

去

の

杭

世

を

庭

の

最

I  

人

造

:

7場

合

DいIL¥λ 中) 10 .3"" 

③ 

尚 、 守 Ｎ ｾ Ｂ Ｎ

h.、7"1¥

l  ()'-‘  

T  

ｌ 主 主 ｾｬＡｦｲ釘 ＱＱ ＱＺＴＺ庇盟止坐旦ー

i雨 時 中 見

卑 ;fi，:.. J¥. 枚 紋主t

_ill 

ζ u  

1 5 0  

‘C刷

0 0  

三選

9 0  18  b  

1 2 3  
2 3 6  

ｆ 年官物 ， 人 心 人 ｳ 人 Ｋ 問ト Ｇ ｾ Ｇ

奥

.

即

敷

地

境

界

総

の

何

世

花

山

り

・

同

時

に

眺

む

べ

き

山

花

付

い

て

は

之

を

六

米

と

似

定

せ

り

。

此

数

字

は

.

現

夜

我

悶

の

性

宅

に

は

肘

ハ
主

と

し

て

の

絞

小

.

阿

川

飢

午

又

は

六

品

川

に

什

い

て

、

窓

を

聞

き

得

る

巾

を

三

米

と

し

其

前

庭

と

考

へ

得

ら

る

L

も

の

は

‘

約

此

巾

の

二

似

と

し

‘

之

が

同

時

に

眺

め

件

ら

る

L

と

と

K

よ

り

て

.

遠

景

の

的

航

を

生

十

る

も

の

と

せ

り

従

て

三

米

の

二

似

六

米

を

得

る

。

次

に

山

の

肌

角

脱

皮

は

八

O

度

で

之

よ

り

小

な

る

品

川

度

に

於

て

前

記

六

米

を

合

み

得

る

深

さ

を

見

山

せ

ば

よ

い

と

と
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『

平

面

回

度

前

後

多

少

の

政

労

は

あ

る

が

越

川

市

.

と

し

て

は

六

O

皮

迄

と

さ

れ

て

川

る

。

又

窓

よ

り

眺

む

¥! 

喧

二

冊

・

一

五

吋

ニ

一

附

三

ご

押

邑

I占1

-

A

-
一

時

江

L  

W

E

a

 

十

る

山

の

枕

世

に

付

い

て

は

‘

外

訟

の

外

商

机

に

あ

り

と

し

て

窓

巾

の

中

止

へ

に

た

く

υ

之

は

同

一

距

離

に

於

て

一

定

の

巾

を

含

む

角

は

中

止

へ

に

於

て

最

大

.

従

っ

て

同

一

角

度

K

什

此

代

世

に

よ

り

見

川

す

深

さ

が

‘

此

小

と

な

る

べ

き

で

る

る

(

節

阿

川

参

出

」

部

内

凶

は

前

記

三

和

の

角

度

に

制

し

て

、

主

の

中

止

へ

か

ら

六

米

を

同

時

氏

、

眺

め

得

ベ

き

深

さ

を

示

せ

る

も

の

で

、

八

O

皮

の

時

は

約

一二

・

五

米

、

六

O

度

の

時

は

約

五

・

二

米

、

阿

O

度

の

時

は

約

八

・

二

米

と

な

る

。

之

に

よ

れ

ば

、

庭

と

し

て

眺

虫

を

け

的

と

す

る

お

に

、

居

去

の

前

k

m
へ

る

'
v
r

地

の

傑

さ

は

、

少

な

く

と

も

五

米

は

な

く

て

は

な

ら

ぬ

uB  

逼

路

と

し

て

要

求

す

る

{

全

地

の

巾

・

胞

艶

lk 
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家

の

械

の

接

地

が

往

々

に

し

て

‘

通

行

の

川

に

供

せ

ら

る

i

A

と

と

が

あ

る

。

此

場

合

陀

於

て

も

共

目

的

に

泊

す

る

だ

け

の

一

川

員

を

必

要

と

す

る

も

の

で

、

此

問

題

を

次

の

如

く

三

つ

の

場

合

に

付

均

へ

て

見

る

。

一

、

人

の

み

の

通

行

の

聞

に

供

せ

ら

る

‘

場

合

二

、

車

(

筑

母

車

、

手

車

、

荷

車

、

自

関

車

の

類

)

の

通

行

の

問

に

供

せ

ら

る

、

海

合

一

‘

自

動

車

の

通

行

の

周

に

供

せ

ら

る

‘

場

合

第

一

の

場

A

H

K

付

い

て

は

、

最

小

住

宅

に

於

て

も

、

し

ば

λ

¥
生

十

る

問

題

で

、

之

を

決

定

す

る

寸

法

は

、

矢

張

人

悼

の

種

々

な

る

欣

態

に

於

け

る

巾

を

根

本

と

す

べ

き

で

る

る

。

第

五

刷

に

一
示

す

も

の

が

そ

れ

で

、

何

物

も

持

た

づ

、

自

然

の

悼

の

委

勢

で

歩

く

場

介

、

片

手

に

抱

へ

得

る

だ

け

の

荷

物

を

持

つ

場

介

、

叉

之

を

附

千

K

H

H

つ

場

合

に

は

.

夫

々

寸

法

を

出

北(げ

比

す

る

。

最

後

に

之

等

を

知

合

せ

て

、

す

り

ん

円

を

無

税

せ

る

単

線

式

の

場

介

、

(

之

は

通

路

を

頻

繁

忙

使

川

せ

ざ

る

場

介

)

す

り

合

を

考

へ

た

る

複

線

式

の

場

A

H

K

什

て

故

小

限

度

の

似

凸

を

川

せ

ば

、

第

五

凶

下

表

の

辺

り

で

あ

る

、

共

内

叫

一

H

油

性

宅

の

場

合

、

飴

り

考

慮

を

.喪

せ

ざ

る

、

仰

及

川

門

の

場

合

の

複

紘

式

を

除

外

し

て

も

・

最

小

九

O

制

と

な

る

。

(

掃

除

、

物

品

運

搬

川

の

通

路

と

左

り

が

ち

な

れ

ば

、

車

線

式

で

あ

れ

ば

荷

物

を

も

っ

た

場

合

を

考

へ

ね

ば

な

ら

ぬ

)

更

K

交

通

頻

繁

で

す

り

合

を

自

由

に

せ

ん

と

せ

ば

、

一

五

O

料

を

興

へ

ね

ば

友

ら

ぬ

。

放

に

如

何

な

る

場

ム

円
で

.。

も

一

米

以

上

を

要

求

す

る

と

考

ね

ば

な

ら

ね

。

知

二

の

場

A

け

に

於

て

、

乳

母

車

、

手

車

、

自

判

事

の

み

の

通

路

と

考

へ

る

と

き

は

、

第

一

の

場

合

の

.

腕

員

に

て

事

足

り

得

る

。

然

し

特

民

間

固

に

無

数

ね

せ

歩

に

此

砲

の

車

を

過

さ

ん

と

す

れ

ば

一

二

O

料

以

上

を

要

求

す

る

。

荷

車

の

矧

(

大

八

車

、

民

事

‘

牛

車

等

)

に

劃

し

て

は

、

住

宅

内

の

通

路

と

し

て

は

、

先

づ

考

ふ

る

に

及

ぼ

歩

。

只

中

流

以

上

の

性

宅

K

於

て

、

自

動

車

を

川

有

し

之

が

車

山

K

至

る

通

路

と

な

る

場

A

け

に

は

、

相

官

の

胴

日

を

要

す

る

。

之

は

自

動

車

の

巾

.

及

要

求

さ

れ

た

る

左

右

の

飴

怖

に

よ

り

て

決

定

す

べ

き

で

あ

る

。

日

間

山

市

の

巾

ハ

弁

明

相

自

問

一中

寸

法

衣

よ

り

)

1r. 
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動

車
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は

次
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。
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l j1: 

性

宅

内

に

於

て

は

、

「

ト

ラ

ッ

ク

」

は

考

へ

る

必

要

注

く

、

乗

用

車

の

故

小

の

も

の

を

使

用

す

る

と

し

て

も

、

間

以

机

式

。

。

に

し

て

、

設

小

限

皮

と

し

て

、

二

・

五

米

を

要

求

す

る

d

故

陀

通

路

と

し

て

要

求

す

る

も

の

は

普

通

の

場

介

、

一

米

以

上

、

向

動

車

路

と

し

て

一
一

・

冗

米

以

上

の

巾

を

要

す

る

と

と

と

友

る

》

C  

仕

事

場

と

し

て

要

求

す

る

空

地

の

鹿

さ

之

は

主

と

し

て

勝

手

n

・

治

安

与

の

前

の

作

業

場

及

物

-十

場

と

し

て

安

水

す

る

場

人

川

で

あ

る

。

勝

手

口

組

り

は

従

氷

叫

仰

に

接

地

K

付

い

て

は

.

度

外

腕

さ

れ

、

建

物

内

氏

計

制

さ

れ

た

高

所

の

み

に

よ

り

て

、

す

べ

て

の

仕

事

を

局

す

べ

く

伶

儀

な

く

さ

れ

る

場

介

が

多

ぃ

。

吏

民

共

高

川

た

る

や

‘

出

来

る

だ

け

切

り

つ

め

ら

れ

て

、

問

単

に

料

理

に

閲

す

る

仕

事

の

み

を

考

へ

で

つ

く

ら

れ

甚

だ

狭

小

と

な

り

、

沈

滞

欣

一寸
の

重

姿

な

る

家

庭

作

業

を

な

し

件

友

い

以

態

で

あ

る

。

仙

川

様

な

料

理

以

外

の

祁

ゐ
凡

な

る

家

庭

作

業

は

、

同

一

挫

物

内

に

共

問

問

を

則

へ

る

と

と

は

割

合

不

純

慣

と

友

る

を

以

っ

て

、

勝

手

口

前

の

岳

地

を

利

川

し

て

、

附

腐

屋

と

な

し

て

建

築

す

る

方

有

利

友

る

場

合

が

多

い

。

即

勝

手

口

の

前

K

相

訪

の

益

地

を

残

し

世

き

、

帰

来

随

時

、

簡

単

友

る

上

屋

式

の

建

築

を

友

し

て

、

沈

滞

拐

、

或

は

他

の

仕

事

場

、

雑

丘

(

世

場

等

と

な

り

、

叉

雨

天

の

際

に

は

、

物

干

場

に

も

綾

川

さ

れ

得

る

。

彼

様

友

作

業

場

と

し

て

嬰

水

す

る

院

さ

は

次

の

寸

法

を

組

践

と

す

べ

き

で

あ

る
。

洗

濯

場

先

制

限

柄

作

業

場

作

六

O
幅

制

約

一

平

方

米

ハ

人

の

占

む

る

而

絞

)

洗

上

げ

町

長

-

長

六

O

粧

・

'

m

m

O

糎
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線.

而

戸 「

f架 rl1

、

一

九

米

、O

米

物

干

場

竹

生存

式

_....___ 

傑 rl l

l p. 

行 一 四

に 米 米

ＮｾｦＧＮ＠ "  

べ 竹

符土手

る 三

事 本

〉 を

「
物

千

に

使

川

す

る

竹

竿

は

H

K

約

三

・

五

米

あ

り

、

品

此

口

泡

の

家

庭

に

て

は

之

を

三

本

粍

使

用

す

る

」

此

問

者

を

品

川

、

ね

て

勝

手

口

前

の

空

地

を

使

刑

す

る

と

せ

ば

、

住

地

の

深

さ

は

最

小

二

米

・

此

給

問

の

長

さ

が

最

小

川

米

を

一安

求

す

る
。

一史

に

之

に

隣

保

し

て

物

世

を

つ

く

り

得

る

飴

地

を

成

す

べ

き

で

あ

る

。

以

上

は

作

業

上

と

し

て

の

器

地

で

る

る

が

、

之

と

同

時

に

考

ふ

べ

き

は

、

物

干

場

で

あ

る

。

日

間

…

を

利

用

す

る

此

傑

物

の

乾

肱

は

、

山

川

此

階

級

に

め

ぐ

ま

れ

た

る

最

も

経

情

的

の

方

法

で

b

る

u

此

場

介

の

乾

燥

の

形

式

は

次

の

三

種

が

現

在

北

H

過

に

つ

か

は

れ

て

を

る

J

て

竹

竿

式

(
従

来

の

方

逮

)

二
、

フ

レ

ー

ム

式

(

屋

上

物

干

蓋

に

つ

か

め

れ

る

形

式

)

三

、

担

鱒

式

(

傘

を

聞

い

た

る

如

き

も

の

〉

之

K

-裂

す

る

町

叫

聞

は
、

円

射

品

川

ぃ

肢

と

.

周

回

の

批

況

と

に

影

響

さ

る

L

都

多

し

と

一一百

へ

ど

も

.

今

此

二

者

医

制

し

て

は

此

も

灯

係

叫

川

の

枕

世

k

t

u

る

も

の

と

し

て

作

業

と

物

件

の

一安

求

す

る

町

積

の

み

よ

り

共

闘

さ

を

求

む

る

も

の

と

す

る

。

(

日

射

方

向

が

必

い

か

、

周

聞

に

高

い

制

作

申
一

円

物

で

も

あ

れ

ば

.

そ

れ

等

の

影

を

さ

け

る

べ

き

更

に

多

く

の

岱

地

を

要

求

す

る

)

一

、

竹

竿

式
〔

A
〕

深

問

、

0

0

米

---ー、
るを縛竹

も 有 の 竿

の せ 自 の

ざ由廻

『ーー- ー- -

「

支

性

を

高

く

し

竹

竿

を
J

f

-

一
-
段

に

懸

る

も

の

と

す

」

二

、

竹

竿

式

【

B
〕

官民

問

、

0

0

問

、求

。
。

もを判竹

の;有の竿

す自 '乃

る ｉｬ ｬ ｾＧＡＡ
、ーーーー- -

三

、

フ

レ

ー

ム

式

巾

深

川

市

米

問

、

O

O

四

、

0

0

¥

フ

レ

ー

ム

の

面

徒

三

米

五

角

'

，
竹

の

長

さ

三

、

O

|

一
そ

五
、

四

、

廻

岡
崎
式

符

閥
、

0

0

の

倒

形

以

上

は

日

首

り

よ

き

場

所

を

辺

水

す

る

を

以

て

、

勝

手

口

前

の

作

業

場

耐

が

日

常

り

必

し

き

場

合

に

は

他

の

聞

に

於

て

之

を

取

り

、

北

(

附

は

、

之

等

の

一

十

物

を

取

り

込

む

お

の

廻

制

刊

に

要

す

る

深

さ

を

刑

判

へ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

(

之

は

剖

角

線

の

方

向

に

付

竹

年

の

長

、

即

阿

米

)

勝

手

口

は

第

一

凶

に

示

せ

る

如

く

仕

事

室

が

、

北

凶

す

る

桜

ム

日

多

き

を

以

っ

て

北

に

向

ふ

一

れ

が

多

い

・

叉

市

は

家

族

室

部

と

友

り

て

眺

ω

引

用

K

供

せ

ら

れ

、

干

物

を

す

る

と

と

は

之

を

妨

害

し

や

す

き

矯

め

刊

過

保

則

さ

れ

な

い

。

従

っ

て

干

場

と

し

て

は

阿

の

方

向

が

多

く

朋

ひ

ら

れ

る

つ放

に

勝

子

口

組

り

の

以

上

の

一安

水

と

し

て

釦

へ

る

民

地

の

深

さ

は

・

作

業

場

と

し

て

二

米

以

上

、

干

場

と

し

て

同

米

以

上

を

必

裂

と

す

る

。

千

場

の

下

の

、

作

業

医

邪

肱

に

な

ら

ぬ

と

と

ろ

は

、

き

り

つ

め

れ

ば

小

な

る

世

間

と

し

て

利

用

す

る

羽

が

山

必

る

。

結

E吾

彼

様

に

考

へ

米

る

時

は

、

極

味

、

哨

好

を

度

外

四

し

て

.

建

物

卒

而

形

の

機

能

を

礎

抑

せ

し

む

る

だ

け

の

必

要

な

る

民

の

-
h

地

は

.

山

地

物

の

阿

方

に

於

て

相

川

川

知

へ

友

け

れ

ば

な

ら

ぬ

と

と

に

な

る

o

第

一

凶

に

於

け

る

性

宅

各

部

門

の

配

列

欣

引

に

従

へ

ば

、

市

は

眺

望

用

と

し

て

五

米

以

上

、

(

時

に

は

束

に

も

之

を

要

求

す

る

と

と

あ

り

)

北

及

聞

は

仕

羽

場

と

し

て

、

二

米

乃

至

凶

米

以

上

を

卯

へ

る

。

卒

同

形

の

或

物

に

よ

れ

ば

或

一

方

が

以

上

の

い

づ

れ

の

目

的

に

も

供

せ

ら

れ

ざ

る

と

と

あ

れ

ど

も

、

共

場

合

と

し

て

も

、

通

路

と

な

り

得

る

紘

一

米

以

上

を

興

へ

ね

ば

な

ら

な

い

。

斯

く

し

て

第

三

凶

例

の

場

令

程

度

の

岳

地

、

即

建

物

耐

耐

に

劃

し

て

二

似

以

上

の

益

地

を

要

求

す

る

。

児

K

趣

味

的

に

佐

闘

を

つ

く

り

・

弘

樹

を

つ

く

り

、

運

動

場

を

つ

く

る

に

至

つ

て

は

、

第

四

凶

刊

の

如

き

も

の

、

或

は

共

以

上

の

密

地

を

興

へ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

之

紘

一寸

益

地

の

利

川

に

就

い

て

は

、

本

杭

二

十

九

一日

民

税

机

仰

せ

る

、

各

組

の

世

例

を

参

照

せ

ら

れ

た

し

。
(

七

、

刻

、

九

詑

〉
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越

お

お

.

邸

付

川

家

の

試

作

過

併

的

大

都

市

の

生

前

線

か

ら

.

心

身

の

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

と

し

て

都

合

地

と

程

遠

か

ら

ね

炎

か

左

郊

外

の

地

へ

、

辺

末

か

ら

次

の

週

末

へ

の

前

動

力

の

一

州

安

の

矯

め

、

土

限

日

の

午

後

か

ら

円

限

へ

か

け

て

打

克

ぐ

誌

の

川

公

る

家

‘

そ

し

て

叉

挫

暑

.

挫

去

の

矯

め

の

家

に

も

と

云

っ

た

椋

な

わ

け

で

、

昨

年

晩

秋

か

ら

今

派

へ

か

け

て

試

作

し

て

み

た

十

二

軒

の

家

に

つ

い

て

.

最

近

色

ん

な

人

k

の

週 宋 安 息 の 家 A 型

--幽ー-ー 』 Ｍ ｾＭ Ｍ ｟ｪ，｟｟Ｍ Ｎ，Ｎ←コ 司 王立五 画面白

批

許

を

仰

い

で

み

る

と

・

北

バ

粕

川

市

は

建

物

の

出

来

栄

の

良

い

謡

い

や

、

辺

末

・

一

女

息

の

家

と

し

て

は

斯

棋

な

も

の

で

あ

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

な

ど

L

理

問

っ

ぽ

い

主

的

友

ど

を

等

ろ

超

越

し

て

、

人

の

好

く

家

と

、

灯

か

れ

な

い

家

と

が

如

何

に

も

明

阪

に

色

別

け

さ

れ

た

の

に

は

柳

か

意

外

の

感

を

深

ふ

し

た

の

で

あ

る

。

(

本

一

孔

と

次

頁

に

蚊

砲

の

例

を

拐

け

る

と

と

に

し

た

)

1011  

「

d
M

H

H

円

り

山
M

M

t
川

叩

透

以

上

辺

米

安

息

の

家

の

数

種

を

示

し

た

の

に

過

ぎ

な

い

が

中

に

も

比

較

的

受

け

の

い

L

人

好

の

す

る

の

は

A

型

で

あ

る
。

好

か

れ

る

家

の

共

逼

的

な

慌

件

一

、

川

敷

は

少

し

で

も

室

の

大

い

も

の

つ

宗

と

宝

と

の

仕

切

建

具

を

外

せ

ば

大

き

な

ハ

主

と

し

て

使

へ

る

も

の

一

、

的

子

式

の

出

よ

り

も

抗

式

の

室

松

本

イ義

ノ又

一

、

外

観

和

風

よ

り

も

洋

風

味

の

も

の

そ

し

て

あ

ま

り

に

尖

端

的

で

友

い

も

の

一

、

建

坪

二

十

坪

見

首

で

卒

家

建

の

も

の

一

、

週

末

の

家

と

は

云

ひ

保

護

所

制

と

の

設

備

な

ど

相

首

使

利

友

も

の

を

要

求

さ

る

L

一

、

家

の

川

聞

に

コ

ダ

ワ

リ

の

な

い

場

}
灯

Qぉ

ω  

玄 関 出 入 口
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不

燃

質

小

住

宅

内

容

一

、

小

住

宅

に

適

す

る

不

燃

質

材

料

と

工

迭

二

、

ヴ

ロ

ピ

ウ

ス

の

小

住

宅

工

法

英

一

一

二

、

ヴ

ロ

ピ

ウ

ス

の

小

住

宅

工

洛

英

二

四

、

コ

ル

ビ

ユ

ジ

エ

の

小

住

宅

工

法

五

、

ル

ッ

ク

内

ル

ト

兄

弟

の

小

住

宅

工

主
也

六

、

-

つ

4

ト

の

小

住

宅

工

洛

七

、

ム

ツ

へ

の

鋼

製

住

宅

工

法

八

、

紘

論

一

、

山

佐

宅

に

適

す

る

不

燃

質

材

料

と

工

法

建

築

の

緋

也

法

に

は

木

造

も

あ

れ

ば

餓

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

逃

も

あ

る

が

建

築

の

大

小

、

高

低

の

規

模

に

よ

っ

て

各

々

そ

の

過

す

る

構

浩

法

が

あ

る

。

例

へ

ば

平

家

や

二

階

建

の

程

度

な

ら

ば

木

造

で

も

出

来

る

が

同

階

五

階

に

な

る

と

木

造

で

は

不

利

で

餓

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

逃

が

有

利

と

な

る

口

叉

三

十

階

同

十

階

の

建

築

と

な

る

と

餓

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

遁

よ

り

も

餓

骨

造

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

被

覆

の

方

が

有

利

と

な

る

と

云

ふ

風

で

あ

る

リ

の

新

構

造

法

問

叉

も

う

一

面

か

ら

云

ふ

と

建

物

の

建

つ

数

に

よ

っ

て

も

そ

の

越

す

る

構

造

法

が

定

ま

っ

て

来

る

で

あ

ら

う

。

例

へ

ば

一

軒

建

て

る

場

合

と

、

同

一

の

も

の

を

五

百

軒

建

て

る

場

合

と

で

は

.

自

づ

か

ら

そ

の

俳

造

法

が

泣

ふ

。

一

軒

建

て

る

に

は

千

で

刻

み

人

千

で

建

て

る

方

法

も

よ

い

が

、

数

百

数

千

と

ま

と

ま

っ

た

数

の

同

一

プ

ラ

ン

の

家

を

建

て

る

場

A

け
に

は

、

機

織

を

使

っ

て

同

一

物

を

多

最

に

生

産

し

そ

れ

を

利

み

す
一
て

る

方

が

よ

い

と

云

ふ

と

と

に

な

る

。

と

の

数

に

よ

る

椛

造

法

の

選

定

は

.

日

本

で

は

ま

だ

問

題

に

な

っ

て

川

左

い

が

近

き

将

米

に

は

問

題

と

な

る

で

あ

ら

う

と

思

ふ

。

二

階

一又

は

せ

い

ぜ

い

三

階

建

の

小

住

宅

構

造

法

と

し

て

考

へ

ら

れ

る

方

法

は

一

、

木

造

真

壁

逃

二

、

木

造

大

壁

活

三

、

煉

瓦

迭

川

、

中

安

煉

五

及

フ

ロ

ッ

ク

逝

五

・

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

六

・

餓

骨

コ

ン

ク

リ

ー

ト

迭

位
一寸

が

考

へ

ら

れ

る

。

一

は

云

ふ

ま

で

も

な

く

民

監

の

和

風

住

宅

で

二

は

木

廿

に

ラ

ス

張

り

モ

ル

タ

ル

叉

は

漆

喰

塗

の

洋

風

住

宅

で

あ

る

。

そ

し

て

現

在

日

本

に

建

ち

つ

L

あ

る

住

宅

の

殆

ん

ど

全

部

が

、

と

の

二

つ

の

構

造

法

で

出

来

て

居

る

。

た

だ

耐

長

耐

火

が

望

ま

れ

る

場

合

に

の

み

五

の

餓

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

逃

が

川

ひ

ら

れ

る

J

三

の

煉

瓦

匙

と

阿

の

中

空

峨

瓦

及

ブ

ロ

ッ

ク

也

は

耐

民

的

に

扶

陥

あ

り

と

し

て

近

頃

で

は

殆

ん

ど

用

ひ

ら

れ

ぬ

。

六

の

餓

骨

コ

ン

ク

リ

ー

ト

迭

は

餓

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

迭

と

同

じ

白

的

に

用

ひ

ら

れ

る

が

、

小

位

宅

で

は

工

費

が

高

く

な

る

か

ら

る

ま

り

用

ひ

ら

れ

ね

口

そ

と

で

木

造

の

方

は

し

ば

ら

く

措

く

と

し

て

耐

震

耐

火

耐

久

的

の

小

住

宅

建

築

法

と

し

て

は

、

現

在

の

日

本

で

は

銭

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

銭

浩

式

に

限

ら

れ

て

居

る

か

の

観

が

あ

る

が

と

の

外

に

は

埴

首

な

構

造

法

は

無

い

で

あ

ら

う

か

3

勿

論

銀

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

は

耐

火

耐

震

的

構

越

と

し

て

は

理

想

的

の

も

の

田

孝

男

で

あ

っ

て

、

大

建

築

に

も

傑

ん

に

刷

ひ

ら

れ

て

居

る

が

小

住

宅

忙

期

ひ

ら

れ

る

と

の

工

法

は

大

建

築

に

行

は

れ

る

方

法

を

そ

の

ま

L

小

規

枝

に

し

た

に

す

ぎ

な

い

き

ら

ひ

が

あ

る

J

も

う

少

し

簡

便

友

工

法

院

な

い

で

あ

ら

う

か

。

と

の

紺

に

閲

し

て

大

戦

後

の

調

逃

で

惜

ん

K

用

ひ

ら

れ

た

鎖

骨

の

梨

構

K

2

ン

ク

リ

l

ト

ブ

ロ

ッ

ク

を

組

み

合

し

た

工

法

を

と

と

に

考

へ

て

見

た

い

。

調

逸

で

は

大

戦

後

の

小

住

宅

総

畿

に

首

っ

て

各

都

市

の

郊

外

に

市

営

又

は

組

合

経

営

の

多

数

の

住

宅

鮮

を

遣

っ

た

。

普

通

に

ジ

1

ド

ル

ン

グ

と

呼

ば

れ

る

の

は

と

れ

で

あ

る

。

二

階

又

は

三

階

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

長

屋

住

宅

で

と

れ

が

規

則

正

し

く

並

列

し

、

同

一

プ

ラ

ン

又

は

相

似

プ

ラ

ン

の

数

十

よ

り

数

百

の

戸

数

を

一

鮮

と

し

中

央

焼

房

装

置

、

水

道

下

水

、

ガ

ス

、

電

気

共

他

の

諸

設

備

か

ら

制

理

.

洗

漉

に

い

た

る

ま

で

、

共

同

経

営

し

て

利

益

の

あ

る

も

の

は

す

べ

て

共

同

で

‘
や

り

、

合

理

的

に

生

活

し

て

居
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‘  

る

υ

か

L

る

二

階

又

は

三

階

の

耐

久

的

長

屋

の

建

築

に

あ

た

り

建

築

の

大

さ

及

教

の

閥

係

か

ら

特

殊

友

工

法

が

採

用

さ

れ

た

。

各

ジ

1

ド

ル

ン

グ

に

よ

っ

て

遺

ふ

が

、

或

は

コ

ン

ク

リ

ー

ト

中

安

-

フ

ロ

ッ

ク

の

積

み

上

げ

た

も

の

、

普

通

の

棟

瓦

を

積

ん

だ

も

の

・

或

は

鍛

口

(

け

の

柱

を

た

て

錦

骨

の

梁

を

取

つ

け

て

、

そ

の

聞

に

コ

ン

ク

リ

ー

ト

板

を

保

持

す

る

も

の

等

後

に

述

べ

る

棋

に

腕

々

な

工

法

が

試

み

ら

れ

て

尉

る

。

そ

の

う

ち

の

三

四

を

次

に

制

介

し

た

い
。

・

勿

論

こ

の

ジ

l

ド

ル

ン

グ

の

経

営

は

専

ら

経

済

的

保

件

か

ら

出

張

し

て

居

て

第

図

グ

ロ

ピ

ツ

ス

の

工

法

英

一

!li ;厚長主主

ｆ ｾ 工 Ｒｩｩｆｦ

要

は

安

く

建

て

且

つ

安

つ

よ

く

杭

ま

う

と

云

ふ

の

で

あ

る

が

、

そ

れ

に

肱

じ

て

採

用

さ

れ

た

工

法

K

は

二

つ

の

前

提

像

件

が

つ

い

て

居

る

の

で

る

る

。

(

一

)

小

住

宅

で

せ

い

ぜ

い

三

階

迄

の

建

物

(

二

)

同

一

プ

ラ

ン

叉

は

よ

く

似

た

プ

ラ

ン

の

家

を

数

百

数

千

と

ま

止

ま

っ

て

計

制

し

そ

れ

が

順

次

に

完

成

さ

れ

る

。

と

の

保

件

に

従

っ

て

、

(

一

山

三

階

位

だ

か

ら

柿

逃

が

綜

易

で

各

構

迭

の

メ

ン

バ

ー

は

小

さ

く

て

す

む

。

従

っ

て

巡

搬

に

も

利

ス

ト

ツ

ツ

ト

ガ

ル

ト

の

小

位

。

じ

格

治

詳

細

_i I' . IJ . .  

←樟侭炉転ゐ，走i . j

ＺＺＮ Ｎ ｾーコ吋枝 ‘  
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札制

立

に

も

容

易

で

あ

る

。

(

二

)

同

一

プ

ラ

ン

で

あ

れ

ば

同

一

サ

イ

ズ

の

建

築

材

料

が

数

多

く

川

ひ

ら

れ

る

か

ら

機

械

的

に

大

荒

製

産

し

と

れ

を

現

場

へ

詮

っ

て

組

立

て

る

。

結

局

材

料

も

工

賃

も

合

理

的

に

低

廉

と

な

る

。

と

云

ふ

の

が

そ

の

特

長

で

あ

る

。

内

に

一
広

ふ

が

と

の

ジ

1

ド

ル

ン

グ

は

大

戦

以

前

に

も

あ

っ

た

。

し

か

し

大

戦

以

前

の

ジ

1

ド

ル

ン

グ

は

大

戦

後

の

と

は

非

常

に

趣

を

異

に

し

て

居

た

。

大

戦

以

前

の

も

の

は

道

路

を

曲

線

形

に

つ

け

而

白

い

形

に

土

地

を

匡

制

し

て

、

そ

と

へ

取

測

の

家

屋

を

建

て

、

垣

を

め

ぐ

ら

し
‘

各

家

が

単

澗

で

認

す

と

一
五

ふ

や

り

方

で

あ

っ

た

が

、

大

戦

後

は

第

八

闘

の

如

く

土

地

を

細

長

い

ブ

ロ

ッ

ク

に

匝

剖

し

二

階

叉

は

三

階

の

長

照

を

規

則

正

し

く

数

百

の

戸

数

が

共

同

し

て

設

備

を

持

ち

令

理

的

の

生

活

を

す

る

械

に

た

っ

た

日

本

で

は

今

l

度

、

獅

逃

の

大

戦

前

の

郊

外

作

宅

経

営

と

同

じ

と

と

を

や

っ

て

居

る

。

郊

外

敷

地

を

五

十

坪

と

か

百

坪

。

と

か

医

師

制

し

、

各

人

が

単

加

な

家

を

各

k

趣

味

K

従

っ

て

建

て

抑

併

を

め

ぐ

ら

し

、

井

戸

を

制

り

給

水

の

タ

ン

ク

を

抗

っ

と

云

っ

た

や

り

方

で

あ

る

0

と

う

云

第

一合

同

グ

ロ

ピ

ウ

ス

の

工

法

兵

一

ス

ト

ツ

ツ

ト

ガ

ル

ト

の

小

住

宅

プ

ラ

y

第

二

同

グ

ロ

ヒ

ウ

ス

の

工

法

共

一

ス

ト

ツ

ツ

ト

ガ

ル

ト

の

小

住

宅

鍛

何

架

株

第

闘

グ

ロ

ピ

ウ

ス

の

工

法

其

一

ス

ト

ツ

ツ

ト

ガ

ル

ト

の

小

佐

定

径

の

コ

ル

ク

板

取

付

グロ ピ ウ ス の 工

法 ［ｬ ｾ ー

イ:v七厳格l工 事

; : p問問

右同

8  
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ふ

や

り

方

は

今

し

ば

ら

く

の

と

と

で

.

だ

ん

だ

ん

時

が

進

め

ば

制

逸

の

や

っ

て

居

る

棋

な

合

理

的

共

同

生

析

に

鈍

っ

て

行

く

の

で

は

る

る

す

い

か

。

師

同

医

行

き

つ

ま

っ

た

郊

外

性

宅

の

経

営

法

も

、

そ

の

訟

へ

判

向

す

る

の

で

は

友

い

か

と

も

思

は

れ

る

。

=

、

グ

ロ

ビ

ウ

ス

の

小

住

宅

工

法

草

山

一

グ

ロ

ピ

ク

ス

(

を

と

芯

『

の

5

1

5

E

∞∞

山

市

除

含

)

は

曾

っ

て

デ

ツ

サ

ウ

市

の

パ

ウ

ハ

ウ

ス

の

首

倣

と

し

て

そ

の

令

名

を

唱

は

れ

て

居

た

が

.

H

収

近

で

は

ベ

第六岡

ル

リ

ン

で

建

築

部

務

所

を

川

い

て

間

る

。

新

興

建

築

界

の

・
h

w
e

怖

で

ケ

ル

ン

の

工

場

、

パ

ウ

ハ

ウ

ス

校

合

等

の

傑

作

を

刊

ち

著

書

に

=

H
D

g

E

E

Z
ロ

白

一

巾

白

円

円

E

Z

E

R

m

ご

が

あ

り

、

所

前

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

建

築

の

提

川

#
の

で

あ

る

が

、

彼

は

ス

ト

ウ

ツ

ト

ガ

ル

ト

住

宅

展

に

出

品

し

た

小

住

宅

に

新

し

い

工

法

を

試

み

た

。

と

の

工

法

は

餓

竹

で

杭

と

梁

を

逃

り

・

監

に

は

コ

ル

ク

似

を

川

ひ

た

も

の

で

そ

の

託

制

を

辿

べ

る

と

第

一

凶

の

如

く

、

先

づ

二

五

セ

ン

チ

巾

の

北

礎

コ

ン

ク

リ

ー

ト

を

外

慨

に

沿

ふ

て

打

ち

廻

は

す

。

そ

の

上

へ

一一

O

×

五

O

x

-

0

ミ

リ

仰

の

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

上

む

け

に

乗

せ

る

。

そ

れ

に

一

一
一

O

×

五

O

×

一

0

ミ

リ

似

の

Z

形

鋼

の

杭

を

一

O

六

セ

ン

チ

山

隔

に

建

て

る

。

梁

は

外

野

-
の

杭

に

沿

ふ

所

は

一

一
一

O

×

五

O

×

一

0

ミ

リ

の

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

杭

K

取

り

つ

け

、

室

内

の

杭

か

ら

杭

に

架

す

る

犬

、梁

は

一

一

一

O

×

五

O

×

一

0

ミ

リ

の

I

-
形

鋼

を

架

け

波

す

。

と

れ

で

鎖

骨

の

I

と

Z

と

仁

の

同

じ

大

さ

の

も

の

で

杭

、

土

事

、

梁

が

州

派

た

わ

け

で

あ

る

。

，次

に

外

野

一
は

長

一

0

0

セ

ン

チ

、

巾

五

0

セ

ン

チ

、

厚

八

セ

ン

チ

の

コ

ル

ク

加

工

板

(
Z

o

n

y
を

め

『
同
町

内

m

o勺

3

m

m
Z

口

開

M

匂

グロピ ウ スの 工 法 ｊｾ 一

ス トツツト ガ ル トのノ! 、佐佐 外被

g

m

p

r

o

長

1

E

Z

2

)

を

杭

と

枝

の

川

へ

入

れ

て

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

で

按

A

H

し

、

そ

の

外

へ

六

ミ

リ

の

ア

ス

ペ

ス

ト

板

(

〉

5

2

g

n

r
斤

骨

名

】

伊

丹

門

巾

与

を

打

ち

つ

け

日

叔

で

抑

へ

、

日

入

室

内

に

面

す

る

方

へ

は

セ

ロ

テ

ッ

ク

ス

を

取

る

。

一

階

床

は

地

盤

上

に

コ

ン

ク

リ

ー

ト

叙

を

沿

き

‘

次

氏

コ

ル

ク

板

を

敷

き

そ

の

上

へ

根

太

を

沿

い

て

ほ

板

を

張

る

J

根

太

と

棋

太

と

の

聞

に

は

料

石

が

充

填

し

て

る

る

。

二

階

床

は

I

又

は

仁

形

大

梁

の

聞

に

木

の

根

太

を

ゐ

き

、

そ

れ

に

ほ

板

を

打

ち

つ

け

る

。

屋

根

は

犀

様

、

梁

の

じ

又

は

I

の

問

へ

級

太

を

波

し

そ

の

上

へ

コ

ル

ク

桜

を

乗

せ

、

史

K

M

n

一れ

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

，ば

版

を

乗

せ

て

そ

の

上

を

軽

石

コ

ン

ク

リ

ー

ト

打

と

し

防

水

工

事

が

施

と

し

て

あ

る

じ

天

井

は

い

づ

れ

も

二

附

根

太

下

端

へ

野

伴

慨

を

打

ち

つ

け

そ

れ

に

セ

ロ

テ

ッ

ク

ス

が

張

っ

て

あ

る

。

窓

は

二

重

の

ス

テ

イ

l

ル

サ

ッ

シ

ュ

。

で

結

局

と

の

工

法

に

よ

る

と

性

は

一

五

セ

ン

チ

叫

に

仕

上

り

床

は

約

一

八

セ

ン

チ

厚

K

仕

上

る

と

と

に

た

る

。

第

二

凶

は

そ

の

餓

川

口

杭

と

梁

が

建

っ

た

と

と

ろ

、

第

三

闘

は

壁

の

コ

ル

ク

叔

を

取

り

つ

け

て

川

る

と

と

ろ

、

第

附

刷

は

尾

根

の

軒

石

コ

ン

ク

リ

ー

ト

紋

を

モ

ル

タ

ル

で

つ

け

て

居

る

と

と

ろ

で

あ

る

。

然

し

て

と

の

工

法

に

泊

す

る

椋

に

プ

ラ

ン

は

第

五

附

の

如

く

・

す

べ

て

一

O

六

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

の

似

蚊

を

と

っ

て

室

の

大

き

さ

を

定

め

て

肘

る

o

第

六

刷

は

出

来

上

り

の

外

観

で

ア

ス

ベ

ス

ト

板

を

張

り

上

げ

た

と

と

ろ

、

縦

と

怖

に

あ

る

糾

僚

は

ア

ス

ベ

ス

ト

板

の

接

合

部

を

抑

へ

た

目

板

で

あ

る

。

一

、

グ

ロ

ビ

ウ

ス

の

巾

住

宅

工

法

其

ニ

グ

ロ

ピ

ウ

ス

が

デ

ツ

サ

ウ

市

郊

外

の

市

営

長

屋

建

設

に

あ

た

っ

て

採

刑

し

た

方

法

は

先

づ

二

五

×

二

五

×

五

0

セ

ン

チ

の

大

さ

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

プ

ロ

ッ

ク

を

逃

り

、

と

れ

を

杭

み

上

げ

て

各

家

と

家

と

の

隔

壁

を

作

り

、

梁

は

餓

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

で

逝

り

そ

れ

に

し

休

を

か

け

る

方

法

で

あ

る

。

と

の

市

管

長

屋

は

八

戸

建

六

棋

と

州

戸

建

一

一

概

と

六

戸

建

一

一

棟

で

あ

る

が

、

グ

ロ

ピ

ウ

ス

は

と

れ

を

七

つ

に

分

ち

、

そ

の

一

棟

宛

を

順

次

に

建

設

し

て

行

っ

た

。

而

し

て

一

棟

(

八

戸

長

屋

)

を

建

て

る

に

も

先

づ

恭

礎

抑

方

を

注

し

各

家

の

陥

監

を

杭

み

、

地

下

室

(

小

部

分

)

の

制

方

を

な

し

、

そ

の

監

と

ほ

を

打

ち

、

一

階

の

床

を

打

ち

、

一

階

の

隔

壁

を

積

み

上

げ

、

梁

を

鍛

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

で

架
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第

十

附

グ

ロ

ヒ

ウ

ス

の

工

法

其

ニ

デ

ツ

サ

少

の

ジ

l

ド

ル

Y

グ

傍

治

順

序

刊- - 38

・ ，白.

;.. .  1. '.tI ＮＮｾ ，＠
M ・ ー ， 司 .

6 ・へ 7 ・ 、μ

.  

渡

し

.

二

階

い

い

作

を

逝

り

、

二

階

桂

一
を

顧

み

、

屋

根

梁

を

波

し

、

屋

根

を

梨

す

、

等

の

順

序

に

各

工

科

を

分

ち

ょ

各

工

科

が

同

一

日

数

で

川

来

る

様

K

分

け

る

)

一

一

陳

を

二

十

三

日

乃

至

三

十

日

で

建

て

終

る

様

な

工

程

表

を

作

っ

て

居

る

。

第

七

刷

は

ど

の

工

科

去

で

あ

る

が

、

第

一

の

棟

は

九

月

十

五

日

に

必

礎

制

方

を

始

め

、

十

月

十

二

口

氏

照

根

仕

針

を

し

て

居

る

し

・

第

二

の

怖

は

九

月

二

十

五

日

か

ら

十

月

二

十

一

日

、

第

三

の

棟

は

十

月

四

日

か

ら

二一

ト

日

迄

と

云

ふ

風

に

、

互

に

順

序

よ

く

た

っ

て

居

る

。

だ

か

ら

仮

に

基

礎

嗣

方

の

職

工

を

例

に

と

っ

て

見

る

と

第

一

の

棟

で

は

九

月

十

五

日

か

第

十

一

間

グ

ロ

ピ

ウ

ス

の

工

法

H

一

ニ

デ

ツ

サ

ウ

の

ジ

l

ド

ル

y

グ

往

築

中

， 

ー ，'， ｾ＠ . ‘ ・. . ・
ー ・ ー・ー，. ，・ーー

， ー . 1 " ，

ら

二

十

三

日

迄

‘

第

二

の

棟

で

は

二

十

四

日

か

ら

十

月

の

二

日

迄

と

云

ふ

様

に

少

し

の

手

作

も

な

く

次

か

ら

次

へ

と

仕

事

を

進

め

て

行

か

れ

る

。

他

の

部

の

工

事

も

す

べ

て

と

の

調

子

で

あ

る

じ

か

く

し

て

各

部

の

仕

事

を

連

続

的

に

や

っ

て

比

較

的

少

数

の

職

工

を

間

断

な

く

働

か

せ

、

八

棟

五

十

八

戸

分

の

小

牧

宅

を

僅

か

K

八

十

五

日

で

終

る

棋

な

計

制

を

た

て

L

居

る

。

建

設

の

・

質

際

に

あ

た

っ

て

川

市

し

て

と

の

工

再

表

通

り

行

っ

た

か

ど

う

か

は

分

ら

ぬ

が

同

一

プ

ラ

ン

若

く

は

相

似

た

プ

ラ

ン

の

小

性

宅

を

数

多

く

建

設

す

る

場

合

.

一

つ

の

加

を

次

か

ら

次

へ

と

間

断

な

く

働

か

す

れ

ば

い

ヂ 第

ツ 十

.サ ニ

ウ 闘

， ，つ

ジ グ

l ロ

ド ピ

ル ウ

y ス

グ σコ

ケト ョ:

私Q/li

ｾｴ Ｎ＠

ー、

か

に

無

駄

が

な

く

‘

速

に

従

っ

て

安

く

、

多

く

の

家

を

建

て

得

る

か

の

好

い

例

で

あ

ら

う

。

丁

度

フ

ォ

ー

ド

工

場

で

自

動

車

を

ベ

ル

ト

シ

ス

テ

ム

で

浩

り

、

ピ

ク

タ

l

合

祉

工

場

で

蓄

音

器

を

造

る

様

に

小

住

宅

の

連

続

的

大

哉

製

産

と

云

ふ

と

と

に

な

る

。

と

の

問

題

は

日

本

の

住

宅

界

で

は

ま

だ

あ

ま

り

問

題

に

な

っ

て

居

泣

い

が

調

悌

和

殊

に

潤

逸

で

は

既

に

盛

ん

に

賀

行

さ

れ

て

居

る

。

即

ち

漏

り

デ

ツ

サ

ウ

の

ジ

1

ド

ル

ン

グ

の

み

で

な

く

.

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

の

ジ

1

ド

ル

ン

グ

で

も

ベ

ル

リ

ン

の

ジ

l

ド

ル

ン

グ

で

も

、

み

な

と

の

方

法

で

や

っ

て

居

る

所

で

あ

る

口

ヂ ｴｲｾ

ツ 卜

サ 三

、 ， ｾ Il;¥il 

ジ グ

l ロ

ド ピ

ル ウ

シ ス

グ の

の 工

内 法

部 共

考

ふ

べ

き

と

と

で

あ

ら

う

口

第

八

闘

は

デ

ツ

サ

ク

の

ジ

1

ド

ル

ン

・

グ

の

配

置

闘

.

第

九

闘

は

そ

の

プ

ラ

ン

o

第

十

闘

は

構

誼

順

序

を

示

す

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

ホ

ロ

ー

ブ

ロ

ッ

ク

の

壁

へ

鍛

筋

“

コ

ン

ク

リ

ー

ト

遣

の

梁

を

架

し

て

肘

る

第

十

一

闘

は

建

築

中

、

第

十

二

刷

は

同

一

来

上

り

外

観

、

第

十

三

聞

は

そ

の

内

部

を

示

す

。

問

、

コ

ル

ビ

ユ

ジ

エ

の

胤

住

宅

工

法

コ

ル

ピ

ユ

ジ

エ

(

円

。

n

o

H

m

)

口

氏

。

H
:

昆

気

持

除

)

は

ピ

ヱ

ル

・

ジ

ヤ

ン

ネ

レ

6

】

U
W

R

O

し
「

g
ロ

ロ

何

百

円

と

共

同

で

パ

リ

。
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• 
u  -e ・'"

第

十

四

国

二階 7 ・ラ ゾ(2)  第十四随

(3)  

Oach;::ar ll 引

第

十

四

闘

ス 第

ト 1-

ツ 五

ツ 随l

ト

ガ コ

ノι ノι

ト ピ

主 ぬ ユ

位 ジ

宅 ヱ

第 の

ーエ

の/ 去

家

6つ

外

秘』

クｾ '" 

第十四 随I ( 1) コルピ ユ ジ ヱの工 法

ストツツト ガル トの小住 宅 第 一 の

家 の プ テ y 第 一 階

/ f / ， : ? S 

1"1..; ・.1... 1

、ミ・.

第十六闘 コル

ピユジヱ の工 法

ス トツツト カ・ノレ

トり位宅第一 の

家 ヱ レ ベ ー シ ヨ

ン

〆

日目

仁口

r an fldrn ご!1m E ml aml l lt n/l aus  

W at t - . d.  

で

建

築

事

務

所

を

経

営

し

て

居

る

J

多

く

の

小

住

宅

の

作

が

あ

り

、

設

計

と

し

て

パ

リ

の

高

居

建

築

都

市

築

、

園

際

聯

盟

合

結

集

.

ソ

ピ

エ

ツ

ト

ロ

シ

ヤ

.
中

央

命

日
舘

笑

が

る

る

・

著

書

は

〈

O

『

帥

ロ
ロ

O

〉

2

E
斥

2

5

P

同
」
釦
ユ
ロ

2

0円

色

町

円

山

口

}

o

c

E

Y

E

-

等

教

穫

あ

る

0

・な

ほ

作

品

主

張

の

大

略

は

戸

内

向

。

円

ぴ

己

的

{

内

『

ロ

ロ

仏

M

M

円

台

・

史

刊

し

「

内

伊

ロ

ロ

内

町

内

山

一

円

以

8

0
に

ま

と

ま

っ

て

見

え

る

)

は

と

の

佐

川

屯

の

辿

統

的

生

産

の

主

唱

者

で

あ

る

。

建

築

U

規

絡

を

統

一

し

、

そ

れ

を

工

業

的

に

大

量

生

産

し

、

連

続

的

に

組

み

立

て

て

行

く

と

と

。

今

迄

の

建

築

家

は

あ

る

建

築

そ

れ

一

つ

に

劃

す

る

問

題

で

終

始

し

て

居

た

が

‘

彼

は

多

く

の

建

築

に

封

す

る

標

準

形

と

そ

の

大

量

生

産

を

問

題

K

掲

げ

極

K

研

究

し

て

居

る

ω

「

若

し

も

住

宅

問

題

及

そ

れ

の

組

立

方

法

の

問

題

が

r
皮

サ

ッ

シ

ユ

を

研

究

す

る

様

医

研

究

さ

れ

れ

ば

.

多

く

の

家

は

立

ち

所

に

進

化

す

る

だ

ら

う

。

そ

し

て

家

が

若

し

も

サ

ッ

シ

ユ

を

作

る

様

に

・

辿

続

的

に

工

業

的

に

生

産

さ

れ

る

掠

に

な

れ

ば

、

思

ひ

も

よ

ら

ぬ

形

で

は

あ

-

る

が

、

し

か

し

健

康

的

な

.

陥

岡

た

る

形

?
が

発

注

す

る

で

あ

ら

う

」

-
と

一
去

っ

て

肘

る

が

、

と

れ

等

の

と

と

を

辿

べ

て

居

る

と

映

り

が

友

い

か

ら

と

と

で

は

彼

が

ス

............ ‘  
白 山 刷 . . .  s・'"-刷凶e
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コルピユジヱの王法第十ヒ闘
ト

ウ

ツ

ト

ガ

ル

ト

住

宅

展

に

試

み

た

凶

刑

法

法

だ

け

を

述

べ

る

。

コ

ル

ビ

ユ

ジ

エ

は

ス

ト

ウ

ツ

ト

ガ

ル

ト

住

宅

展

で

二

軒

の

小

村

宅

を

出

回

附

し

て

居

る

。

そ

の

う

ち

第

一

の

家

は

第

十

四

国

の

プ

ラ

ン

に

比

ら

る

る

通

り

柱

の

其

々

を

東

西

二

七

五

セ

ン

チ

、

南

北

五

二

五

セ

ン

チ

に

と

り

粧

の

大

さ

を

二

五

セ

ン

チ

角

及

二

五

セ

ン

チ

筏

の

丸

に

採

っ

て

居

る

。

即

ち

佐

と

粧

の

内

法

は

二

ω

U

ヒ
ミ

hw

h

E

E
、
3

V叫

可

。

河

川

い

。

同

M

V

. . . . . _狙町宮

ft 仏 叫IS""' I" 鋲ヨレ

r，，_. .. ・拝" '' ' ' i "̂ ｾ当主 ＧＢｵｦｾ とヱ

・』二こどL

五

0

セ

ン

チ

と

そ

の

係

数

た

る

五

0

0

セ

ン

チ

に

・な

る

J

先

づ

基

礎

の

耕

コ

ン

ク

リ

ー

ト

を

柱

下

は

一
一

五

セ

ン

チ

角

‘

高

さ

三

0

セ

ン

チ

に

打

ち

，

そ

の

上

へ

五

五

セ

ン

チ

角

高

さ

三

0

セ

ン

チ

の

基

礎

コ

ン

ク

リ

ー

ト

を

打

つ

、

耐

し

て

壁

附

杭

は

二

五

セ

ン

チ

角

と

し

凋

立

桂

は

二

五

セ

ン

チ

慌

の

丸

桂

と

し

二

ハ

ミ

リ

の

錨

筋

川

本

に

八

ミ

リ

の

フ

l

プ

が

用

ひ

ら

れ

て

居

ｾ＠ ｾ ι ｊＮｊ Ｇ］ Ｙｅ 問吋』司 ｅ

5  ..仲
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梁

は

同

じ

く

二

五

セ

ン

チ

角

の

錨

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

梁

と

し

て

往

に

と

り

つ

け

、

つ

ま

り

鍛

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

架

構

を

出

る

d

然

る

後

住

と

梁

の

間

へ

二

五

×

二

五

×

五

0

セ

ン

チ

の

軽

石

コ

ン

ク

リ

ー

ト

ホ

ロ

l

プ

ロ

ッ

タ

を

禿

嘆

し

た

構

造

法

で

あ

る

。

(

第

十

七

闘

参

附

〉

第

二

の

家

は

二

戸

建

住

宅

で

あ

る

.

大

韓

第

一

の

家

と

同

じ

い

工

法

を

用

ひ

-

凶

可

向

円

。

帥

M

V

5 o o剛 ;

， 

＼ｺ ｳμＮＮ ｅＧ ｓｦｆｅｎｊｔｅｾ＠

dι .0.1 

待合
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餓

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

浩

二

五

セ

ン

チ

角

の

往

と

梁

を

架

け

波

し

そ

の

間

へ

‘

ホ

ロ

l

‘
ブ

ロ

ッ

ク

を

充

填

し

て

る

る

が

、

唯

市

側

へ

並

ん

だ

樹

立

柱

の

一

列

は

二

G

O

×

七

0

ミ

リ

の

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

臨

介

せ

と

し

て

立

て
、

誕

の

談

合

-部

は

チ

ャ

ン

ネ

ル

の

一

部

に

穴

を

あ

け

て

餓

筋

が

指

し

過

し

て

あ

る

o

(

第

二

十

一

回

参

照

)

間町

、
根

は

コ

ン

ク

リ

ー

ト

打

の

上

へ

防
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(  A ) コル ピ ユ ジ ヱ の 工 法

ストツ ツ トガルト の二 戸 建 白 宅

第 十 八 困

0 ・ 仰 伊 市 町

十 八 I菌]C 属 ヒ プ ラ y

日 叫 4

第

二

十

闘

コ

ル

ピ

ユ

ジ

ヱ

の

工

法

ス

ト

ツ

ツ

ト

ガ

ル

ト

の

二

戸

往

住

宅

エ

レ

ベ

1

V

ヨ

y

ストツツト ガル トの二 戸i l i : (1: 宅外淑と 内部

1 υ. . ml . "  : l l m /) 01・ρ，'，向。h/l l WII ‘

医霊盟

コルピ ユｾ ＺＺｌ の工 ｊ 去第 十九 闘

11. . 1鳩 山 掛 川川

( 第二十 闘の二〉( 第 二 卜 闘 の ー〉
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水

唐

を

施

と

し

、

厚

四

セ

ン

チ

の

砂

利

暦

を

沿

き

更

に

そ

の

上

へ

八

0

セ

ン

チ

角

厚

阿

セ

ン

チ

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

板

を

並

べ

て

あ

る

然

し

て

と

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

板

の

目

地

は

大

き

く

あ

け

、

そ

と

へ

芝

草

を

他

え

て

陸

尾

根

の

乾

燥

に

そ

友

へ

か

た

メ

¥

生

策

を

輿

へ

て

る

る

。

窓

は

一

一

0

セ

ン

チ

×

二

五

0

セ

ン

チ

を

棋

準

形

の

単

位

と

し

と

れ

を

或

は

舗

に

連

制

さ

せ

、

或

は

縦

K

重

ね

て

種

コ

ル

ピ

ユ

ジ

Z

の

工

法

第

二

十

一

闘

J ‘ 凶川a-. . '

/ " ・M ・山・

々

の

大

さ

の

窓

と

し

て

出

る

。

窓

ガ

ラ

ス

は

一

枚

ガ

ラ

ス

を

二

重

に

入

れ

て

あ

る
。

第

十

同

制

は

第

一

の

家

の

プ

ラ

ン

で

る

る

。

右

上

が

一

階

で

左

上

が

二

階

、

中

の

上

が

三

階

、

そ

の

下

が

屋

上

階

の

プ

ラ

ン

で

あ

る

。

と

れ

に

見

ら

れ

る

通

り

粧

と

住

の

内

法

を

二

五

0

セ

ン

チ

及

五

0

0
セ

ン

チ

K

定

め

杭

を

二

五

セ

ン

チ

角

及

二

五

セ

ン

チ

丸

と

し

て

ホ

ロ

1

ス

ト

ツ

ツ

ト

γ

凡

ト

の

二

戸

往

住

宅

構

造

詳

細

8， 州 1，0，/61臥町

I n川

吋一

ブ

μ

ツ

ク

二

五

×

二

五

×

五

0

セ

ン

チ

の

ふ

允

加

に

使

に

し

で

あ

る

。

第

十

π
闘

は

そ

の

家

の

外

制

第

十

六

川

川

は

そ

の

エ

レ

ベ

l

シ

ヨ

ン

を

示

す

。

第

十

七

闘

は

州

地

の

詳

制

を

示

す

闘

で

二

五

セ

ン

チ

の

佐

に

は

一

六

ミ

リ

何

の

餓

筋

同

本

が

入

れ

ら

れ

フ

l

プ

は

八

ミ

リ

何

の

も

の

を

八

セ

ン

チ

問

削

に

入

れ

て

あ

る

。

料

一れ

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

プ

ロ

ッ

ク

は

三

つ

の

穴

が

あ

り

、

霊

山

市

の

E仁E肋 官M

/ '  A  

ｔｉｙｖｾｊｊｴ＠

官

ノ

ィl

~ N_  

'h'・. .，
...... •. .  

..，.. 
ｾ ｣ ｙＮ＠

主主 竺 竺竺 笠 竺乙
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料

岐

に

役

立

つ

。

柏

祉

材

と

し

て

六

・

五

×

一

二

×

二

五

セ

ン

チ

の

煉

五

を

使

っ

て

川

る

。

-
M
版

の

下

端

に

は

拡

を

抗

甘

い

て

熱

の

仰

導

を

防

い

で

あ

る

。

第

十

八

闘

は

第

二

の

家

即

ち

ス

ト

ツ

ト

カ

ル

ト

位

宅

展

に

川

品

し

た

二

戸

佳

作

宅

の

.

フ

ラ

ン

で

あ

る

o

A

は

そ

の

一

附

.

フ

ラ

ン

、

B

は

二

階

プ

ラ

ン

、

C

は

毘

棋

附

の

プ

ラ

ン

で

あ

る

。

と

と

で

は

れ

の

内

法

は

二

五

0

セ

ン

チ

と

川

五

三

b くb くb くb くb くl

ｉｉｾ ＮＮ ＮＮＮ ｾＮＮＮＮ げ

旬 ｾｴＢ Ｇ ｉｉ Ｚ ＮＮ 山 向 ［昨 ザ③

，.“d. . "，，，，川山"." ，，"，，(挺阿川 町 ¥

Pa t . nt  Nr.  61 9 254  

b < s > <I  
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( 二十二闘のー〉

第

二

十

二

闘

の

(

一
〉

ノレ

ツ

p  

，、

ノｾ

ト

の

工

J去制d l 主

校

及

川

箆

版

の

組

合

せ

及

仕

上

白"・ 3

A uDenwand mll  Oec kenl n・t hl uO，向。"・n・Irukl l o内

セ

ン

チ

に

と

っ

て

②

る

-

第

十

九

闘

は

そ

の

二

戸

建

性

宅

の

外

視

と

内

部

令

示

し

第

二

十

闘

は

そ

の

こ

戸

建

住

宅

の

エ

レ

ベ

l

シ

ヨ

ン

を

示

す

。

第

二

十

一

闘

は

構

造

の

詳

細

を

書

い

た

も

の

で

チ

ャ

ン

ネ

ル

二

つ

合

せ

の

樹

立

柱

や

そ

れ

を

指

し

遇

し

た

梁

の

鍛

筋

が

見

え

る

υ

又

標

準

窓

の

大

さ

一
一

O

一
セ

ン

・
チ

×

二

五

0

セ

ン

チ

が

慌

に

連

組

し

た

所

や

縦

横

に

ひ

ろ

が

っ

た

所

も

怖

い

で

あ

る

。

玉

、

ル

ッ

ク

ハ

ル

ト

の

山

佳

宅

工

法

ル

ッ

ク

ハ

ル

ト

兄

弟

は

ア

ル

7

オ

ン

ス

ア

ン

カ

ー

と

共

に

ベ

ル

リ

ン

に

建

築

一

事

務

所

を

持

つ

新

鋭

の

青

年

建

築

家

で

一

あ

る

。

ジ

l

ド

ル

ン

グ

の

設

計

K

特

殊

一

の

工

法

を

工

夫

し

鎖

骨

の

杭

及

梁

の

架

「

椛

に

コ

ン

ク

リ

ー

ト

板

を

組

合

せ

る

方

C l! J  2  

( 二 十 二 闘 のニ〕

一 一 一 一一寸

第

二

十

四

聞

の

つ

ニ

)

第

二

十

四

闘

の

(

二

〉

f  S  S  Il A U N  

第

二

十

四

闘

の

(

一

)

ル

ッ

ク

ρ

ル

ト

の

工

法

W O H N I! A U M  

ダ

l

レ

ム

の

小

住

宅

プ

ラ

y

Obe r l( a紙...
Erdre.eh08 -。‘: kel l・tl ChoO
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第 二 十 五 岡 ダ ーレム の小住宅断面

法

を

採

用

し

た

。

先

づ

桂

を

二

五

0

セ

ン

チ

間

隔

に

建

て

る

。

と

の

柱

は

一

O

O

×

五

O

×

一

0

ミ

リ

の

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

腹

合

せ

に

し

た

柱

で

あ

っ

て

、

と

の

杭

花

、

梁

と

し

て

二

0

0

×

八

O

×

一

0

ミ

リ

枕

の

I

型

梁

を

取

っ

け

外

壁

廻

h

り

の

壁

梁

と

し

て

二

O

O

×

八

O

×
一

0

ミ

リ

位

の

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

内

側

か

ら

桂

へ

取

つ

け

る

。

と

れ

で

餓

骨

の

架

構

が

出

来

た

わ

け

で

あ

る

が

、

と

の

架

構

の

聞

に

軒

石

コ

ン

ク

リ

ー

ト

板

(

約

五

五

×

八

二

×

一

0

セ

ン

チ

の

大

さ

)

を

縦

に

友

ら

べ

、

更

に

と

れ

が

倒

れ

友

い

犠

K

チ

ャ

ン

ネ

ル

で

内

外

か

ら

押

へ

で

あ

る

。

と

の

抑

へ

チ

ャ

ン

ネ

ル

は

床

と

は

無

閥

係

で

、

た

だ

コ

ン

ク

リ

l

ル ッ ク ρ ノι トの工 法

ノL ツ? ' 、ノι トの工法

ダーレムの小住宅

第二十六回

ト

板

の

倒

れ

る

の

を

防

ぐ

役

と

及

架

構

の

強

さ

を

強

め

る

役

に

立

つ

。

叉

所

k

k

筋

違

を

入

れ

て

あ

る

。

-

型

梁

の

問

K

は

コ

ン

ク

リ

ー

ト

で

カ

ス

ト

し

た

根

太

(

大

さ

は

長

さ

二

五

0

セ

ン

チ

高

さ

二

五

セ

ン

チ

巾

上

端

六

セ

ン

チ

下

端

三

セ

ン

チ

枕

)

を

架

け

渡

し

、

と

の

根

太

の

上

へ

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

床

版

が

乗

せ

て

あ

る

。

根

太

は

中

軸

に

沿

ふ

て

穴

を

あ

け

重

量

を

腕

減

し

て

る

る

が

、

と

れ

と

大

梁

の

取

っ

き

の

所

は
、

大

梁

の

I

又

は

仁

の

懐

へ

紋

太

を

入

れ

込

ん

で

乗

せ

、

更

に

左

布

へ

動

か

友

い

椋

に

コ

ン

ク

リ

‘l

ト

板

の

振

止

が

I

K

沿

ふ

て

入

れ

て

あ

る

。

叉

床

コ

ン

ク

リ

ー

ト

版

に

も

紘

を

つ

け

て

、

根

太

を

抑

え

る

と

同

時

に

そ

の

移

動

を

防

ぐ

役

を

さ

せ

て

あ

る

。

と

う

し

て

外

野

一
と

床

が

川

米

て

か

ら

肺
訴

の

外

部

へ

は

メ

タ

ル

ラ

ス

を

張

っ

て

モ

ル

タ

ル

路

地

仕

上

を

な

し

、

内

部

は

漆

喰

仕

上

が

し

で

あ

る

。

第

二

十

二

附

の

上

の

方

は

チ

ャ

ン

ネ

ル

二

つ

合

せ

の

佐

が

立

ち

料

訂

コ

ン

ク

リ

ー

ト

板

が

規

則

正

し

く

杭

の

間

に

つ

め

ら

れ

そ

れ

を

内

外

か

ら

チ

ャ

ン

ネ

ル

の

水

平

材

廿

抑

え

て

肘

る

と

と

ろ

.

及

コ

ン

ク

リ

ー

ト

で

カ

ス

ト

し

た

制

太

と

コ

ン

ク

リ

ー

ト

床

版

を

初

み

合

せ

た

と
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第 二 十 七 闘 の( . ) 

ダーレム の住宅外線

と

ろ

を

示

す

。

下

の

方

は

、

外

野

一

に

メ

タ

ル

ラ

ス

を

張

り

モ

ル

タ

ル

仕

上

を

す

る

所

及

内

部

漆

喰

佐

一
及

何

根

仕

上

を

示

す

J

第

二

十

三

闘

の

上

の

方

は

I

型

鋼

梁

に

コ

ン

ク

リ

ー

ト

カ

ス

ト

の

根

太

が

取

り

つ

く

と

と

ろ

及

根

太

に

い

体

版

が

紺

み

合

ふ

と

と

ろ

を

示

す

の

-

型

銅

梁

と

根

太

の

接

合

部

に

は

コ

ン

ク

リ

ー

ト

板

の

振

れ

止

め

が

I

型

鋼

梁

に

郡

山

ふ

て

入

れ

て

あ

る

u

下

の

ノレツタノ、ルト の工 法

方

は

内

位

一
及

天

井

仕

上

を

一
不

す

。

天

井

は

根

太

の

下

端

に

強

め

木

を

つ

け

て

た

い

て

‘

そ

れ

に

漆

喰

下

地

を

打

つ

け

る

緩

に

な

っ

て

肘

る

。

第

二

十

四

阿

は

と

の

家

の

0

フ

ラ

ン

、

第

二

十

五

闘

は

セ

ク

シ

ョ

ン

、

第

二

十

六

凶

は

建

設

中

の

以

況

、

第

二

十

七

闘

は

そ

の

詳

制

で

あ

る

。

桂

K

I

型

鋼

、

梁

及

仁

型

住

一
梁

の

取

っ

け

及

コ

ン

ク

リ

ー

ト

根

太

の

取

っ

け

を

一
不

す

。

第

二

十

八

闘

は

出

米

上

り

の

外

観

で

あ

る

υ

と

の

家

の

外

観

で

も

叉

コ

ル

ビ

ユ

ジ

工

作

の

家

の

外

観

で

も

グ

ロ

ピ

ウ

ス

作

の

夫

で

も

す

べ

て

壁

の

表

面

に

凸

凹

が

友

く

フ

ラ

ッ

ト

友

壁

で

い

か

に

も

ス

カ

ツ

と

し

た

所

が

あ

る

が

、

と

れ

は

別

K

か

く

し

ゃ

う

と

思

つ

で

し

た

も

の

で

な

く

、

柱

及

梁

の

架

構

に

プ

ロ

ッ

ク

第 二十 七 闘 の〈ニ 〕

第 二 十七悶 ノι ククノ、ルトの工法

ダー L ムの小 住宅の構造詳細

を

充

嘆

す

る

構

也

法

の

方

か

ら

自

然

に

出

た

形

で

あ

る

。

即

ち

カ

ス

ト

ブ

ロ

ッ

ク

乃

至

カ

ス

ト

プ

レ

ー

ト

工

法

か

ら

必

然

的

k

m
る

外

相

で

あ

っ

て

、

と

の

外

観

乞

普

通

の

蝦

枠

を

使

ふ

餓

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

構

造

法

{

錯

逃

式

)

で

民

似

て

や

る

の

は

構

造

的

必

然

性

を

越

え

て

多

分

に

接

飾

的

品川

味

が

加

は

っ

て

来

る

と

筆

者

は

解

離

し

て

居

る

六

、

ラ

イ

ト

の

ホ

住

宅

工

法

ラ

イ

ト

(

F

E

W

F

石

仏

宅

ユ

m伊

丹

)

は

ア

メ

リ

カ

の

西

海

岸

地

方

に

於

て

数

多

く

の

住

宅

を

作

っ

て

有

名

で

あ

り

日

本

K

於

て

も

東

京

の

帝

園

ホ

テ

ル

の

設

計

者

と

し

て

腕

く

知

ら

れ

た

名

匠

で

あ

る

ν

ラ

イ

ト

が

帝

園

ホ

テ

ル

を

建

て

て

後

ア

メ

リ

カ

へ

師

っ

て

す

ぐ

の

時

代

に

多

く

の

小

住

宅

に

試

み

た

新

し

い

工

法

に

セ

メ

ン

ト

フ

ロ

ッ

ク

工

法

と

云

ふ

の

が

b

る

と

れ

は

第

二

十

九

固

に

見

ら

れ

る

通

わ

、

四

O

x

四

υ
×

八

・

七

五

セ

ン

チ

の

大

さ

の

ア

ル

ミ

ニ

ュ

ー

ム

型

に

入

れ

て

抜

い

た

モ

ル

タ

ル

の

カ

ス

ト

プ

レ

ー

ト

を

積

ん

で

中

空

の

二

責

壁

を

作

る

方

法

で

あ

る

。

プ

レ

ー

ト

の

接

合

の

と

と
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ろ

へ

は

六

ミ

リ

の

餓

筋

を

一

本

宛

挿

入

し

モ

ル

タ

ル

で

詰

め

.

叉

所

々

で

六

ミ

リ

銭

筋

を

以

っ

て

二

軍

政

問

左

聯

結

し

で

あ

る

と

の

鋳

型

に

あ

ら

か

じ

め

紋

様

を

彫

刻

し

て

沿

け

ば

、

カ

ス

ト

プ

レ

ー

ト

の

表

面

に

も

紋

械

が

浮

き

出

て

来

る

口

と

れ

を

調

子

よ

く

積

め

ば

甚

だ

商

向

い

結

果

を

見

ら

れ

る

の

は

第

一

一
一
十

闘

の

通

り

で

あ

る

。

ラ

イ

ト

は

と

の

カ

第 三十闘の( ー〉

ライトの 工 法

エ ニ ス 邸 の 建 築 中( 1 - 3 ) 及

出来 トーったミラ ー ド丘I i ( り

第 三十 悶

ス

ト

プ

レ

ー

ト

を

子

際

よ

く

積

み

か

さ

ね

て

、

そ

の

ま

L

の

表

面

で

仕

上

る

と

れ

ま

で

述

べ

た

制

乙

や

帥

陶

聞

で

行

は

れ

る

様

に

ブ

ロ

ッ

ク

を

積

八

で

更

に

そ

の

外

表

耐

を

モ

ル

タ

ル

や

ス

グ

ツ

コ

で

塗

り

又

は

室

内

側

を

シ

ッ

ク

イ

で

徐

一

わ

仕

上

す

る

様

な

事

を

し

な

い

。

彼

は

単

一

材

料

を

以

一

工

法

で

(

何

一

ロ

ゲ

巴

ロ

ヨ

白

ぽ

ユ

弘

吉

巾

一

口

何

5

z

x

g
て

印

門

町

ヨ

)

と

主

附

し

て

出

る

が

と

れ

は

今

迄

の

家

が

、

煉

瓦

を

杭

み

シ

ッ

ク

イ

を

徐

一
一

り
、

タ

イ

ル

を

張

り

、

石

ル

敷

き

、

メ

タ

ル

ラ

ス

を

川

町

打

、

木

抑

制

問

を

つ

け

る

等

‘

材

料

の

多

犠

性

を

持

っ

て

川

た

の

を

.

セ

メ

ン

ト

と

砂

と

銅

と

、

ガ

ラ

ス

の

似

め

て

小

教

の

材

料

に

迄

鼠

化

し

・

叉

今

迄

の

家

で

恨

枠

を

組

ん

で

峨

筋

を

、

立

て

コ

ン

ク

リ

ー

ト

を

流

し

て

似

枠

を

は

や

し

‘

更

に

表

耐

に

シ

ッ

ク

イ

を

ゆ

凱

り

タ

イ

ル

を

貼

る

と

一
広

ふ

様

友

締

世

道

程

の

復

雑

性

を

持

っ

て

M
m

た

の

を

た

だ

ブ

ロ

ッ

ク

に

カ

ス

ト

し

て

と

れ

を

手

際

よ

く

杭

ん

で

行

き

、
ぃ

休

も

同

じ

カ

ス

ト
P

フ

ロ

ッ

ク

で

張

り

、

そ

の

表

面

は

そ

の

ま

L

仕

上

表

商

と

す

る

と

一
広

ふ

様

に

構

造

の

脆

類

順

序

の

準

化

を

主

唱

し

て

肘

る

の

で

あ

る

。

そ

の

主

艇

の

良

否

は

と

と

で

は

問

題

K

し

な

い

が

建

築

的

潔

鮮

の

持

主

た

る

ラ

イ

ト

の

工

法

と

し

て

興

味

を

感

十

る

も

の

で

の

一
る

。

住

宅

の

質

際

に

於

て

も

'

既

に

エ

ニ

ス

邸

、

ス

ト

ー

ル

邸

、

フ

リ

1

7

ン

邸

、

ミ

ラ

ー

ド

邸

等

花

賞

施

さ

れ

、

設

計

と

し

て

は

サ

ク

ラ

メ

ン

ト

附

近

の

タ

ホ

l

湖

畔

の

建

築

昨

シ

エ

ラ

マ

ド

レ

山

の

建

築

群

等

に

と

の

工

法

を

肱

川

し

て

好

い

結

果

を

得

て

居

る

。

第

二

十

九

回

は

ラ

イ

ト

の

セ

メ

ン

ト

ブ

ロ

ッ

ク

建

築

工

法

の

詳

細

を

示

す

も

の

で

、

プ

ロ

ッ

ク

を

積

ん

で

二

軍

慰

一
に

し

、

中

益

と

し

て

、

六

ミ

リ

の

錨

筋

で

辿

結

す

る

様

忙

な

っ

て

居

る

。

第 三十|函lの( 二J
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第

三

十

聞

は

エ

ユ

ス

邸

の

建

築

中

の

馬

民

と

ミ

ラ

ー

ド

邸

の

出

来

上

り

で

あ

る

。

紋

慌

の

つ

い

た

カ

ス

ト

プ

レ

ー

ト

が

巧

K

積

ま

れ

た

所

に

注

目

さ

れ

た

い

。

第

三

十

一

凶

は

そ

の

詳

細

で

あ

ろ

。

第

三

十

二

闘

は

フ

リ

1

7

ン

邸

の

自

民

第

三

十

三

闘

は

と

の

工

法

を

川

ひ

た

設

計

山

楽

で

あ

る

。

七

.

ム

ツ

ヘ

友

パ

ウ

リ

ツ

ウ

の

山

巾

住

宅

工

法

最

後

に

ム

ツ

へ

及

パ

ウ

リ

ツ

ク

(

のゆ

o

d

宮

口

円

Y

巾

ロ

ロ

仏

何

一

円

}

戸

山

丘

司

h

E

一

片

付

)

共

作

の

銅

製

住

宅

を

紺

介

し

た

い

。

と

の

両

人

は

北

ハ

K

J

ア

ツ

サ

ウ

市

の

パ

ウ

ハ

ウ

ス

に

る

っ

て

グ

ロ

ピ

ウ

ス

指

導

の

も

と

に

附

究

し

て

居

た

人

で

あ

る

が

数

千

年

以

米

の

千

匙

の

小

住

宅

K

代

ふ

る

に

工

場

で

製

産

さ

れ

た

釧

製

の

小

住

宅

を

僅

か

六

日

乃

至

九

円

で

組

み

上

げ

ゃ

う

と

企

て

小

住

宅

建

築

ω

介

に

一

つ

の

革

命

を

も

た

ら

す

も

の

と

し

て

、

と

の

小

住

宅

を

試

作

し

た

第

三

十

四

回

の

如

く

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

基

礎

の

上

へ

一

O

O

×

五

0

ミ

リ

の

I

形

佐

を

一

五

0

セ

ン

チ

ゐ

ぎ

に

立

て

そ

の

佐

へ

同

じ

一

O

O

×

五

0

ミ

リ

の

I

形

梁

を

収

り

つ

け

τ
架

叫

仰

を

作

る

。

そ

し

て

外

壁

は

二

て

三

リ

の

銅

版

を

目

板

で

抑

え

て

、

ホ

ル

ト

で

I

形

桂

及

I

梁

に

取

り

つ

け

.

鋼

板

と

目

板

の

間

に

は

ラ

パ

ロ

イ

ド

を

敷

い

て

密

着

を

よ

く

し

て

あ

る

。

外

部

の

鋼

板

と

六

セ

ン

チ

の

昼

間

を

お

い

て

二

セ

ン

チ

厚

の

或

顧

の

織

靴

板

F

叶

C

『

「

O

{

巾

巳

口

】

℃

一

山

口

内

ロ

日

本

で

云

ふ

ツ

ン

ド

ラ

棋

の

板

ら

し

い

)

を

取

っ

け

.

必

に

そ

の

内

側

へ

五

セ

ン

チ

厚

の

鏑

埠

入

石

膏

板

(

の

f

m

R

E

mw

n

w

g仏

E

g

)

を

取

っ

け

、

そ

の

表

面

が

漆

喰

仕

上

と

な

っ

て

印

刷

る

o

か

く

す

れ

ば

熱

の

逃

避

不

は

七

二

セ

ン

チ

の

煉

瓦

壁

と

同

様

で

る

る

そ

う

で

あ

る

。

屋

棋

は

三

セ

ン

チ

の

餓

博

入

石

膏

紋

の

上

へ

二

セ

ン

チ

の

ツ

ン

ド

ラ

様

叔

を

ゐ

き

、

そ

の

上

が

少

し

中

出

訟

に

友

っ

て

川

て

史

に

陸

屋

根

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

が

打

つ

で

あ

る

。

天

井

は

漆

喰

仕

上

で

あ

る

が

、

更

に

天

井

及

内

壁

K

セ

ロ

テ

ッ

ク

ス

を

張

れ

ば

よ

り

好

い

結

果

を

得

る

だ

ら

う

と

云

っ

て

居

る

。

全

悼

の

.

フ

ラ

ン

は

や

は

り

柱

や

壁

板

の

閥

係

上

一

五

0

セ

ン

チ

を

単

位

と

し

て

室

の

院

さ

は

そ

の

供

数

に

と

っ

て

あ

る

J

第

三

十

四

闘

は

と

の

家

の

。
フ

ラ

ン

と

セ

ク

シ

ョ

ン

の

説

制

を

示

す

。

第

三

十

五

凶

は

そ

の

出

来

上

り

外

観

で

あ

る

J

八

、

結

論

以

上

調

悌

米

に

行

は

れ

て

居

る

小

住

宅

工

法

の

数

種

を

遮

べ

た

が

、

最

後

に

と

の

工

法

が

日

本

に

招

来

出

来

る

か

否

か

考

へ

て

見

た

い

。

第

一

K

考

ふ

ぺ

き

と

と

は

耐

震

的

効

巣

如

何

と

云

ふ

と

と

で

②

る

o

と

の

工

法

は

一

見

し

た

と

と

ろ

地

・

装

K

劃

し

て

第三十闘の( 四〉

第三十一闘 ライトの工法

見 トー /L 邸建築中
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る

。

従

っ

て

日

本

に

於

て

少

し

く

考

ほ

を

釧

へ

同

容

易

K

耐

民

的

K

出

米

る

と

思

ふ

。

高

さ

が

せ

い

ぜ

い

三

階

位

で

る

る

か

ら

或

は

筋

迷

を

入

れ

る

と

か

、

或

は

餓

骨

の

接

合

貼

を

丈

夫

に

す

る

と

か

種

々

の

方

法

で

と

れ

を

柿

へ

ば

よ

い

。

と

の

ま

ま

の

工

法

で

は

不

可

か

も

知

れ

な

い

が

少

し

く

モ

デ

ィ

フ

ァ

イ

す

れ

ば

耐

炭

の

貼

は

心

配

友

く

な

る

だ

ら

う

と

思

ふ

。

第

二

の

馳

は

耐

久

的

か

否

か

と

一
五

ふ

エ

日

開

闘

の

家

五

へ

製

糊

附

十

ッ

待

外

三

ム

法

¢

ω日

刈

6

 

.

旭

町

J

甚

だ

弱

い

様

に

思

は

れ

る

。

と

れ

は

硝

悌

あ

た

り

で

地

反

の

心

配

が

な

く

そ

の

矧

K

考

慮

が

抑

は

れ

て

な

い

か

ら

で

あ

「

ト

J

L

j

一

T

l

b

E

h

「

」

一

-

申

1

-

一

「

L

伺

骨

a

h

A

F

ら

γ

-7

4ノ

n

K

軸

町

市

梓

似

ム ツ へ の 工 法

『

“

 

f

J

 

F

明

・

y

，

，

w

 

-

U

A

万

責

尽

芯

沢

氏

b

p

治

氏i

z

dl

 

第 三十 四 闘

制

ぜ

あ

る

u

餓

日

行

が

錆

び

て

力

を

失

ひ

終

に

は

架

叫

怖

が

弱

〈

な

っ

て

崩

壊

す

る

の

で

は

あ

る

ま

い

か

と

思

は

れ

る

が

、

と

れ

も

程

度

問

題

で

E

常

の

欣

態

で

さ

え

あ

れ

ば

二

十

年

や

三

十

年

は

大

丈

夫

の

様

K

思

は

れ

る

.

勿

論

正

雌

友

…

貨

験

を

し

て

か

ら

で

友

い

と

云

へ

・

な

い

が

鍛

橋

ゃ

、

銭

泊

の

レ

l

ル

の

と

と

を

閉

山

へ

ば

先

づ

心

配

は

あ

る

ま

い

。

餓

川

け

の

架

梢

の

代

り

に

鍛

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

架

構

と

す

れ

ば

と

の

心

配

は

全

然

な

く

な

る

筆

者

も

三

年

前

に

と

の

方

法

を

工

夫

し

た

と

と

が

あ

る

。

そ

れ

は

佐

を

二

五

×

二

五

セ

ン

チ

、

梁

を

二

五

×

二

五

セ

ン

チ

と

定

め

、

柱

聞

を

一

一
一

五

セ

ン

チ

と

し

.

壁

間

は

五

セ

ン

チ

×

一

0

0

セ

ン

チ

×

五

0

セ

ン

チ

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

紋

と

し

と

れ

等

を

組

み

合

せ

る

方

法

で

あ

っ

た

。

柱

は

厚

三

セ

ン

チ

の

モ

ル

タ

ル

型

を

雨

方

か

ら

令

し

て

柱

形

ふ

」

-

v

'

・

1

・

t
d
z

、
:

「

う

:

f

p

.

v

一
，

-

1

5

 

-

句

一司、'
戸

第 三十 三_- 岡

す

る

慌

に

し

、

餓

筋

を

利

ん

だ

後

K

前

後

か

ら

と

の

モ

ル

タ

ル

の

型

牧

を

ム

け

は

せ

て

そ

の

中

へ

コ

ン

ク

リ

ー

ト

を

流

し

込

み

.

同

時

K

壁

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

紋

を

柱

と

粧

の

間

へ

は

さ

み

と

む

。

梁

は

二

五

×

二

五

セ

ン

チ

の

大

さ

の

型

板

を

モ

ル

タ

ル

厚

三

セ

ン

チ

で

出

り

粧

や

壁
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板

の

上

へ

と

の

型

板

を

並

べ

て

後

鈍

筋

を

入

れ

コ

ン

ク

リ

ー

ト

を

流

し

込

む

二

階

床

は

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

部

板

一

O

O

×
一

O

O

x

三

セ

ン

チ

を

並

べ

そ

の

上

へ

餓

筋

を

組

ん

で

小

梁

無

し

ス

ラ

ブ

に

打

つ

方

法

で

主

と

し

て

木

の

恨

枠

生

用

ひ

や

に

蓮

に

工

事

を

進

め

て

行

く

目

的

で

ジ

1

ド

ル

ン

グ

計

制

K

係

用

し

た

も

の

で

あ

る

が

質

施

し

て

居

友

い

か

ら

結

巣

を

語

る

資

格

は

友

い

。

第

三

の

鈷

は

夏

の

防

吊省

、

多

の

防

寒

の

方

か

ら

云

ふ

熱

の

体

的

帯

皮

如

何

と

云

ふ

問

題

で

あ

る

。

と

れ

は

セ

ロ

テ

ッ

ク

ス

を

-取

っ

た

り

.

コ

ル

ク

械

を

使

っ

た

り

抑

石

コ

ン

ク

リ

ー

ト

板

を

川

ひ

れ

ば

将

通

の

餓

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

浩

シ

ッ

ク

イ

仕

上

よ

り

も

好

結

果

乞

も

た

ら

ず

で

あ

ら

う

と

忠

は

れ

る

J

グ

ロ

ピ

ウ

ス

の

ス

ト

ツ

ツ

ト

、
ガ
ル

ト

の

住

宅

に

あ

っ

て

は

壁

の

熱

停

導

度

は

C

∞

∞

関

口

釦

]
¥

B

ρ

y

c

n

屋

根

の

熱

体

導

度

は

0

・
目
白
日

間

の

と

¥

日

時

日
戸

。
の

だ

と

云

ふ

し

叉

ル

ッ

ク

ハ

ル

ト

の

ダ

l

レ

ム

の

住

宅

に

於

て

は

監

の

動

一

体

導

度

は

三

八

セ

ン

チ

の

煉

五

時

一

日

岡

町

シ

ッ

ク

イ

仕

上

の

も

の

よ

り

好

結

川

市

だ

と

報

告

し

て

b

る
。

ム

ツ

へ

の

鋼

製

住

宅

に

於

て

も

そ

の

監

は

七

二

・

五

セ

ン

チ

の

煉

瓦

壁

と

同

じ

結

川

市

を

得

て

居

る

と

報

告

し

て

あ

る

と

の

防

暑

防

寒

の

貼

で

は

好

結

果

の

わ

け

で

あ

る

J

第

四

の

鈷

は

工

山

口

が

低

廉

な

り

や

否

や

。

と

の

貼

が

本

工

法

の

死

活

の

分

れ

る

所

で

あ

る

が

数

多

く

同

一

住

宅

を

造

る

場

合

は

普

泊

の

鍛

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

生

活

最

少

限

度

の

住

宅

研

究

中

生

活

最

少

限

度

の

住

宅

を

研

究

す

る

と

と

は

、

現

代

の

祉

舎

に

於

て

最

も

重

介

、
に

し

て

必

要

な

と

と

で

あ

り

我

等

の

最

大

友

義

務

と

考

へ

て

ゐ

る

。

此

種

の

小

住

宅

を

研

究

す

る

に

は

沓

来

の

住

宅

の

如

き

出

楽

的

友

精

一

脚

を

離

れ

て

最

も

純

友

気

持

ち

で

科

町

四

千

的

に

合

法

的

に

や

ら

ね

ば

友

ら

友

い

。

此

の

科

接

的

に

は

衛

生

上

の

問

題

と

耐

火

耐

一民

等

の

構

造

上

の

と

と

と

経

済

的

に

は

建

築

設

と

と

れ

に

劃

す

る

維

持

投

.

場

所

道

路

閥

係

交

通

上

の

と

と

を

考

慮

し

充

分

立

酬閥

的

K

研

究

す

る

必

要

が

あ

る

。

現

代

。

我

れ

/

¥

の

住

宅

は

休

養

、

安

息

.

慰

安

の

ホ

l

ム

と

云

ふ

ば

か

り

で

友

く

・

祉

交

上

の

一

種

の

グ

ラ

ブ

の

類

似

行

震

を

し

た

り

、

或

ひ

は

料

埋

屋

の

如

く

宿

屋

の

様

友

と

と

を

家

庭

で

す

る

篤

め

に

.

常

に

住

宅

ら

し

い

住

宅

が

出

来

て

来

友

い

‘

と

れ

は

目

的

外

れ

の

と

と

に

利

則

し

過

ぎ

る

か

ら

で

、

と

れ

を

切

り

離

し

、

民

の

住

宅

を

考

へ

る

と

と

は

此

の

種

の

目

的

た

る

生

活

最

少

限

度

の

小

住

宅

と

怠

る

の

で

②

る

。

逃

の

似

枠

を

川

ふ

る

方

法

よ

り

有

利

な

る

は

事・

百

で

あ

る

。

し

か

し

と

れ

も

ど

の

程

度

に

安

く

な

り

、

何

軒

以

上

か

ら

有

利

に

な

る

か

詐

制

の

研

究

に

ま

つ

所

が

多

い

の

は

勿

論

で

る

る

。

最

後

に

樹

乙

の

ジ

1

ド

ル

ン

グ

の

如

き

も

の

が

日

本

に

起

り

件

る

か

、

即

ち

共

同

生

析

に

日

本

人

が

泊

す

る

や

否

や

そ

の

経

営

が

日

本

に

泊

す

る

か

否

か

、

と

れ

も

将

米

に

印

刷

す

る

と

と

で

あ

る

が

必

や

し

も

不

可

能

で

は

な

い

と

思

は

れ

る

0

2元
〉

やf

義

古住
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生

活

の

最

少

限

度

に

も

色

k

t

c

る

が

、

私

は

中

産

階

級

l

特

に

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

級

l

の

最

も

必

要

に

し

て
、

合

法

的

な

小

住

宅

を

云

ふ

考

へ

で

、

と

れ

を

事

問

的

に

研

究

す

る

ば

か

り

で

な

し

に

官

際

的

に

、

と

れ

を

・

百

行

す

る

考

へ

を

書

一

く

と

と

と

す

る
。

生

活

最

少

限

度

の

小

住

宅

と

は

ど

ん

た

大

き

さ

の

家

か

と

云

へ

ば

、

私

は

恨

り

に

一

家

に

夫

婦

と

小

供

の

あ

る

家

庭

で

十

五

昨

以

上

二

十

五

昨

位

以

内

、

共

の

工

此

千

五

百

か

ら

二

千

五

百

凶

前

後

の

家

と

恨

定

を

し

て

お

く

、

郊

外

の

長

原

住

宅

大

臨

十

五

阿

佐

か

ら

所

側

迄

の

家

賃

の

住

宅

と

同

一

の

も

の

で

あ

る

と

考

へ

る

が

、

長

家

は

営

利

を

目

的

に

建

て

た

家

で

あ

る

か

ら

其

の

住

宅

と

し

て

の

色

々

の

鈷

を

満

込

せ

し

め

て

居

た

い

。

と

れ

は

一

寸

脱

線

的

な

と

と

で

は

あ

る

が

、

私

の

常

に

考

へ

て

ゐ

る

と

と

は

、

依

り

に

貸

家

長

屋

廿

回

の

家

賃

に

住

む

人

は

年

K

二

百

四

十

闘

の

文

掛

を

知

ら

十

の

聞

に

行

っ

て

ゐ

る

。

と

れ

を

五

年

間

す

れ

ば

利

子

共

千

三

百

凶

と

な

る

が

、

近

頃

の

犠

・

な

物

債

の

安

い

時

は
、

と

れ

で

家

が

出

来

る

と

思

ふ

口

五

年

間

の

支

訓

高

で

自

分

の

家

が

出

来

る

の

で

あ

る

か

ら
、

大

い

に

此

結

考

へ

ね

ば

-な

ら

な

い

と

と

L

思

っ

て

ゐ

る

。

。

一

般

に

自

分

の

家

を

出

る

時

は

徐

程

の

金

の

出

来

た

時

に

の

み

作

る

可

き

も

の

で

友

く

、

貯

訴

の

出

来

得

る

準

備

の

矯

め

に

先

十

家

を

浩

る

可

き

も

の

と

思

ふ

。

此

の

時

K

必

要

友

住

宅

は

最

少

限

度

の

住

宅

で

あ

る

。

私

は

少

し

極

端

な

生

活

改

浩

論

者

で

あ

る

が

、

夫

婦

丈

け

な

れ

ば

女

中

は

勿

論

室

故

も

二

室

位

以

上

は

不

必

要

の

と

と

L

思

っ

て

ゐ

る

。

借

家

で

は

人

の

家

で

あ

る

か

ら

色

々

の

不

自

由

も

あ

る

が

.

共

の

代

り

不

必

要

の

と

と

も

多

く

、

生

前

も

何

ん

と

な

〈

物

足

り

友

〈

感

じ

・

な

が

ら

日

を

詮

っ

て

ゐ

る

人

が

大

部

分
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で

あ

る

此

視

の

人

も

此

駒

大

い

K

考

へ

て

ほ

し

い

J

一

、

生

前

最

少

限

度

に

は

と

れ

だ

け

は

必

要

一

、

生

所

枇

少

限

度

に

は

と

れ

は

不

必

-姿

此

の

二

項

目

に

就

て

必

要

の

と

と

は

目

前

り

の

良

い

家

族

国

捷

室

六

帖

乃

至

八

帖

佐

一

例

と

寝

室

四

帖

牟

又

は

六

帖

一

例

、

一

昨

の

甚

所

と

一

一
昨

乃

至

牛

坪

の

便

所

一

側

、

一

間

乃

至

一

間

キ

の

押

入

一

仙

、

牟

坪

の

玄

闘

と

栴

す

る

踏

込

一

例

、

停

坪

の

浴

室

一

日

間

‘

と

れ

だ

け

は

是

非

必

要

の

と

と

で

、

子

供

が

あ

れ

ば

日

首

り

の

良

い

四

帖

宇

又

は

六

帖

の

子

供

勉

強

室

粂

寝

室

は

必

要

訣

く

と

と

が

州

来

な

い

。

と

れ

以

上

は

趣

味

の

鞘

道

紫

の

貼

で

、

生

活

に

は

直

接

関

係

は

な

い

が

、

小

さ

い

床

の

間

の

一

つ

位

は

必

要

か

も

知

れ

な

い

。

不

必

要

の

貼

に

就

て

は

肱

接

室

、

客

室

、

長

い

廊

下

、

大

き

い

床

の

間

・

康

い

玄

閥

等

で

あ

る

。

。

構

造

上

と

外

観

と

材

料

に

就

て

と

れ

を

考

へ

て

見

る

と

構

造

上

か

ら

は

基

礎

の

幅

を

出

来

る

だ

け

蹟

く

、

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

し

て

丈

夫

な

る

基

礎

を

作

る

と

と

L

枝

を

細

か

く

筋

違

を

土

地

の

風

の

方

向

を

考

へ

て

充

分

入

れ

る

必

要

が

②

る

。

天

井

の

高

い

家

は

筑

持

は

良

い

が

工

費

も

軍

た

り

.

風

と

か

地

起

に

は

幾

分

弱

く

す

る

。

b

舎

は

己

申

一
の

溜

h
v

も

遮

〈

不

経

済

此

上

も

友

い

、

先

十

七

尺

五

寸

か

ら

八

尺

位

迄

K

し

た

い

、

然

し

床

下

の

高

さ

は

二

尺

以

上

必

要

か

と

思

ふ

、

と

れ

は

誰

れ

で

も

知

っ

て

ゐ

る

と

と

で

あ

る

が

、

出

来

る

だ

け

要

所

は

金

物

で

締

め

付

け

て

ほ

し

い

。

私

の

云

ふ

構

造

上

の

最

少

限

度

の

小

住

宅

に

な

る

と

非

常

K

武

骨

た

住

宅

の

様

に

見

へ

る

と

と

に

た

る

が

、

一

寸

し

た

手

法

K

依

り

見

た

所

軟

か

〈

す

る

と

と

即

ち

趣

味

化

し

た

け

れ

ば

た

ら

な

い
。

外

観

の

鈷

に

就

て

は

‘
気

取

る

と

と

、

無

理

を

せ

ね

と

と

が

第

一

で

、

出

来

た

卒

商

を

意

匠

化

す

る

と

と

で

あ

る

o

よ

く

郊

外

で

見

る

住

宅

は

大

て

い

此

鮪

に

就

て

私

の

意

見

と

相

反

し

て

ゐ

る

家

が

多

い

。

恰

好

の

良

い

家

は

気

取

過

ぎ

て

ゐ

る

無

理

を

し

て

ゐ

る

。

構

逃

上

も

風

雨

の

関

係

を

無

視

し

て

ゐ

る

家

も

時

々

見

受

け

る

。

時

に

は

無

理

に

一

部

分

外

相

慨

を

洋

式

と

し

て

日

本

式

の

家

に

続

け

て

居

る

の

が

あ

る

。

そ

れ

ば

か

り

で

た

く

、

五

の

色

迄

謎

へ

て

持

い

て

ゐ

る

の

が

る

る

が

、

こ

れ

は

一

般

に

併

手

が

多

い

と

一
式

ふ

か

ら

不

思

議

と

常

に

思

ふ

。

。

生

活

最

少

限

度

の

住

宅

は

私

の

式

で

行

け

ば

、

是

非

洋

式

に

し

た

い

υ

椛

活

上

の

見

地

よ

り

能

難

の

貼

は

洋

式

は

堅

牢

で

戸

締

も

良

く

出

来

る

・

近

来

は

外

部

を

洋

式

陀

し

て

内

部

を

日

本

式

に

す

る

の

が

多

く

な

っ

て

来

て

ゐ

る

。

ま

た

工

授

の

賄

で

も

材

料

の

幾

分

裂

い

も

の

を

使

用

す

る

も

器

支

な

い

か

ら

此

租

の

住

宅

に

は

必

要

の

と

と

で

あ

る

リ

窓

と

か

出

入

口

に

は

必

十

庇

を

付

け

る

と

と

は

日

本

の

風

土

に

誼

す

る

ば

か

り

で

な

く

、

と

れ

に

依

り

外

観

の

臆

裁

も

鐙

化

あ

っ

て

良

い

と

思

ふ
。

材

料

の

鮎

に

就

て

は

宮

市

水

の

木

材

選

定

主

誌

を

是

非

捨

て

L

行

き

度

い

。

近

頃

は

米

材

よ

り

思

い

内

地

材

の

方

が

殻

八

刀

安

い

か

ら

と

れ

を

利

則

し

て

行

く

と

と

、

必

要

以

外

の

大

き

な

材

料

を

無

理

に

伎

は

や
、

全

慌

の

木

材

相

互

一

K

カ

の

八
刀
十
仰

を

充

分

考

慮

し

て

組

立

て

L

行

き

度

い

と

思

ふ

。

屋

根

瓦

の

類

は

一

定

の

色

(

斑

鈷

濃

淡

世

間

支

な

い

〉

と

し

て

色

分

け

は

禁

物

で

あ

る

つ

高

い

箱

棟

も

感

心

出

来

危

い

最

も

従

順

な

気

取

ら

な

い

振

ら

友

い

棋

に

し

た

い

。

ペ

ン

キ

を

使

ふ

場

所

を

少

し

位

は

、

オ

イ

ル

ス

テ

イ

ン

色

付

程

度

に

し

て

沿

き

度

い

。

。

結

局

は

生

前

第

一

主

誌

に

依

っ

て

他

人

K

見

せ

と

矯

め

の

住

宅

で

・

な

い

と

云

ふ

と

と

L

気

取

ら

歩

飾

ら

歩

、

一

寸

見

て

よ

い

よ

り

永

久

に

味

の

あ

る

家

を

作

る

と

と

が

必

要

で

、

椅

子

式

、

盛

式

何

れ

に

で

も

よ

く

、

現

代

と

し

て

は

二

重

に

な

ら

な

い

範

国

内

に

於

て

混

用

な

し

、

例

へ

ば

子

供

等

は

椅

子

広

志

式

に

し

て

、

北

ハ

他

は

段

式

に

す

る

の

も

良

い

方

法

の

一

つ

で

あ

る

d

挿

同

の

卒

商

闘

は

是

非

一

度

見

て

戴

き

度

い

、

設

分

大

小

は

あ

る

が

.

最

少

限

度

の

住

宅

と

し

て

、

私

の

常

に

託

行

し

て

ゐ

る

式

の

平

商

で

あ

り

、

皆

共

の

趣

が

鎧

っ

て

ゐ

る

と

思

ふ

υ
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貰

用

安

債

小

住

宅

性

宅

を

建

築

せ

ん

と

す

れ

ば

凡

そ

幾

坪

の

敷

地

を

必

要

と

す

る

か

、

叉

敷

地

の

形

は

ど

ん

友

取

方

が

良

い

か

と

云

ふ

…

山

中

は

家

を

治

る

人

K

K

は

必

宇

起

る

疑

問

で

あ

る

が

、

家

の

前

に

も

後

に

も

庭

を

川

立

す

る

と

云

ふ

事

に

怠

れ

ば

、

敷

地

は

長

方

形

に

し

て

大

分

腕

い

も

の

が

必

嬰

と

友

る

。

従

来

日

本

性

宅

の

敷

地

は

正

方

形

で

あ

っ

た

が

、

近

頃

長

方

形

と

す

る

傾

向

が

②

る

が

、

と

れ

は

敷

地

利

用

上

最

も

灯

き

事

で

あ

る

J

そ

の

敷

地

の

取

り

方

は

英

行

は

削

口

の

二

-
M
以

上

二

供

宇

佐

を

普

通

と

す

る

も

、

そ

れ

以

上

陀

制

長

く

取

る

誌

は

又

不

便

を

生

十

る

故

約

二

・似

刊

を

最

も

泊

首

と

す

る

。

近

頃

都

市

の

住

宅

と

し

て

設

計

す

る

場

合

は

、

山

口

六

間
・

奥

行

十

問

(

六

十

坪

)

よ

り

今

少

し

ゆ

っ

く

り

と

し

た

中

流

以

上

の

住

宅

で

は

間

口

八

間

奥

行

十

三

間

(

百

四

叫

)

位

に

取

る

の

が

普

通

で

あ

る

。

敷

地

の

選

定

に

首

つ

て

は

交

通

の

使

の

研

究

不

使

、

市

場

や

陸

削

の

有

無

、

環

境

の

良

し

悪

し

等

と

云

ふ

が

如

き

事

も

注

意

せ

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

先

十

敷

地

の

選

定

が

終

れ

ば

建

物

の

大

さ

及

配

世

で

あ

る

建

物

の

大

さ

は

敷

地

の

約

三

割

位

が

円

以

も

油

常

で

あ

る

。

一

寸

考

へ

て

見

れ

ば

七

割

の

室

削

は

聞

過

ぎ

る

様

に

思

は

れ

ま

す

け

れ

共

、

官

際

に

家

を

建

て

k

見

る

と

軒

の

出

位

一

寸

が

山山

て

決

し

て

腕

い

益

地

は

杢

き

ま

せ

ん

。

次

ぎ

に

建

物

の

配

世

で

る

り

ま

す

が

、

六

大

都

市

民

は

市

街

地

建

築

物

法

規

が

遁

川

せ

ら

れ

て

自

分

の

a

裂

を

自

分

勝

手

に

建

て

る

諜

に

行

か

ぬ

犠

陀

な

っ

て

色

k

と

法

規

の

制

限

が

あ

る
。

例

へ

ば

軒

高

の

制

快

ハ

木

逝

な

ら

ば

九

米

突

以

下

)

と

か
‘

腕

さ

の

制

限

(

建

物

は

敷

地

の

六

制

以

内

)

と

か

、

道

路

の

制

限

(

九

尺

以

上

一

階

十

六

軒

八

三

一

一

階

九

州

町

三

延

坪

二

十

六

坪

一

合

三

勾

一

、

建

築

工

事

費

二

千

阿

也

(

附

幣

工

事

刑

公

共

必

一
建

具

付

一

式

)

工

事

櫛

要

大

略

木

造

二

階

建

国

間

線

χ

立

此

建

坪

十

六

対

八

三

二

階

九

州

町

三

合

計

延

坪

二

十

六

対

一

合

三

勾

一

、

軒

高

地

的

回

線

よ

り

軒

桁

峠

兆

一

で

二

十

尺

五

寸

尾

根

四

寸

有

一

分

勾

剛

容

M
r
uり

軒

出

柱

反

よ

り

二

尺

三

寸

、

階

下

叫

憶

は

附

野

地

i度

j盈

金

の

道

路

K

し

て

共

の

敷

地

は

建

築

紘

に

接

し

て

居

友

け

れ

ば

建

物

を

建

築

す

る

事

は

出

来

ぬ

)

と

か

、

窓

の

庚

さ

及

び

高

さ

の

制

限

(

採

光

面

積

窓

や

入

口

の

紙

面

積

は

座

敷

の

面

積

り

一

一

割

以

上

)

等

と

云

ふ

如

く

色

々

と

制

限

が

②

る

。

と

れ

は

主

と

し

て

術

生

及

保

安

上

か

ら

の

取

締

り

で

あ

る

か

ら

と

れ

等

は

建

築

主

と

し

て

も

将

来

十

分

心

得

ぺ

き

と

と

で

る

る

、

一

、

圃

面

説

明

一

、

敷

地

対

数

建

坪

八

十

坪
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銅

板

了

文

字

葺

き

仕

上

げ

基

礎

は

土

蓬

下

ま

で
一

コ

ン

ク

リ

ー

ト

」

打

人

誼

石

洗

出

し

仕

上

げ

外

部

窓

上

端

迄

で

初

日

板

及

一

部

杉

山

パ

張

り

政

に

小

浪

形

銭

板

ペ

ン

キ

塗

p

仕

上

と

す

一

、

玄

山

聞

は

布

板

天

井

張

り

土

問

は

色

入

人

法

石

研

出

し

四

宇

目

地

切

仕

上

げ

腰

は

人

法

巾

木

引

廻

し

色

入

漆

喰

嬰

塗

り

仕

上

げ

と

す

一

、

答

聞

及

居

間

の

百

人

弁

は

竿

橡

出

〈

升

.

板

は

米

杉

杢

板

張

り

其

他

の
宮
干

し一は

米

杉

柾

板

張

り

客

室

及

居

間

の

壁

は

紫

色

砂

修

一
仕

上

げ

其

他

の

宮

北

は

黄

色

漆

喰

塗

り

仕

上

げ

と

し

廊

下

、

核

問

及

炊

事

場

、

便

所

等

は

白

漆

喰

捻

り

仕

上

げ

と

し

炊

事

場

及

浴

室

は

慾

下

端

盗

で

煉

瓦

積

み

仕

上

げ

炊

事

場

床

は

床

板

張

り

腰

は

色

「

モ

ル

F

ル

」

銭

際

き

塗

り

浴

隻

は

腰

タ

イ

ル

張

り

天

井

は

ジ

ヨ

l

ゴ

形

天

井

に

し

て

上

部

は

石

綿

パ

イ

プ

取

付

排

気

せ

し

む

天

井

下

部

に

は

樋

型

露

受

け

を

附

し

腰

よ

り

上

部

は

油

入

色

漆

喰

塗

仕

上

げ

窓

の

上

部

に

は

天

井

下

端

よ

り

五

寸

位

の

廻

縛

式

湯

気

援

策

笹

を

施

す

も

の

と

す

一

、

便

所

は

大

正

便

所

と

し

臭

気

抜

を

附

す

一

、

二

階

客

間

に

は

盤

上

ば

よ

り

高

七

寸

内

法

の

引

謹

ひ

掃

出

し

窓

を

附

し

夏

期

に

於

け

る

夜

間

通

風

の

要

に

供

す

一

、

床

以

井

は

鏡

板

天

井

、

盈

床

と

し

床

脇

に

は

誌

棚

及

地

袋

天

袋

を

附

す

一

、

窓

上

庇

は

腕

木

庇

に

し

て

極

木

は

皮

付

丸

太

使

用

小

舞

打

ち

杉

錆

皮

茸

き

青

竹

押

へ

「

ワ

一

ア

ピ

」

締

結

び

と

す

一

、

肘

掛

け

は

切

抜

院

か

し

張

P

手

摘

付

と

す

一

、

裏

所

設

備

、

窓

下

に

は

調

縄

基

及

冷

荻

原

取

付

け

而

し

て

調

理

裏

下

は

器

具

入

と

す

培

地

は

瓦

斯

経

を

取

付

く

る

も

の

と

す

一

、

門

は

冠

木

門

に

し

て

問

閣

に

高

塀

を

取

設

く

る

も

の

と

す

一

、

共

他

排

水

設

備

等

は

完

全

に

施

工

す

る

も

の

と

す

一

、

電

燈

設

備

及

給

水

工

事

は

別

途

工

事

と

す

以

上

衛

生

方

面

に

就

て

敷

地

の

選

定

に

も

第

一

土

地

が

高

燥

で

あ

る

か

否

か

を

見

ね

ば

友

ら

ぬ

|

|

若

し

排

水

の

悪

い

様

友

淑

地

に

家

を

建

て

る

と

永

久

に

病

人

が

絶

へ

泣

い

、

室

内

が

漁

ぽ

い

と

云

ふ

事

が

一

番

人

間

闘

に

有

害

で

あ

る

。

特

に

風

邪

に

躍

り

易

い

か

ら

間

取

り

の

方

法

等

K

就

て

も

特

K

注

意

せ

ね

ば

な

ら

ね

。

そ

し

て

糞

便

及

下

水

の

虚

理

.

採

光

・

空

気

の

流

通

、

塵

芥

庭

理

、

床

下

の

消

毒

、

在

来

日

本

塁

の

改

良

等

を

友

し

て

常

に

消

毒

を

し

易

く

す

る

事

と

か

、

叉

便

所

の

臭

気

を

防

止

し

衛

生

的

設

備

を

完

備

す

る

事

が

必

要

で

あ

る

口

庭

園

に

就

て

敷

地

選

定

に

も

充

分

の

考

慮

が

必

要

で

あ

る

。

折

角

樹

木

が

津

山

自

生

し

て

居

る

土

地

を

買

乍

ら

家

を

建

て

る

時

に

は

と

れ

を

切

り

掛

っ

て

建

築

を

な

し

而

し

て

家

が

出

来

て

か

ら

高

い

金

を

出

し

て

柏

木

屋

氏

庭

木

の

注

文

を

す

る

。

と

れ

は

度

々

見

受

け

る

事

で

す

が

、

と

の

位

不

経

漕

な

叉

恐

か

な

や

り

方

は

、

な

い

の

で

る

る

。

凡

そ

自

然

木

位

風

情

の

良

き

も

の

は

友

い
J

松

一

本

で

も

雑

木

一

本

で

も

う

ま

く

利

用

し

て

自

分

の

家

を

配

置

す

れ

ば

よ

い

。

若

し

邪

魔

に

友

る

様

で

あ

れ

ば

一

時

他

に

移

植

す

る

が

よ

い

。

自

然

木

の

庭

木

位

感

じ

の

よ

き

も

の

は

な

い

。

一

般

世

間

の

人

は

庭

木

と

云

へ

ば

秘

か

樫

か

檎

等

に

限

る

様

に

考

へ

て

居

ら

れ

る

と

思

ふ

が

、

庭

木

と

し

て

雑

木

例

へ

ば

「

エ

ノ

キ

、

ム

ク

、

ク

ヌ

ギ

、

ナ

ラ

、

ケ

ヤ

キ

、

セ

ン

ダ

ン

、

ハ

ゼ

等

の

犬

木

を

利

用

す

る

も

一

寸

商

白

い

も

の

で

る

る

口

最

少

限

度

住

宅

と

し

て

(

各

部

分

の

例

)

家

の

大

さ

を

定

め

る

に

は

.

家

族

一

人

首

り

を

標

準

と

し

て

五

坪

の

割

合

で

用

意

す

れ

ば

十

分

で

あ

る

。

と

の

五

坪

の

内

三

坪

が

居

間

や

客

聞

と

云

ふ

如

き

直

接

住

民

の

用

に

枇

い

せ

ら

る

L

も

の

と

左

り

、

比四

り

の

二

時

が

便

所

や

墓

所

υ

押

入

。

階

段

。

納

屋

と

云

ふ

が

如

き

間

接

住

居

の

m

k
供

す

る

場

所

と

友

る

口

故

に

家

族

五

人

の

人

は

延

坪

二

十

五

時

の

建

物

が

必

要

と

な

る

。

共

の

二

十

五

坪

の

延

昨

を

以

て

一

階

と

二

階

の

略

卒

面

闘

を

作

製

し

一

階

十

六

坪

、

二

階

九

時

位

と

友

れ

ば

共

敷

地

は

一

階

建

坪

の

三

供

牛

乃

至

五

仰

を

棋

準

と

す

る

υ

と

れ

に

て

計

算

す

れ

ば

自

分

の

家

が

凡

そ

ど

の

位

の

も

の

で

あ

れ

ば

充

分

で

あ

る

か

ど

分

か

る

。

叉

敷

地

は

五

十

六

坪

乃

至

八

十

坪

の

も

の

を

用

意

す

れ

ば

先

づ

足

り

る

と

云

ふ

事

が

す

ぐ

分

る

口

(

完

)

(

五

十

六

頁

よ

り

綴

く

)

来

る

だ

け

コ

ム

パ

ク

ト

K

一

例

鰭

に

纏

め

た

も

の

で

、

使

用

中

は

第

八

固

の

如

く

な

り

、

使

用

後

は

第

七

圃

の

如

く

全

部

密

閉

し

得

る

様

K

友

っ

た

極

め

て

重

費

な

も

の

で

あ

る

が

、

と

れ

は

ア

メ

リ

カ

の

キ

ツ

チ

ェ

、

不

ツ

ト

や

或

は

ク

ッ

キ

ン

グ

・

キ

ャ

ビ

ネ

ッ

ト

等

と

同

様

に

、

小

住

宅

向

と

言

ふ

よ

り

も

、

手

ろ

週

末

住

宅

や

サ

ン

マ

1

・

ハ

ウ

ス

等

に

好

誼

な

も

の

だ

と

思

ふ
。

ー

一

九

三

二
・

五

・一

玉

|
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の

よ当

日

所

に

就

い

て

新

も

、

千

供

の

世

話

を

し

友

け

れ

ば

な

ら

友

い

と

と

も

あ

る

で

る

ら

ろ

。

隣

家

の

奥

さ

ん

と

い

肱

謝

し

友

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

と

も

あ

る

だ

ら

う

。

だ

が

、

そ

れ

等

は

原

則

と

し

て

、

率

ろ

草

川

に

於

て

た

さ

れ

る

と

と

を

挫

け

る

べ

き

と

と

で

る

っ

て

、

忍

所

設

計

の

要

素

に

は

友

り

得

友

い

。

ア

メ

リ

カ

や

ス

エ

l

J

7

ン

の

小

住

宅

で

は

、

護

所

の

一

隅

K

食

卓

と

数

例

の

椅

子

と

を

置

い

て

、

そ

と

で

食

事

が

出

来

る

椋

K

し

て

居

る

が

(

第

一

回

〉

、

こ

の

行

方

陀

は

=

て

府

室

の

方

へ

食

物

の

臭

筑

が

浸

入

し

友

い

と

と

、

二

.

食

卓

へ

の

食

物

運

搬

祉

に

そ

の

小

什

叫

ん

ち

(

延

坪

三

O

坪

程

度

ま

で

の

住

宅

は

と

の

中

医

合

め

て

よ

い

と

思

ふ

)

の

山

川

と

し

て

考

ふ

べ

き

根

本

問

題

は

、

唯

一

つ

.

衛

生

的

K

且

能

不

よ

〈

食

事

を

底

理

す

る

と

一吉

ふ

と

と

で

あ

る

。

主

婦

述

は

詰

所

に

於

て

作

業

中

に
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官3

名

種

夫

跡

始

末

の

努

力

が

省

け

る

と

と

三

、

主

婦

が

食

事

中

に

も

窯

の

火

に

自

を

配

る

と

と

が

出

来

る

と

と

等

の

利

径

が

あ

り

・

我

闘

で

も

最

近

此

の

方

法

が

大

分

行

は

れ

て

来

た

様

で

あ

る

が

、

自

分

と

し

て

は

、

此

の

方

法

が

家

族

特

に

主

姉

K

、

食

事

中

も

打

ち

く

つ

ろ

い

だ

感

じ

を

興

へ

な

い

と

言

ふ

附

拙

で
、

決

し

て

赦

迎

す

べ

き

も

の

で

友

い

と

思

っ

て

居

る
。

墓

所

は

食

前

に

は

食

物

の

調

理

を

、

そ

し

て

食

後

に

は

食

器

の

跡

始

末

を

、

衛

生

的

に

且

能

率

よ

く

行

ふ

以

外

の

場

所

で

あ

る

べ

き

で

は

な

い

。

間

×

×

×

 

四

一

般

に

小

住

宅

に

於

て

、

居

室

寝

室

等

長

時

間

使

用

さ

れ

る

室

の

面

積

を

増

加

す

る

震

に

、

芸

所

、

洗

濯

場

.

浴

室

、
洗

面

所

、

便

所

等

一

時

的

使

用

の

部

分

に

劃

し

て

、

そ

の

機

能

を

増

せ

な

い

限

、

否

或

場

合

に

は

節

約

と

同

時

に

却

っ

て

そ

の

機

能

を

よ

り

よ

く

護

揮

さ

せ

る

矯

に
、

能

ふ

限

り

そ

の

商

積

を

節

約

す

る
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様

努

力

す

る

と

と

は

首

然

の

傾

向

で

あ

る
。

芸

所

は

そ

れ

等

の

も

の

L

中

で

比

較

的

長

時

間

使

川

さ

れ

る

場

所

で

あ

り

、

且

浴

室

.

便

所

、

洗

濯

場

等

と

具

り

、

種

々

な

る

志

'

所

刑

具

の

配

世

を

必

要

と

す

る

故

に

、

そ

の

町

積

の

節

約

に

は

可

成

の

工

夫

が

必

裂

で

あ

る

が

、

巧

友

る

法

所

川

丸

(

の

配

世

と

相

・

悦

っ

て

行

は

れ

た

草

川

町

踏

の

節

約

は

、

知

…

秋

序

左

前

い

茶

所

の

場

合

よ

り

も

却

っ

て

労

力

と

時

間

と

の

節

約

に

友

り

、

更

に

節

約

さ

れ

た

茶

所

而

椅

に

到

す

る

建

築

交

の

日

約

と

な

る

。

だ

が

、

飽

く

ま

ぜ

事

所

川

且

(

そ

の

物

の

改

良

と

そ

の

配

世

の

改

善

と

に

ス

タ

ー

ト

す

べ

き

で

あ

っ

て

、

そ

の

鮎

を

忽

に

し

て

京

所

の

改

良

、

茶

所

而

杭

の

節

約

、

調

理

能

率

の

増

進

を

求

め

る

の

は

似

を

約

め

や

し

て

州

市

を

刷

ふ

も

の

に

等

し

い

と

思

ふ
。

×

×

×

 

小

住

宅

の

古

川

と

し

て

求

む

べ

き

要

叫

は

、

給

品

、

制

理

に

裂

す

る

故

少

限

度

の

ス

ベ

イ

ス

と

、

芸

阿

川

共

の

泊

お

な

る

配

世

と

、

能

不

よ

き

m

H

A

(

の

州

地

と

に

師

泊

す

る

。

以

下

川

正

等

に

就

い

て

、

ベ

ル

リ

ン

の

建

築

家

フ

1

ゴ

・

へ

l

リ

ン

グ

氏

の

刷

例

に

従

っ

て

、

簡

略

に

述

べ

て

見

る

c

出

二

凶

は

訓

理

の

際

に

、

出

米

る

限

J

J

A
世

l

司

i
淘

E

五

負t

間

り

歩

行

す

る

距

離

左

少

く

す

る

棋

工

夫

さ

れ

た

プ

ラ

ン

の

一

例

で

あ

る

o

A

は

流

し

、

B

は

水

切

板

、

C

は

調

理

豪

、

υ

は

電

気

又

は

瓦

斯

レ

ン

ヂ

、

E

は

手

洗

鉢

で

あ

る

。

小

住

宅

の

忌

所

川

兵

と

し

て

は

大

略

と

れ

等

の

も

の

で

誌

き

る

。

へ

水

切

紋

は

常

に

流

し

の

ト
伐

に

あ

る

方

が

使

川

に

似

利

で

あ

る

か

ら

、

設

計

の

際

に

お

側

に

な

ら

な

い

様

に

・

任

意

を

市

立

す

る

)

と

れ

等

の

京

川

川

具

は

全

部

、

白

成

の

も

の

が

術

生

器

具

商

.
家

具

屋

、

百

貨

山

等

に

寅

出

さ

れ

て

居

る

か

ら

、

千

回

友

も

の

を

選

ん

で

岡

の

如

く

配

出

し

た

方

が

安

く

も

あ

り

便

利

で

も

あ

る

o

と

れ

で

京

一

川

の

制

理

作

業

医

剖

す

る

朕

立

は

出

来

上

っ

た

わ

け

だ

。

第

ーと

岡

時

る

の

は

食

総

及

調

理

川

総

兵

を

入

れ

る

戸

棚

で

、

と

の

油

首

な

大

さ

の

も

の

を

成

っ

た

ス

ペ

イ

ス

に

都

合

よ

く

配

世

す

れ

ば

‘

小

住

宅

の

京

川

の

設

備

は

完

備

し

た

と

一邑

っ

て

よ

い

。

岡

山

i

寸

川

R

M

建

築

技

性

宅

経

問

研

究

合

(

籾

迎

)

の

護

表

陀

依

れ

ば

、

簡

単

友

小

住

宅

の

来

所

に

必

要

な

戸

棚

の

-
M

廿

績

は

、

合

計

一

・

一

立

方

米

と

な

っ

て

居

る

o

且

戸

棚

に

は

奥

行

の

川

(

っ

た

も

の

が

こ

っ

必

要

で

、

一

つ

は

奥

行

三

O

掘

、

今

一

つ

は

奥

行

五

O

仰

が

辿

指

で

b

る

。

奥

行

三

O

細

の

も

の

は

也

何

二

六

抑

枕

ま

で

の

コ

ッ

プ

や

肌

等

を

入

れ

、

五

O

抑

の

も

の

は

鍋

埋

等

の

訓

理

川

具

を

入

れ

る

需

の

も

の

で

あ

る
。

ｾｾ＠

闘

r、
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奥

行

の

詫

い

も

の

は

流

し

ゃ

水

切

り

板

の

上

方

‘

仕

事

の

邪

魔

に

な

ら

な

い

高

さ

陀

棚

を

作

っ

て

沿

い

て

、

そ

の

上

に

世

き

、

奥

行

の

深

い

も

の

は

そ

の

下

方

、

残

っ

た

埴

誌

な

ス

ペ

イ

ス

に

と

れ

を

置

く

υ

第

二

凶

K

H
正

等

の

戸

棚

を

配

置

し

た

も

の

が

第

三

凶

及

第

凶

刷

で

あ

る

が

、

延

坪

三

O

坪

住

ま

で

の

小

住

宅

の

官

会

所

は

、

此

の

プ

ラ

ン

で

過

不

H

K

友

く

料

理

の

目

的

が

ゆ

一

定

せ

ら

れ

る

と

思

ふ
。

第

凶

凶

上

部

の

知

的

側

は

奥

行

の

浅

い

食

器

戸

棚

を

、

必

袋

に

昨

応

じ

て

、

京

所

四

回

ノ、

ーヒ

tzz 

Z唱

ｾ Ｗ＠

の

雨

側

駐

耐

に

夫

三

二

個

ま

で

増

加

し

得

る

と

と

を

示

し

た

も

の

で

あ

る

。

奥

行

の

深

い

戸

棚

の

代

り

に

、

第

五

凶

の

如

く

戸

棚

然

訓

理

基

と

で

も

言

ふ

べ

き

も

の

を

置

き

、

そ

の

上

を

調

理

誌

に

利

刑

す

る

と

一

一

唐

使

利

で

あ

る

0

(

此

の

戸

棚

の

後

方

に

換

気

孔

を

設

け

て

、

外

気

が

也

佐

に

流

通

す

る

様

に

し

て

ゐ

け

ば

更

に

よ

い

)

か

く

し

て

完

全

に

配

置

せ

ら

れ

た

京

所

で

は

、

一刷

側

合

計

六

例

の

食

総

戸

棚

(

夫

々

五

O

桝

×

七

五

抑

×

三

O

糎

)

と

二

例

の

制

田

中
川

H
A

戸

棚

(

夫

k

七

五

糎

×

七

五

加

×

五

O

腕

)

と

を

有

す

る

と

と

に

な

り

、

そ

の

等

技

合

計

約

一

・

二

附

立

方

米

、

前

記

の

閤

立

研

究

A

M

U

殻

表

の

一

・

一

立

方

米

K

比

し

て

遣

に

大

な

る

容

積

を

有

す

る

と

と

と

友

る
。

戸

棚

を

建

築

工

事

と

一

諸

氏

、

豪

所

に

取

附

け

る

と

と

が

屡

々

行

は

れ

る
勺

例

へ

ば

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

の

住

宅

地

に

於

け

る

志

川

友

ど

は

そ

の

例

で

あ

り

、

我

闘

で

も

新

し

い

机

宅

に

は

大

分

此

の

方

法

が

行

は

れ

て

来

た

が

、

最

近

は

大

丑

生

産

に

依

っ

て

、

家

具

が

木

造

の

み

な

ら

や

鋼

鋭

で

も

、

非

常

に

安

く

製

作

さ

れ

る

様

に

な

っ

た

か

ら

、

第

四

闘

の

如

〈

、

白

製

品

の

寸

法

に

合

ふ

様

に

務

め

世

く

場

所

の

み

を

作

っ

て

た

い

て
、

必

要

に

臨

じ

て

'既

製

品

を

買

っ

て

据

付

け

る

様

に

し

た

方

が

便

利

だ

と

思

ふ

。

以

上

の

配

世

の

如

く

す

れ

ば

、

我

k

は

僅

か

陀

二

米

×

二

米

二

五

即

ち

四

・

五

卒

方

米

(

約

一

坪

三

五

)

の

台

所

面

積

を

有

す

れ

ば

、

過

不

足

な

く

調

理

の

目

的

が

謹

せ

ら

れ

る

。

と

の

程

度

の

台

所

が

、

小

性

宅

の

台

所

と

し

て

、

最

も

油

常

且

便

利

な

も

の

で

は

な

い

か

と

思

ふ
。

若

し

此

の

台

所

を

蹟

張

し

て
、

ア

メ

リ

カ

や

、

ス

エ

l

デ

ン

に

於

け

る

が

如

く

・

台

所

で

食

事

が

出

来

る

棋

に

す

れ

ば

、

第

一

同

の

如

く

約

八

平

方

米

の

面

積

を

有

す

る

台

所

が

得

ら

れ

、

叉

同

じ

プ

リ

ン

シ

プ

ル

を

今

少

し

敷

前

す

れ

ば

、

第

九

刷

の

如

く

約

七

平

方

米

の

床

商

積

を

有

し
、

女

中

一

人

を

佼

ふ

程

度

の

家

庭

の

台

所

が

出

来

上

る
。

若

し
‘

一史

K

小

な

る

商

積

K

台

所

を

コ

ン

デ

ン

ス

せ

ん

と

す

る

友

ら

ば

、

フ

ラ

ン

ツ

・

シ

ユ

ス

タ

ー

の

提

山
楽

し

た

小

住

宅

の

簡

易

介

所

が

あ

る

ベ

第

六

闘

、

第

七

回

、

知

八

闘

)

と

れ

は

調

理

台

、

流

し

、

レ

ン

ヂ

、

食

持

戸

棚

等

を

、

出

|

|

(

以

下

五

十

三

百

へ

続

く

〉

|

|

2 '5 5  
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1  

安 ｾ

特

徴

及

用

途

圃

合

鍵

絶

無

、

盗

叫

峨

除

完

全

一

生

命

則

芦

の

安

全

無

知

一

割

ポ

F

Y

一

つ

n
u

作

川

に

て

一

外

部

よ

り

は

鍵

撚

く

し

て

一

は

捌

一

同

不

能

な

る

も

内

部

一

よ

り

は

鍵

士

川

ひ

ず

し

て

一

閃

啄

自

由

な

る

放

納

震

火

一

部

等

の

非

常

時

に

安

令

同

一

便

利

至

極

一

画

貸

事

務

律

、

ア

パ

ー

ト

メ

-

Y

ト

、

ホ

テ

ル

、

住

宅

玄

一

閥

、

際

接

待

川

と

し

て

綿

一

灯

必

須

一

圃

泌

也

殺

な

る

係

鍵

に

代

半

一

る

に

咽

唱

曲

一
六

高

雅

な

る

と

ツ

一

ケ

凡

製

鍵

と

な

る

一

圏

一点

。

削

減

は

特

殊

絞

泣

を

一

協

し

巾

友

人

町

の

上

に

も

更

に

一

公

令

の

橋

治

と

な

っ

て

聞

と

り

ま

ず

か

ら

重

要

室

.

玄

一

関

川

と

し

て

米

側

似

の

阿

武

口

一

圏

マ
ス

F

l

鍵

ほ

御

希

望

正

肱

じ

ま

す

一

令官E

無ｾ

本

社

大

阪

市

西

淀

川

区

大

仁

来

二

丁

目

E

の

五

八

五

番

二

八

五

O

番

、
E

M

'

軸

電

話

土

佐

堀

内

、
五

八

六

番

四

一

O

六

番

c

f
』

日

本

金

具

株

式

曾

杜

d

1

東

京

市

丸

/

内

有

楽

町

報

知

ピ

ル

F

川

町，

四

九

七

二

番

竜

話

丸

J

内

ロ

三

六

O

四

器

官
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婦

f午

人

住

ｾ＠

ご己

倉。

安

ｾ＠

の

査

審

員

評

と

ん

ど

の

本

合

小

住

宅

設

計

例

案

に

陪

募

さ

れ

た

裡

に

知

人

の

案

と

恩

は

れ

る

も

の

が

問

沢

あ

っ

た

様

に

見

受

け

た

。

悠

う

し

た

懸

穴

募

集

に

御

締

人

の

方

が

殿

募

せ

ら

れ

た

と

一
文

ふ

こ

と

は

誠

に

斯

界

に

珍

ら

し

い

ζ

と

で

あ

り

、

将

来

斯

田

介

後

謹

進

歩

の

上

に

も

住

宅

川

越

川附

決

の

上

に

も

川
山

常

な

る

効

果

の

あ

っ

た

引

に

於

て

、

今

凶

の

懸

賞

が

一

段

と

意

義

透

目且

凶

E設地商務

300 平方米

建物延 面積

l ∞ 卒 方 米

案美

， 

F竃 P官 ::1- 市 J ｾ＠
， 

二三並立笠二二
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同

寸E

J 岡

i l  

山

肌

開

レ一一一 " ・ー+ ー ー凋

ーー噌 書

特 有

ili 案

敷地上|、数

299.7平方米

ili 物対数

l∞.0平方米

一階坪数

70. 0平方米

二階上F数

30.0平方米

響

の

あ

っ

た

と

と

を

滋

ぶ

も

の

で

あ

り

ま

す

。

唯

だ

不

幸

に

し

て

御

一

名

の

入

選

者

を

符

な

か

っ

た

こ

と

で

は

あ

リ

ま

す

が

、

ζ

れ

は

決

し

て

御

知

人

方

の

不

名

作

を

意

味

す

る

も

の

で

は

無

く

、

返

っ

て

建

築

家

の

本

戦

の

者

を

し

て

一

一暦

後

積

努

力

せ

し

む

る

鮎

に

件

大

な

る

効

果

を

溺

ら

し

た

も

の

と

考

へ

ま

し

て

設

者

時間

引
h

の

御

参

考

記

で

に

御

知

人

隠

募

者

中

の

一

一

、

一一
一

家

を

掲

載

さ

せ

て

い

た

ピ

者

、

兄

つ

級

く

概

要

的

な

批

評

を

致

す

と

と

L

い

た

し

ま

し

た

。

崎

山

抗

「

終

」

「

美

」

案

共

闘

而

も

相

常

立

政

に

か

L

れ

で

あ

り

‘

御

菅

心

の

跡

も

認

め

ら

れ

る

の

で

あ

り

ま

す

が

、

「

将

」

案

に

就

て

申

哨

IUI  

話

ヲ

冨

墨

田

一一吾亘書

雷

雲

言

墨

田

室

，t_ 

H  

υ  
， 
、コL

Ed-

F皆

E 宮. ，・"'

ZI;. 

lA  

J  

‘車

、e

、 ｾｴ

し

ま

す

と

、

貸

別

安

似

の

生

前

嬰

求

案

と

し

て

斯

の

粍

度

経

で

洋

化

す

る

と

云

ふ

E

は

、

日

本

の

現

状

に

於

て

一

考

を

市

ー

す

る

の

で

は

な

い

で

せ

う

か

、

プ

ラ

ン

の

上

で

は

一

階

で

選

別

と

居

間

と

の

ダ

イ

レ

ク

ト

、

コ

γ

ミ

ユ

ユ

ケ

シ

ヨ

プ

、

子

供

袋

、

応

出

、

浴

信

法

府

間

聞

の

辿

給

方

法

、

階

段

の

構

迩

に

大

き

な

無

刊

が

あ

る

肋

今

に

御

考

慮

の

品

陣

地

が

存

す

る

で

せ

う

。

「

美

」

案

は

在

来

性

羽

に

あ

り

来

リ

な

一や

而

計

劉

で

新

政

に

乏

し

い

鮎

が

幾

重

に

も

治

憾

な

御

考

案

で

あ

っ

た

。

(

了

)
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住

ー

ー

と

与

に

偶

載

の

小

住

宅

設

計

概

要

警

は

前

掲

小

住

宅

設

計

図

案

三

案

の

設

計

慨

要

舎

で

あ

す

て

本

合

住

宅

委

員

舎

の

研

究

成

案

の

も

の

で

あ

り

ま

す

|

|

基

礎

事

エ

一

、

制

架

石

を

厚

五

寸

内

外

入

れ

挽

き

閉

め

る

と

と

但

し

地

終

良

事

場

所

に

校

り

て

は

却

て

入

れ

さ

る

を

可

と

す

一

、

基

礎

は

コ

y

o

p

I

ト

打

と

し

地

上

は

土

姦

下

迄

打

上

け

壁

厚

は

仕

上

六

寸

根

入

一

尺

五

寸

位

と

す

一

、

床

下

及

土

聞

は

コ

y

p

リ

l

ト

打

と

し

厚

は

何

れ

も

=

一

寸

と

す

一

、

床

来

下

は

宝

石

据

付

地

盤

怒

し

き

時

は

コ

シ

ゲ

リ

1

ト

基

礎

と

す

一

?

布

石

は

石

及

コ

シ

ク

p

I

ト

打

洗

出

し

仕

上

げ

と

す

一

、

水

白

石

は

石

可

へ

は

人

造

石

洗

出

し

仕

上

げ

と

す

事

木

材

工

て

土

豪

は

輸

と

し

柱

と

同

寸

と

す

._.__合

ニ己

設

要

概

一

、

総

土

裂

は

約

三

寸

品

川

と

す

一

、

枝

は

日

本

給

又

は

米

樹

と

し

寸

法

は

三

寸

気

分

角

位

と

す

一

、

桁

は

米

松

又

は

氷

川

怖

と

す

一

、

胴

#

一

汗

は

米

松

と

ナ

て

小

照

梁

は

日

本

松

、

母

山

用

品

八

束

は

杉

丸

太

又

は

杉

抑

品

川

と

す

一

、

小

田

町

総

梁

は

米

松

=

一

寸

究

分

品

門

と

す

一

、

小

田
原

貫

は

則

一

立

と

し

火

打

火

焔

諮

打

と

す

一

、

極

は

日

本

松

又

は

米

松

山

二

寸

品

川

と

す

一

、

而

戸

板

は

棋

と

向

付

刊

と

し

迎

慌

の

牝

従

に

錦

織

銅

張

泡

瓜

孔

を

殻

く

る

も

の

と

す

一

、

粁

長

押

は

杉

四

寸

長

押

と

す

一

、

角

木

は

米

松

と

す

一

、

格

形

は

米

松

市

庁

八

分

と

し

流

れ

に

よ

り

巾

を

定

む

る

も

の

と

す

一

、

野

地

板

は

北

海

松

六

分

板

又

は

杉

六

分

板

張

と

し

化

粧

一

袋

板

は

杉

四

分

板

張

、

同

上

野

地

は

木

摺

打

と

す

一

、

大

引

及

来

は

杉

九

太

と

し

b
T
m
m
に

掛

け

床

板

一

寸

板

(

疋

七

分

)

と

す

一

、

一

階

床

来

足

元

は

粉

大

胴

縁

縦

横

に

打

重主

匠三事

(

住

宅

委

員

合

立

案

)

日

本

建

築

協

曾

住

宅

委

I =t  

員

4主r

L司

付

〈

る

も

の

と

す

一

、

筋

越

は

杉

中

剖

え

は

三

寸

五

分

角

三

ツ

制

と

し

成

可

く

表

れ

ざ

る

所

に

取

付

く

る

も

の

と

す

て

叫

件

品

質

杉

四

一

貫

と

す

一

、

二

階

床

組

、

協

桁

は

半

間

ま

に

架

波

し

床

板

は

厚

正

七

分

巾

六

寸

以

上

本

質

張

と

す

一

、

二

階

床

総

梁

は

米

松

三

寸

五

分

品

川

と

す

一

、

二

階

床

梁

の

梁

間

大

な

る

と

き

は

振

止

と

し

て

梁

下

捕

に

杉

中

割

を

打

付

く

る

も

の

と

す

て

橡

側

上

は

九

桁

又

は

品

門

桁

と

し

巾

州

市
出

叉

は

布

政

或

は

小

舞

化

粧

と

し

梧

は

海

布

丸

太

又

は

品

川

棒

大

商

取

と

し

極

間

一

間

五

本

怠

り

内

外

と

す

一

、

機

掛

は

米

松

又

は

米

協

材

と

す

て

橡

桁

の

二

関

キ

以

上

持

放

し

の

と

き

は

枯

木

を

入

る

L

も

の

と

す

一

、

敷

居

は

日

本

松

叉

は

米

栂

と

す

一

、

鴨

居

は

米

栂

と

す

一

、

長

押

は

米

紙

と

す

一

、

盈

寄

せ

及

付

鴨

居

は

米

栂

と

す

一

、

天

井

廻

縁

及

竿

紘

は

米

杉

又

は

米

紙

と

し

天

井

板

は

米

杉

益

出

し

、

紅

又

は

日

本

杉

と

す

同

釣

木

U

A

野

縁

は

杉

大

寸

と

す

一

、

洋

間

の

・大

井

は

F

イ

ガ

l

ポ

I

ド

或

は

-
7

イ

オ

Y

ポ

l

ド

張

と

し

水

性

・

へ

Y

キ

、塗

と

す

一

、

床

脇

地

板

及

棚

廻

P

は

問

問

地

又

は

初

と

し

床

柱

は

勝

丸

太

及

赤

松

、

床

樫

は

張

物

落

掛

は

米

杉

叉

は

日

本

杉

、

天

井

板

は

ベ

ニ

ヤ

一

枚

板

張

と

す

一

、

松

市

主

天

井

は

勾

問

天

井

と

し

天

井

絞

は

斑

鉛

引

俄

板

又

は

石

綿

板

張

下

部

に

樋

形

を

訟

り

溜

り

受

け

と

し

向

上

部

よ

P

遜

鋲

ダ

ク

ト

を

以

て

外

部

に

導

く

も

の

と

す

一

、

炊

事

場

天

井

は

卒

橡

又

は

打

上

と

し

板

は

石

綿

板

、

n

p

イ

ガ

l

ポ

l

ド

或

ば

シ

l

p

y

グ

メ

タ

ル

張

ベ

Y

キ

塗

と

す

一

、

玄

側

土

問

天

井

は

板

天

井

、

塗

天

井

、

竹

又

は

蒲

天

井

と

す

一、

玄

闘

式

譲

、

階

段

及

階

投

姐

り

胴

差

は

米

紙

と

す

一

、

縁

側

ム

廊

下

床

根

太

は

米

松

山

ニ

寸

品川

一

間

五

本

怠

り

板

は

米

榊

厚

正

六

分

本

仰

い
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援

と

す

一

、

業

所

板

間

は

総

八

分

板

張

必

要

に

臆

し

一

部

揚

板

を

殻

〈

る

も

の

と

す

一

、

押

入

床

根

太

は

米

松

山

二

寸

角

一

尺

二

寸

間

内

外

と

し

板

は

杉

六

分

板

張

、

中

棚

桜

は

米

松

中

割

、

根

太

及

床

板

は

前

記

同

材

と

す

一

、

場

所

に

依

り

押

入

鴨

居

上

に

愉

悦

す

一
一

火

袋

棚

を

殻

け

材

料

は

前

項

問

機

と

す

一
、

玄

脚

下

駄

棚

は

米

機

と

す

一

、

外

部

例

目

は

杉

植

民

板

〔

四

分

板

〉

賂

夜

、

杉

皮

張

ハ

下

地

杉

四

分

板

張

〉

亜

鉛

引

小

浪

板

張

(
ベ

Y

キ

滋

u

・

米

松

荒

木

問所

援

(

六

分

板

〉

と

す

一

、

庇

は

米

松

又

は

米

紙

と

す

一

、

印刷

様

は

米

松

又

は

米

紙

と

し

州

場

所

に

よ

p

床

板

の

間

に

竹

を

挑

む

も

の

と

す

一

、

手

柄

及

戸

袋

は

米

松

又

は

米

栂

と

す

一
'

、

名

小

慾

和

子

は

米

紙

又

は

鍛

絡

予

を

取

付

く

る

も

の

と

す

屋

犠

工

事

一

、

M

m

根

は

淡

路

又

は

明

石

一
九

一

佐

野

口

川

と

し

附

茸

は

到

鉛

引

鍬

板

茸

.

ペ

Y

キ

品路

、

土

居

葺

げ

機

械

扮

二

寸

二

分

足

と

す

左

P ‘ 『

巨

事

工

一

、

畿

は
国

民

段

塗

と

し

下

地

問

波

は

女

竹

.

掻

竹

は

m

力

竹

京

制

と

す

て

上

訟

は

肱

敷

を

砂

壁

其

の

他

は

色

漆

喰

塗

と

す

一

、

浴

、

序

盤

は

品

川

漆

喰

又

は

防

水

嗣

川

入

色

モ

ル

F

H

州

塗

と

す

一

、

炊

事

情

輔

土

問

の

腰

廻

り

は

防

水

制

川

入

モ

ル

タ

ル

塗

と

す

一

、

外

部

腹

壁

は

人

法

石

洗

出

及

モ

ル

タ

ル

刷

毛

引

と

L

m
羽

目

上

小

墜

は

品川

漆

喰

塗

と

す

一

、

土

川

は

玄

仰

を

人

治

石

研

出

又

は

洗

出

と

し

炊

事

場

は

モ

ル

タ

ル

訟

と

す

一

、

松市

主

腰

、

小

使

所

前

及

床

の

一

部

は

n

p

イ

ル

張

と

し

浴

宗

床

は

セ

メ

y

ト

担

イ

ル

数

と

す

一
、

日

間

級

品

陀

喰

は

鼠

抽

川

漆

喰

訟

と

す

鍔

事

工

工

一

、

樋

刻

、

水

切

及

庇

屋

棋

は

廿

八

香

川

M

A

m

引

鍬

板

を

似

川

し

樋

受

は

間

以

鉛

鍍

A

M

の

も

の

と

す

一

、

防

以

は

銭

板

又

は

俄

網

舷

と

す

て

谷

放

は

銅

板

十

オ

ン

ス

付

と

す

銭

事

物

工

一

、

判

決

小

田

陀

織

物

は

ポ

ー

ル

ト

及

短

加

餓

物

を

使

用

す

る

も

の

と

す

一

、

床

下

空

白

組

放

絡

子

は

鋳

餓

拠

出

来

合

円

川

を

使

川

し

内

部

銅

納

張

と

し

其

の

位

置

は

隅

の

通

風

に

留

意

L

剛出

世

す

る

も

の

と

す

一
、

腰

タ

イ

"

h

A

モ

ル

タ

ル

の

下

地

は

-
7

ス

間
以

と

す

一

、

庇

、

肘

掛

決

出

窓

下

に

は

下

り

止

め

銭

物

を

使

川

す

る

も

の

と

す

敷

物

工

事

一

、

担

は

機

械

床

術

後

表

ニ

刷

出

科

皮

と

す

一
、

床

は

何

処

床

と

す

一

、

昼

u

A

押

入

の

床

板

下

に

は

タ

ー

ル

フ

エ

ル

ト

を

使

用

す

る

も

の

と

す

塗

飾

事

工

一

、

木

部

の

石

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

に

桜

前

法

一

防

床

下

令

部

品

点

に

外

部

荒

木

の

初

日

板

は

防

腐

剤

塗

と

す

て

慾

餓

椅

子

、

床

下

山
戸

戸

川

抜

般

物

、

m
M陀

根

、

樋

犯

、

具

申六

、

渡

板

、

シ

1

リ

y

グ

メ

F

ル

等

は

.
へ

Y

キ

塗

と

す

一

、

帥

u

A

小

R

m
刷

物

は

コ

ー

ル

F

1

ル

使

途

と

す

一

、

タ

y

ガ

l

ポ

l

r

類

は

水

竹

ペ

Y

キ

検

と

す

一

、

玄

関

、

階

段

次

座

政

旭

り

の

木

部

は

カ

セ

ー

ル

塗

と

す

建

且

ヱ

事

一

、

玄

関

格

子

戸

及

利

子

附

子

は

米

粉

、

紙

張

附

子

は

米

杉

、

板

戸

知

の

析

は

米

紛

・

荻

は

米

杉

、

機

は

巾

m
v
円

山

を

使

川

す

る

も

の

と

す

一

・

建

具

A

M

物

ハ

レ

1

凡

(

雨

戸

泊

A

M

)

M

A

不

を

回

出

品

加

製

と

し

掛川

A

M

物

共

他

治

協

に

具

備

す

る

も

の

と

す

雑

工

事

一

、

開

印

式

は

石

総

煙

突

を

使

用

し

木

部

よ

り

は

相

川

刊

の

距

離

を

泣

き

取

付

く

る

も

の

と

す

外

周

附

帯

工

事

一

、

排

水

土

日

前

は

副

知

掛

と

し

仰

川

桝

は

煉

.
九

牛

枚

秘

モ

ル

F

ル

塗

木

叢

付

、

獄

絵

石

は

飽

山

石

、

底

は

コ

ン

ク

リ

ー

ト

モ

ル

タ

ル

塗

山

中

川

川

桝

警

は

鈴

般

質

税

を

附

し

門

前

通

路

(

茨

沈

卜

.

共

〉

コ

ン

ク

リ

ー

ト

洗

出

仕

上

と

す

一

、

門

は

い

阿

形

門

(

正

弘

或

は

鋼

板

泣

)

柑

へ

は

九

太

れ

ー

と

し

戸

は

叫

和

子

戸

叉

は

板

戸

と

す

一

、

M

は

腰

コ

y

p

リ

1

ト

打

一M

砂

利

洗

山

小

土

門

司

杭

〈

二

川

一
一

-

ツ

制

維

〉

笠

木

次

無

目

は

米

約

久

に

米

松

村

と

し

板

は

杉

雨

面

鏡

胴

紘

は

米

松

大

一
一

-
寸

、

持

村

は

槍

丸

太

(

二

間

川

〉

、

縦

似

到

、

木

部

は

総

て

防

凶

嗣川

訟

と

す

、

仰

い

し

桜

所

に

依

り

生

m
・

合

制

籾

川側

、

小

抽

出

板

鋭

、

日

防

波

と

し

木

部

は

荒

木

と

し

防

府

開

塗

と

す

一

、

物

子

は

丸

太

往

と

し

物

位

は

約

午

対

の

も

の

を

設

く

る

も

の

と

す

一

、

井

戸

u
m

形

は

丸

太

処

と

し

引

戸

は

俊

二

尺

宋

寸

コ

ン

ク

リ

ー

ト

側

入

れ

、

井

戸

屋

形

の

い

何

枚

は

決

板

五

と

す

但

し

ポ

は

必

要

に

舷

じ

殻

く

る

も

の

と

す

〔

以

上

〉
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第一芳 二 階 平 面 図

敷地 五十六坪

一階 十七坪五合

二階 九坪二合五勺

延坪 二十七坪七合五ノヲ

第一索. 一階平面白

恥 住 宅 設 計 圃 案 ( 第一案) ( 日本建築協曾住宅委員曾立案)
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第二葉 二階平面図

敷地

二階

延坪

( 日本建築協舎住宅委員舎立案)

三十六坪

十四I平田合一勺

九坪五合

二十三坪九合一勺

案

一
一

儲

昨
葉

市

Y

m

園

二

計

留

め
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出

世

一
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約
一
回

ι
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一

面
守
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E正

第三案二階平面図

敷地 五十六坪

一階 十六坪六合

二階 九坪五合

延坪 二十六坪一合

第 三 芳 一 階平面図

ホ 佳 宅 設 計 園 案 ( 第三案) ( 日本建築協曾佳宅委員曾立案)
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岐

阜

愛

知

雨

雌

竹

下

に

於

け

る

古

建

築

解

説

(

下

)

工

間

半

博

士

天

沼

.{;九

E久

iま

し

カf

き

前

統

山

つ

づ

き

で

は

め

る

，

か

、

こ

れ

仁

け

単

猫

に

議

ん

モ

も

判

る

や

う

に

し

て

お

い

に

つ

も

り

で

あ

る

o

こ

こ

で

は

熱

田

紳

官

に

始

り

、

甚

目

寺

に

終

る

の

で

あ

る

，か

、

キ

院

六

・

岬

枇

二

ω
建

築

公

五

十

六

ω
闘

に

一
不

し

七

u

総

り

に

つ

け

に

「

刷

版

解

説

の

後

に

記

す

」

さ

題

し

に

一

文

は

、

極

端

に

繁

簡

首

を

得

ね

も

の

て

が

、

「

な

い

よ

り

は

い

い

」

と

い

ふ

程

度

ω
も

の

で

、

何

も

な

し

で

お

く

の

も

依

り

躍

を

な

さ

ぬ

か

ら

、

大

部

分

は

ほ

ん

の

簡

単

に

つ

け

て

お

い

仁

の

で

あ

る

。

七

に

そ

の

う

ち

永

保

守

山

山

堂

鵡

堂

の

懸

魚

に

つ

い

て

は

、

珠

て

か

ら

考

へ

て

ゐ

た

こ

と

を

、

此

機

曾

に

詑

し

七

迄

の

こ

と

で

ふ
の

る

c

昭

和

七

年

五

月

五

日
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甚

目

寺

南

大

門

売奈

必ｾ

知

目

録

犠

熟

旧

制1

1百

銭

皇

門

第

五

ブL

at 

|剖

O  

，じ

ツ

寺

塔

婆

熱

田

制l

宮

海

上

ｲｾ＠

bt 

ノ、

十

〆{ 、

重

培

、ーノ

第

匹l

l品|

，じ

寺

本

ヅ

岡

よ

り

第

六

十

三

間

ま

で

堂

;

:

-

J

i

-

-

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

・

:

:

:

:

j

i

-

-

-
第

六

十

五

回

よ

り

第

六

十

九

闘

ま

で

院

表

，じ

ツ

寺

本

五L

Z頁

嫡

壇

第

七

回

よ

り

ｅＱｾ＠

十

刷

ま

で

P可

(

四

脚

門

)

・
:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

J

i

-

-

:

:

j

i

-

-

:

:

:

・
第

七

十

三

刷

よ

り

第

八

十

一

凶

去

で

吐占

高

1%、

高

后

本

観

音

寺

塔

婆

天

恩

寺

側

門

(

薬

臨

門

)

;

:

j

i

-

-

:

:

:

:

:

:

-

j

i

-

-

:

:

:

:

:

:

;

:

・
第

八

十

二

岡

よ

り

第

八

十

六

闘

ま

で

多

賀

塔

第

八

，七

第

八

十

八ー

|剖

殿

;

:

:

:

:

:

:

:

:

-
j

i

-

-

・
;

;

j

i

-

-

:

:

:

j

i

-

-

-

J

i

-

-

-

第

八

十

九

回

よ

b

第

九

十

五

岡

ま

で

恩

寺

天

，恩

寺

側

殿

須-

1繭

I直

第

九

l剖

よ

り

第

百

υ  

借1

1主

で

門

:

:

J

i

-

-

;

:

:

:

:

:

:

j

i

-

-

:

:

:

:

j

i

-

-

:

:

:

:

:

:

:

第

百

O

二

闘

よ

り

第

百

O

六

闘

ま

で

天

iJ r  

知

立

神

枇

塔

婆

(

多

賀

塔

)

:

:

:

:

:

;

:

:

・

:

:

:

:

j

i

-

-

;

;

・

:

:

:

:

:

・
第

百

O

七

回

よ

り

第

百

十

一

固

ま

で

楼

門

)

;

:

:

:

;

;

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

;

・

・

0

・

第

百

十

二

悶

よ

り

第

百

十

四

回

ま

で
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川、

上

。

第

五

十

九

圃

熱

回

一

利

宮

鋪

皇

門

会

景

(

附

和

七

年

一

月

四

日

)

下

。

第

六

十

圃

高

妻

(

昭

和

七

年

一
一

月

十

九

日

〉

同

-
K

闘

に

於

い

て

上

厨

中

央

の

門

の

花

頭

窓

及

縁

勾

欄

が

中

央

の

部

分

だ

け

き

れ

て

ゐ

る

と

と

、

下

刷

K

於

い

て

は

点

の

聞

に

出

入

口

を

設

け

た

る

賠

に

技

意

せ

よ

。

殊

に

上

居

の

花

開

窓

は

、

毎

年

五

月

五

日

の

祭

踏

の

時

榊

輿

を

棋

上

に

安

世

す

る

た

め

に

、

か

う

し

た

の

だ

さ

う

で

あ

る

が

、

た

だ

そ

れ

だ

け

な

ら

、

花

聞

に

し

な

い

で

も

い

い

符

で

る

る

。

元

米

花

開

窓

は

帥

寺

建

築

専

川

の

も

の

で

、

鎌

合

時

代

に

支

那

(

次

次

貝

へ

)
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ーヒ

'- f. 

月

pq  

日

)  

第

六

十

一
一

樹

熱

田

紳

宮

海

上

門

会

-
景

第

六

十

二

園

同

天

井

洞

り
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(

前

前

頁

よ

り

)

か

ら

入

っ

て

き

た

も

の

ら

し

い

が

、

後

に

は

汎

く

販

問

さ

れ

、

遂

に

は

一

岬

祉

建

築

に

も

刷

ひ

-
h

る

る

般

に

友

っ

た

が

、

さ

う

疹

く

の

例

は

な

く

、

私

の

知

つ

て

ゐ

る

の

は

‘

仙

京

市

大

崎

八

幡

榊

枇

拝

殿

と

と

れ

と

だ

け

で

あ

る

。

か

う

い

ふ

叫

に

於

い

て

、

と

れ

は

拘

に

珍

ら

し

い

例

と

思

ふ

。

第

五

十

九

闘

に

再

ぼ

ん

や

り

見

え

て

ゐ

る

が

、

下

回
府

中

の

間

灯

梁

の

上

に

制

府

軍

の

入

っ

た

大

悲

股

が

の

っ

て

ゐ

る

。

二

つ

あ

る

が

て

っ

と

も

少

し

も

古

い

止

と

ろ

が

な

ぃ

。

の

み

な

ら

十

普

油

桃

山

の

と

大

分

形

式

を

異

に

し

て

ゐ

る

の

で

疑

問

が

起

き

た

。

私

の

調

べ

た

和

何

度

で

は

、

修

理

の

と

き

‘

何

も

な

か

っ

た

止

と

ろ

へ

‘

推

定

し

て

か

う

い

ふ

形

の

、

か

う

い

ふ

意

匠

の

を

入

れ

た

の

だ

さ

う

で

あ

る

。

そ

れ

で

判

っ

た

。

あ

ん

な

の

は

め

っ

た

に

あ

る

ま

い

と

思

は

れ

る

o

だ

か

ら

見

取

の

際

に

は

.

さ

う

い

ふ

黙

を

注

意

す

る

と

よ

か

ら

う

。

第

六

十

一

闘

は

海

上

門

の

全

形

。

元

組

二

年

融

問

信

長

の

改

築

B

f

い

ふ

。

天

井

及

・

川

波

紋

は

黒

塗

.

北

バ

他

丸

信
♂
棺

赤

く

徐

一

っ

た

八

脚

門

だ

が

.

中

小

し

っ

か

り

し

て

形

も

よ

ろ

し

い

。

桂

太

く

材

検

出

組

で

組

入

天

井

。

本

粧

と

按

粧

と

友

繋

げ

る

貰

の

中

央

に

は
、

第

六

十

二

闘

に

於

い

て

み

る

如

く

問

料

十

釈

を

玄

て

.

花

川

本

を

合

ま

せ

、

吏

に

其

上

に

叫

刊

を

一

例

沿

き

、

其

JW

で

天

井

廻

像

に

相

官

す

る

と

と

ろ

の

‘

天

井

境

の

水

平

材

を

支

へ

て

ゐ

る

o

花

肘

木

を

と

ん

な

と

と

ろ

へ

川

ひ

た

の

が

、

経

っ

て

ゐ

て

岡

白

レ

と

回

中

ふ

の

で

あ

る

u

板

隠

併

に

は

、

八

双

金

物

と

四

列

五

行

に

、

六

来

阪

附

鍛

製

飾

金

具

ぞ

打

つ

で

あ

る

。

第

六

十

三

刷

に

共

.

乞

示

し

て

・

お

い

た

が

‘

山

間

と

上

の

同

形

余

具

と

の

川

w

L

荊

肢

の

如

き

も

の

を

入

れ

て

あ

る

の

は

時

代

の

降

っ

て

ゐ

る

と

と

を

物

請

る

も

の

で

あ

る

。

奈

良

時

代

の

鰻

頭

金

物

(

糊

…

凶

器

一心

結

)

は

平

安

に

入

り

て

六

一

拠

出

附

の

も

の

と

な

り

(

持

主

)

、

鎌

倉

(

時

間

一

刷

寺

)

・

室

町

(

一

符

釣

)

に

な

っ

て

も

同

様

な

の

が

あ

り

、

そ

れ

が

そ

っ

く

り

桃

山

へ

入

り

(

諸

肱

十

)、

更

に

江

戸

(

…

綿

一

町

川

法

)

迄

入

っ

た

の

だ

か

ら

、

と

れ

は

偶

ま

桃

山

の

一

例

を

提

供

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

中

中

ょ

く

で

き

て

ゐ

る

o

A
ん

も

阿

-

来

肢

の

は

平

安

時

代

に

初

り

、
F

一
ハ

葉

山

肢

の

よ

り

迭

に

抗

刑

さ

れ

て

今

円

に

及

ん

で

ゐ

る

と

と

を

忘

れ

て

は

い

け

友

い
。
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た

っ

て

ゐ

る

o

?
ト

u』

門

前

向

一

定

且

{

上

第

一

ハ

+

四

園

七

寺

三

霊

塔

第

六

十

五

回

七

寺

本

堂

正

否

(

附

和

七

作

-
一

月

二

寸

一

日

)

下

。
七

寺

(
ナ

ナ

ツ

デ

ラ

)

は

元

来

他

所

か

ら

移

川

附

し

た

も

の

で

、

其

官

時

は

さ

う

で

な

か

っ

た

ら

う

が

、

今

で

は

あ

た

り

に

ぺ

娠

が

一

ば

い

に

辿

ち

、

せ

せ

こ

ま

し

く

随

分

泌

刷

に

な

っ

て

し

ま

っ

て

ゐ

る

。

一

一
一

軍

併

も

本

欽

の

僚

の

上

か

ら

で

な

い

と

、

う

ま

く

お

良

が

と

れ

ぬ

。

と

れ

は

同

町

で

、

一

月

凶

日

午

后

と

っ

た

お

員

。

江

戸

時

代

の

M

h

の

だ

か

ら

.

先

づ

述

方

か

ら

倣

官

乞

表

し

て

沿

い

て

も

よ

か

ら

う

。

但

し

山

中

回

目

の

場

所

だ

か

ら

、

J

J

1

1

M

黙

と

I

l

i

-

-

下

闘

は

本

堂

で

東

刷

し

て

た

っ

て

ゐ

る

か

ら

、

二

月

二

十

一

円

の

朝

九

時

頃

に

と

っ

た

の

で

あ

る

。

朝

ど

友

い

と

到

底

駄

目

で

あ

る

。

集

っ

て

く

る

子

供

や

大

似

を

漸

く

の

と

と

で

逐

ひ

州

っ

て

、

と

も

か

く

も

川

一河

本

五

五

で

あ

る

と

と

を

見

せ

た

の

が

此

潟

民

で

あ

る

。
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上
。

世

間

六

+

六

圃

〈

協

和

七

年

二

月

二

卜

一

日

〉

下

。

門

昭

和

七

年

一

月

内

日

〉

第

六

十

七

圃

同

陥

E

E

訟

及

木

畠

拝

七

寺

本

堂

軒

叫

刊

桃

五

間

五

山

平

底

凶

・

任

逃

本

瓦

宜

、

間

聞

に

橡

が

る

り
、

f
k

耐

K

.

問

の

向

奔

を

附

す

。

科

桃

府

械

で

子

狭

も

あ

る

。

本

杭

は

聞

く

、

尾

健

を

入

れ

た

二

乎

先

の

科

棋

は

向

奔

と

同

様

に

府

一

肢

で

、

材

桃

山

に

板

迭

肢

を

入

れ

て

あ

る

υ

位

に

は

上

部

に

綜

が

あ

り

‘

担

の

如

く

五

陥

・

木

・卦

が

あ

る

が

、

校

輸

は

蛇

胞

に

な

っ

て

肘

な

い

。

さ

う

し

て

揮

は

普

通

の

繁

棋

で

、

扇

K

は

し

て

な

い

(

上

下

回

)

0

和

庇

出

祈

の

有

様

は

取

に

と

の

二

枚

の

府

民

か

ら

で

も

よ

く

判

る

で

あ

ら

う

。

山

内

ほ

上

凶

に

於

い

て

は

、

出

入

口

の

隠

仰

が

.

桟

府

戸

に

な

っ

て

ゐ

る

と

と

る

が

、

僅

か

で

あ

る

が

右

下

に

日

比

え

て

ゐ

る

。

下

凶

で

は

弘

輸

の

遊

離

端

の

く

り

か

た

が

、

桃

山

以

上

の

懸

魚

の

先

き

に

川

問

問

は

れ

て

ゐ

る

l

1

1

江

戸

時

代

で

は

総

て

の

場

人

け

と

い

っ

て

も

い

い

は

!

形

と

同

じ

で

あ

る

と

と

と

、

木

山

持

の

am
の

と

り

方

が

特

殊

で

、

ま

る

で

古

を

だ

し

て

ゐ

る

棋

な

と

と

ろ

K

託

立

す

べ

き

で

あ

る

。
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上。第六十八圏 七 寺本堂外 陣天井 廻 ｃ ｬｬｾ ，ｦ ＱＱ 七 年 二 月 て ｉ .  ｾ ｉ Ｉ＠

下。第六十九 彊 同 内陸天井廻 (r青l )

上 聞は 外 ｾＱ Ｑｩ内部西南隅 を見たとと で あるが ， ｾＺ愉が側通りだけにあって ，内 外 陣境にはないから，

気がつくと主きな集がしなく もな いが，注意 し友ければそれま でで， 大して目立たない。下回は同じ く

内陸li の西市隅のととろを見たのである。極彩色で甚だ美しい。内l仰は1)( 上ノj 、組格天井であるが，折上

の部分が蛇1I宣tとなってゐ泣いため，少 しく 異って見えてゐる o f，'，J[' r.JL: _トJ Z:: ，大将か らで・た木鼻は，丁

度IH木の出ぐ下にあるので，との所 も亦異様の視がある 。内外陣共科挟間基! 此。
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下

。

第

七

十

圃

同

須

朔

泡

正

面

格

狭

間

及

獅

子

側

面

牡

丹

上

。

第

七

十

一

圃

(

同

〉

同

須

欄

壇

の

格

狭

間

は

正

而

に

十

、

州

耐

に

三

‘

何

れ

も

拘

肉

彫

の

府

獅

子

が

入

れ

て

あ

る

が

、

M
m

山

は

異

な

っ

て

ゐ

る

0

・

獅

子

の

一

例

を

下

闘

に

だ

し

て

沿

い

た

が

、

此

は

桃

山

時

代

で

よ

か

ら

う

け

れ

ど

も

、

格

狭

間

の

形

は

非

常

に

よ

く

、

ど

う

も

鎌

倉

山

肌

あ

り

さ

う

に

思

は

れ

る

。

古

い

須

捌

担

の

地

鎚

・

お

・

点

・

綱

同

級

の

絡

狭

間

位

一

寸

を

つ

か

ひ

.

獅

子

と

側

耐

の

部

の

徐

っ

た

と

と

ろ

へ

牡

丹

を

入

れ

た

の

な

は

な

い

だ

ら

う

か

、

と

い

ふ

策

が

す

る

口

側

而

の

杭

か

ら

前

の

牛

端

の

と

と

ろ

へ

牡

丹

を

入

れ

た

の

は

う

ま

い

考

へ

在

あ

る

o

全

部

盟

問

漆

、

節

米

一

時

傘

"。

(

上

聞

は

束

、

下

闘

は

初

日

に

品

川

ひ

て

玄

て

る

は

曲

尺

の

約

五

寸

(

六

吋

〉

〉
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第七十二圃 七寺本堂須漏纏勾欄一部 ( 昭和七年一月四日〉

( 左方 に -:l l てるは 附尺 の約五寸〈六nf ) )。

前闘に掲げた須嬬ｾｾの卜 Ｚ Ｑ 亡・ 此 ｬ ｊＮ｜Ｇ ､ の 如き う ｊ 憾 ｬ がついてゐる。ととに は ｉ 見 はれてゐぬ が，附 ｬ 亡は Ｑ ｬＧ ｊｊｾｊｴ

がたち， それに近いととろの通相 は 1-: が材で， iJj はゆる「材!; j りになってゐるが，共遊険相 K 近いととろ

のは下 l亡妄のついた「蓮葉東 JI 亡しである。梨本は一つ茨をつく っ て蕨チK 絡り，そとから誌が逆K でて

共上端についてゐる 。

tl t と同じ手法は， 最古と迄はいかなく とも ，恐 らく古い方では ー・こ を守，: ひ得るのではな いか と思はれ

るととろの ， 首腕 元 町Ｚｾ茶雑堂の須嬬盟勾 欄 に於い て みるととるで，共葉は下 を向い て架木につい ， て ゐ る

から， 多少不自然に見 える かも 9: 11れ ぬが， とれは いい工合に上に反ってゐるだけの差で，いつ迄も同一

手法、が月1ひられてゐるのである 。

卒桁は古いのは架木K 平行して ，地覆の上について消滅してゐるが，新しく友ると共先から若葉対の

述花; 1- ir葉等をだすので， いろいろの形 i亡して基うる 。 とれ等は八双金物 一一入八双一一ーから汚へた様な形

にして津山の来をだしであ る。

地tti は全〈不必要だのに，ほんの飾りのためか水くりをつ 付て4うる ーつ まらぬミJf をした もの である コ

要するに時代を よく現はした和唐促鴻勾闘の好例といへる。
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第七十三園 性高院支門正面 ( II H干11 L: ｾｆ て 刀 ＱＮ ) e 日〕

性両院は名古屋市中 lilli 門前ーI sHてあるが， 大jifl りから出路を入ったやう友ととろだがら，少しばか

り*1] りに くい 七寺から三 回1[1) 位と 記J隠してゐるから ，そ とからききながら tii いて行けば，割合に

わけ主主く行ける。最初一月四日に行ったときは，うまく山真がとれなかったので，二月十九日 lとと

とのお英をとるのを一帯の目的として，名古屋へつくなり直 lて行き，此自民以下九枚潟し? と= だか

ら日附は何れも二月十九日のばかりだが，見撃の順序から とと にだしたのでるる。

川草食の小 さな同州l門 C ，l;J J斐ii !i 本1・i: :iT } 本 t Iの 卜. の )j l こJ ' Lを; wし(J IU' l)， 蛸 rt 'lこ' 品るととろに! 1ｾ＠ 1:  

梁を架 ￬ ｊ｟ｉｴ し 此買とＡＱｾ I  梁との間 Ｑ ＼ＺＺ 表裂で全く意匠を奥 ｬ とせる大悲肢を入れ，共 ＡＱｾ I:t廷と 化粧tA! 木と の

間 lとは，小 さえ主板基JJ支が入れてあり( 第七十九! 副) ，史に本社と桧祉のqi: f桁とを結びつくるために紫

ＡＱ ＡＱ 梁を川ひてあるが，共紫ＡＱｾ I梁から上は，包:1ζ 本社の太さが減じである( 第 じ十川・五 ・/ ，闘) 。そ れカ‘

ら+ : 杭から でて ゐる大事JJ立ののってゐる貨の木鼻は，狼かイIIJ かj、uらぬが，とれも亦徐J2.縫った 11追を

してゐる。要するに大分泌 ｬ ｾ ｉ ｊ 的怠阪の ｆ ｉ ＼ＺＺ ｾ 十制され たもの で ある。

民長十五年前洲城から J多建したものといふ。
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上

。

第

七

十

四

国

性

高

院

表

門

本

柱

上

部

其

下

。

第

七

+

五

圏

同

英

(

昭

和

七

年

二

月

十

九

日

)

本

位

の

上

方

を

通

れ

v

o

I
の

聞

は

、

此

よ

り

外

に

特

別

の

木

鼻

を

だ

し

て

ゐ

る

。

前

肢

は

虎

の

如

く

、

牙

が

あ

り

肌

も

ま

る

く

球

の

様

で

、

品

も

先

つ

長

い

方

だ

か

ら

‘

と

れ

は

或

は

伎

の

つ

も

り

か

も

知

れ

ぬ

J

と

に

か

〈

随

分

鐙

っ

た

十

小

説

で

‘

著

し

く

叫

に

つ

い

て

ゐ

る

。

共

れ

と

段

違

ひ

K

.

控

什

れ

と

の

川

K

川

口

を

過

し

、

北

ハ

上

は

挿

肘

木

に

材

を

の

せ

.

北

ハ

上

の

紫

引

梁

を

支

へ

て

ゐ

る

が

、

此

町

梁

の

上

端

の

(

上

へ

)

(

下

よ

り

)

と

と

ろ

溢

か

ら

、

本

杭

は

一

段

制

く

た

っ

て

ゐ

る

。

か

か

る

形

式

は

京

都

附

近

で

は

飴

り

見

受

け

ね

ゃ

う

で

、

私

北

ハ

は

異

様

に

思

ふ

が

、

名

古

屋

溢

に

は

さ

う

珍

ら

し

く

友

い

ゃ

う

で

あ

る

。

共

制

く

友

っ

た

本

柱

の

一

株

上

の

と

と

ろ

、

即

ち

頭

貰

に

相

首

す

る

と

と

ろ

氏

、

ま

た

虹

梁

を

入

れ

.

本

椛

上

K

は

三

科

を

置

い

て

化

粧

棟

木

を

受

け

さ

せ

て

あ

る

u

か

う

か

く

と

甚

だ

以

て

判

り

に

く

い

が

、

此

二

凶

を

み

れ

ば

自

然

K

判

っ

て

く

る

だ

ら

う

と

忠

ふ
。

私

に

は

と

の

榊

架

式

が

甚

だ

断

白

く

忠

へ

た

の

で

あ

る

。
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第

七

+

六

幽

同

本

柱

上

部

を

内

部

よ

り

見

る

前

凶

と

閉

じ

桂

を

門

の

内

側

、

即

ち

門

を

入

っ

た

と

と

ろ

か

ら

み

た

の

で

、

(

昭

和

七

年

二

月

十

九

日

)

前

頁

で

解

説

を

し

た

模

頭

か

何

か

つ

い

て

ゐ

る

貰

の

内

刷

へ

議

肢

を

と

り

つ

け

、

其

貰

の

下

に

樹

、

柱

に

沿

ひ

て

方

ず

が

あ

り

、

共

謀

座

に

扉

を

吊

込

ん

だ

と

と

ろ

が

よ

く

判

る

で

あ

ら

う

。

扉

は

裏

に

だ

け

桟

を

打

ち

、

表

は

板

だ

け

見

え

て

ゐ

る

。

だ

か

ら

と

れ

は

根

唐

戸

の

部

類

に

入

れ

る

と

と

が

で

き

る

筈

で

あ

る

。

前

頁

の

ご

凶

と

此

闘

と

見

比

べ

る

な

ら

ば

、

本

柱

上

の

大

材

か

ら

、

門

に

直

品

川

に

で

て

ゐ

る

木

鼻

は
、

た

め

と

い

ふ

と

3

r

h

知

れ

る

o

間
早

K

装

飾

の

扉

上

の

貰

と

州

、川市

下

端

と

の

聞

が

あ

く

も

の

だ

か

ら

、

そ

と

の

聞

に

献

に

阿

品

川

な

裕

子

を

入

れ

て

あ

る

の

も

・

一必

の

方

か

ら

見

れ

ば

、

扉

の

伐

を

仰

ひ

て

存

易

に

の

り

越

え

る

の

を

防

ぐ

千

段

と

み

る

と

と

も

で

き

ゃ

う

。
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上

。

第

七

十

七

脳

段

高

院

表

門

太

鼻

:Jt 

(

附

和

七

年

二

月

十

九

日

)

下

。

第

七

+

八

圃

其

(

同

〉

同

前

一只

及

前

前

頁

に

見

え

て

ゐ

る

水

訴

を

大

き

く

し

た

の

で

、

作

す

づ

珍

印

叫

K

凪

す

と

み

ら

れ

や

う

。

京

都

附

近

で

類

例

を

求

む

れ

ば

、

犬

徳

寺

唐

門

の

大

瓶

十

泉

の

結

綿

で

、

あ

れ

は

下

を

向

い

て

ゐ

る

が

、

鼻

が

可

友

り

U

K

く

、

あ

れ

が

般

を

向

き

前

肢

を

揃

え

る

と

と

れ

に

友

る

川

能

性

が

あ

る

。

剛

方

北

ハ

桃

山

だ

か

ら

似

て

ゐ

る

の

で

あ

ら

う

。

下

闘

に

於

い

て

は

、

本

荘

の

制

く

友

る

と

と

ろ

か

ら

で

て

ゐ

る

紫

州

梁

は

、

控

位

上

部

の

軒

桁

を

つ

な

い

で

ゐ

る

と

と

が

、

よ

く

現

は

れ

て

ゐ

る

(

右

端

上

方

)ο
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第七十九園 同本柱貫主中央墓股二種 Ｈ 目白 羽 ｬ じ ｾ ｆ 二 月 ｪＭｽ ｌ 臼 〉

本位の上の方 lて買を通し，杭頭 l亡は.'1¥1 梁を架波 しであるが -- .. ｾ ［ じ 十 川・七ト五・七 ｉ Ｍ ［ Ｇ ［ Ａｩ ｩ ， ｬ ｬ 参

ｽＡ ｾ ｾ 一 一 共問が可 な り あいてゐる か ら， 後 ろから扉の筏を イ ヰ っ て ｫ る か， 或は表 から抑 Ｚ 了Ｎ ｾと か け

て 此 ｩＧｉ まで 達 すれ ば，終坊に ｴｦｬ ，入 ができる 。 だから 共 ｩＧｉ の Ｇ ＱＢ 州 乙 核部 ｴｪ ｾ ｈ ， Ｚｦ Ｂ ｦ 受と し て大 必 股を

泣 いた雨方の所 lと，たてに ある 間 隔 に 割合 IC志向い木を 1mをあ けて ｾ Ｚ ｉｭ＠ ｾ＠ ｾ ｦｉ くに並ぺ たの

は，装 飾 と用心 とを粂ねたのかも 全11れね。既に第七十λ |品|の併，i党に書いた通 り， 扉の :)J の伎を

イ取はれば，容 易にのり越し得 るからでdうるo f1f二しながら 事賓の り越す とすれば，袖塀の屋根を

越した方が柴か も9: 11れぬが，あけM: しも 密だから ，先づとんな守Ji .にしたので、あら う。

此大基股 の 意匠は 拘 ｬ 亡 耐白い 。 耐と 砲 と はめで・たい到 ｾ ｬ 勿 ， 仰は千年・ Ｑ 匝 は 高 ｉ， ｉ ｾ と ， 此 時分師 ｩ 亡

いってゐたか どう か知らねが ，どうも雌かにめで・たいも のとしてクけ たらしく， それに松 と竹

とを配 したので，いつ もかく通り ，松竹梅と揃ふのには ， まだ少 し許 り早いから，それで払が

i決けて ゐる ので &ら うと ，fJ} .ふ。

然るに共謀は ，第八十一1;心|の如l く. ＭＧ Ｍ Ｎ ｉ ｃ 雲 と月下に浪と兎を ｾｩＱ 形 の愉 ん Ｑ Ｑ ［ に入れてあ る。 此 悲

目立は表 面は 単にほ りしづめただけで. <り 弘いてはないが， <り tt i : きの意味をよく去 し，謀は

板 i乙してる るが，か ういふ取扱方は珍 らしいと 思ふ。大械はど ちらかji -- ー方で・3 板なら 板，考IJ

放な ら寺IJ 波と きまったも のである 。



〈日月 初l ヒ年二 月 l 九日 〉性高院表門主孟実上中央大墓股正面第 八 十 図

川

口

凶

h

t

ハ

議

室

長

骨

骨

U

E

前|副の基目立をと 疋聞からみたもの o :1i  _ I 二の向・左ー下 の *・右ー下の竹・左上の松とに詫宣せよ 。 つまり 211はゆるめで，.tcv、ものをほ ったので・あ る。大きく

て今は白色だから，上の力でも割合 iと l司立ってゐる 。



〈附和l 七年二月 一f 九日〉同裏面第八十一圃

板悲IJ 立の '1' 央l亡lμ l く菊花等をだしたのは此 ｾ ｾｉｊｉ 予の ｾ ｉ 'i とほって②る。下 IL?良l亡兎・上に峯 l亡nを，ｾｉｊ リとを ｾｾｉ く ｼ日ｼ め，巣市 ｩ の方はｻ長 ｩｩ ，ｾ 股 ｉ ｃ しであり，

また浪 lζ 兎は闘 J))( 寺( 三ヲI:;，n金 堂 の 基!肢のー に あ

それは首然といへる ，

桃山か らy 1: 戸にかけて他 l亡がI} もある。f f i . lll J 時代と認められる石町7起の火袋の! 先機I ' L )=J  I乙兎がある 。

ったと詑低するコだから此悲 IJ止にかかる佼枝がつけてあ っても，

の

ω

t

(議

室

長

支

)

匡
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上
。

下

。

第

八

十

三

園

天

井

同

r -

[i' iJ 

三

間

一

戸

製

陣

門

で

、

中

の

川

村

民

民

く

、

性

は

総

て

川

内

で

盟

問

く

冷

つ

で

あ

る

。

性

高

院

の

門

と

同

じ

く

清

洲

城

か

ら

修

位

し

た

と

い

ふ

。

大

き

な

r

巾

咋

な

も

の

で

、

如

何

に

も

峨

門

と

し

て

相

舷

し

い

。

下

刷

は

此

門

の

天

井

の

一

部

で

、

大

き

友

紫

誕

の

上

K

J

以

来

を

五

て

、

仙

制

服

肘

木

を

・含

ま

せ

て

天

井

川

山

後

乞

文

へ

.

竿

作

仰

天

井

を

は

っ

た

と

と

ろ

を

見

せ

た

の

で

、

首

初

か

ら

と

し

て

も

い

い

や

う

で

あ

る

。
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上。第八十四圏 同西菱 ( 昭和七年 一 日四日〉

下。第八十五圃 同部分 〔同〉

上|品iは殆んど西妻全部( 束事E同断) ，下| 耐は共一部で主として大瓶J - l - [ をみせたつもりである 。

東側はi拾地が友いが， pq側tては築山のやうな ものがるり，夕方日がーばい古ってゐ るとき，そ

と〈張れば存易 ｬ て窮民はとれ る 。 新しいのに大瓶東は向 ｬ 亡ょくできて ｽ＿ｦ り，結車 Ｚｩｾ 等 も 作ってい

ってく つつけた様では な く， 古式を祢びて，京の終りが自然 K かうなったゃう であり，また破

風奔みの侮鉢懸魚、もよく調和が とれ，如何にも堂堂として，よ〈 泊 してゐる貼f ' L it 意せよ。
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第八十六園 高岳 院本門木鼻 ( 1Ii'{和 ヒ年 一月四日 〕

此は第八卜了:II i，; 1， i [ 問 中央出入口の i!qj!!lj 即ち向 って左手の大きな 四ftJ な杭の卜. のとと ろを，

I"J を入ってから みたもの である 3 つま り此阿 f( Jな杭から腕木が水平 lとで・て，共」二にある間隔 IC

料が二 つ采 り，ｾ七千平 で給機Ｉ ＱＭＱ本 一 白 Ａ卜 ｪ 木 の 様な ［Ｚ｟ ｩ￭ い同 ｪＨｊ な Ｉｊ ・ ｪ 木 一 一ー を支へ，更にｾｊ，Ｚ Ｉｈ 木で大

きな梁を支へてゐるが .D[: 大きな梁は本キ l' と持キl'卜J 亡のれ る桁 とを連絡してゐるもので. l 1 i J I首IfC

見 えてゐる二つの大拘束のうち ，下の方のは 即 ちとの梁の上にのってゐ るので ，此j ，' i: ; j の左上方

Ic JTt Il v、rll l線が少 し見えてゐ ζ のが則lち此である 。

勿論時代が新しいのだ から ，木却の1111級王与は大 して締りがな くー従て形はよくない o fJf しな

がら此木拘は 扉の忠 商 の方 ｬ 亡 も川 て ， 短いから 一 つだが同じ様に 材 を沿き，共 上 の梁のｾ， ｜Ｎ の延

び、たととろを受けてゐる 。木村: の上民営るととろには，それだからやはり大瓶京が主主いであ る。

さうして妻 ｬ 亡 』 さいては，此等 二 つの 大 瓶 ｷ の ｬ 二 ｬ 亡初 Ｑ Ｑ 切と腐 と あるｾＡｲＺ梁をのせ ， ｾｾｲ ｬＧ 央 ｬ て大きな

板去1J:tが4むいてあるとと，第八卜問 li i:;i K 於いてみる がf.i/l くであるム

要ーするに此 ｛Ｂ ｊ は木容 ｉｊ 太Ｈ，料棋 ｾｬＺ 他 建築彫刻のｔｩ ｊ ひ方も亦特列、で，城郭建築の 一 部として紋

も相感しいも のであ る。同質に指定 された最初のものださ うで，れ1) 1乙nr J i . 1' J 建築である P
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。

第

八

十

七

圏

観

音

塔

婆

全

形

(

川

町

利

七

年

一

月

例

H

U

下

。

第

八

十

八

圏

陶

部

来

迎

柱

上

料

税

同

〔

同

)

多

賀

け品川

が

可

な

り

深

山

で

、

少

し

鼻

に

つ

い

て

き

た

か

も

知

れ

ぬ

が

、

此

は

初

京

中

の

間

が

特

に

開

く

、

材

桝

川

和

、

料

棋

問

中

央

官接

股

左

'石

川

材

束

。

上

暦

橡

勾

欄

は

、

機

が

凶

い

か

ら

従

て

勾

欄

も

附

く

、

従

て

初

め

も

終

り

も

な

い

の

が

地

H
m
で

あ

ろ

の

に

、

此

は

北

ハ
注

中

に

究

珠

杭

が

た

て

て

る

る

貼

が

普

通

と

縫

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る
。

そ

れ

か

ら

村

耕

は

下

肘

和

様

上

居

庇

様

、

従

て

附

木

も

上

庇

下

和
。

そ

れ

で

あ

る

の

に

勾

欄

脱

制

は

和

様

と

い

っ

た

椋

な

折

衷

桜

で

あ

る

。

初

京

内

部

は

下

川

の

如

く

来

迎

桂

は

刷

。

柱

上

叫

刊

耕

刷

の

如

く

唐

様

山

内

制

で

特

殊

な

り

。

下

居

校

六

寸

問

分

角

の

耐

八

分

、

比

例

1

一
日

。

4

申

書

コ

2

3叩



∞
凶

t

(殺

を

E

民

主

)

E



上

。

第

九

十

回

同

側

面

一

部

ハ

川

明

利

r
年

一

月

五

日

〉
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現

花

で

と

そ

此

建

物

の

側

削

は

、

か

く

以

派

に

で

き

て

ゐ

る

が

、

修

理

前

の

沼

尻

で

み

る

と

、

ま

る

で

何

に

も

友

く

な

っ

て

ゐ

た

の

で

、

よ

く

と

の

様

に

推

定

復

阪

が

で

き

た

も

の

と

、

敬

服

に

た

え

ぬ

次

第

で

る

る

o

屋

根

が

と

れ

て

し

ま

っ

て

仮

出

根

で

は

、

全

く

み

る

影

も

な

い

。

古

枇

寺

修

理

の

有

難

さ

は

こ

と

に

る

る

。

第

二

十

凶

乃

至

第

三

十

一

一

凶

に

か

い

た

定

光

寺

本

堂

等

も

、

半

く

か

う

い

ふ

風

に

修

理

さ

れ

る

事

を

希

山

ー

す

る

J

併

し

な

が

ら

、

安

の

苗

懸

命

…
と

知

腕

の

材

木

の

川

ト

々

に

つ

い

て

は

、

多

少

の

必

見

が

あ

る

。

即

ち

私

は

主

川

時

代

に

は

ま

だ

と

の

椋

に

ま

で

友

っ

て

ゐ

友

か

っ

た

ら

う

と

思

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

ー:ター

‘ ・

下

。

第

九

十

一

園

同

脇

塩

側

面

(

昭

和

七

年

一

月

五

日

)

此

は

脇

壇

を

外

部

か

ら

み

た

と

と

ろ

で

、

特

叫

仰

の

形

を

し

て

ゐ

る

海

老

虹

梁

を

畿

分

大

き

く

見

せ

る

た

め

と

、

鎚

破

風

を

用

ひ

て

、

此

部

分

へ

屋

根

を

か

け

、

後

一由

同

脇

聞

か

ら

失

出

せ

し

め

た

嬰

っ

た

構

治

法

を

採

用

し

て

ゐ

る

と

と

ろ

を

見

B

ぜ

た

の

で

あ

る

。

ゆ

-

本

荘

か

ら

海

老

虹

梁

を

だ

す

場

合

K

は

、

普

通

友

ら

挿

肘

木

を

だ

し

、

科

を

一

つ

の

せ

‘

そ

れ

で

袖

切

の

と

と

ろ

を

受

け

さ

せ

る

の

で

あ

る

が

、

と

れ

は

虹

誕

の

下

端

に

縮

様

を

く

り

だ

し

‘

そ

れ

で

受

け

て

ゐ

る

如

く

に

見

せ

て

ゐ

る

の

で
、

硝

創

的

意

匠

と

い

へ

る

と

思

ふ

。
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上。第 九十二国 天恩寺(勢殿内部材桃 (  Il ij 和ヒ年 一月五日 〕

下 。第 九十三園 同 * 迎柱上材桃 ( ffi ] )  

内部)，! ; ] ]主1は科棋が出総lの詰組で， i回目、j 木鉄天井組惨を支へて ゐるほか，あとはーi白iの卒たい鏡天井

で五組さ っぽ りしてゐ るC 一居平たければ平たいで，Wli も何 もない 方がいいと思ふ。

下回は銅剣官後方，来迎』上上の ととろ のゐさ まりで，iJ良!'{ f Z:: 大きな 木鼻を附け たのがr .m方lてでてゐ

るだけで， 主主倫を) 羽 ひて ない。 さうして大併から 45

0

，こ)H-+: をだして鬼析を のせ， f古I隅行に 一極のく

り)1去をもった木鼻をだして ゐるが，い ろいろ呉な った彫刻を共 r耐につけてある 。共他三科を抗組 IZ:: し

て」 二部をうまくおさめてゐる Ｎｴ �Ｎ 闘の ｾ ｮ し 。
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第

九

十

四

国

同

右

脇

暗

唱

部

分

〈

昭

和

七

年

一

月

五

日

)

世

間

九

十

五

圃

同

左

脇

岨

唱

郷

分

(

下

に

立

て

る

は

曲

尺

の

約

五

寸

ハ
ム
ハ

吋

)

・

同

〉

悌

殿

北

ハ

物

の

料

棋

は

出

利

だ

の

に

、

脇

壇

の

は

も

っ

と

込

み

入

っ

て

二

手

先

陀

友

っ

て

ゐ

る

。

共

上

の

「

謡

角

」

は

相

不

鐙

懸

魚

を

逆

に

し

た

ゃ

う

で

あ

る

が

、

ほ

り

込

み

が

桜

く

濃

い

か

ら

.

ど

う

も

目

立

た

友

い

。

第

八

凶

に

掲

げ

た

永

保

寺

閉

山

堂

合

の

聞

の

の

様

に

、

は

っ

き

り

と

う

ち

抜

い

た

方

が

明

瞭

で

よ

か

ら

う

。

飛

甘

以

v

r

一
頭

れ

と

の

問

、

欄

聞

と

い

っ

て

も

よ

か

ら

う

が

、

そ

と

の

透

彫

は

上

が

越

唐

草

で

下

は

牡

丹

唐

革

、

と

ん

友

と

と

ろ

で

依

り

策

の

つ

く

人

は

専

門

家

以

外

に

さ

う

大

し

て

友

か

ら

う

に

、

か

う

や

っ

て

鐙

化

を

求

め
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上。第九十六圏 天恩寺嶋殿須靖!I 正面 t 昭和七年一月五日〉

下。第九十七圏 同 一部 ( 同〉

(  1  ＱＢ ， Ｑ 境上 Ｇ ｉＧ ｾ に立 て る は仙 尺 の 約五寸 Ｈ六 ｈ ナＮ FI 湖繰 形 1ょに平たくある は IUI 尺 の約 ー尺 ( - ! lR)) 

上ｼ酋ｼは 須 ｾＡￍ｛ ￭ 壇正面の 全 形で ， 先づとれなら唐様の典型的の型といへる。第Ｑｹ十二闘 の ＧＱ Ｇ ＱＺ海寺の は，

i二一下繰形のIIrJ I亡; 格狭間の入る徐地があり ，そとにそれが入ってゐたか ら， 折 衷様であるが，と の場合

は聞も狭く，そとには雨端 f ok 母の犠主主的iが入れてある 。

此 ｦｬＱＱ はＺＱＱ［ Ｇ ｾ の 虫 ｦｉ く下に ｲ Ｏｊｬ ｰ J があ り，上-Ftc 同じ;憾な くり形を繰返してゐる 。「ギリ シヤ」あたりの古典

建築 l亡nJ ひられた「フヰレツト」と「ーリイマ ・レ クタ」のfxなものとが上 F fL 三つもくり返されてゐるの

だから，大概禅山である 聞の羽 目板の雨端に入れてるる飾りは，とれをたてるとグコクラゲの様で

あるが，京都市東rp高寺の建物等 に用ひられてゐる-lllf 魚、の鰭等K あるととろの，天竺様本鼻を 二つ続け

? と株友もので，此時代にと の様主主 JI去は官; 然あ り得る 。勾 欄1'1: (:F_ 

意 せよ 。 此 Ｉ ｉ ｾ はｾ 欄 の地 ｲｾｆｆ 桁聞にも入れてある 。
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箆

九

+

八

圏

下

。

同

正

閏

勾

欄

詳

細

(

附

和

L

年

一

月

一点

目

)

第

九

+

九

出

上

。

￮ ｾ＠
4主

(

川

)

同

(

上

下

回

共

貌

柱

の

右

に

カ

て

る

は

州

尺

内

約

出

寸

(

六

吋

〉

〉

下

川

は

勾

欄

だ

け

を

大

き

く
一

円
心

し

た

の

で

親

什

れ

の

途

中

に

二

つ

あ

る

遇

制

に

あ

た

る

取

の

上

部

の

梨

を

斜

に

み

た

と

と

ろ

が

山

っ

て

ゐ

る

か

ら

、

そ

の

奥

行

も

と

れ

で

わ

か

る

し

.

親

杭

の

鵠

浪

も

、

前

一只

の

刷

よ

り

い

く

ら

か

よ

く

判

る

で

あ

ら

う

。

い

ろ

い

ろ

経

っ

て

ゐ

て

英

だ

商

白

い

の

で

あ

る
。

上

附

は

判

例
什
れ

だ

け

を

ム

へ

き

く

見

せ

た

の

で

、

殆

ん

ど

他

に

知

例

の

な

い

形

式

の

も

の

を

、

で

き

る

だ

け

大

き

く

し

た

の

で

あ

る

。

杭

の

上

の

方

が

自

然

に

制

く

な

り

、

組

花

と

は

思

へ

ぬ

椋

な

長

い

背

が

上

を

向

い

て

ゐ

る

。

庫

川

烏

鯨

制

戸

川

所

有

向

上

寺

三

京

外
H

初

章

一
須

崎

壇

勾

欄

の

親

杭

と

共

に

.

珍

ら

し

い

与

の

一

町

で

あ

ら

う
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上

。

第

百

国

天

恩

寺

備

殿

須

漏

坦

側

面

通

柿

詳

細

ハ

'

勾

欄

に

沿

ひ

て

立

て

る

は

m
u八

の

約

五

寸

2

ハ

吋

〉

・

昭

和

七

年

一

目

玉

日

〉

下

。

第

百

O

一

圏

須

漏

壇

背

面

下

部

温

子

一

部

(

附

利

じ

年

一

月

五

日

同

上

同

は

第

九

十

六

・

第

九

十

九

州

等

に

小

さ

く

見

え

て

ゐ

る

勾

欄

の

通

柵

を

大

き

く

し

た

も

の

で

、

元

来

唐

様

の

は

蓮

葉

で

る

る

べ

き

の

が

、

と

の

場

合

に

於

い

て

は

、

全

惜

が

業

に

な

っ

て

し

ま

っ

て

の

る

。

而

も

北

ハ

葉

は

牡

丹

と

賀

補

花

の

挺

と

の

問

杭

の

と

と

ろ

で

、

徐

利

付

従

っ

た

珍

ら

し

い

も

の

で

、

此

場

合

に

は

買

珠

枝

上

の

飾

が

花

で

、

と

れ

が

葉

の

つ

も

り

で

あ

ら

う

。

下

聞

は

須

揃

盟

下

の

通

風

-を

よ

く

す

る

の

と

装

飾

ぞ

粂

ね

た

も

の

で

、

巣

し

て

般

初

か

ら

此

通

り

で

あ

っ

た

の

友

ら

、

此

亦

珍

ら

し

い

も

の

中

一

と

考

へ

ら

れ

る

。
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第百0 二圃 天恩寺山門金景 〈昭和ヒ年一月五日〉

ll t は山門と いふ名で登録 されてゐるが， 基肢の くるべきととろに大瓶束が立ってゐる禦I諸門といっ

7とやうな，可たり間白くできてゐるものである 。ただ屋根の陵瓦立が少しく気になる ので， とれ さへ

どうかなって ゐたら 月l分は ある まい。どとかで私は高麗門である様にかし、たものを見たやうに思ふが

私共はかういふ形式のは高麗門 とは言は友 い口高麗門は本杭上 l亡切妻iliの屋根をかけ ，控位上には本

屋 よ り少しく下 i亡夫れ と直角 tc . 小 さい犀棋をかけたもので，つ まり上から見れ ばt来が「円」の如 くな ，

ってゐるのをいふhf:1亡心1写てゐる ，

此窮民 lと於いて， 左方 lこ見えて ゐるのは併般の左側聞で，後え l亡見えてゐるのは本堂である。つ ま

り門は境内の殆んどまん，1
1に建って ゐる ので，あっても無くてもいい所にある だからどうせ初めか

らととにあったので はなく， 他所 !J . ら移したのか も知tl ぬ。

斯る小型の門である が，構造及び細部の手法は頗る面白く ，腕木があ った り大瓶点がるったり ，叉

左右商で彫刻をと異にせる手挟を Ji j ひたり，先端に木鼻式の給桜ーをつけ た疎極を並べたり ，いろいろ興

味のあるととろが多い。 その詳細は以下の四両II' C掲げて併設 を附しておく 。
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上

。

第

百

O

三

園

天

思

寺

山

門

正

面

腕

木

及

手

挟

外

側

(

昭

和

七

年

一

月

五

日

)

此

は

本

什

れ

の

上

の

外

の

方

に

刷

っ

た

と

と

ろ

、

即

ち

本

抗

上

及

冠

水

上

か

ら

、

正

耐

の

方

に

で

た

腕

木

と

、

北

川
上

の

三

科

汲

子

挑

を

見

せ

た

も

の

で

あ

る

。

ま

と

と

に

耐

向

い

制

方

を

し

た

も

の

で

、

上

の

腕

木

の

上

に

川

本

を

'

U
品

川

K

利

ん

だ

三

科

を

ゐ

き

、

軒

桁

と

手

扶

と

を

支

へ

し

め

た

と

と

ろ

は

、

削

る

手

際

が

よ

ろ

し

い

。

乎

扶

も

外

耐

と

内

耐

と

彫

刻

が

ω
引

な

り

、

外

耐

の

方

は

此

羽

目

に

見

え

て

ゐ

る

如

く

簡

単

で

あ

る

o

下

。

第

百

O

四

国

(

同

年

同

月

同

日

〉

同

妻

大

瓶

束

上

附

の

上

の

腕

木

は

、

丁

度

枯

れ

の

両

日

の

延

び

た

も

の

で

②

る

。

即

ち

下

刷

で

い

へ

ば

ド

の

方

に

見

え

て

ゐ

る

水

平

材

で

あ

る

が

、

北

ハ

巾

央

部

氏

納

枝

川

本

を

ひ

っ

く

り

返

し

た

様

な

も

の

を

世

き

、

共

上

に

大

瓶

点

を

立

て

、

そ

れ

の

上

の

=一

科

で

化

粧

棟

木

を

交

け

さ

し

て

あ

る

と

と

刷

の

如

し

。

大

湖

東

下

部

の

手

法

は

、

奈

良

東

大

寺

大

湯

原

の

背

耐

萎

の

M
.

梁

上

の

夫

れ

の

如

く

で

、

中

川

頃

に

行

は

れ

た

一

千

法

で

る

る

と

い

へ

や

う

。



， ｾ＠ ( 特月IJ 附去最) ""'  6 7  

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2・・・・・・・・・・・・・・z・・・・・・・・2 ・・・膏・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 ・・・・... .....................11.. ・・・・E・・・・・・・・・・・・・

上。第'百0 五園 同正面ー部 昭平日し年一月王子.日〉

下。. 百O六圃向背面手挟内側 ( 同 〉

上 Ｑ ｓＢｬ￭ Ｑ は正 面Ｎ粁 を全 惜 ｬ 乙見た も ので ， ｴｦ ｾ 130三闘に で・てゐる 下の腕木は右上に見え てゐ る。

だから日ｊｔｴ 中 央のは右 ｦｊ Ａｴ ｊ 削 除桂頭 ｊ ｔ の先の腕 イ ミで ， 共手以 ｦｦｬｬ ｊ ｬ￮Ｇ￭ ｩ の 彫 刻は 下 Ｑ ［Ｆ Ｑ のと 同 じ ｾ ｆ が

看取できゃう。 即ち内面は若葉，外 fff iは渦xをつけた ものだといふととが判 る。

下|笛|は第百O 四|函lのつづきで，大瓶東 下の木j干の右端が此闘の左端に見え ，佐佐上:tと三

材 をのせて手扶を 3なき ，内面 K は若葉を刻み，叉控tt 聞には上部 l亡虫 l 梁を架波 しで あると

とがよく女11れるであらう。総て疎極木舞裏の駄に注意せ よ。
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笥

盲

O

七

圃

知

立

軸

牌

枇

塔

婆

窪

望

へ

昭

和

七

年

二

月

十

九

日

V

本

年

一

ド

五

日

と

二

対

十

九

日

と

、

二

度

此

利

一

枇

に

参

列

し

た

が

、

境

内

は

い

つ

も

美

し

く

掃

除

が

行

制

き

.

居

の

間

か

ら

、

名

究

広
H

の

眺

め

は

‘

一

九

州

特

別

の

感

を

興

へ

や

K

は

沿

か

友

い

。

前

び

ろ

と

し

て

如

何

に

も

心

地

が

い

い

。

叫

怖

に

古

式

の

烏
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下

。

第

百

O

九

圃

同

初

霊

隅

叫

何

枚

上

闘

の

限

に

最

も

近

い

問

を

大

き

く

窮

し

た

も

の

o

此

位

大

き

く

す

る

と

.

沼

尻

の

上

で

も

木

材

の

あ

ら

び

方

で

後

柿

の

と

と

ろ

が

判

る

で

あ

ら

う

。

水

品

の

-

っ

ち

、

殊

に

頭

立

の

鼻

が

の

び

だ

し

す

ぎ

て

.

長

す

ぎ

て

形

が

よ

く

な

い

所

や

、

各

科

が

長

手

で

.

木

口

の

一帆

が

一

剖

減

ど

と

ろ

で

友

い

乙

と

が

よ

く

見

え

る

で

あ

ら

う

。

中

を

材

が

思

っ

た

よ

り

長

い

の

は
、

室

町

時

代

に

間

間

あ

る

手

法

で

、

と

と

ば

か

り

で

は

た

い

が

、

す

べ

て

と

の

制

部

は

拘

に

よ

く

室

町

時

代

の

犠

式

を

稜

持

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

上

。

第

百

O

八

回

間

金

景

(

昭

和

七

年

二

月

十

九

日

)

修

理

後

は

正

正

堂

堂

と

、

此

附

近

稀

れ

に

見

る

と

と

ろ

の

い

い

形

の

多

資

比

u

k

復

原

し

て

あ

る

と

と

.

此

凶

を

み

て

知

る

ぺ

し

ν

此

位

に

ひ

ど

〈

な

っ

て

ゐ

る

と

・

修

理

の

際

K

閉

山

ふ

存

分

い

い

形

に

つ

く

り

上

げ

る

事

が

で

き

る

か

ら

反

て

始

末

に

よ

ろ

し

い
口

此

も

亦

、

E

而

同

協

の

問

に

申

回

一

辿

子

が

入

っ

て

ゐ

る

だ

け

で

あ

と

は

総

て

何

位

、

出

入

口

も

正

面

中

止

へ
の

聞

だ

け

。

下

居

方

桂

一

也

六

寸

九

分

五

底

、

商

見

付

八

分

五

康

、

共

比

約

1

E

。

永

正

ハ

年

の

再

建

と

停

ふ

る

が

、

共

位

で

よ

さ

さ

ろ

で

る

る
。

(

問

)
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上

第

百

十

回

地

立

紬

仲

枇

塔

婆

初

重

内

稼

天

弁

祖

(

昭

和

中

九

年

二

月

十

九

日

〉

来

辺

住

上

料

械

第

百

十

一

園

下

。

ハ

同

)

同

(

大

叫

円

上

に

す

一
て

る

は

曲

尺

の

約

五

寸

三

ハ

吋

U

上

凶

は

須

嶋

一

型

裂

か

ら

天

井

の

一

部

を

み

た

と

と

ろ

で

側

位

上

大

和

よ

り

肘

木

を

だ

し

て

材

を

ι

お

き

、

共

叫

刊

で

泊

肘

木

日

米

天

井

廻

縁

を

支

へ

、

あ

と

は

簡

の

鈍

天

井

を

は

つ

で

あ

る

が

、

此

天

井

は

全

部

後

納

で

あ

る

。

側

粧

が

総

て

大

耐

取

の

角

粧

で

あ

る

の

に

、

下

回

の

来

迎

柱

は

市

川

椋

の

闘

技

で

、

頭

政

も

木

山
県

も

、

北八

K

其

線

式

手

法

を

よ

く

現

し

、

ま

た

第

百

O

九

刷

の

如

く

、

初

章

一-
内

外

北

ハ

科

棋

和

秘

で

る

る

の

に

、

と

れ

が

総

て

唐
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上
。

第

百

十

二

園

甚

目

寺

南

大

門

正

面

(

昭

和

七

年

二

月

二

十

日

〉

下

。

第

百

+

一

ニ

圃

側

面

〈

同

〉

同

ニ

間

一

戸

の

楼

門

は

、

ど

と

に

あ

っ

て

も

此

形

で

、

き

ま

わ

き

っ

た

も

の

で

あ

る

d

だ

か

ら

徐

程

縫

っ

た

訟

匠

で

な

い

限

り

、

ど

う

も

私

に

は

さ

う

珍

ら

し

い

と

も

思

へ

ぬ

し

よ

く

も

思

へ

な

い

。

然

る

に

此

門

は

.

中

の

間

が

特

に

民

く

・

が

耕

川

は

問

材

京

に

な

っ

て

ゐ

る

が

、

其

束

が

中

の

間

ア

」

、

上

下

謄

北

ハ

二

本

づ

っ

入

っ

て

ゐ

る

の

が

n
立

つ

。

尤

も

か

か

る

手

法

は

慈

附

寺

銀

聞

の

上

居

K

b

b

る

の

で

、

室

町

時

代

に

は

よ

く

川

ひ

ら

れ

た

の

か

も

知

れ

ぬ

が

、

東

に

た

る

。

一

公

判
し

後

柿

。

懸

品
川

同

断

。

上

崎

町

木

唐

枝

、

下

辰

和

様

(

給

…

)

。
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第

百

十

四

圃

甚

目

寺

南

大

門

機

下

隅

柱

上

材

桃

詳

細

(

昭

和

七

年

二

月

二

十

日

)

此

闘

は

下

唐

の

西

南

隅

の

見

上

げ

で

、

即

ち

第

百

十

二

回

の

左

端

、

第

百

十

三

岡

の

右

端

に

常

る

。

一

村

田

県

で

み

て

も

気

の

つ

く

と

と

は

.

頭

買

の

却

が

割

合

に

い

い

形

を

し

て

ゐ

る

と

と

で

、

第

斤

O

九

刷

や

第

百

十

一

闘

等

と

比

べ

て

み

れ

ば

、

遣

に

附

誌

で

は

あ

る

が

、

形

に

於

い

て

比

較

に

友

ら

ぬ

と

と

が

判

る

で

る

ら

う

。

ど

の

書

物

を

み

て

も

、

皆

建

久

七

年

の

一件

建

と

か

い

で

あ

る

が

.

上

同
府

ド
米

中

央

杭

の

南

北

泊

立

に

刑

ひ

で

あ

っ

た

棋

に

.

「

一

一土

川

は

建

久

七

年

之

進

皆

也

;

:

:

」

と

あ

っ

た

の

か

ら

で

た

の

か

、

或

は

他

に

文

書

で

も

る

っ

た

の

か

、

そ

れ

は

知

ら

な

い

。

向

ほ

上

唐

は

科

耕

三

手

先

で

、

軒

天

井

・

軒

枝

愉

を

怖

へ

て

ゐ

る

が

.

の

改

逃

と

の

事

で

あ

る

。

下

唐

は

お

甲

山

の

如

く

綿

て

和

様

だ

の

に

.

上

併

は

府

様

で

、

尾

崎

刊

は

和

紘

で

あ

る
。

と

れ

は

院

長

年

間

だ

か

ら

悲

し

上

下

唐

共

建

久

再

建

の

ま

ま

と

す

れ

ば

唐

様

の

影

山

押

が

飴

り

に

早

す

ぎ

、

少

し

く

併

離

に

苦

し

む

弐

却

で

あ

る

が

‘

後

世

の

改

築

と

す

れ

ば

共

越

は

甚

だ

始

末

に

よ

ろ

し

く

な

る

。

叉

疋

保

三

年

七

月

七

日

の

盤

世

一回

銘

に

「

:

:

:

:

・

今

度

修

理

は

大

政

岡

国

主

目

ノ

大

輪

ヨ

リ

棟

迄

チ

:

:

:

者

也

。
一

と

あ

る

が

.

大

切

の

所

が

よ

め

ぬ

。

或

は

疋

保

に

全

部

華

倫

以

上

を

か

へ

た

の

か

と

思

っ

て

、

下

か

ら

箆

山

鏡

で

み

た

が

、

ど

う

も

は

っ

き

り

判

ら

な

か

っ

た

。

今

は

と

れ

叫

に

と

ど

め

、

詳

制

は

更

に

他

日

の

好

機

令

特

っ

と

と

に

し

た

。

ゆ

っ

く

り

上

迄

登

っ

て

み

な

け

れ

ば

、

下

か

ら

で

は

駄

目

で

あ

る

u



刊〈特別附録) - 7 3

固

版

解

説

ロ
μ

与

す

ご

=

肘

-

r

v

後

の

以

上

私

は

岐

阜

愛

知

二

腕

下

の

園

賀

及

非

開

賢

建

築

に

就

き

、

其

一

部

の

寓

異

を

掲

げ

て

、

そ

れ

に

筒

濯

な

併

設

を

つ

け

て

あ

い

仁

が

、

棟

数

は

岐

阜

で

四

、

愛

知

で

二

十

一

、

合

計

百

十

四

闘

に

及

ん

で

ゐ

る

o

名

稿

な

り

寓

異

な

り

に

つ

い

て

、

短

い

説

明

営

つ

け

仁

の

で

は

、

新

し

い

も

の

に

〔

日

本

古

美

術

案

内

〕

、

古

い

の

に

〔

日

本

古

建

築

脊

半

〕

が

あ

る

o

併

し

な

が

ら

前

者

は

殆

ん

ど

凶

な

く

、

後

者

は

一

棟

一

闘

で

而

も

全

景

又

は

一

部

分

亡

か

ら

、

間

の

上

で

は

f

解

し

に

く

い

貼

も

あ

る

の

で

、

岐

に

闘

賞

に

指

定

さ

れ

て

あ

っ

て

も

、

珍

ら

し

い

と

以

ふ

も

の

は

闘

を

依

計

入

れ

、

指

定

さ

れ

て

な

〈

と

も

重

要

と

考

へ

仁

も

の

も

同

様

に

取

扱

ひ

、

書

物

に

か

い

て

め

る

様

な

事

は

成

る

べ

〈

さ

う

い

ふ

も

の

に

譲

り

、

鈴

り

か

か

れ

て

ゐ

ぬ

様

な

こ

と

を

多

〈

か

い

て

み

に

つ

も

り

で

あ

る

o

こ

れ

r
け

の

建

築

、

そ

れ

に

つ

り

て

美

術

工

山製

品

や

例

像

等

を

拝

観

見

印

字

し

て

歩

い

仁

の

に

、

総

計

七

日

か

か

っ

仁

っ

と

い

っ

仁

と

こ

ろ

で

一

日

は

朝

か

ら

タ

迄

の

意

味

で

は

な

い

。

見

与

の

時

間

は

極

〈

短

い

の

で

二

十

分

位

か

ら

、

長

い

方

で

も

五

時

間

を

山

な

い

。

向

は

一

ケ

所

か

ら

次

へ

移

る

に

要

し

七

時

間

も

こ

の

中

に

入

っ

て

ゐ

る

o

例

へ

ば

京

都

を

羽

仁

っ

て

永

保

守

ま

で

行

く

に

は

半

日

以

上

か

か

る

，

か

、

蹄

る

時

も

同

じ

亡

か

ら

、

つ

ま

り

一

日

以

上

汽

車

で

費

し

に

こ

と

に

な

る

o

に

か

ら

七

日

か

か

っ

仁

と

い

っ

て

も

、

正

味

に

し

に

ら

知

れ

七

も

の

で

あ

る

o

か

か

る

短

時

間

に

、

寓

異

を

と

っ

仁

り

心

箆

乞

手

帳

に

控

へ

仁

り

で

き

に

の

は

、

全

〈

各

枇

寺

で

得

仁

便

宜

に

よ

っ

仁

の

で

あ

っ

仁

が

、

今

年

の

一

月

と

二

月

と

名

古

屋

方

面

を

見

皐

し

仁

際

は

、

不

闘

し

七

事

が

加

問

で

、

名

古

屋

新

聞

主

筆

小

林

柿

川

氏

と

、

愛

知

川

桝

鹿

枇

寺

兵

事

課

主

事

小

栗

錨

次

郎

氏

と

が

、

特

に

い

ろ

い

ろ

斡

旋

せ

ら

れ

仁

結

果

で

あ

る

o

即

ち

小

林

氏

は

自

動

車

で

次

か

ら

次

へ

と

導

か

れ

、

小

栗

氏

は

一

枇

寺

と

の

交

渉

に

嘗

ら

れ

仁

の

で

、

ど

こ

で

も

自

由

に

開

放

さ

れ

仁

か

ら

で

あ

つ

だ

o

阜

摘

で

出

か

け

仁

の

で

は

、

此

字

分

も

組

出

来

な

か

っ

七

こ

と

は

い

ふ

迄

も

な

い

。

初

め

の

方

に

掲

げ

だ

永

保

守

の

寓

其

は

、

友

人

岡

崎

守

蔵

氏

の

原

版

を

拝

借

し

七

の

が

多

い

o

同

氏

が

素

人

寓

異

師

と

し

て

の

技

何

は

抜

群

で

あ

る

上

に

、

機

械

は

優

等

u

聞

に

か

ら

、

で

き

だ

寓

真

に

・

申

分

の

あ

る

筈

は

な

い

o

去

る

昭

和

三

年

九

月

中

旬

、

同

好

者

難

名

と

共

に

あ

の

寺

へ

出

か

け

、

途

中

定

光

寺

へ

よ

っ

て

夕

刻

着

、

一

泊

し

て

翌

早

朝

よ

り

寓

異

に

か

か

っ

た

が

、

常

時

私

の

目

的

は

限

定

し

て

ゐ

に

の

で

、

さ

う

い

ふ

極

く

一

部

分

の

寓

異

だ

け

と

り

、

一

般

の

に

は

手

が

廻

ら

な

か

っ

七

，

か

、

そ

の

時

岡

崎

氏

の

つ

く

つ

に

優

秀

な

る

原

板

、

及

び

そ

れ

等

の

原

版

よ

り

引

伸

ば

さ

れ

七

懸

魚

と

か

手

械

と

か

い

ふ

も

の

の

寓

其

で

、

今

回

の

不

足

を

補

ふ

こ

と

が

で

き

七

o

叉

第

九

回

は

名

古

屋

市

立

工

基

準

枚

数

論

議

野

清

氏

の

寄

贈

で

、

同

校

教

諭

木

下

利

久

氏

の

撮

影

に

か

か

り

、

浅

野

氏

を

介

し

撮

影

者

の

一水

誌

を

得

て

掲

載

す

る

事

を

得

だ

の

で

あ

る

o

し

て

と

も

か

く

も

既

記

の

標

題

の

下

に

、

無

滞

一一

迎

り

記

す

こ

と

が

で

き

仁

の

で

あ

・

つ

仁

o

身

A

、
.

F

可

ノ
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刊

紙

に

右

記

の

五

氏

に

針

し

、

深

厚

な

る

謝

意

と

敬

意

と

を

表

す

。

*  

3ド

本

*  

*

 

今

岡

は

一

つ

一

つ

の

建

物

に

就

き

、

い

つ

も

の

様

に

解

訟

を

か

き

か

ね

仁

の

で

、

ま

る

で

番

帖

の

様

に

な

り

、

断

る

非

皐

術

的

の

も

の

が

で

き

上

っ

て

し

ま

っ

仁

o

こ

ん

な

も

の

で

貴

重

な

紙

面

を

ふ

注

げ

る

の

は

、

愈

不

都

令

か

も

知

れ

ぬ

，

か

、

官

制

異

は

で

き

る

仁

付

俄

計

に

と

っ

て

お

か

な

け

れ

ば

、

高

一

の

事

，

か

あ

っ

仁

と

き

、

い

く

ら

後

悔

し

て

も

及

ば

ね

の

で

あ

る

o

つ

い

此

問

(

四

一

当

時

)

焼

げ

仁

配

醐

寺

五

大

堂

の

例

で

み

て

も

、

最

早

再

び

目

の

あ

た

り

み

る

事

は

で

き

ぬ

で

は

な

い

か

o

誰

仁

っ

て

焼

け

る

の

を

待

っ

て

ゐ

る

も

の

は

な

い

が

、

物

が

木

造

で

あ

る

以

上

、

ほ

ん

の

僅

か

の

こ

と

か

ら

、

飛

ん

に

大

事

が

起

ら

ぬ

と

も

限

ら

ぬ

。

あ

の

建

物

は

私

が

山

上

へ

繋

る

仁

び

に

、

或

は

寓

其

を

と

り

、

或

は

飾

金

具

の

拓

本

を

つ

く

っ

七

り

し

て

お

い

に

い
か

、

ま

に

例

像

の

お

異

に

迄

及

ば

ら

な

か

っ

仁

o

併

し

建

築

の

主

嬰

な

る

部

分

、

殊

に

内

部

外

陣

の

抜

雑

な

る

構

造

は

、

二

ケ

所

も

三

ケ

所

も

寓

し

て

浴

い

に

が

、

あ

ん

な

事

か

ら

最

M

T

今

日

で

も

数

枚

の

「

フ

ヰ

Y

ム

」

に

、

世

に

あ

っ

仁

時

の

悌

を

偲

ぶ

の

み

で

あ

る

o

無

論

そ

ん

な

事

が

め

っ

て

は

大

盤

仁

し

、

あ

る

筈

も

め

る

ま

い

が

、

高

一

焼

け

で

も

し

仁

と

き

は

、

こ

の

う

ち

の

寓

毘

仁

っ

て

ど

の

位

ゃ

く

に

立

っ

か

剣

ら

ぬ

o

仁

か

ら

依

り

文

句

を

い

っ

て

貰

ひ

皮

〈

な

い

の

で

あ

る

o

併

設

を

讃

h

u

の

が

面

倒

な

ら

読

ま

な

い

で

も

よ

ろ

し

い

。

多

少

で

も

素

養

が

め

れ

ば

、

崎

川

仁

り

み

れ

ば

庇

に

判

る
け
一

日

仁

し

、

ま

仁

会

く

素

一

一

賓

が

な

く

と

も

、

い

い

も

の

は

就

が

み

て

も

い

い

の

に

か

ら

、

眺

め

て

ゐ

る

う

ち

に

自

然

其

よ

さ

が

了

解

で

き

て

く

る

で

あ

ら

う

o

*

*

*

*

*

 

左

に

寓

異

に

掲

げ

仁

各

建

築

及

び

美

術

及

び

工

饗

品

、

又

は

掲

げ

ぬ

の

で

も

優

秀

な

も

の

は

、

彫

刻

等

も

入

れ

て

、

後

の

見

皐

者

の

仁

め

に

住

意

す

べ

き

貼

を

一

通

り

書

い

て

お

く

o

順

序

は

や

は

り

闘

の

順

、

即

ち

私

の

見

皐

し

七

順

に

し

て

お

い

に

。

水

保

奇

岐

阜

収

可

児

郡

山

卦

同

町

長

瀬

閉

山

小

川

上

。

•••• ¥

ア

じ

ノ

7

と

は

「

相

の

問

」

・

「

合

の

問

」

等

と

か

く

が

、

ほ

ん

と

う

は

「

川

の

間

」

即

/

会

形

及

細

部

。

磁

堂

懸

魚

。

窓

o

A

口
の

日

の

反

返

立

て

:

・

・

)

一

此

に

第

五

日

4
4

2

H

/ち

ア

ヒ

ダ

ノ

川

と

い

ふ

意

味

か

も

知

れ

ぬ

。

と

ζ

で

は

「

A

H

」

の

字

を

あ

て

て

お

い

た

K

闘

の

解

説

に

ほ

ん

の

一

行

亡

が

書

い

仁

様

に

、

蹴

堂

の

懸

魚

は

全

く

特

殊

で

、

除

粍

襲

っ

て

ゐ

る

o

見

抜

が

悪

か

つ

に

か

も

知

ら

ぬ

が

、

右

側

の

も

の

に

古

い

の

が

二

?

ば

か

り

あ

り

、

且

つ

鰭

も

よ

か

っ

仁

と

記

憶

し

て

ゐ

る

o

め

の

闘

の

は

、

て

か

ら

丁

度

古

い

と

こ

ろ

が

で

て

ゐ

る

の

で

あ

る

o

此

所

に

柿

入

し

仁

凸

版

の

闘

は

、

丁

度

第

五

回

左

下

に

見

え

て

ゐ

る

降

懸

魚

で

、

め

の

お

異

版

に

は

先

き

が

き

れ

て

ゐ

る

，

か

、

あ

れ

は

製

版

屋

が

け

し

か

ら

ん

の

で

、

原

稿

に

は

七

し

か

に

仁

し

て

お

い

仁

ど

こ

ろ

で

は

な

く

、

ま

に

下

が

二

分

科

除

っ

て

ゐ

七

の

に

、

勝

手

に

あ

の

様

に

し

て

し

ま

っ

仁

仁

め

、

筆

者

の

意

志

一

迎

り

の

も

の

が

で

き

な

か

っ

に

の

は

法

、

憾

で

め

る

o

大

事

な

と

こ

ろ

を

切

っ

て

し

ま

っ

仁

の

で

め

る

。

此

懸

魚

の

摺

本

に

‘

断

而

が

入

れ

て

な

か

つ

に

も

の

.

仁

か

ら

、

そ

れ

か

ら

作

つ

に

凶

に

も

、

川

様

の

仙

川

貼

が

め

る

o

の

み

な

ら
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官

鰭

裏

一

@

00 '  

ｾ ｾ一二

ι
i

l

d

M

 

一

宋

保

寺

関

山

山

守

一

躍

主

わ

ん

明

@

降

嘩

佐
伯
…

需

E

室

長

よ

り

製

園

・
⑧

主

結

裏

一

宮

O

主

T

F

鯖

の

裏

一

宮

ぱ、

事

賓

ぱ

方

的

抗

性

」

友

君

入

品

↓

Q

の

で

一

切

る

小

見

日

明

い

服

に

待

い

裏

返

一ぱ

に

わ

い

て

か

い

た

の

セ

問

弓

札

一町

L

7

4

4

竿

一
川
見

u

h

u

今

椙

本

十

九

五

抜

零

す

ｉｾ＠

O '  

。R
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観

音

堂

。

十

上

に

つ

け

て

あ

る

五

葉

(

旧

調

町

一

軒

サ

ト

何

時

一

L
肝

心

伏

広

い

功

一

硝

ね

時

一

山

崎

↑

創

立

災

叫

ん

山

v

d

M

叩

去

搬

出

次

)

も

す

っ

て

な

か

っ

仁

仁

め

そ

れ

も

亦

ね

い

て

了

ふ

よ

り

仕

方

が

な

く

な

つ

に

。

そ

れ

か

ら

厚

み

も

か

い

て

な

い

。

併

し

こ

れ

等

は

今

の

ま

に

合

は

ぬ

の

仁

か

ち

他

日

好

械

を

得

仁

と

き

か

き

直

す

つ

も

り

で

ゐ

る

。

か

〈

不

完

全

ピ

け

れ

ど

も

懸

魚

其

物

と

鰭

と

の

形

は

よ

く

判

る

で

あ

ら

う

。

此

懸

魚

も

鰭

も

、

常

初

の

も

の

ら

し

い

が

、

果

し

て

き

う

な

ら

随

砂

形

式

が

襲

っ

て

ゐ

る

o

先

つ

第

一

に

其

面

に

で

き

て

ゐ

る

カ

ブ

ラ

ゲ

ギ

ヨ

多

〈

の

線

に

注

意

せ

よ

o

こ

れ

が

桃

山

以

降

大

に

流

行

し

仁

謂

は

ゆ

る

高

懸

魚

の

原

型

で

は

あ

る

ま

い

か

と

思

ふ

o

原

型

と

い

へ

な

い

迄

も

、

少

な

く

と

も

千

篇

一

律

の

猪

目

懸

魚

で

行

づ

ま

り

、

困

っ

て

ゐ

仁

際

、

こ

れ

て

け

唐

様

の

濃

厚

な

、

純

庇

様

と

い

っ

て

も

い

い

位

な

と

こ

ろ

へ

板

慕

股

を

う

ま

く

臆

用

し

仁

様

な

頭

の

い

い

建

築

家

は

、

懸

魚

の

で

き

に

元

の

忍

冬

時

代

に

反

つ

七

次

第

で

も

あ

る

ま

い

が

、

固

で

み

る

如

〈

一

知

よ

り

曲

線

形

に

放

射

せ

る

線

を

以

て

そ

の

商

に

幾

分

の

鑓

化

を

典

へ

仁

.

か

、

仁

て

そ

れ

行

け

で

は

直

別

が

つ

か

ぬ

か

ら

、

一

方

の

肉

営

薄

く

削

ぎ

と

り

、

そ

こ

に

い

く

ら

か

の

設

を

つ

け

仁

o

こ

れ

が

首

懸

魚

に

な

っ

仁

と

考

へ

る

の

は

あ

な

が

ち

無

稽

で

も

あ

る

ま

い

。

さ

う

し

て

此

は

引

抜

蓑

股

程

流

行

せ

十

に

室

町

時

代

を

通

り

、

次

の

桃

山

へ

き

て

大

に

は

や

り

七

し

七

の

で

あ

ら

う

o

中

央

の

猪

自

の

と

こ

ろ

へ

総

て

の

曲

線

が

集

ま

っ

て

く

れ

ば

、

例

へ

ば

京

都

市

豊

岡

紳

枇

唐

門

の

夫

れ

と

同

じ

に

な

る

筈

で

あ

る

o

・次

は

鰭

で

あ

る

が

、

霊

町

時

代

に

こ

れ

位

費

達

し

て

ゐ

る

の

は

、

寡

聞

の

せ

い

で

み

仁

事

が

な

い

。

こ

れ

は

全

〈

特

別

の

場

合

と

考

へ

て

よ

ろ

し

い

。

物

に

は

何

で

も

除

外

例

と

い

ふ

も

の

が

あ

る

か

ら

、

書

し

く

な

っ

て

く

る

と

、

そ

の

方

へ

逃

げ

る

の

は

一

番

楽

な

ゃ

う

で

あ

る

。

こ

の

鰭

を

よ

く

み

る

と

、

鎌

倉

時

代

の

小

さ

い

枇

殿

の

脇

陣

子

欄

聞

の

彫

刻

な

ど

に

、

間

聞

か

う

い

つ

仁

の

が

あ

る

o

此

は

い

や

に

大

き

い

が

、

性

質

は

そ

の

柄

数

で

あ

る

o

そ

れ

で

み

る

と

、

仁

ま

に

は

文

和

頃

に

か

か

る

椅

類

の

が

め

っ

て

も

敢

て

不

思

議

は

な

い

が

、

と

に

か

く

珍

ら

し

い

も

の

で

あ

る

。

他

が

簡

単

に

の

に

、

こ

こ

に

け

詳

し

す

ぎ

る

，

か

、

除

外

例

と

し

て

か

う

い

ふ

も

の

も

存

在

し

得

る

と

い

ふ

こ

と

を

、

此

機

命

日

に

一

腰

説

明

し

て

お

い

に

の

で

あ

る

o

第

九

十

岡

の

解

説

に

も

か

い

た

遁

り

、

首

懸

魚

の

あ

ん

な

の

が

で

き

七

り

、

美

士

号

に

費

達

し

七

大

き

な

鰭

が

一

般

に

用

ひ

ら

れ

た

り

し

に

の

は

や

は

り

桃

山

か

ら

と

し

て

い

い

の

で

あ

る

ま

い

か

。

此

懸

魚

は

前

か

ら

疑

問

で

、

ム

ー

で

も

も

う

一

度

見

直

さ

ぬ

以

上

、

や

は

り

同

じ

疑

問

を

も

っ

て

ゐ

る

よ

棋

は

見

直

し

て

も

剣

ら

ぬ

か

も

知

れ

ね

.

か

、

と

に

か

く

今

の

場

令

は

除

外

例

と

し

て

お

く

。

和

様

唐

様

の

折

衷

建

築

な

る

こ

と

o

一

。

礎

盤

な

き

こ

と

o

二

。

様

の

あ

る

こ

と

o

一
一
一
。

化

粧

梼

杢

部

を

快

け

る

こ

と

o

四

。

料

棋

唐

様

な

る

も

詰

組

な

ら

や

。
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塔

婆

。

本

殿

。

彫

刻

。

工

饗

品

。

本塔

五

。

床

板

敷

な

る

こ

と

。

日

吉

神

社

岐

阜

牒

安

八

郡

神

戸

町

金

形

。

三

重

目

に

勾

欄

を

快

け

る

と

こ

ろ

o

初

重

科

棋

木

鼻

扉

、

内

部

須

揃

摺

等

。

大

し

て

古

〈

は

な

い

が

或

は

塔

と

同

時

即

ち

桃

山

時

代

位

あ

り

さ

う

で

あ

る

o

料

棋

勾

欄

等

に

注

意

の

事

。

地

戒

及

十

一

面

観

音

、

小

型

な

る

が

平

安

時

代

の

優

秀

作

。

こ

ん

な

所

に

こ

ん

な

も

の

が

あ

る

か

と

い

ふ

戚

の

す

る

も

の

。

石

獅

一

針

。

本

殿

前

に

あ

り

o

(

右

)

不

破

何

内

守

光

治

造

立

(

左

)

天

正

五

町

季

五

月

吉

日

の

刻

銘

あ

り

o

但

し

き

う

大

し

て

傑

作

と

は

思

へ

な

い
。

t'!!. 

早.

0  

定

光

寺

東

春

日

井

郡

品

野

町

上

層

切

妻

造

な

る

も

、

あ

れ

は

偲

屋

根

を

か

け

て

あ

る

の

で

、

の

o

脇

壇

。

須

捕

壇

、

殊

に

其

勾

欄

。

沓

掛

嘗

初

の

も

の

で

な

い

。

修

明

の

際

は

雷

然

復

原

さ

れ

る

べ

き

も

婆

稿

藁

院

一

宮

市

須

ヶ

崎

町

多

賀

塔

な

る

も

周

園

の

様

及

上

層

勾

欄

を

快

〈

O

未

成

?

目

録

に

室

町

と

あ

る

o

そ

の

遁

り

で

あ
J

ら

う

が

室

町

の

極

〈

末

、

桃

山

と

の

境

位

の

と

こ

ろ

か

。

と

い

ふ

疑

が

あ

る

o

夫

れ

は

第

却

頁

の

解

説

の

終

り

に

書

い

仁

模

に

、

方

柱

の

一

迭

と

面

と

の

割

合

が

約

l

一
日

で

、

室

町

の

も

の

と

し

て

は

面

が

少

に

失

し

て

ゐ

る

o

併

し

阜

に

そ

れ

七

け

の

事

で

時

代

を

下

げ

る

の

は

早

計

か

も

知

れ

ぬ

o

住

職

の

談

話

の

う

ち

に

、

故

大

槻

文

彦

博

士

は

、

〔

康

富

日

記

〕

の

う

ち

に

、

嘉

吉

二

年

九

月

に

修

理

し

七

と

い

ふ

記

事

が

あ

る

の

を

見

出

3

れ

だ

き

う

で

、

現

物

も

室

町

時

代

の

も

の

で

か

ら

、

嘉

吉

か

も

知

れ

ぬ

と

い

ふ

設

を

に

て

た

人

も

あ

る

さ

う

て

と

か

い

ふ

の

が

あ

っ

仁

o

線

て

物

に

は

除

外

例

が

あ

る

の

て

か

ら

、

嘉

吉

に

1

一

ω

の

割

を

も

っ

七

柱

が

な

い

と

は

い

へ

ね

o

少

し

制

り

足

り

な

い

か

又

は

削

h

ノ
過

ぎ

れ

ば

1

一
叩

は

愚

か

l

E

に

も

、

或

は

反

劃

に

l

一
6

に

も

な

ら

ぬ

と

は

限

ら

ぬ

。

け

れ

ど

も

そ

こ

は

大

概

き

ま

り

が

あ

り

普

遁

な

ら

1

一
6

位

は

鎌

倉

I

R

は

江

戸

と

み

て

よ

ろ

し

い

3

鎌

倉

末

か

ら

室

町

へ

か

け

て

は

約

l

一
8

、

室

町

末

か

ら

桃

山

へ

か

げ

で

は

約

1

而

。

い

ふ

迄

も

な

く

事

賓

「

約

」

で

、

大

き

い

の

も

小

さ

い

の

も

あ
J

る

o
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勅

使

門

。

鐘

棲

。

工

事

品
。

士怠;

'" 

本

寺

停

で

は

元

抱

二

年

に

で

き

仁

と

あ

る

が

、

普

通

の

時

代

直

分

法

に

よ

る

と

、

こ

れ

は

室

町

の

極

終

り

で

あ

る

o

足

利

氏

の

波

落

が

天

正

元

年

で

、

そ

の

年

は

桃

山

に

λ

れ

て

い

い

の

で

あ

る

o

元

調

二

年

に

で

き

た

と

い

ふ

の

は

、

確

か

か

ど

う

か

少

し

も

調

べ

て

ゐ

な

い

o

寺

仰

と

か

吐

停

と

か

い

ふ

も

の

に

い

い

加

減

の

も

の

が

多

い

の

に

か

ら

、

充

分

調

査

し

て

み

な

け

れ

ば

何

仁

か

剣

つ

亡

も

の

で

は

な

い

が

、

商

の

制

が

小

さ

い

の

七

か

ら

此

停

も

考

慮

す

る

必

要

は

あ

る

と

思

ふ

。

嘉

吉

二

年

と

元

抱

二

年

で

は

百

三

十

年

の

差

が

あ

る

。

も

っ

と

考

へ

て

か

ら

で

な

い

と

勿

論

き

め

ら

れ

ぬ

が

、

A

1

の

と

こ

ろ

元

組

設

は

決

し

て

捨

て

た

も

の

で

は

な

い

と

思

っ

て

ゐ

る

o

妙

興

寺

中

嶋

郡

大

和

村

妙

興

寺

貞

治

五

年

後

光

殿

天

皇

の

勅

願

と

侍

ふ

。

朴

棋

及

木

鼻

o

後

柿

の

個

所

。

全

形

及

細

部

。

特

殊

の

形

式

に

注

意

せ

よ

o

と

に

か

く

柱

が

四

方

か

ら

少

し

く

内

方

に

鞠

ぴ

、

従

っ

て

壁

も

さ

う

な

っ

て

ゐ

る

が

同

じ

く

切

妻

迄

で

車

層

で

、

一

方

に

花

頭

窓

が

つ

い

て

ゐ

る

の

な

ら

、

少

し

ば

か

り

時

代

は

新

し

い

が

、

京

都

市

建

仁

寺

に

あ

る

o

尤

も

建

仁

寺

に

は

二

つ

鐘

楼

が

あ

る

が

、

此

方

に

は

室

町

時

代

の

大

型

の

頗

る

上

等

な

吊

鎧

が

下

が

っ

て

ゐ

る

o

努

芳

乙

れ

は

大

に

目

立

っ

て

ゐ

る

o

て

か

ら

こ

の

様

式

を

も

っ

亡

の

が

他

に

李

¥

な

い

の

で

は

な

い

が

、

訟

ら

し

い

事

は

確

か

で

あ

る

o

殊

に

的

興

寺

の

は

、

注

中

に

織

を

廻

ら

し

て

あ

る

の

仁

か

ら

、

向

克

珍

ら

し

い

と

し

て

よ

か

ら

う

o

下

層

い

か

白

壁

の

は

、

奈

良

の

新

議

師

寺

に

宜

物

、

岡

賢

桑

宮

守

縁

起

に

納

に

か

い

仁

の

が

あ

る

o

あ

れ

で

上

層

色

白

壁

に

な

れ

ば

・

丁

度

こ

れ

の

撲

に

な

る

の

亡

が

、

そ

こ

迄

に

は

な

っ

て

ゐ

な

い

o

て

か

ら

私

は

今

類

例

を

見

出

し

か

ね

て

ゐ

る

の

で

あ

る

o

党

錨

o

全

形

・

椅

座

・

龍

一政

及

び

銘

文

(

永

和

二

年

)

0

:婆

性

海

寺

中

川

町

郡

稲

津

町

大

塚

上

層

軸

部

細

き

に

失

す

(

恰

円

以

は

)

。

殊

に

銅

克

葺

が

気

に

な

る

o

料

供

・

木

山

手

表

股

「

殊

に

基

股

の

形

が

面

白

い

L

へ

知

一

守

)

と

あ

る

が

、

花

の

み

仁

と

こ

ろ

で

は

別

に

面

白

く

は

な

い

、

寧

ろ

普

通

で

あ

る

o

七

七

脚

内

に

入

れ

て

あ

る

牡

丹

の

花

の

誌

ん

ぐ

特

に

内

部

に

落

込

ま

し

で

あ

る

の

が

、

他

に

見

受

け

な

い

取

扱

で

あ

〆
る

o

そ

れ

と

少

し

背

が

不

足

で

あ

っ

仁

仁

め

か

、

上

の

方

に

あ

げ

て

あ

る

o

元

よ

り

全

く

装

飾

の

に

め

に

か

ら

、

か

う

し

て

も

少

し

も

影

響

は

な

い

。

堂

の

建

築

に

就

て

は

、

外

部

は

新

し

い

が

、

内

部

天

井

廻

り

及

須

粥

摺

後

方

牲

問

時

一一

番

等

は

注

目

に

値

す

o

須

蹴

壇

及

勾

欄

o

北

(

上

の

厨

子

(

賀

塔

)

0

i 、.. 

s-: 
。

*  

[

性

海

寺

代

譜

】

(

時

州

制
十

四

附

)

*  

*  

本
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彫

刻

。

工

袋

品

。

塔

中

嶋

郡

守

民

部

太

輔

長

谷

部

深

政

;

・

:

深

政

，

阿

佐

獲

所

葱

集

局

中

興

大

出

越

一

郡

山

山

造

本

作

上

酬

…

鉱

山

叫

…

川

町

揺

れ

附

験

的

地

い

U

…ザ

催

国

企

護

摩

作

十

一

賓

辞

之

属

復

聞

子

朝

際

司

皇

后

A

平

日

守

盆

増

重

〔

尼

州

中

嶋

郡

大

塚

山

性

海

寺

来

由

記

〕

(

純

一

什

一
一

一
肝

抑

制

十

)

本

堂

賓

塔

蓋

中

興

之

日

所

建

立

也

特

本

堂

傾

斜

勢

百

一

的

官

紹

働

力

管

興

隆

安

中

更

新

桃

山

T

主

共

誌

は

引

須

嫡

壇

畑

町

一

伸

一

十

一
一

一
齢
制

捜

板

桝

天

井

者

用

故

厭

嵯

乎

古

之

精

般

可

見

於

此

央

共

伶

院

害

医

長

元

和

之

問

所

符

政

*

*

*

ヰ

此

等

の

文

書

は

悉

く

信

を

置

き

難

い

か

も

知

れ

ね

が

‘

様

式

か

ら

鎌

倉

と

し

て

よ

ろ

し

い

と

思

ふ

と

こ

ろ

へ

、

「

建

長

凶

年

所

建

之

」

と

あ

る

の

だ

か

ら

、

先

づ

差

支

は

な

い

と

考

へ

ら

れ

る

o

ぞ

れ

か

ら

須

嫡

摘

や

詑

昨

は

、

寛

文

の

初

め

に

修

治

塗

飾

し

仁

と

あ

る

の

で

み

る

と

、

須

鋪

壇

に

新

し

い

飾

金

具

が

打

つ

で

あ

っ

仁

h

ノ

(

峨

矧

)

・

賀

併

の

扉

の

散

八

双

が

新

し

か

っ

仁

、り

す

る

の

は

、

或

は

寛

文

の

仕

事

か

も

知

れ

ぬ

。

本

堂

内

安

置

の

諸

彫

刻

。

賢

識

内

事

徳

太

子

立

像

。

五

輪

市

(

一時

一

物

件

減

い

以
尚

一

丹

波

札

一七

o

様

式

上

鎌

倉

時

代

と

推

定

し

得

。

正

商

代

打

つ

け

て

あ

る

飾

党

宇

は

左

右

相

調

せ

し

め

で

あ

る

の

は

珍

ら

し

い

。

地

輸

の

発

宇

仁

け

に

淫

提

鈷

，

か

か

り

て

ゐ

る

の

は

ど

う

い

ふ

次

第

か

、

そ

こ

は

ど

う

も

素

人

で

剣

断

が

つ

戸

〉

品

、

。

、
ィ

，hr
J

'
'

'し

u

・

鎖

。

刻

銘

め

る

も

年

読

な

し

。

下

帯

に

唐

草

を

陽

鋳

す

o

銘

に

日

く

願

諸

賢

聖

同

入

道

場

願

諸

悪

趣

民

主

リ

寄

推

t

l

n

H

叶

一

Z

ゆ

a
f

昆

陽

性

海

寺

信

波

橡

凶

次

此

錨

は

札

の

問

(

側

一
一

州

日

)

の

左

右

に

も

、

簡

単

な

唐

草

が

つ

い

て

ゐ

る

o

元

冠

の

時

に

蹴

つ

に

と

い

ふ

寺

停

に

さ

う

亡

が

、

弘

安

迄

は

少

し

む

つ

か

し

い

様

に

思

は

れ

仁

。

婆

。

高

徳

寺

中

嶋

郡

稲

川

伴

町

長

野

徳

治

二

年

の

造

立

と

い

ふ

。

様

式

上

か

ら

は

少

し

後

れ

て

室

町

の

も

の

。

正

面

の

扉

は

永

く

開

放

の

ま

ま

に

し

て

お

い

に

も

の
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六

角

堂

。

彫

刻

。

工

婆

品

。

楼鎖

皇

門

。

か

o

此

迭

の

多

賀

塔

は

正

面

中

央

に

出

入

口

が

め

る

の

み

で

、

め

と

は

窓

も

何

も

な

い

の

が

多

い

。

此

も

亦

其

一

。

上

下

層

の

釣

A

口

よ

ろ

し

。

長

光

寺

中

嶋

郡

大

里

村

六

角

堂

際

保

元

年

創

立

、

永

享

七

年

再

建

と

い

ふ

。

料

棋

・

梶

・

扉

o

周

囲

一

開

通

り

(

附

)

吹

放

し

の

と

こ

ろ

o

本

尊

鋳

錨

地

蔵

立

像

。

蔓

座

上

に

銘

文

を

鋳

出

し

て

あ

る

が

剣

議

不

能

鰐

口

o

銘

文

を

一刻

す

o

奉

寄

進

鰐

口

尾

荻

中

嶋

郡

六

角

堂

長

光

寺

大

檀

越

埴

原

加

賀

守

植

安

此

女

施

主

同

京

中

崎

市

殿

峨

と

雨

方

に

刻

し

、

共

聞

に

天

正

十

一

六

月

吉

日

道

春

輝

光

作

慶

秀

と

あ

〆
る

O

門

。

本

建

寺

名

古

屋

市

南

一

同

熱

田

田

中

町

三

間

一

戸

の

楼

門

。

中

央

出

入

口

上

基

股

に

種

類

多

し

o

即

ち

正

背

商

の

分

は

若

葉

附

」

、

本

柱

上

の

は

「

象

に

雲

」

の

透

彫

o

大

棟

の

雨

端

に

械

を

上

げ

て

あ

る

が

、

全

部

浪

か

ら

で

き

て

ゐ

る

o

「

板

基

股

の

脚

に

「

雲

」

、

正

背

面

の

裏

の

分

は

熱

田

神

宮

名

古

屋

市

南

直

熱

田

紳

官

坂

町

三

間

一

戸

の

楼

門

な

る

も

、

中

央

出

入

口

上

部

に

桐

唐

草

を

入

れ

に

衷

股

を

入

れ

て

あ

る

。

桐

及

府

草

の

形

式

は

買

に

訟

ら

し

い

が

、

こ

れ

は

修

理

の

時

入

れ

た

も

の

で

と

い

ふ

o

古

い

所

が

一

つ

も

な

い

の

で

、

少

し

〈

注

意

し

て

み

る

な

ら

ば

、

誰

人

も

疑

問

を

起

す

で

あ

ら

う

o

上

居

中

の

間

に

花

顕

窓

を

入

る

。

一
川

枇

建

築

に

例

寺

建

築

の

要

素

仁

る

此

積

の

窓

を

用

ひ

七

例

は

依

り

な

い

ゃ

う

で

、

私

は

仙
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海

上

門

。

本 塔彫
工

婆

品

。

表

査

市

大

崎

八

幡

一

岬

枇

拝

殿

に

あ

る

の

を

知

っ

て

ゐ

る

に

け

で

あ

る

o

上

層

南

側

束

の

聞

で

け

が

出

入

口

に

し

で

あ

っ

て

、

板

唐

戸

が

吊

込

ん

で

J

の

る

の

-A

亦

、

趨

つ

に

例

で
J

の

る

o

八

脚

円

で

あ

る

が

、

出

入

口

雨

側

の

柱

上

部

、

本

柱

と

い

門

柱

と

の

間

の

間

什

束

上

の

花

肘

木

に

注

意

せ

よ

。

板

原

に

打

て

る

六

葉

座

の

怖

金

具

は

計

式

な

り

。

堂 婆

o  0  

七

寺

三

重

塔

で

江

戸

時

代

。

全

形

及

細

部

。

内

陣

天

井

廻

・

須

嫡

壇

・

勾

欄

外

陣

及

外

部

料

棋

開

幕

股

(

舵

訂

…

八

)

は

、

肩

の

と

こ

ろ

に

援

な

形

の

も

の

が

で

て

ゐ

る

o

基

股

に

か

ら

援

に

思

ふ

に

ら

う

が

、

束

と

す

る

と

さ

つ

で

も

あ

る

ま

い

。

か

か

る

種

類

の

基

股

は

、

古

い

と

こ

ろ

で

は

鎌

倉

末

か

ら

あ

り

(

鵬

白

川

嶋

壮

一
州

市

γ

一

一

川

端

仙

一

叩

吋

帰

V

V

)

、

室

町

の

も

の

に

も

あ

る

(

州

諸

説

戸

即

日

調

子

)

0

仁

仁

極

め

て

例

が

少

な

い

に

け

の

こ

と

で

あ

る

o

故

に

桃

山

に

あ

っ

て

も

よ

ろ

し

い

の

で

、

此

時

代

の

殻

明

で

は

な

い

。

江

戸

時

代

に

入

り

で

は

可

な

り

流

行

し

仁

ら

し

く

、

随

所

官

例

に

乏

し

く

な

い

。

本

尊

阿

摘

陀

及

耐

脇

侍

(

一

一

腕

末

)

・

二

天

立

像

。

玉

眼

は

普

通

鎌

倉

以

後

で

あ

る

が

、

中

併

寺

の

一

字

合

輸

や

此

は

、

平

安

末

で

玉

眼

な

の

で

、

其

方

面

に

心

が

け

て

ゐ

る

人

は

皆

知

っ

て

ゐ

る

筈

で

あ

る

o

唐

様

、

ぞ

れ

の

給

。

名

古

屋

市

中

匹

門

前

町

妥IJ

o  

門

。

性

院

H

m

q

o

周

五

・
「

慕

股

・

木

J

O

E

H
ル

F

来

事

f

A

A

等

」

本

柱

が

上

の

方

で

念

に

細

く

な

っ

て

ゐ

る

の

が

な

は

珍

ら

し

い

と

思

つ

仁

o

近

畿

の

み

な

ら

や

、

つ

い

見

出

さ

な

か

っ

七

の

に

、

去

る

一

月

四

日

一
初

め

て

こ

こ

で

み

仁

が

(

時

ぺ

廿

惜

台

咋

)

・

其

後

二

月

行

つ

七

と

き

他

で

も

み

仁

O

て

か

ら

或

は

こ

れ

も

亦

例

の

こ

の

迭

の

地

方

色

の

一

っ

か

も

知

れ

ぬ

。

別

段

細

く

す

る

必

要

が

な

い

の

に

さ

う

し

で

あ

る

の

に

か

ら

、

先

づ

ほ

ん

の

習

慣

位

の

と

こ

ろ

で

は

な

い

か

'
ye--

思

ふ

o

I奇

名

古

屋

市

中

直

門

前

町

高

峰

帯

岳

院

名

古

屋

市

東

直

高

岳

町
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本
彫 塔

始

m

，
a

h

l

 

.H

μ

 

略:
工

…

製

品

。
門

。

三

間

一

戸

の

大

規

模

の

薬

開

門

。

み

一
形

及

細

部

に

注

意

せ

よ

o

同

じ

く

正

面

に

あ

る

の

仁

、

性

一

両

院

で

は

「

表

門

」

と

い

ひ

、

こ

こ

で

は

「

本

門

」

と

し

て

あ

る

o

や

っ

か

い

至

極

で

あ

る

o

清

訓

城

か

ら

移

し

仁

と

い

ふ

，

か

、

如

何

に

も

城

門

ら

し

い

堅

固

で

重

厚

で

拡

重

な

、

か

か

る

精

類

の

形

容

詞

を

あ

る

七

け

並

べ

て

み

れ

ば

い

い

と

以

ふ

様

な

門

で

、

杢

部

黒

塗

o

門

が

立

振

で

本

堂

の

方

は

気

の

毒

。

妥IJ 婆

o  0  

観

音

奇

名

古

屋

市

南

恒

荒

子

町

規

正

日

寺

と

い

っ

て

き

い

て

も

、

そ

こ

い

ら

の

人

に

は

剣

ら

な

い

。

「

荒

子

の

観

音

」

と

い

へ

ば

直

に

通

じ

る

o

多

賀

塔

。

内

外

科

供

等

の

細

部

。

固

定

上

人

作

と

体

ふ

る

農

民

挙

術

的

彫

刻

。

本

堂

内

に

無

数

に

あ

り

o

薄

き

木

片

に

施

せ

る

一

刀

彫

の

如

く

、

桜

め

て

粗

に

顔

面

の

み

を

は

つ

仁

も

の

が

多

く

、

木

食

上

人

式

の

彫

刻

を

簡

易

化

せ

る

如

〈

、

一

種

の

風

格

を

備

ふ

o

見

逃

す

べ

か

ら

へ

c

る

も

の

o

殿

o  

天

恩

寺

知

田

郡

豊

富

村

芹

寄

側

殿

の

修

理

一よ

今

よ

り

二

十

年

前

に

行

は

れ

に

と

川

山

ム

，か

、

「

現

今

切

妻

遣

校

一九

葺

」

と

か

い

仁

近

噴

出

版

の

ま

円

物

も

あ

る

，

か

、

こ

れ

は

仁

し

か

に

設

り

で

、

質

物

を

見

十

に

何

か

十

日

い

か

い

だ

も

の

を

潟

し

七

結

果

で

あ

ら

う

o

外

部

で

は

脇

壇

の

上

部

の

虹

梁

内

部

で

は

協

塙

欄

問

、

須

加

担

等

。

特

に

其

勾

欄

親

柱

及

遁

柿

。

屋

根

の

縫

瓦

葺

は

甚

仁

物

足

ら

ぬ

が

、

細

部

会

慨

は

甚

七

而

円

い

。

Plj 

0  

婆

池

立

神

社

文

庫

又

は
一

川

庫

と

い

ふ

o

此

も

亦

.

前

記

の

ま

目

物

に

「

今

は

屋

根

が

入

母

屋

遣

で

あ

る

，か

云

ん
こ

と

あ

る

，か

、

前

同

様

机

の

上

で

ま
H

い

に

と

児

え

て

、

と

う

の

昔

し

に

修

四

完

了

し

、

失

は

れ

て

ゐ

仁

相

輪

も

立

振

に

筏

原

が

で

き

て

「

今

は

立

仮

な

多

賀

併

で

」

あ

る

o

今

で

も

枇

務

所

に

修

理

前

の

寓

異

を

賦

し

て

ゐ

る

が

、

そ

れ

に

よ

る

と

初

重

は

壮

一迎

の

多

校

時

で

あ

っ

仁

が

、

上

層

は

固

形

の

平

面

に

臨

時

に

犀

根

を

か

け

て

ゐ

る

か

ら

、

随

分

不

思

議

な

形

を

し

て

ゐ

る

o

聞

く

と

こ

ろ

に

よ

る

と

、

明

治

の

-
初

年

利

例

分

離

の

際

、

危

〈

破

壊

さ

れ

ゃ

う

と

し

仁

の

J

グ

ス

知

立

文

庫

と

い

ふ

加

を

念

遣

し

て

仰

向

げ

、

時

婆

で

は

な

く

て

文

庫

仁

と

言

張

り

、

拡

を

免

れ

七

と

い

ふ

こ

と

で

あ

る

o

見

問

中

の

際

は

枇

務

所

で

こ

の

修

川

町

前

の

お

鼻

、

b

n

二

見

す

れ

ば

、

興

味

の

深

い

も

の

，

か

め

ら

う

。

内

外

部

料

棋

・

来

迎

柱

上

等

に

注

意

せ

よ

。

鰐

口

。

鍛

製

、

径

約

七

寸

七

分

、

対

日

辿

の

形

式

。

中

央

に

八

葉

の

蓮

花

文

字

乞一

刻

す

つ

も

り

が

、

碧

海

都

知

立

町

い

い

加

減

に

割

っ

て

い

つ

仁

せ
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い

同

日

川

L

L

日

J

0

1

ド
ι

一
ー

ノ

ロ

ド

I

克

。

い

か

九

輝

に

な

っ

て

ゐ

る

o

銘

は

陽

鋳

で

、

最

外

直

に

尾

張

園

地

鯉

鮒

大

明

神

奉

懸

覚

、

氷

十

玉

川

年

筑

前

図

林

太

良

右

衛

門

前

正

利

さ

う

し

て

中

直

に

三

月

吉

日

と

ゐ

る

o

寛

永

十

五

年

の

干

支

の

「

戊

刀

」

は

い

ふ

迄

も

な

く

「

戊

寅

」

で

、

「

寅

」

を

「

刀

」

と

か

い

に

の

は

、

い

く

ら

で

も

あ

る

o

此

鰐

口

は

本

年

二

月

二

十

日

夜

、

東

京

よ

り

名

古

屋

へ

来

七

某

氏

が

某

骨

董

商

か

ら

買

得

す

る

と

こ

ろ

と

な

っ

仁

が

、

ム

寸

其

所

花

を

知

ら

ぬ

。

な

は

名

古

屋

市

の

旋

宿

で

、

今

買

っ

て

き

仁

と

い

っ

て

見

せ

ら

れ

亡

の

で

、

こ

れ

て

け

の

事

を

知

っ

て

ゐ

る

の

で

J

の

る

。

石

嫌

。

竿

に

「

池

間

鮒

大

明

榊

」

と

刻

し

仁

も

の

一

割

、

神

枇

へ

曲

る

道

の

雨

側

に

七

つ

o

新

し

い

も

の

-

仁

が

、

偲

ふ

に

足

る

o

江

戸

時

代

を

甚

目

寺

海

部

郡

甚

目

寺

村

三

間

一

戸

の

楼

門

。

中

の

間

特

に

炭

く

、

そ

こ

に

は

上

下

層

共

間

科

束

が

二

本

入

れ

て

あ

る

o

此

門

建

久

七

年

の

再

建

で

、

「

上

層

は

慶

長

年

間

に

改

築

し

に

と

い

ふ

」

と

〔

日

本

古

美

術

案

内

〕

に

か

い

で

あ

る

o

ど

こ

か

ら

で

仁

の

か

知

ら

肉
，

か

、

果

し

て

其

遁

り

な

ら

都

合

の

い

い

こ

と

が

あ

る

o

下

か

ら

双

眼

鏡

で

み

に

の

で

は

慶

長

頃

か

ど

う

釧

ら

ぬ

が

、

官

は

下

居

が

和

枝

で

上

層

は

唐

様

仁

か

ら

、

会

聞

が

や

川
一
初

の

ま

ま

と

す

る

と

、

そ

れ

で

は

唐

様

の

影

響

が

依

り

に

H

十

過

ぎ

て

大

に

疑

問

が

起

る

の

で

あ

る

o

.

奈

良

前

期

と

忠

は

れ

る

疏

克

の

完

全

な

立

振

な

桜

本

が

唯

一

個

あ

る

o

他

は

平

一北

か

固

克

の

破

片

の

み

o

明

治

三

十

五

年

五

月

八

日

、

楼

門

西

市

及

両

面

中

央

よ

り

出

土

し

仁

さ

う

七

か

ら

、

確

か

で

は

J

の

る

が

、

此

完

全

な

疏

克

の

出

土

し

仁

個

所

は

は

っ

き

り

し

な

い

。

唯

一

つ

の

も

の

，

か

二

所

か

ら

で

仁

筈

は

J

の

り

得

な

い

。

上

層

束

中

央

柱

の

南

北

通

貰

に

使

用

し

仁

と

い

ふ

こ

と

が

井

い

で

あ

る

棋

に

左

の

銘

が

墨

書

し

て

あ

る

o

二

王

門

は

建

久

七

年

之

遁

借

也

今

度

屋

根

葺

替

井

屋

根

下

地

修

覆

終

平八

疋

十

八

年

八

月

吉

日

常

主

信

延

愉

代
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彫

あ

と

は

全

部

正

保

年

間

の

も

の

ば

か

り

で

が

‘

其

一

例

と

し

て

次

の

が

め

る

仁

王

門

御

口

修

理

雄

有

年

競

者

未

智

初

立

年

践

者

・

:

今

度

修

理

ρ

大

破

園

田

重

目

ノ

大

輪

ヨ

リ

棟

迄

チ

:

:

;

:

者

弘

正

保

三

年

七

月

七

日

宥

旺

法

師

右

文

中

「

大

輪

」

は

「

基

輪

」

の

こ

と

。

塔

頭

法

華

院

本

曾

翠

親

一

音

立

像

。

天

衣

と

足

先

、
と

は

後

補

の

こ

と

は

確

か

で

あ

る

が

、

と

思

ふ

o

胴

慨

は

平

安

初

期

で

は

な

い

か

と

私

に

考

へ

て

ゐ

る

o

顔

面

も

亦

遜

っ

て

ゐ

る

の

で

は

な

い

か

妥IJ

o  

(

昭

和

七

年

五

月

五

日

稿

了

)

遁

ｾ･＠

五

月

十

一

日

用

事

の

た

め

長

野

膝

下

伊

那

郡

飯

間

町

へ

向

ふ

汽

車

の

う

ち

で

、

鍛

道

省

強

行

の

【

日

本

袋

内

記

〕

中

部

杭

を

読

ん

で

ゐ

た

と

と

ろ

、

不

闘

本

述

寺

の

記

事

中

中

央

冠

木

の

上

の

基

股

は

雨

端

花

形

と

な

り

、

雲

上

に

有

翼

の

象

を

現

は

し

た

優

秀

な

作

で

め

る

。

ま

た

前

後

虹

梁

の

上

の

基

股

は

塞

花

形

よ

り

成

る

鑓

形

で

似

る

珍

し

い

。

と

あ

る

の

を

見

出

し

た

。

私

は

と

の

彫

刻

を

今

年

一

月

四

日

K

行

っ

た

と

き

.

同

行

者

に

も

み

て

貰

ひ

・

私

自

身

も

よ

く

み

た

つ

も

り

か

何

か

で

、

「

雲

に

獅

子

」

と

思

っ

た

の

で

あ

っ

た

d

此

基

股

は

保

護

の

た

め

銭

網

で

覆

ふ

で

あ

っ

た

が

、

室

町

時

代

の

と

れ

位

の

も

の

を

、

そ

の

様

に

ま

で

し

な

い

で

も

よ

か

ら

う

と

、

…

貨

は

考

へ

て

ゐ

た

け

れ

ど

も

、

「
羽

象

」

と

あ

れ

ば

、

尤

も

千

市

内

の

と

と

で

、

ど

う

し

て

も

見

直

さ

左

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

そ

と

で

漸

く

の

と

と

で

、

十

五

日

京

都

へ

師

る

途

中

、

中

央

線

の

汽

車

が

後

三

・

三

五

に

名

古

屋

に

つ

く

の

と

、

東

海

道

下

り

の

二

三

等

急

行

が

五

・

一

四

に

で

る

の

と

の

間

‘

一

・

四

O

を

利

用

し

て

翻

に

行

っ

た

@

問

題

の

基

股

の

表

も

宴

も

夫

れ

夫

れ

三

個

所

か

ら

、

使

眼

鏡

で

よ

く

み

た

と

と

ろ

、

脚

内

の

彫

刻

は

「

雲

と

動

物

」

で

、

共

動

物

は

「

獅

子

で

は

な

い

」

事

は

確

か

で

あ

っ

た

。

獅

子

と

み

た

の

は

私

の

誤

ゆ

で

、

従

っ

て

第

三

十

六

頁

第

五

十

七

・

五

十

八

闘

の

解

説

に

、

「

雲

に

獅

子

」

と

か

い

た

の

は

取

消

さ

ね

ば

な

ら

な

く

な

っ

た

o

此

動

物

は

牙

が

生

へ

て

ゐ

て

鼻

が

い

や

に

長

い

。

も

う

少

し

短

か

け

れ

ば

「

猿

」

か

も

知

れ

ね

が

、

例

へ

必

の

先

が

少

し

般

け

て

ゐ

て

も

、

と

の

位

長

け

れ

ば

一

象

」

と

み

た

方

が

よ

さ

さ

う

で

あ

る

。

此

「

象

」

の

頭

の

毛

は

‘

唐

獅

子

の

夫

れ

の

如

く

螺

旋

献

に

各

き

、

前

肢

の

皆

の

と

と

ろ

K

少

し

ば

か

り

接

飾

の

毛

が

あ

り

‘

叉

尾

は

長

く

し

て

本

か

ら

五

つ

K

分

れ

.

前

の

方

K

曲

っ

て

胴

の

字

分

位

ま

で

来

て

ゐ

る

。

肩

の

と

と

る

K

閲

撃

で

ほ

っ

た

様

友

、

金

問

と

し

て

は

渦

文

型

の

雲

が

b

り

・

他

に

も

頭

の

脇

や

身

憾

の

下

に

雲

が

あ

る

だ

け

で

、

叉

復

観

察

の

し

ゃ

う

が

よ

く

友

か

っ

た

か

知

ら

ぬ

が

、

羽

は

見

出

せ

な

か

っ

た

J

将

来

好

機

を

得

た

と

き

、

梯

子

で

も

か

け

て

ゆ

っ

く

り

見

直

し

‘

ほ

ん

と

ろ

の

事

を

確

め

る

迄

は

、

E

う

も

「

羽

象

」

設

に

賛

成

し

に

く

い

。

今

の

所

私

は

「

象

K

醤

」

と

し

て

ゐ

き

た

い

の

で

あ

る

。

次

に

「

前

後

虹

梁

上

の

基

股

は

雲

花

形

よ

り

成

る

:

:

:

」

と

あ

る

が

、

と

れ

は

新

熟

一

知

ら

し

く

、

私

は

と

の

2

引

を

知

ら

ね

。

私

北

ハ

は

と

の

様

な

の

を

「

板

悲

股

」

と

呼

ん

で

ゐ

る

。

室

町

時

代

K

普

通

の

形

で

、

別

段

珍

ら

し

く

も

た

い

が

‘

た

だ

費

っ

た

と

と

ろ

を

い

へ

ば

、

脚

の

先

に

若

葉

が

つ

い

て

ゐ

る

駄

で

‘

即

ち

基

股

脚

糊

業

化

の
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一

例

に

過

ぎ

ね

の

で

あ

る

。

だ

か

ら

と

の

害

物

の

様

に

「

削

る

珍

ら

し

い

'
一

と

す

る

の

は

頁

行

25 

上

よ

り

七

23 

上

よ

り

九

31 

右

よ

り

七

33 

上

よ

り

こ

・

正

-?1l :t 

iCJ. 色

表ー

ζ:' 11 

ii)!-

(

第

四

十

二

・

四

十

川

・

問

十

五

・

四

十

六

同

)

大

型

の

を

棋

は

山

扉

第

二

十

九

問

:

:

:

及

百

O

八

同

少

し

誇

仮

に

過

ぎ

る

嫌

が

な

く

も

な

い

と

忠

ふ

(

昭

和

七

作

五

月

十

七

日

)

。

第 権 大 22

二 は 烈 需

ート 扇o の ft

- 0 のo L A

|両l ハ u 正

凶

ん 一卜

舌 /¥0

o  rrrt 

九0 立

I，;.n え。

五o

-1-。

li.司
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談 話 室 ( 3)

のたい美も勿論ある。裸鶴美はそれだ。性にカモ

フラージユされ友い向性の裸憾 l乞も素晴らしい美

はある コが一方裸腫蹴の場合でも衣装のカを借り

て 出現 せ しめ た美形 にもや ｰｫ 伶て［ｬＧｩｦ ｬｾ い も のが多

ν、。

建築屋は或る程度迄自惚んと商買に友らんかも

分らん。が然しどうも一般に自| 恕が徐りひき過ぎ

る糠だ 3 好き嫌ひは勿論人によって相具するが 、

よくもまあ斯様たものを建てよった左と思はれる }

様たものが b っちにもとろり 、とっちにもとろり

とある。その中に は自分では絡に抗IJ さを認識する 。

ととの出来主主いで終って居 るものもあるだ らうが !

中には御本人は設計ι4を造り上げて居る時にはと

ても 向憾で;i! うったが建物が11 : ¥来上ってがっかりし

て居るも の もるるに違ひ友い。建築醜とれはまと

とにその生みの親の建築家の面汚しだ。おのがじ

し創作 lとか L る建築叫にはひどく心を傷められる

ものだ。然し乍ら菩び給へとの建築1 1 * は多 くの場

合楳鴨醜なのだ。だから裸作叫には次挫の力をか

りるとそとに美形を出現せしめるとと が 出 ぅ ｾる 。

衣主主とは何ぞ。日く植樹。

一関全開建築患に は木を植えるとム・ふ事を9 : 11 ら

ん人が多い。如何に他樹氏無智であるかを一寸と

嚇録してやらうか。或る大翠の先生の2誌を見て御 ・

ｾうじ。総集がすっからかん友くて何のととはな

い逝船所のやうだ 或る 市町村の課長さんの家は

ヌLい窓や多角の窓だけで とれは家具工場だ。或る

府腕臨の課 長ーさんの Ｗ ｫｾ 下苦心、のあげくが炭闇干 場

ときてゐる。或る事務所の所長さんの2誌にいたっ

ては鉛室かグラバ ー応と云ふととるかね。由来建 !

築家であり乍ら自分で家を持って居る人は至つで

ごかたい。その少主主 い人の家が件の女rIし。何故どん

E ん森の様に友る迄木を植えないのだらうかっ堺

筋や御堂筋に建つ事務所の様な もの迄三四間後退

さして迄も木を 構えといふのでは友 いが 、そ の他

の場所ーに建つも のには住宅は勿論・思校、工場組て

のものにどしどし植 えるべきだ。木は建築醜を隠

して呉れる 。それだけでない更に木は建築業を鮒

が上 lとも士脅して呉れる c 木は建築障の同情者でb

k 味方である 。建築の非を被ひ建築の美を吹聴

して央れる。賎が伏家と云へぽいと討: 均であ り、

俳的であり、 牧歌的である。が良〈考へて見て呉

れ給へD 賜が伏家が詩的に友り 、m，的にたり 、牧

歌的に友る矯めには 、その背景に如何に絡が どっ

さり僚ら れて 居る かを 。賎が伏家から級 をと てヨて

とれを 町陀持って来ると何 んと昨ぶかを知ってま

すかねn とれを 人は貧民間と云ふっ今の建築屋は

大阜の先生を初めとし賎が伏屋を ょう 正! ! ; て友いで

貧民痛を建てる者ばかりだ。

国 ｋ 友らんから ＺＺｊＨ の ｾ ｦｩＮ在を牢記して居 て呉れ給

へ。大阪の北郊である ごと地合祉が山を切り聞いて

住宅地を遣って官り 11' ，した。所が介利が首初 l亡無

理算段して建てた家以外l亡とんと 2誌を建て L 央れ

る人が殖え左ぃ。一方大阪の南郊で必る土地合枇

が矢張01を1mいて土地だけを貰り/ 1 ¥した。所が一

年半程で・二百戸程建った。そしてまだ ε んどん増

して 居る ζ 近〈 全部建ち泉がるととになって居る。

との一方は大関失でるるのに ーブj は丸1請けときて

居る。との盛衰のいわれは削るt ' i i j' ，・Il だ。前者I'I 山

の木を丸坊主 K して赤裸の土地を. j ){1J1.:した 3 後者

の土地には亭 k たる松が数1i; 株I't ll って)，'}1とので dう

る。

木 を柿えの木を揃え。とれが升池のnの建築キ

ヤムペ ーンの一つだ。

談話室が先月から紙上で聞かれ非市 f主主T許を

受けて 居 ります。合nの皆慌の談話室で・ す。

御n[ l X. の時K 話を御寄せ願ひます。建築論結構

感想、結構、協合改革案結構、I止合世相感結構

ゴンツフ・、和歌山:何. 漫諮 、波文一切大赦迎

い? とします。が依り長いと他の皆様は迷惑さ

れますから手頃友所でアイスグリ{ ムでも飲

み友がらの気分の ものを御願ひいたします。

( 編輯子)
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談 話 室 ( 2)

のも新傾 向 の干 ｩＩ を奮 ｩｽｾ の人主主が異 端の如〈見るの

も同じ事である。 それは流行に肱惑され、そとに

謬着し 、とれが型式化して、不易に盲目 になって

属るからである。 n切らぬJ といふのは結局謬着 し

型式化 したもの L 内にその天地を求めるから で生

れた課友のです。現 lζ 満霊長匙聞に| 捺しでも土木家 命の)J*動は不易で・あるととろに立ったら少くも正

なり共の方聞の原宿は着々と研究もし . ' n 地の調 しい理解の第一歩と言へ ょう。

査も行はれてゐるにか L はら十、建築家主主り共の 建築でも同じ事が言へると 思ふ。

慰伊者は Ｓ ｦｾ れが、イ Ａ￭ｊ れ 丈けの相 究 をＺｩＱＡｩめ貰地の調有

を行ってゐら れるだらう か、建築界へのインフレ

ーシヨンは何つの時 l乙? 航れの予を特つの ? 、少

くとも菩々 1私合nの諸- p，・は一度は考へて討は無く

ては友ら え ｅ い大 問題ち ゃ ＱＡＡｾ いだらう ＿

不 易 流 行

鷲 尾 九 郎

建築 に限った事ではないが何か煩った もの新し !

い も のが ｬ れ る と 一服 ｩ は何だ彼だと ｭｾ 干の劃象にな

るo そして大裁が] のkdill 簡は結局『好き ょr峨ひ』か、

さも友くば『解る J f1IJf らぬj の二つに師渚す る。

『解らぬJ とb、ふの は全然無主11か、イiiJ だか自分主主

の見透し得ない: 境地がその奥陀あるらしいと U、ふ

多少の敬ｾ を 懐疑 で ボカ し て居るか 、 或 は批討 の

慣fil立なきものだといふ高階的制蔑のj‘ |ーを民主:1¥1こ包

んだ言葉かである o

rw( るJ といふのは本官 lζ 理! 併して居る か、 ボン

ヤリI J . が ら自分で作り上げた境地 lζ 無理に 'J Iつ張

り込んで居る か、 11((;. 新 しいといふ H 先の鐙化に

まどは されて無僚 FII C 4JH丹する 言架かで ある o

あの VJ は話せる… … と fi ふ批評は笥はあ の男を

踏牽lとして自分がその上に の しか L って来る自家・

知識だ と言った人がある。味のある言葉だ と思ふ。

そとで芭蕉の言葉を想ふ。 千歳不易 .一時流行。

とれは時の宗匠仲間では随分11宵ましく 論議さ れ

たものだ相である。ととろが

• • 
芭燕の『唐崎の松は花より鵬 lとて J といふ旬が

首時の月並連 q_11ζ は何としても苓み込め なんだ と

いふ。nftlii てての lとてがjf]'r らぬのである o ｮｾｫ か友た

ら難主主く解る。燕村の小]が燕村以前の者 iと併らね

猿 に も 衣 裳

井 池 の 蛙

二度びっ くりと 云ふ言葉がある 。

向ふを行く のは素晴しく窃完たる美人だ。襟足

が透き徹る様に美 し〈 て 、その上 t亡撫肩と来て居

る。 l肢の濯 の長かな1111糾美。 それは質に魅力に溢

れた ものだ。色多いり1を悩殺する には文字通 り効

果百パ ーセントである 。悦惚とばかりに心を奪は

れてつい ｾ ｪＩｬｩ を 迫ふ。春風の友 ど やかな まにま ｴ 亡 、

ｉｾＧｭｾ かに歩〈 姿 を 藤の花 とは よ く 云ふた ものであ

る。いつしか到の足だから迫ひ越す。擦れ違 ひさ

まに何と良い脊水の匂ふととよ。オー俺は幸せ友

タj だなと苓んで見 る。 所が一歩前へ出て振 り返っ

て彼女の簡をi l J J iいたとする。彼は最初役のたを見

付けた時に素敵友美人だとびっく りして今二度 目

のびっくりをした口 7象想tとは やれた御間相の持ち

主 で彼女はあったのである。 まととに気のままだが

百年の轡がー限にして醒め果した様友 感じ で彼は

どやしつけられて仕j漂った D とう云ったフエノメ

ナは勿論皆様師 lこ度 術々l経験の筈だ。所がよく考

へて御覧う じ。 との場令の彼女は決して女中さん

の様 た ｾｴ 釆で・はなかった記 ーだ。 彼女はぎつと令嬢

風K 着飾って居った lて泣ひ友い。飴 りtc 立派に着

飾って居るのでついそ の衣裳 IC 自分が伊践になっ

てし まってゐた D だ。衣裳がどれだ付猿を 引 き立

たしめるととよ。

践 にも衣裳

との間限定dJ 1 理を僻するととの出来ない建築患

が随分どっ さり 居る。 そんじよそとらの建築屋は

大方との衣裳の目撃をマスタ ーして居ない。衣装



VI-- 6 7  

111111111 111 111 111 1111 111111 11111 111111 111111 11 11111 11 1111111111 1・"・11 : 111 1111 11111 1111111 111 111111・1111111111111111111111 11111111 11 111111 11 111111111111 111' 11111111111111111111' 111111.

談
室 (1  )  

話

ブミは 地震を浅知したか

南 信

その頃私は 一回の仔犬をs，ij ってMた。此の先生

甚だ変嬬者で 、時々すばら しく非常識な行動 をや

る。

雨あがりの或る目、庭でかみつく様lと吠え て刈

る。見れば撚った地聞から立ち打る湯策 l亡妖l宗と

ざん主主れといふしぐさであ る。

或 日は又 、ふさ、けちらしたあげく . 1111入学の鉢

をひっ くり返して、月ilj で・; j ; ; - 尻をつ L つかれた もの

か、 やけ〈そに倒れた鉢を ゐどしつけて居? と事も

ある 。

此の仔犬が地l i .Qを政知したといふ話。

プライ ベ ートの Ｒ ｊｦＮｾ III し述べて恐れ入るが. 小

ｦ 共の居 ＱＧｊＮ い私の家で 、 Ａｊ￬ ｎ 始。は家族の一員でＧ ｾう る櫨

利 を持って居る。此の仔犬も家族の一員らしく 、

家族と 一緒 IC 食卓を図んで、食物の分前を頂戴し

主主りれば承知しない。

多分 城の崎 の地 Ｇ弘ｾ の時で あ ったかと思ふが Ｎ と

うした夕食の後の少時を此の ff-犬と戯れて居たも

のである。その時、甚だ 尾＿自主ｬＺｾＱ￯であるが Ｎ 我輩

朗らか1'J. ._. 設の瓦: 1Viを雌殻させたo 1rノえは聞き' 慣

れない保育 lと治具の目を見張って占! i 1とが 、やがて

その質問ーを研究して見ゃうといふ椋l亡我粧のズボ‘

ンを喫ぎまはり 、そ の臭気 l亡へきえきした ものか

尻尾を巻い てJJ :0: 病友流目をしながら 宣伝の片隅に小

さく友ってしまった。 いかにもやるせなげなその

表情の可笑 しさに笑ひとけて居ると 、時を移さ1- ' 、

あの地誌である 。すっかり皮脂を抜かれた吾 k は

火鉢をか L へて表へ飛び出すといふ狼引方であっ

たが 、イf 犬も勿論生れて始めて此の異色ぎにぶつっ

かつ て 、 殆ど ＱＩ ＱＧ，［｛を抜かした ｪ ｬ ｾ になって居る。

思ふ t亡、動物といふものは時として具J伏主主感' 毘

を持って居るものであるの我112の-IJJC瓦斯 IC恐れを

なしての b の表情か 、此の大地誌を7象主11 してのそ

れか、花、は非常主主興味と挺惑とを持たせられた。

である。

話はそれまでである。が其の後も私は屡々瓦斯

を費する 。其のJ1D'c彼仔犬はその時の驚1%の表↑ 111:

を繰り返す 。 ｈ 寺 としては 容 を以て擬 ｴ￭ ＺＺ を作る ｾ ｊｩ Ｎ に

依 ってさへ 、彼は jJ 怠病 1'J. 流目を投げながら 、J)L足

を股の問 l亡挟んで、物 l法lu J、さ くうづくまって しま

ふ様になった。彼は此の似音 l亡よって央集を像感

するのか. それとも地再の恐怖を辿恕するのか、

私は未だ解決を得ないで}r!Iる。

それ以来此の犬がNl.'; 戯にふけっ て、我:.'1' ，;のノj 、言

を聞き入 れない ｉ 叶 は、此 の擬 Ｗｦ を琵するそｾＧｩＧＱ Ｇ ｕ てな

った。彼はどん友興味の針隔がある ｉｾ ｪＺでも 、 例へ

ば隣の鶏を迫ひま は して Jli る時でさへも 、此の擬

音 lと逢へば苦も主主も尻F誌ををいてかしとまってし

ま，ふ。

民の 昔 が 、犬と 我 ｩｲｾ との問｝の 一つ の Ｗ＿Ｓ 廷になっ

てしまったのだ。

甚だ尾程i1'J.話で恐れ入りますの

建築界のインプレー

シヨンの研究

古 壕 正 治

時的柄我々建築家の方面にもインプレーシヨン

政策が必要友問題だと考へてゐる。いつの目 、司自

れが云ったか忘れて終ったが、大関今迄での日本

の建築界一主として設計家や・製者を指 してゐるー

の先輩が方針を 誤った矯めに今日の様う友不況時

代 l亡jlIi 邑して 、共の深刻さが妹吏 lてひどいのでは

無いだろう ? 。百| 控今日土木家諸君の仕事として

係まない仕引の領分の内に 、也t は我々建築家の純

然たる領域l亡届すべき畿多の f-f:: ｾ ｊ＠ ｩｾ の混額が ￍＡｬＮ 合さ

れ東され終ってゐる仕末では友い ? 布/li li i1十i!tlJ と

云ひ都市の橋梁と云ひ 、者!Ii nの水道術生/ 13題と云

は 歩 、 ｴｶｬ 主や迅Ｍ路の計 Ｚ Ａｴｉｊ も凡 てが土木司 ｦ ［Ａｬｾ と考へ

る以上陀建築的により 多 くの闘係が深い。諸 ｾ ｈ が

やれ塾術家だ、何んだ ? 彼だ? 云ってゐる聞に宜

践! A; ー主義のこと木家の諸君に納防げをカツ挫ら は
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本携に限り特債八拾銭

「建 築 と 社 曾」定 慣 表

毎月 l lflJ 1 日強行

五庁 数 定 倒 劉l 税

7lfr  5  
。

銭 2  銭

2  
冊 6  同| /. 4  霊畳

慶 告 掲 載 料 金

普 ilTJ l 頁 l 也l 15∞ 

宜口立
遁 を 頁 1 回 8 00  

l 頁 1 凶 45.00 

f 前m節， ) t )

唯

一

止

唯

一

司

一

明

石

一
表 紙 2  1  J .i l 回 60.00 

表 紙ー 3  l 頁 1 回 45.00 

表 車且 4  l 頁 l 副
80∞ 

建 築事務所去最 l 欄 l 凹 1. 50 

一 案 内 〉 l I 欄
l 回 5.00 

紹 介 欄 l 欄 l 凹 0.50  

淘 :a 文

御 法 文 は す ベ て 前4訟で本令直接叉は特約底へ振替

貯金叉は室主幹で御挽込を願ひます郵券代用はＭｾＭｉｪ

帯 、代合引換 はお断り致します。

昭和7年5月27 日印刷

昭和7年6月 1 日蛮行 ( 第15特第3蹴)

溌行 ・編斡 1  

印 刷 人 ! ぽ 取 陽

兵庫豚武Iil I君s今海町古1i風56番地

印 刷 所 大 阪 市 版 所

大 阪 市 東 区 的 淡 路 町 1丁目 7番地

玉造行日f7 2更 日 本 建 築 協 合

大 阪 市 西 区 土 佐 瀬 沼 1ノ l 大 同 ピ ル

電 話 土 佐 堀 4265 奇

結 替 口座ヲミ阪399i 5番

特 約 阪 褒 庖 ;j;9p  k  堂 舎 Jti

大 阪 市 西 区京町堀若君子板僑北

電 話 土 佐 堀 2440 呑

指替口座クミ阪 22084 蚕

禁 轄 載

本 誌に錫載せるも のは 、一切 とれ を 無 断 に て 将 戦

し叉は単行本に土 枠 その他 の複 製 行 銭 を な す ζ と

を禁 ず。

編 輯 後 記

b 本蹴 も思ひの外賑やか友ものに友りました。

増大統とせざるを得ない様 l亡友 りま した。紋主主

と宜用小住宅の懸賞王室表 を各;頭に飾るととに致

します

1>紋主主は局限さ れた小天地 lと不 自由友幽案で難

かしいものでありましたら うに仲 k 優秀たもの

が津山集ったそうです。何れ嘗協舎の紋章と し

て決定を見る 日も近いととでしゃ う

｢ メ ート ［ ＡＮＭ法による賞用安債 小 住宅 の ｰｾ Ｑｴ は大

成功を納めました。Ａｾ募国 主 長宜 ｋ 341 過に主主 し

優良なものが津山あ りました。従来の小住宅懸

賞中の邸宅きであり ませう 。首協舎の趣旨を よく

支持 して力作 を寄せら れた腔募諸兄に感謝申 し

ま す。審有は品 ｾ￯ 七を極めました 。然 し濯の首落

はとれを以て最後 と云ひ得ません向将来の大成

を切に期作い?とします。官協舎としましでも照

募 諸兄の努力を空 しく 型浪せ しむるに忍び十何

等かの方法で、少完工くとも水準以上白作品を世

上に殻表 してその努に酬ゐたい考でありますo

b 特間記事は各れも斯界の大家の1;i 設を網羅い

? としました貼で編鞠子は自信 を有 して居 ります

まだ載せたい記事も津山るりますが己むを得宗

次の機合K 割愛 しました

b天沼博士の l' 岐阜愛知の古建築解説」を本競

l亡続いて扱きま した。博士の玉稿も本誌に大分

杭 りまして僚に - nn・の車行本をなす主に至りま

した。纏めて世に 出せば儲かに斯界を利するも

のであります 、機を得て是非同時士に御願して

見? といと編腕子は粂 k 思って居ります

b来月鋭から 愈左舎横組lと饗りますD 特輯は新

建築研究としまして大阪城、第四師国司令部‘

*:a業合舘を詳細K 紹介したいと考へます。内容

の飛躍、ｦｊ豊裁の改進、制目し 予 ｫＩｾ の本誌を待た

れよと言ひ? とい策がいたしま す

b 弟分の建築1 I l 楽部も順調に生育 してゐます。

第十五週年記念事業も. 温々と兵惜化して来ま し

た。
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耐火建築 ｴ 亡は賃貸催が高きが放を以て高ｾの家 屋

税を諜せしめて之を敢て刷与友いと云ふ現奴で重う

り雨者の聞は買にf ¥l J 隔も甚だしと云はざるを i与え主

い 、i¥Jc i ' L卒時に災 害を思ふて今の聞に家屋枇其; の

他建 築 fmの諸院の徴牧 I'CJ i;t ては大いに反行 あ りて

行政ｦｴＺ最も忠紅 ｉ ｃ 責任を果すが岱に断然共の ｴｬｾ 迭

に依り多与t五を吏めて決せらる L ととを 希 望 して止

まない次u 1 である ，

Ｑｾ ｊ 最後 ｉｃ 困難 一 度到るの際立ｦｉ何 ｋ 説岡の者 ＱＱ il iが

外国の者IITli 1'[ 比して危険 l亡雌されて居るかを示す

たらば 、アメ リカ の飛行機の機能が我固 に比して

非常 ｖｌ Ｎｴ ｾｈ く技 ＱＱｾＺ 叉 ｬ 割る 拙 劣と見て我大阪 ￯ ｬ ｩ 位脱Ｂ除

機の焼夷仰で完全に焼失されるの K 敵機十主主と焼

夷 ｾￏ￬ｬ 二十 ｔｴｕ うれば足りる。

然るにアメ リカの ニュー ヨー クTI-jのマンハ ツ タ

ン匝のみを品目"'i1でJu{l ミの川 l乙地へ得ざる迄{成法す

るおには tt ft: -10百五の阪，1待機と二部 luの脳陣とを

要するのである。

斯く迄l亡我岡の! i11Tlj が l耐火建築IC欠之して居る

ととは牢記されねは・ならない。( 了)

本 披 執 筆 者 紹 令 ＨＺ ｫ ｬ Ｍ 百 ｲｾ ｉｊＧ ｄ

天 沼 健

浅 野 繁

岡 田 孝 男

葛 野 批 一 郎

主E 名 種 央

中 村 義 雄

藤 井 厚

松 本 儀 J ¥ 

商

j度 過
ノ王立、

蔵

正

工 ｦ 知事士 、 ｊｊｴ 古 ｉ Ｑ 情園大事数民 ｉｬｨ 以 ｬ 愛知 ｪ￯Ｎ ｆｪ Ａ 際下 ｬ 亡 ｊＩｾ 、ける古ｾ築併設 ｊ ( 下)

の執筆? f

ｾＱ ＱＱ 戸高等工業些校教授 、 名古屋高工卒業『住宅空地考 ｊ の執筆脊

工穆士、京大正j ) ; 築s ，! 科卒業、三越大阪支! 古住宅向1ft:在 }JJ せらる『不然it 小

位宅の新椛治法』の執筆者

工E書士、京大建築型・科卒業 、本合住宅委員合委 [J K ，高野建築' ] f . 務所主に

して円七宅愛J の執筆者4

工 事士 、京大建築嬰科卒業、大阪市技(:lli にして大阪J ! i建築訴に在主}J r小 住

宅の京所』の執筆者

中村建築 ' J f . 務所-主lとして『生市長小限度の住宅研究』の執"f;: 者

工製博士、京都常闇大ｾＡ ・ 数長「メ ー トル法 ｋ 依る住宅の 設計 ｬ 亡就いて』 の執
筆 者

京都高等工芝ｾ， ｾＡｦ を卒業、住宅部長として大林組 ｬ 亡在到 ｪ せらる｛，，［ｩ￪，Ｍｫ う ど怠の
家の試作』の執筆者4

工Ｉ手ｾ士、京大正ｪＩ［築 ｭ 科卒業 、 ラ イト氏減主主築 家 として［守 ｦＮＮ NHn築事務所

主 にして 『ノj 、i Ｑ ＭＺ 宅 川題 ｲｬ ｴＺ 考 ｊ の執 ｾＨｬｾ

大 li 反i lj 建築 制K 在D; せ られ「丘J l J安前小住宅のイJ I究」の執筆者。

一 一
誤 表

本ぷ第五月切I，K W十有料第五君主〉の i洛勝氏御机 (̂l: の rrli ・

1行地位築物施 行去).!J !IJ の内機泣強 l交に仰 する吹 [ 0草文に

就 い て J ｲｬ ｣ ，下氾 の 油Ｑｅ ｾ突 す。

轄居先不明者御尋ね

下氾 η 似合員のイ上，fj) rｪＡ Ｉｴ は ｗＩｽ 務 先 御 ｦｻ じ の ｪｪ は ｾ ｉＧＮ務所へ

御 一報 F さる様御願いたします。

29頁下段 ボルトテゾドセメ Y ト却;怖.Ji:Y!量点"，

談 試 験 j 十戸立方鐙( 断而tu各而ニ沢 L P. 方料・〉

疋 試 験片ノ、立 方値( 断函杭各商苓 ♀平方桝〕

34瓦下段四行日第百十 三保ノ 三は 第 百 十干 係 / 三 の浪

371' L 仁段絡よ り四行日第百十三依ノ 三 は第百一17保 /

三 の校

4 1頁上段絡 よ P 八行自第九十四保 ( 似i'J1j ヨ Y !l リー ト

の似栴規定〉は第九十三僚 の 訣

.  

合口( 地 j j (1川上〕

同

同

普通貨品) } _E. 

￱ｾｾＷｫ＠ 枚 三- ;Ir

錦 織 存 i¥; 治沼

朝 香 7交君

小西怯太郎君
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hard sound bri cks， stone， or other hard and 乍ら之を耐火建築の側より見れば特に木浩の場合

incombust ible mater iaJs よりも多額の建築貨を支出 し居るを 以て探算上木

向叉同 Buil di ng Rul e Rul cs wi t h  ｲ･ ｳ ｾ＠ ect to .  i i 1 よりも高い賃貸料を要するとと |こ 友るものであ

Ne w Chi neョe Bui l di ngs の十六1 *fZ: : 依ると ・って 決して木造の場合よりも暴利を食るものでは

1n every ro¥v of  bui l di ngs a 日re wall shall 左い 、放に賃貸料が高いが故に耐火建築は現在で

be bui l t at  l east every 60 feet， and i n thc は高率の税金を徴牧され て居るが夫れは杢〈無意

case of  corner lots thi s  di stance shall be not 義主主る ととである

mor e than  75 feet melsured round the ｣ｯｲｮ･ｲ 同ーの建築 ｾｴ で出来上った建物であって一方が 他

之等の Muni ci pal Counci l の Bui l di ng R uJes 方より 高い賃貸料を取る 場合は嘗然高い家屋院を

は施行されて既に十数年爾後総ての建築物は此の . 支拶1¥ふぺきであるが 、基礎と なる建築資が飢ーに相

規定の池用を受けて構造されて来て居るの であっ : 泣する場合には共の相違する建築費を無回して賃

て耐火構造は就に上海の習慣である 、依て租界外 ' 貸料のみで税率. を決定するととは無謀も甚だしと

に於ても此の習慣K 依って建築され我々が新聞紙 ; 云はぎるを得ない

等の窮民で見る如き 悶北が出来 上ったのである 、 ・者lli ↑j の災害の程度が料徴でまうった時分は未だ建築

此 D Bui l di ng H. u!es とそ彼の闘を非常 IZ: : 有利な

地位 l亡立たしめた最も大きな原凶を主主すものでb

つ?と。

1間! って我国の市街地建築物法を 見る

我閣の法規l亡も耐火tf: 世 K 闘する規定及防火地w. :

K 附する規定が備って居る、よしんば共の耐火f;i j

世はi ) _ 主だ微温的で・ 4うり防火地27; は文::j :通り防相の

地でる る にしても規 定としては ー ｉ Ｎｲ ｕ｜ｽ ｉ ｾ だけは兎も

角出来て居る

然るｦｌ也 Ｒ 際 ｉＱ ｊ 来とる建物を比 ると ｬｯ ｈ 火 建築は ｾ ｊｩＧ と

於て質に於て上海との間 I[.I徐りf ' C. S主庭の甚だしい

の IC聴く

之は全く耐: 合ー般が耐火建築1[. 劃する認識を欠|徐

せる馬であって各ヨの建築物を ｉｏ ｪＮｪＧＺｽＨ的 ｋ 村ｾｩｉｔせし

むるおに就て無関 L‘ 主主る者が通常で 4うるJ . ; t であっ

て之 l亡到 しては 勉めて 耐火思想のm! i必を要するも

のと考へら る L のである、而も此の方法 lと闘して

は之を種々 恐げ得られるので あるが行政' ，:;:; )r; j  Iζ 於

ては dうらゆる機舎を利 し指弔i鞭階せらるべきで Jう

ると う汚へられる

然るに現在の行政- . t . 1て於て此の;耐火建築の思想

物の構i 1' l 1亡就ては左程考慮を要し主主いのでdうるが

今 日の如く[ J . ; ・災火災、特lて園防1' L 1tt て深甚の考慮

を要す る場合 l亡は建築物の構造如何は重大問題で

｢ る 、 ｩｾｉ ｚＺＺ前の時代にあっては高額の支出をして

| 耐火建築をなしたものには 一種の資本枕乃至笠滋

税として高卒を識する事が出来ても今日では耐火

挫築はJ詮も奨!jVJ せらるぺきで dうって 、:-k!ffl であ り

一般的ではあるが;供述建築は危喰友るが放に肢も

排斥せらるべきで ､ うるが ｩｾＱ 亡者 ｬｬ￯ ｬｩ 行政の立場 より

して最小;耐火建築を主主深硯するが虫I暗思想を根本

より排取する事を要し木浩建築をと そ危険腕し共

の絶滅を期 すべき でるる

以上の如ぎ意味IL 於て現行の虫lれき家屋枕徴牧に

は至急白考慮を必要とし耐火建築1[. は究即jの毘 l亡大

城舵を 、 木ｩＱＧｬ ｦ 亡は雨 ｪ ｾ 容の ｪ 芦 ｊｉＺ 税を訓し都 ｩ ｬｩ ｘ 守 ｬ 亡

例ふるととは話政者として1 t t も必要なる手段とせ

られねば友ら友 ν、。

従 K 闘東大正: 火災 lと際し帝都並に岐部を ini .J' 火的

ｬ 亡復興せ しむる鴬 ｋ 政 ｊＨ ｦ はｊ｟ ｾ聞の建築 ｬ 亡 霊 ｊ し延 坪

首り ｉ ｚＺＺ就て金五 十 ｬｩｾＱ 先制 ｩ 助を放すとと ｬ と決し純計

金二千高闘の7象J; i: を準備し目下向之 を支出 ql で4う

を瑳.tJ) iせしむるに支時を起さしむるが女f I き場合砂 I る3

しとせ完工い 共の外政府は建築助成合祉を興さしめ夫れに耐

其の最も甚だしい一例は建築物 IZ:: !以叫する諸院の 火建築を建てるととを奨め しめる等極々手を謹す

徴 ｊｻ 文 ｉ ｚＺＺ際し耐火建築を全〈庭付される Ｍ ＼ｾ事 でｩｦ［る Mが 4うった。

最近家屋税は賃貸憤絡を棋準として賦謀される事 斯くの如1< 災害地 にはH; t かに色々針策を誹じ肘

になり賃貸料の高 ｦ 去に肱じ税 ｾーを高 ｦ ませ しめるも るが共の者1I 司ifZ : : 闘しては大災害を起す迄は全く無

のであって一見頗る公平友るが虫f I きでるる 、併 し : 闘心であるかの員n< である 、而j も夫れのみ主主らす=
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規を以てその内気の機織的i良策若 くは他の衛生設

備を取締るととは理想、論であり、到底行はれ得な

いものであ るが公衆刑建築物中劇場 、l快副知、一

定定員 以上の Ｔ 長命堂 、 百貨ｾｾ及び 地 階に居室を有

し規定の倹筑窓を有せざる場合更 に将来を考慮す

る時は地下街地下商庖等は今少し完備せる法規lと

より i l つ有効K 取締る必要 4うる ものと 考へら れる

如何なる規定 により取締るか . 市街地建築物法

に於て は施行規則第二十僚の但書即但し之 lと代る

べき池常なる 民家{ 装置ある時はとの限にあら歩 、

との泊首友る換気装世につき て各地方につき て越

前なる規定をその忠101リ中l亡兵臨" 句K 明示されな け

れば叡 ｊ ｊｪｾ を穆げ得主主い 、即 ちその建築物のｦｉｊ途そ

の他につきて毎時間の換祭主及び炭酸瓦斯恕限荒

を規定 し‘ とれを有効K 保持す ベ く、 シカゴili の

ごとく 定期試磁の :1mも虫ましきものである。

劇場 . r快21館 、百貨庖等につきでは . i ljjJq地辿

築物法第十四( 際、特殊建築物につきでは現在耐火

構造規則のみ怠る場合、今にわかにとれ等K 術生

設備の規則を鋭定するが閑雌である 友らば少くも

興業場取締規則 、劇場取締規J l I J等の地方令によっ

て現在取締なきものは新たに取締を設け 、不完全

なるものは更に兵問的 l亡かつ有効l亡取締方法を 115

宇べきである c

? ? 耐臨D 興業場及び興業JI 兄姉規則J;C よる換気媛

上 ｬ て具 棺的 ｋ 即ち 換気量 、 茨自主 五 ｪ 切 手有右 ｩ Ｇｩ ， ｴ Ｇ Ｎｾ 限 Ｚ むを

明示 し一定定口を有す るもの iモつ きでは湘lA4皮 l亡

っき ても取締 り、かつ之 を有効 l亡保持せしず〉る様

IZ:改 jEすべきでるる。

我が市街地担2築i楽玉物法tに亡 3た- いては施行規則 tに亡 4沿ない

てi燥次祭窓は室而

としじ4占数t字をU以、て規定している 。充分K 効果をあげ

んとすれば我が岡のごとく 、i庖官'; t ; r . る! 央集設備I l l

1主る; 段目接世を友すべ しのみに て数字を以て棋ilE

を示さぬ時は効果は疑はしく 、と の新はシカゴ ilj

= ユ { ヨ} クjHその他の虫11 く越j岱 IC松準を示すと

とを 要するものであるコ

今阿の試験はがJ 充分にあらやとれ等の結県をも

って総てを律するととが，防本であり 、諸外匿のと

れに闘する法担も充分多方面にわたりて訓子正せる

ものにあらす=不満足なるものであ るが我が問 l亡}jき

ても大古Ililj f L 於ては餓筋 コン クリート 込ユ建築が多

〈行はれる様 l亡友り地下ー附は勿論、地下二附三

附まで使用さるｾ )1た態l亡喜うり更に地下餓泊p日通と

同時 i亡地下街、地下商 l，ti の i ｲｪｾ さも漸く ｅｚ なふも

のがるり 、ζ れ等は油口なる術生設備の{ 床1 ' 1二を :H

制ii せしめて初めて可能友らしむべきは21・然の趨勢

であり、との兵 ｗ｜ｾＺ Ｇ ｉＯ ｾ 七 ｬｊ 準及びとれに闘すと ｩｕ 見 Ｑ コ

虫11 きは只 lζ 術生問題. 主r ; 築問題K 附するのみ なら

や一般r .11djflU:組関係 J干の首然関心をもつべき P¥J 'lii

房氏側する取材'i >;;J )決如イIIJ は今之を女11 り得主主いが大 で司うりとれ IZ : 附しては各方問より 1}¥1; l i j を記せら内

阪府! 州場取締及び1四物場: ; i &: 遊覧l列j 政怖 tJ WlJ の如き 斜汚 民知也の改イ守f L ff せらる L とと11;弔するもの

ｬｊｾ ｾｦ ￬ 的なる ｊ ｛ＵＨＮ紺ｲｉとでは到底位制 ｉ を ｅｪ とげるととは不 ・ である。

可能で・あ り、 之等は日-然. f，: i r - 間際のそれ或はそ れ以 以上

耐火構造家屋 の諸税率に闘する 意見

這般の上海事 ｮ ｦｌ ｬｾ 告し我陀戦除が Ｚ Ｑ ￭Ｑ可慨に於て

想像された行動を充分とれなかった:)_] f に就ては色

k の原悶を1政へ られる事が出米るのであらうが共

ｾ ｉｉ Ｍ Ｎ 般には全 く 気 付かれ歩、して而 もｴＧ ｩ ｦｌ ｬｩ ｕ 11され

ねばならない原悶は彼の地の建物が;煉瓦匙以上の

耐火辿築であった とと である。

いくら砲取 しでも. 火災を起さしめても蹴瓦ill

の残骸が何時迄も敵の要! 里! となり我1 1 [ の胞 ii 府のパ

リケードとなったのであ る。

彼の地の建築物が耐火的K 構造されて居?と事は

防摂する彼にとっては! I T IZ : 幸を主主し我軍 IC於ては

民K 牙11肱物であった取 を知るのである。

何が共Jj の虫f J く上1hJ Z: 1耐火建築を櫛比せ しめたか

に就ては次 ＧｻＧＮ，女 ｉ Ｑ き ｾ ｊｩ ，百を ｾＺｮ らねばならない 、 μＱＱ

S h:wg h:lI Muni ci pal  Counci l の Bui l J i ng

Rul es の tj l Rul es wi t h respect  to  Ne w F or  

ei gn B uil ding  の the 1st  schedul e IC イ火ると

Ever y new bui l di ng， ｵｮｾ･ ｳｳ＠ otherwi se S :.l n  

ct i oned in accordance wi t h these  rul es， shc111 

be encl osed wi t h wa11s const ructed of  good 



集合場、展覧合場等) 第4c種Cr決識舘・寄席等) 第4p

種Ｈ競馬場 、 ｉｉ 可 Ｇ 球場 、 競皮場及スタンド等Ｉ及 ｴｦｾ 5  

種〆劇場) 建築物 tとして今後建築せらる L ものに 於

て概究所; として使用せ らる L 虫n［ ｉＱ ｊ ＱｊＮＮる 室及 び ｕｾ 8  

種( 製版) 建築物に於て今後建築せらる L ものに於

ける教室又は集合室と して使用せらる L 如何主主る

室の宰策と雄、か L るオーデ イト リアム . 教 室 、

及び集合室の定員一人につきI f J 時間少くとも1 ' ) 00

立方択を換気する ととを要す。

b.今後建築せらる L 第 7 種 百貨庖) 建築物 K 於て

公来月j 床間ーに於ては空気は三誌にの虫nき害IJ1今にて供

給す るととを要す。

地階に於ては毎一時間毎一人につき

2000立 方 I沢

第 一階~第 三 階 同 同 1500立 方 択

第四階以上同 同 同 1300立方択

｣ Ｒｊ ｾＷ 種建築物の換気計算につき床面上の人員決

定のため次の規準をたく。

地階K 於ては壁倍 、階段、 エ レベータ ー

を除きて 各人につき 20平方択

第一階~第二階同 同 50平方択

第三階 同 同 60卒方択

第四階以上 同 同 80卒方吠

d.食料品の百貨J.5及び料理屈に於ては壁鵠階段、

エレベーターを除きて各人につき 40卒方択とす

e. オーデイトリアム 、教室 、集合室叉は第 7 種 建

築物に して公衆床商に於ては 10 00 分中の杢策

l亡於て 10分の酸化安素を超過せしむべからす. ' 、

との測定は床面上 2 吠竿よ り8 択までの{ 問所K

於て行はる い か L る室の温度は人工的陀暖房

されたる時に 68度F を超過せ しむぺか らす" . 1長

度は55度未満叉 は80度を趨過せしむべからす歩. '

t 号 tκ亡於ては第 4 種 、第 5 種 、建築物中 1916年 3

月13 目前に建築されたものは以上の規定より多

少綾友る規定によらしむる様塑更を命じ 、茨 酸

1.2 

瓦斯量-Xo百「まで認めている。

中間告

k 工場又は作業場と して建築せられ叉はI ¥J 注を蜜

更せられる建築物に於ては、 後に除外するもの

の外は、就業人員一人につき宵:時間少〈も 1二00

立方択の宰策を妙、気を友さ しむぺ し

m 工場叉 は作業 場 として今後建築せられ、叉は用

曾 報 11

詮警警更せられたる建築物 K 於ては後 l乞除外する

も のの他は宰集中にある炭酸五英ｾ量は前者 ＱＰＰＰ

分 中後者10分を超越せしむぺからすコ

Q. 前僚の規定は貯蔵庫 、製作過程が障害をう くる

伯雄叉は製作過程が炭酸瓦斯の多量を張生せし

むる 場合に は遁用せす=

但しか L 之室の杢祭が居室者の健康に有害と

せられたる場合 との限にあらす=

更に定期検有料罰金制度を規定 して いる 即 ち

第 ＹＳＳｾ 革 ｣ 定期検査料

公衆; 及び准公衆用建築 IL : 於ける機械的換祭設1請

の定期( 各年 J 検 在は設備が過賞 t亡作用するか否や

を試験す べ く、建築肢管官 lとより施行せらる

各年検脊ーの検夜料は毎分鹿理される空気1000立方

吠叉はその端数百' = 1 ' ' [50セントと す

か L る検f t HI t i 毎年三月ー 日迄 lと市の金日IIL ' 1象め

納入すぺし

第933依d 罰 金

本町i の各規定を 犯し叉は一致せざる個人、 図植は

各違犯につき 5 弗以上 200 ［ｪＡｾ以 下の罰金 ｬ 亡底せら

るぺし

か L る違犯の糟mされる各 日は澗立せる泣 犯と才i

倣 さる

以トーシカゴ i!i の女fl iきは最も詳細111 : : 規定せるもの

であるが之れも建築法規中 l亡カ11へられたるは首初

のととでは友くその節は第24- A部俊策と友 し、

との僚項のごときも tf}933a僚のごとく tn二十四節

第 993 僚に附加 して挿入せられたるもの友るを知

るととが川来る 、建築物法施行中必要を認め てカ11

へら れたるものである。

最後に我が園に於ては 如何に底置するか、多U論

気候 風土も欧米とは異り 、 経済 ｊ 伏態その 他 極 ｫ ｾ ｆ

情を考 ｊ ，ｉｬｬＺ ずる時は外閣の例をそのま ｾ ｾ菌 ｦｊｊす ると

とは出来友いのは勿論であるが法規に よらんとす

る時先づ如何なる建築物 IL池刑せ しむるカ住居建

築物特lて終予!<iを7象主! する時はテネメントハウスを

考砲するととは有意義ではあるが此底 l亡は公衆月j

建築物 lとつきてのみ考察すれば既 IL: 各方面に於て

行はれたる試験の結果陀よるもすべての公衆川建

築物は攻る時取特l亡冬期 l亡於ては炭嘘瓦斯 は恕脱

走を超過するととあり夏日 lと於ては摂度温度が泊

官; ならざるは事質であ るが 、とれ等のすべてを法
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ＲｊＭｾ Ｑｌ 慌 、 客席には天井を設〈ペし且っその高さは

二階以上にあ りでは床上端より担!紘ー下端まで七尺

以上と し卒屋建にあ りでは床上端よ り廻縁下端 ま

で十二尺以上と す但し卒屋建 lとる りでは客席の中

央上部 l乞於て梁間尺度の五分の一以上を有するこ

耳Ｈｾ ｟［ 伎の空気抜 窓を 設くべ し

第十一蹴、桟敷の後方及び迂路の外側は床上端 よ

the  Ci ty of  Ne w Y ork 中の A rticJe 7.  Li gh
t  

ahd V entil ati on の節に規定されてあるが . とれ

は 1916年 3 月14 日より施行せられたものでる り

第 130 僚の R ooms in residence Bui l di ng は居

室の最小限を現定しである以外は我が園のと大発

注く省略 し

事務所建築以下 を見る時は

り高さ内法五尺七寸以上を総掃除とたし鴨居上は ι 第 13
1 11際、 Business Bui l di ng ( 事務所建築〉

ｩｦｾ さ八寸以上の空気 Ａ弘 窓を設くぺし、後四各 : 本節 l亡於て別段の定めあるものを除きでは今後建

大阪府観物場及遊覧取締規則 fC : っきて見る時は 築される総ての事務所建築の各室は傍働法K ょっ

ｾｾ 二 十僚のこの中 て特陀規定されたる室を除くの外は道路間場叉は

第五披「フィルム」の映同一時間以 Ĵ lI.J :1亡五分以 。本部の規定 IC: 一致するが如き裏庭l亡直接に開放さ

上の休;世1時間 を世き其の Iml亡換気、採光をなすと れf与る窓 lとよ り倹! 祭さ る L にあらざれは・外策 lと直

と 接換気さる L 室へ棉i間窓又は他の類似、の方法lとよ

馴れも原始的友る規定あるのみである。 るか叉は Ĵ] 集 中 の 炭 酸 瓦 斯 量 が 市 「 繍 た る べ

病院につきでは警視聴l亡於ては病院産院取締規 き方法より友る油蛍友る政策方法を設備するとと

則につきて見るに を要す

ｾｾ十係、病院叉は産院の梢逝 設備は左の制限 によ ｉ 但し本規定は酒類型 ｩｩｴ 場、充電室叉は茨酸瓦斯の

るぺし 多量が核室の別途上必要不可献の陥 作物たるがｾ ｦＱ

但し建物の構造又は土地の ｊ 伏況により之を耳Ｚ同 ｾｊ す き安叉は全然合郎氏使用さる L 宣伝は此の限りにあ

るととあるべ し I らや

ＡＮｲｾ十号 、 診 療に必要友る施 設及採光 ￭Ｇｾ 訳 、 その他 1/，J本保規定 は各居杭者 K っき有効集積 500 立 方りそ

衛生上越;12J なる設備を友すとと を超過する宝l亡I' I 適用せ十

以上の虫ｦｉき取締 ｬ てより ｾｾＷ 硯勝也Ｚ内興業場内の内気

の百-J 伏はとにかく 、大阪府に於て宜紛の上らさ刷る

は首然の結果である 。

との空気汚染を如何lと鹿置すぺきか 、とれを法

規によるとせば如何なる方法によりて規定するや

＿，￭ｾ＠ 132{1段、公衆川建築物 : Pnbl i c Bui lding) の各

室

本的及び他の法令 lてよりて別段の規定あるものを

除きでは今後建築さる L 総ての公衆汀j建築物の各

室はt 't 倒的 l央集の適首お: る設備に して使用中は床

とれにつぎて考祭する前IC : 更に外岡の捌係法規を 。而杭の釘. 卒方吠 lてっき匂: 分説明、' 1' 1亡して汚染せられ

見れぽ 、とれは、 一般住宅及び テネ ナン トハクス ざるｾ筑の二立方択を供給するが如きものを設備

等陀も及ぶぺきであるが此庇 lと於ては今同の宜! 験 するととを要す、但しか L る主主の有効fl 豊杭が勾) 心ー

も主 と して公衆川建築物f ' C 限られたのであり 、公 。住者につき 1000立方択を超へたるが如〈且つ道路

氷川j 建物lて針する法規調布であるが、然かも之 :h 前場又は規定の装庭に直接商して窓を有するが如

氏 ｾｈ しては伊東恒治氏の「建 築 ＱＺｩｊ 生 設備に 閲する き場合はとの限りにあらや

法規l亡就いて J ( 昭和七年二月、 三 月建築&; i : 研筑) 以上 ｬ と見るごとく大凡供給 ｾ気 世を規定し更 ｬ と

によるも主と して 前|同 定 し て る る の は 米 園 で 炭 酸 瓦 附 : 古r 以 下 を 桝 と 山 る と と 凶l

ある口融洲諸図 で ・は未だ規定が ｾｭ へられ主主い ｪ 伏態 る。

である。 更にシカゴ市民っきて見る陀

と ｾｉＧｌ 米閣の 中 ｋ 於 て 代表的のものとして 、 シ Bui l ding  Or di nances of  the Ci ty  of  Chi cago 

カ ゴ市及び ニユ{ ヨー ク市の民衆設備K 閲する法 の俊策の節に

規を その建築法現中 より摘詳し考察の針J!Hとする . ｾｾｧＳＳ｡ 際 、 建築物内の ｩ 良策

先づニユ{ ヨー ク市では Bui l di ng Code of  ｾ＠ ｕｾＴ ｢ 種Ｈダンスホ ー ル 、 安合場 Ｎ ス ケートリン ク
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主主〈窓開放を友 す 場合は 、 炭 般 瓦 ｾｊ￭ 需 六、某 座 ( 木治) 試験期日 昭和7年3月14日

午Jf litは恕脱走を超過せざらしむ るを件

る も、; 既房接世直う り政策法世な き場イト

叉は不充分主主る場令l亡は炭酸 ldgi 忠則4

立を超過する場合は各J I j ｾ Ｎ主の公衆建築

物 It : 官例あ り、キ)j Ｑ 亡劇場 、 映番組・の ｾ ｮ

きは池宮友 る設備不完備の時は冬期は

炭酸五j釘恕限註超過疋日は温課度超過

制 IJI 祭名 |心 容|開|州統|慨 |側{ 考

し遺憾とする !j) ，態なり。

然して次 l亡此等の建築物内 気の汚染

をJ取締るべき現行法規の如何を見る! r:子

l 附 i E 而 前 方 700 

3173プ19司0、
午 i時 分

i皇 4. 00 14.0  65 0. 942 

!I 

右 特 等 席
11 11 

3.50  
11 11 

0. 79 1  

11 

左特空手席
11 I! 

4. 15 
I! I! 

1. 017 

11 

疋 而 後 方
11 I! 

4. 20 1. 098 

一等席 牛央
11 I! 

571  1. 568 

一等席右方
11 11 

3.351"  グ 0. 764 

七 . 某 小 撃 投 試験 j明 日 昭 和7年3月 15日

人員は推定観T工客

令官也 の も の り
然容i':l:金惚な り

は

先づ我が岡 l亡於て ili 街地建築物法 lとっ

制 l実名|人民|腕|露首 |間|関斯炭Ｈ酸 ｾ ｾ ｉ ｾ＠ 考

j 't. 1i '-f.. 時 明

きて J ，I ，る時は

凡 て授 業 終 了 の

1 1潜到 来ト 詫 601  40。2 2 15  10. 0  541 0.470 

頃検世豊を採集す

一

11 総員 持15  360  1. 50 145 511  0. 533 

乙務務 ｦ 大 「匝ｾはは建築物 の 布柿 ｩ日 ｩ せ誼性 Ｒ企 ず 設 制似怖 ｩｈｩ 叉は敷 地 ｬに
11 

六 年 女 竹組 4 1  250  1. 10  10.C 541  0. 476 

ｾ 、 Ｍ、Ｍへんｾ、ｾＭ、ｾ、ｾ

闘 し衛生上又は保安」二必要なる規定を

I1 

6 年 a梅是H
ｾ Ｎ Ｗ＠ 250  1.15  10.0 511  0.497  

日立くるととを特 》

2 階 3 在1三女 竹組 59  230 1，2ご 9. 9 521  0.719  

'1  

4 年女松正日 44  

特殊主主築物につ きでは

250  1. 23  10. 0 541  0. 58ヲ

法第十同僚 、主務大臣は 、」下!校 、集 合

拐 、l主l路 、放筒 、工場. 倉山、病院 、

3 階 2 年 男 松 組 46 230  1. 35  10.8  481  0 467  

11 

i<lt 詰2 F争:
4 1  330  1. 30  11. 2  491  0. 627  

一

il i拐 、用場、火葬場其:の他命令を以て

指定する引' 1] ' [ 建築物の枕世構造、 設備 叉は敷地 l乙

、- - 】町也- - - 守
協i し必要なる規定を誌 くると とを待 コ

何れによるも構ifI 設備 に附して衛生」二必要 なる 規

定 を設け得るもので あるが 、現在では一般住築物 。

の犀内安気f ' CMtJして は法第十二伐に よって施行規

則ｾｾ 十九併 、 ｋ 採Ｍｊ￩ の 規 定 及び ｴ ｊ Ｕ 二十保 ｉ ｌＺ 於て

居室 l亡於ては芭接外気 l亡聞して室直l杭のご.十分の

一以上 l乞相官する商杭を1J f . 11 . 皮し得ぺからしむべ し

但し之に代るべき泊岱友る ほ策被世ある 時は との

|以りにあらすココ

とあるのみで特殊建築物 l亡ては耐火柿詰税J l I Jある

のみにて術生設備に閲 しては何等の脱定 をみな い

i状態でるる。

採光; 換気 lて閲しては以上の如1< 鋭則第十) l 僚 .

ー

以 上

つ之を有効に保持しつ L 前述の如き衛生上受[a:す

べき結県を現' di亡護見 し得るにあっても規定の飴

りl亡;ltIJ - - ' I: I" J IL: して不充分友るを ) .:11るととが出来 る

のである

三7( 1<: ili 問地位築物法以外の特殊建築物 l亡闘する

地方取締ぷ!Jll ]l 亡っ きて見 るに一般興業壌に閲して

は曾腕 臨l乙於ては興業場言及興業取材i姐 則中

!:J$二十三{際、地階を設 くる時は通話 It: i然防設備を

施 し且つ換気設備を友すぺ し但しその用途lとより

支附友 しと 認むる 時はとの限りに あ らや

215三十二際 、前訓告f既定員1500人以 1-.の劇場なる時

は中 l時針主主J -.fj f，には自1動的/J1JIo: 袋世を有す る換気

口、共の他泊常な るl決策設備をなすべし

第四十二係 、詐 j市l亡は換気筒叉は機械的 免気装置

215二十僚のみで るるが担当ーの油11;な る換気設備 の 。を設 くべ し但しそ の川一iiE叉は規模lとよ り支LEなし

云 -'-<1亡閲しては警肌隠及び各地方I憶に於てK : li I 則を ! と認むるi昨は此の限りに あ らす=

以って J1 n 豊的に規定せるも のは米だな く只野ii UEi.f : 第四十三保 、概容先日 150() 人以上の)f. IJ場は泊'U; た:

l亡於ては内規として一時間三fi 1
1のi免気設備とえ: め ; る燦房装置を話すベし

ている桜花聞くのみであるコ ! 大阪府 の*IJ 場取締規則 lてっ きてみ る時は

日央官 ｉ 館 、 百貨庖等二十僚による換気窓を有しか Ａ 第十五伐構ｾ制限の ｾｬ Ｍ ｉ
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曾 報 8

試験は何れ も、 ウィー クデ い に し

て特に混雑せる 場合にあら 歩 、時間 も

一時半より 三時までの限 られたる組問

K 偏し?とる うらみありた りD

との結果 に見るも i決諮館等l亡於ては

抜目立五斯量の恕限量を超過すると とは

殆んど任定せる事置であるＨ五 〉 のＮＮｬｴｾ磁

の虫nく、不 完全友がら換気抜置のある

も のに於ても 亦恕 ｾｬｻ主を超過す 、 百貨

lむにてはJ 比較的開放友る時は抱!限定

以下友る も容の混雑時 l亡は忠!限足を超

過するととを女nる間百貨庄の中後者は

骨って衛生試験所にて大疋 15年末試論

三、某ビルデイング 試験期 日 昭 和7年3 月9 日

-}l uj 家名|吋気付露首|野j{緋捌備
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4. 細菌類結果引用省略

2 .  大阪市内某臆舎地下室主堂

大正 15年12月より昭和 2 年 1 月の聞の試験

食堂( 入口は開放して他は窓会部閉鎖) V茨酸

五斯蓄積量

除j散時( 午前九時) 卒均 0. 508%

満員時( 午後一時) 1/ 1.189 %  

Hti 室( 排気装置あめの向上

午 前 十 時 午 後 二 時 午 後 三 時

排気装置不回特 0. 750' /00 1. 173

0

/υo 

向り上二時を十ま一で運時特よ 0. 791"/00 0. 769
0
/りo ]  .009"/00  

コンクリート i主教室に ては7%

向報告されたるものに

某紡績工場

打キlij 工場 茨酸瓦斯蓄積量

椛和il 工場 11 

混おii 工場 1/ 

織機工場 11 

帝国議 合( 第五十議舎)

議場( 最高) 茨酸瓦斯蓄杭量

傍 聴 席 1/ 

東京市内に於ける劇場

曾 報 7

0.50
0
/0。

1. 020/ 叫

0. 99
0
/ω  

1. 29 %0  

1. 30"/。υ

1. 36
0
/011 

食堂賄室の温iゑ度

乾 球 温 度 課 球 温 度 比 潟

線、ていんo 超過、最高 3.77"/ 00

食堂平均 20.0F  5 9 F  5 2 % 好 適
その他園民衛生誌上には多くの結果を見るを得れ

ども以上にとピめヨたに本協舎が大阪市衛生試験所

に依慌し委員立合調査せ し結果は次の如きもので

H自室平均 28. 4F  7 5 F  6 4 % 好油範囲外

3.  大阪市内小皐校

冬期援房装置主主き木造及餓筋コンク リート iiE ; るる:

教室 lと於て段業45分間の茨酸瓦wi 一、某百貨庖 試験期日 昭 和7年3月9 日

及び温滋度上昇を測定

結論 14教室に就き 5- 10 団施行せ

る宜験成績を平均するに授業45分後

に於ける該教室の内策中の茨酸瓦斯

量 は 1"/' )1超 過、木造教室にては最大

2.9
0
/υo 卒均 1.4"/00 銀筋コンク リート

敬室 lてでは最大 2. 7"/06 卒均1 . 4'/υυ な

り、今茨酸瓦斯恕限量をt " /ooと して

一入賞所要空策集積を算出し との値

を質検値と比較するに供試数室は何

れも牧容児童過密のj伏態にあるを 9:11

階別

同 階

7 階

わ 階

同 階

4 階

3 階

Z 階

l 階

地階

食

夜

ホ

賀

室 名 人民

堂 3∞

/! 

3∞ 

場 20:)

/! 

2∞ 

/! 
150 

/! 
2CO 

/! 
300 

- /ι  300 

易事 25つ

長正容

試験 温 度 護主目E

斯炭〈酸%冗);  

時間 (じ〉 Ｈｾの

立1l 米

ご長 11手.3房0  
一

6550 18.0 42 0. 766 

6440 1. 35  18.0 431 0. 818 

6400  1.45 18.5 491 0. 537 

64CO  1. 55 19.5  501 0. 786 

64∞ 2. 05 18.5 441  0. 506 

6210 2. 15 18.5 441  0. 848 

5050 2.20 18.5 471 1. 087 

128∞ 2.30  16.0 401  0.460 

64∞ 2. 35 16.5 411 0. 510 

る、 而して/J、墜校教室K 於ける児lii ニ 某 百 貨 庖 試験}明日 昭 和4年3月10日

備 考

玩具E車場、容の

混雑甚だし

一入賞りの集積は各製年に肱じて大

間此の釘l く定むるを事 とす( 但し色1:
馴|家名 |人員|柄引開 |問|概既|倫 考

時 国策三国内外としたる場合)

即ち

J .2 ｾド 教 室 Ｕ 立方米

ＳＮｾ 年 ＱＱ 6立方米

5. 6年 11 7立方米 とす。

授 業45分間の i熟度上昇は木造教 室に

あっては卒均 3. 0 度 、餓筋コンク リ

ー ト造教室にあっては 2.0度 、探度上

昇は木造敬室 にては 平均 8 %、餓 筋

地階 : i l : 上品波場

l 階 Z芸館賓 場

2 階 '1 

3 階
/! 

い 階 新 館 貿 易

5 階 醤官白夜場

6  I(皆
/! 

7 階 新官官食 堂

底上遊 戯 場

」ー

刻

16.5 381  0泊 3

- 1  1000:) 1  3. 10 15.5  411  0.479 

- 1  6800:  3.05 20.C 461  0.463 

- 1  6800  250 20.C 521  0. 828 

催物のため存浪

雑す

- 1  2580  2.40  19.0  521 0. 559 

- 1  98∞ 2. 25 185 
521  0.752 運動具、既製品、

洋服の賀場

- 1  2940 2. 10 18.0  511  0.577. 

230  1560 2.∞ 17.0  411  1. 018 

1. 45 
一 一



曾 報 6

本格は金園都市問題曾議第三回線舎に際 し合議

の議題 「都市の汚物産玉虫並に汚染防止に就て」

並に「市町村民の負捻並に市i l I J・村の税制j 問題J

に釣し日本建築協合より提出せる意見書で ある

都市建築物内空気の 汚染状態及び

其の措置に関する制度に就きて

者11市に於ける宰気汚染は通常所謂外気汚染を謂

ひ、ＺｴＧｴｾ煙Ｎ自動 車 よ りの排気等の防止が考察せら

れるのでるるが現代都市の構成を考うる時は その

重要なる音f ，分を占むる建築物内の宰気の汚染は外

気のそれと同様l亡考察せらるぺきものであり 、妹

l亡現代生前の主要部分は建築物内叉は交通機羽乃

の生活であり 、と の傾向が主主 k 不可避的 i' CDJ] 長 さ

れんとする時に於ては、内策の汚染問題は都市汚

染問題上の重要なる一部分を占むるものと言はね

ばたら危い。

大阪市のｾｦｉき外気の良好たらすコとされたる都 ￯ｬ￯

IC : : 於てすら、問題にすべきは午ろ建築物持に餓 コ

ンクリ戸ト iiE公衆m建築物内の霊祭のー居不良な

るj伏態であるとは阪大の梶原助数長も仏，f': i): J 後主 JJ 日

せられたるととろ であり( 昭和七年一月大阪明白

紙上l亡於ける氏の小論L 日本建築協合法制会員合

K 於ても大 l妓il il 亡於ける主友る公衆用建築物内気

の汚染:u、態を調査し之れと過去にたける各方面の

調査の結果を合せ考へ、更に之が汚染の捕置に闘

する 制度を考察 すぺく 、内外の閥係法規のi'Ji ，j査を

試みたるものである 。

先づ内気汚染j伏態を試験するにおって如何なる

ｾ ｝｜項につきでなすべきかは ｉｉｮ 題であるが現在では

炭酸瓦斯蓄積量、溜1婦、度五冷却率 を測定するのが

衛生上の見地より安 ＺＧ［ Ｎ ｾｩ とされてい る 、と の中 、 炭

酸瓦斯量は直 接K して有害とするベツテンコ ーフ

エル の設は現在は信じられていえEい犠であるが居

住者のH乎気、課策 、喫煙 、燃料の燃焼叉は飛盤、

細道i l ' Cよって室内昼気は絶へ歩汚染せられそ の汚

染程度は茨酸瓦兆円の蓄積量 K よって代表せ しめて

判定す る指針とされている、 普通空気中 K は 0. 3

0/00 - 0. 4%0 含んでいるものを室内にては、 1

0
/υ1以

上は衛生上不良とされている、よってとれを測定

すれば細菌数座挨量の測定は 必十しも必要とされ

てい友い、 ilil i易度及冷却率につきではヘルマンの

与さ設によるフ リユツケの宜験以来唱へられたる最

近のｧ［ＮＡ・設により居住者の不快ｾ Ｎ 能率の［成退叉は

病均症j此の原囚として最も重要なる悶子は空気の

化製的性状の鐙化よりもむしろ温探度の鐙イじ に重

きを置くべきものとし、好j菌、温1弘度は大惜温度18

皮C 、64度F 、協度6 5 %とされている 、冷却Z容は 、

レオナルド ・ヒ ルにより考案せられたる、カグ寒暖

計K より測定されるものにして 、冷却率 H = -!.25

前後を居住者の快感域内とされている。

今回の試験に於ては、とれ等の中で冷却率の川IJ

Ei: は種々の事情に より中止し、 炭酸l L.! 切子容積呈及

びUii 度tt4温の測定のみに止めたのでるる 、その結

果を得る前i l ' L 過去の内気巧染の試験結! - f ! : を大阪 I li 

衛生試論所の報告書その他より 三 、四 D 個所を参

)H-tすれば、

1  大阪市内某百貨底( 鎖筋コンクリ ート n 階建)

1 炭酸瓦斯蓄酌量

大正 15 [1:: 8 月平均 0. 79 nんo 午後 8 時六階K 於

て 1. 145η/ぃo他は抱! 限量以下試験は盛夏中なり

しため川聞の窓を｝ｽｉ ｾｬ 皮し ｅ つ各階共法 ｬ 武装置

K より荷停空気を iきり地下室は窓を存せざる

故特 lて排気換策装置を設けある故に上の成績

を得たるも各季四図の窓を常 K 閉鎖し清jiji:空

気の輸送 をも行はざる時は1fi J 多量の蓄杭を見

るととは想像し得らるると 、

2. 温i'%、度平均 乾 球 温 度 協 球 温 度 比19、

87度 82度 7 8 %

( 比i然は地階K 於ては 88%)

3. 塵挨量( 結果引j 日省略)
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曾 報 4

1 午前8時30分善寺町 際集合、 同50分震列車にて出資

l A ノ瀬西口にて下車しー直ちに其の附 近 一 帯の扶 況 を 見

撃 す

1 途中牛倒援の家屋に入 P 其 蕗にて愛食を取りつ L 種 々

意見 の 交 換 をな す

1 次 で東 口に歪 P 河 川 の 宅7lt 完走況等を見たる後 、大 豆 橋

沈下跡の渡舟にて重苦岸に渡り徒歩王子E撃に歪 り生駒を

経て上六に錫着し解散す

災 害 強 度 委 員 曾

時 5 月 10日午後6時一 同8時40分

所 純 情 ク ラ プ

出 席 者 Z委 員 長 波 郊 幹 事 青 柳

第 一 分 科 黒 田 、篠 原、 中島

第 二 分 科 佐 野、谷 、郷田

記事

l 亀 ノ 瀬 附 近 地 と 扶 況 見 祭 報 告

2 雑 誌 12月続 に蛍委員令よ P 調 杢 研 究事項 猿表 の件

A 賞委員舎にて 己 に蒐集したる大阪市 内 ポ ーリ y グ表

の事費表 を 計 費 す

B コ Y クリート施工法 の解説を今後作成 して 之 を提 出

.  するとと

3 鈴 接 研 究 合 宿孤 鈴 接 糠 準示方 香 案 の 併殺 を作成すると

と

4 古 川委 員今回遠隔 の地に縛却j せ られた るに依 り委員節

佳 の申出ありたり

住 宅 委 員 曾

時 5 月2日午後6時 一 同8時

所 千 門

出 席 者 幹 事 浅 野 委 員 河 感、小 林、雨 、主主主豊(金)

記 事

l 前 図書5員舎に於て委員中よ り雑 誌「住宅扱」に執事する

方々を選定し同時に間続に昭和16 年 度 の 本委 員舎 の事

業調査報告中よりも通常なる随l面 等 を 掲載 する機内定

しありたるに付本夕 は今 一度 夫れ に付 協議を な し 「小

住宅 設 計 俄 要 書j 並小住宅案〈卒 商及 建問 、矩 計 ) H 主

表することに決定せリ

大 曾

春 季 大 曾

由緒深き古紙寺の見撃や、咲き競五、滋北の桜 花 を貨で

つ A クープノι 、電 車、叉 ケ ープルのスピードアッ プの

清遊 に 一 同 歓 を愈 し て務有の星整合組に終了せり

1 先づ午前九時ー早〈も参加舎員は天満橋際へ縦々と参集

し改定の9時 3 0分 に ほ 京 阪主主韓課長並天務橋を務長の

絡別の好意に依り混雑も無〈同居軍出事遣す

l 同 10時 ，0分 三 僚 終 鮎 に 於 て 京 都 方 面 よ P の奉 加 合 員 10

t f : 名と合 し直 ちに京 湾電 車 に て 波大 海 を終 て 阪本 に 至

る

l 阪本の料，下手鶴客足の座敷、庭 闘 に て 一 同 休 憩 し 名 物の

そばと御茶 漬 とに筒患なる中食をなし :程近き 官 徐 大 駐

日吉神量士に参詣す

l 同祉に於て は建 築 物 1'.こ就 て の設明を問者 、且 御前1
1沼を

戴哲 夫 れ よ りケープ ノレにて比叡山に登 h 湖 水 の 風 景

をあかず眺めつ L 茶 底 に 少 慈、午 後三 時より根本中堂

前 に於 て 滋原 義 一氏 の約 一時 間 に亘 る、根 本 中 堂 を始

めとし比叡山に於ける古建築物 に闘する 臨地 講 演あり

引綴豊中堂 の参奔を移り 、一 同 自rli 行 動の下 に三 々五

々 空 中 ケ ー グノｾ 1く或 は 徒歩 lくて四 明鼠を 経 て八海iに至

り宴合 場に 向ふ

l 宴 舎場 到山 閣に於 て l'.t 午 後 6 時一 同常貯; し武 田大 合委

員長の挨拶あり て直ち に 開宴す

l 宴 耐 に して 清 水産且京都支応よ P 寄 贈 の 徐興 に更に興を

添 へ綴々と迩ばれる 支那 料 刻 、支 那 i泊に i前を十字 しつ 弘

和策続々 の 被 に時 を過 す

1 此 の時池 回則合長 の 指 名 にて池田谷 氏外敏 氏交 々立 つ

て本日 の大 舎に 闘 する 感 想ｾ感 謝の 言 葉を主 ￟ べ 、 記 念

撮 影を なして 此 の本季大舎を 慈 な く 終 了 せ り、日与に午

後B時40分

倫 本大合終了に 1: ¥- り'8l 々御君主力下さ れ し委 員各f立にq-..j

し多謝 す る次第で あ p ます

曾 員 消 息

片 岡 合 長 より 下 犯 のii1i it1i 信 があ りま したか ら御 彼自存いた

します

5月19 日野l滑

5 月3日巴 恩 にて 片岡 安

t也回 目11合 長宛

4 月30日 合議 を 終 り昨日 ζ ち らへ来 ま し 去七 月中頃l S T 1，匂

色々御報告申 上〈・る ζ とを梁んで居 P ます透かにJ ! . t 下 11t..

合 員御 一同 の御 健勝を政i !J ます

5月23日到着

5月5日巴恩にて 片伊，j 安

時 4 月17 日〈日) 協 合 宛

腕 比叡 山 廻 選、古 社 寺 見 撃 : 合 議 は 漸 〈終りま した とれ よ り濁乙を 経 て英 国 へ 行 き米

1 本 年 春 季 大 舎 を 別 紙 プ ログラムの iili 開 催 し た り 。 図 を 沼 過 錦図の首位定

ｾ 加曾 員初量生名 、 春樹に麗かな Ｑ 日を次の順序に て、 j 曾員諸君役員諸君へよろしく



て之が舗々の悪因をなす惑でしょう。

O紋磁の使用上 注意すべ き筒僚 は

ａ 干 Ｑｾ の土砂は充分拭ひ取 ｐ て室内 に 入る事が第ー で、 我

閣の採に道路の舗装が不完全な蕗ではー居留意しても

らはぬと 、殊に雨天の節外来の場合 l亡は充分水分を拭

き取る司王が必要で す。でな. いと紛障を汚すばかりでな

く温度の水分を合むで保存上の慈凶 とな P ます。

従て「パイノレ J 級物は 「プラッシユ j 又は民主主式「クリー

ナー」を使用して塵を吸取1 ) fパイル j の間に沈降せ る

もの配完金に除去 し置かねばなりません。

又時 々探査重油を浸したる柔布等で其表面を拭ひ置〈と

とで す 、之は 汚 れを除〈と同時に色合保善の一方法で

す汚れた上に日光の作用を受 η ますと 1五色 の皮を 増す

恐 れ があ ります。

1向紋f l E の下敷に f 7 ヱノι トj を用ひます と唯に感ピの上

のみでな〈 、保全上耐久力を完や? なら しむる効果があ

mます。殊に「コンクリート d の床上に直接に紘氏ーを駿

〈事は衝動の皮を強〈し 、併せて合71 < の主をま曾し地紋

を溺らせます。

殺閣の様な君主1tt の多き蕗で 、布'J J l _ の節は特に姦害' i1防

に注意を! t f しま す。 かたき品IJ 毛を用ひての掃除を充分

にして害姦の脇除をなす Ｔ ｬ ｾ も必要です が、よく ある例

で、此上に「カパ ーJ の被って居るのなどは寧 ろ害惑の

保護になってよくありません" 0 紋阪は仕事事って泣く品

物ではない のです。

0 紋古Eと云』、もの はなかなかむつかし ν、織物の様ですが

ｾｬ 規村＿と検査は

b. Cイ〉原糸 の( パイ J'- 糸、揚み糸、 地約緯糸〉積fJ1及守番手

〈ロ x パイル j 毛の長さ及箸;ltt

〈ノ、) 怒糸及緯糸の密度

C  =-)f パイル Jmの毛糸 の品質

( ホ〉染色の! i i i " ' P皮

〈へ〉紋椴物で は其色数Cf フレーム j の数〉及柄模様の完

よ任意匠の精粗等

を話器げますが 、種 々なる線、の種類や番手宇中年に「パ イ

J'- J 用の毛糸の品質に閲しては一寸文字で表 は し 扱い

思I'i もあり 、まEに其検査上の1 Mt闘があるのですが 、言長荒

鮒 の如 きも叉なかな か其償絡に高下があ P ます

例して見れば餓 jfi の 3 等寄与 III の敷物の如き 其品 質から

rt せば上の下に位するもの で 、決して下等のものでは

ない。之は 3 等客の動作が官f なり筒L恭ですからそれに

地ゆる様な かなか吟味さ れたも のです、叉 I (等車のも

のは 2 傍寧のものに 比す ると原糸だけ で約 3 倍高につ

きます 、どうです 、此蹴織のものとm; 別がつきますか

O 成る程ゃっかいなもの ですね、要するに信用ある製造

曾 報 3

所から其責任ある製品の供給に待つ事ですね、、治 斯 様

な工程で出来るものとすれば無情に製造の期限を念〈・

のは間違ひ で すね。

A 紋焼の品質については或官隙や大合枇から外国品と ill

ふと云ふお小言を 頂鍛した事もあ習ましたが現場を御

一 覧願ふて段々御理解下さいました事もあ P ました。

例 して見ると天然光線による と人工光線に よる時 の色

調 の俊化の虫[ 1 きもので、主として夜間御使用に供せら

る L 民主では其色皮に力n，威を要しますが 、j折る場合' i f ! に

自主註での色調御説明だけでは相違を来します。

自律擦による色の後化の虫[ 1 1きも叉兵一つで 、英図製の極

上空事の紺「サ ージH民地は組物! f i から染着せられると云

」、話ですが 、此場合は使用の最初j 多少色の落ちる取が

あります。之は我図で古き紺織物御使用の絞験者には

充分御m心 のゆく司王ですが 、i j ¥; 君主する程よくなると云

」、のがそれです。

原料糸の如きも Jt 陵地によりまして共品質に差があ り

まして挨及料 、米 紛それぞれに特徴を1 : iHへてお ります

から、御注女品の用主主ゃ Jt I 法が明確であればそれぞれ

それに遁感するものを選揮いたします。駈って製品は

充分満足して賞へると信じます。

但 し我閣の紡紋工場では少立の特種糸の製出は厄介iidる

せられますが 、JElimなる御i注文に謝して完全なる織物

が出来る のは事1・tです。勿論j針る特殊の御好みにM! l ず

. る場合其官民中1' t tJ ;)!;IJi f;j となるのは不得止とと L 存じます

O色々御話を伺ひまして有り革lt う御座ゐました 、長時間

御繁J l JrJ' 御手r : 日をとら せ まして 、では御暇いたします

Cor要時主時r : n午 、5月25日記〉

夕食後定例委員舎に移る

協議事項

1 認に東洋陶然株式合枇に翻訳i 方依頼中の街生陶然標準

寸法闘而本タ出来に付額々窓見を交換したる結果別紙

の jffi 一部訂正し今一皮同合最t K調製方を依: t f1し其の承

諾を符たり

¥ ｾ従来の各分科の研究項目は今月を以てー先づ絡了せし

IC イサ?ic[!l J よりは1x. の惑調査研究を始むるととに決定す

第一分宰ト・ 石綿悠類

第二分科. . . . . テックス矧

1  6 月中に大阪石和i: 工業株式合刷工場を見撃するととを

rll 合す

災害強度委員見祭曾

時 5 月 l 日午前 B時3() 分一午後3時30分

見 製 勉 ノ 瀬 方 市 地 と 限 災AAl.兄

出 席 者 小 野 、大 津、黒 IEI 、篠 原、三浦、 矢田

記 事



合 報 2

出 席 者 委 員 長 松室 幹 事 須 川

第 一 分 科 高 松、塙

第二分 科 高 問 、積回 、林

第三分 科 阪 井、境 、山中、 伴

記 事

1 本 年 雑誌 12月続 は常設各委員舎の飼査研究の稜表を以

て特輯する旨別紙の沼海告あ型たるととを委員長 よ り

報告すぐ別紙略〉

1 吹田定例日に本委員合委員のみにて住江織物株式舎従

の見撃を計mす

東 洋 ロ ノ リ ユ ーム株式合従技師長宛に別紙の沼! J Y ノ

ロュ ーム に闘する文献の提 出方を依頼するととを時I 合

す

資料委員見畢曾並委員曾

E寺 5 月 19 日午後2時 一 同8 時3 0分

見 拳 佐江織物株式曾量土工場( 見撃終了後協合 々議 案に

て奏員 合開催〉

出席者 委 員長 松 集 幹 事 須川

記 事

委 員 阪 井、境 、白石. 卒E号、稲田 、高問、

須 賀 、伴

1 午 後 1時3 0分 一 同 協 舎 に 集 合 の 上 、高Xl; s置装飾部脅木

氏の案内に て住江織物株式 合長士に至る

少覧車の後会最t金子氏の案内にて各エ務成品 の陳 列 、染

色に闘する各種貿験表等詳細な る設明の下 IC_ 見書巴をな

した P

織 物 工 海 見 事 問 答

時 昭 和7年5 月 19 日 場 所 住 江 織 物 株 式 舎従

O 問 者 資 料 委 員 甲乙丙丁成己

6 答 者 住 江級 物 合最t 金子勇雄氏

0 建築 資料に関 して 其 批判的位置に立つ時、我号事の所 有

する智識の甚だしく不足しをるととを自省し 、 よ !J 1lを

〈正確な る智識を求めてま互に斎老人主主に任して八十の

手習ひです「カー ペット J の請は奔説いたして お P ます

が、第 ー に紋l I E が致物として其美術 的及び1'f m方面よ

りの預値、 とれは御尋 ねする 主主もない事でナが。

ａ それは列車 ｅ が普沼の織物と異な り て非常にｾ鹿にして

且 つ立也的の色調を表 は し互E重の感じを有して居るお

で. 単なる無地級で も既 に然 P ですが 、之 に模様を級

P 出すととによりまして一層共 感を強〈するととが他

の穀物類には見ら れ ません。

之を Ｑ 主用的 に 見ま すと「 パイノＧｾ J 級物 を特 徴 と して 、其

組震なる 表面は 克〈 音響を吸牧 して防音の作用をな し

同時に足下の繍I . ! ; に柔らかさを究えしむるとと 、宛 か

も苅 P込まれたる芝生の上に座す る と一 様で、且つ保

湿力に宮むととです。此防普と言」、事は近頃段 キ建 築

に考慮 を梯はれて来た嫌ですがまEに級物の特異性 が聖堂

怒せら る L 諜 です。

苦言此級物が汚損せら る L 果占ですが 、それ は翠に 「パイ

ルJ の尖織をmすだけで 「パ イル」が歓毛で遺られ る場

合には 之を 反援します。

以上の務鮎から見た効果は他の駿物で I土曜を備してゐな

い様でナ。

0 如 何で す、外国製品と重苦比して 見る と、私は最早外周

品を輸入す る の要がないと 信 じますが 、 強ち図ｾ奨励

と云ふとと で な〈て充分立 汲な ものが製法せられ てゐ

る里占から

ム元来紋l I E は洋風建築に於て室内装飾用の敷物と して使

用せらる L 関係から明治年代は殆んど稔入品に限ら れ

て居 P ま したが 、大正年代に入 P て本 紙 が製遠し始め

此等 輸入品に封抗し て約二0年に渉る総入品喜美痔時代を

経過し 、図im奨励の時代となりまして次第に此圏産品

の良債 が認めら れる様 にな りました。

若し央れ其El' j 比例値た論じますと何分種類多き織物の

事ですか ら一概 に断定は 出来 ませ んが本長t の製品に つ

きまして は

ぐイ〉品質を 基本として比較する と外図品 は遥かに高官町

です。

¥ 

(ロ ) J 主柄模様や色調につきまして は洋風鵜呑み時代は

総 入品 を茶飯受入れて 此償 値列定を殺にしなかった

のですが 、英後手貴闘 の建築様式も次第に共 闘有の風

土気候習f容に逝悠する特殊の様式表現の傾向となり

まして 、随って 之 に慨すべき 紋 髭 の如きも又其紋様

染彩空宇につ きE司自 の ものを要求せらる L 向が多 くな

って来ました 、之 は図産品 に求むるととが最も使邪j

であ P 且つ従事Eであり 、民族の心底を流る A 趣 味 或

は意志の表現は同じ民族で なければ充分に 之 を合符

するととが出来ませんからね。

。、〉更に之 を使用上か ら比較しますと 、我図特種の主主

候 風土 及 建築様式に感 じ 其品質や着 ｾ 宇 、 叉 大さ

の自由なる晴好に泡します貼に於てもね。

0 本 手11紋箆 の原料は

ム「パ イル」用として は羊毛 、又 は腕

地経糸用 11 利l糸、跡 、資腕

緯糸 は麻 、策腕

瀦みま霊糸は綿糸

の底分で 此倖 の原料及染荒iI¥1Jの如何により宮して其製

品に等級がつく事とな ります。

0 紋産主に好ましからざる依駄があり ます か。

A 掃除を怠りますと空中のI ! J f 挨が「パイル j の問 に降沈 し



曾 報 1

曾 報

役 曾員

常 務 曾

時 昭 和7年5月2 日午後5時30分一同 10時

Jfr ' 7イオ γ 食堂

出席者 日IJ合 長 池 田 、武田

主言日 伊東、小川、 鳥井 、富士 間

主計 呼子

議 事

1  5月例合 に関する n

1 記念事業主f 行委員台 設置 に関する1 ' 1'

l 各種雑誌製本の1午

ｬ 本年 度常設委 員令 研究 ｉ ｊｾ ｲ ｲｴ を 以 て Ｑ Ｒ 月統 合 誌 特 靴に闘

し各委員長に数告 の f'l・

報告

ｬ 建 築クラプム建築 事 合 近 畿支部設 ｾｬＮｾ 主起人開 催 の ｦ Ｇ ｪＺ

1  iiii 品n却問中将戦告

1  3 月分合計報告

l 記念事業部j査委 員合終 了報告

常 務 曾

時 昭 和 Ｗ Ｑ， ｾ Ｕ 月 ＱＶ 日 午後 Ｕ 時一 同 ＱＰ 時 ＳＰ 分

所 本協合 々議案

出席者 則合長 i也rll 、武 rfl Ｂ七 詑 小 ｩＱＱ 、 ｲｾ :)1 、い I llf. l

主 計 阿 部、松 : n、01- 子 続中lF {.' :j 橋、 rl

'

111

議事

1  A  B  C 徽i ' ;1i'!i C分に附する{ ' I :

ｬ 定款第 Ｒ Ｔ ｾ 長 中Ｇ常務 合 ｕｊｮ Ｈ ［ 定数 改Ｚ疋 に ￟Ａ Ｎ ｊ する ｦｬ

l 協合事務所借入 の fl

l 各 程委員合 の注mクラプ持・似 j 日に日却 する f'l

1 記念事業 1' r行委員 'つf'l

附 {上定博覧合準備委員の {午

展覧合準備委 只のn

1 怨員合 及各種委員合食事裂 に闘 する f'j:

ｬ 電 話機共 他 術 品夜 却 ［｟ｉｩＮＺ ＮＨ員 を 償 却 ￬｜ ｾ 側 ｬ 令よ り 成 品ｉ￬ず る ＱＧ Ｑ Ｇ

1 備品 質却差損 単位 に附 する作

l 住友銀行取引 を山 口銀行 に獲更 のl'ド

1  7"p皮珠算制成替の fl

報 告

l 防火tt 築振興奨励 に附 する建議の件

1  5月19i 舎 の件

J  電話機資却及東却代金蕗置の件

1 脅u品交却の件

ｬ 大同ピル 仇・Ｊ 保 鐙 ｾ戻入及 其 底置の件

l 合 員詮衡

委員 舎

i主 制 委 員 曾

時 4月21 日午後6時30分一同日時30分

Jfr ライオ y 食堂

出席 者 第一分科幹事 加 藤 委員 新名

第 二分科幹部 玉 置 委 員 楠 瀬 、武田 、内藤

記事

1 第三回主任図何百市問題合議総合 に提 出問題と して研究 し

たる 下記の研究事項 は舎 誌に より をま表 する宇否ゃに付

設日 た る紡果、委員合名 を以て援表す る ことに 決し内

政委員に 於て紛談修正 を力0.$、る とと L なる

l 都市住築物 内空気の汚染朕態及J.l;の措置に関 する

11;IJ&に就 い て

2 耐火布陣治家 以: の諸税率に腕 する意見

法 制 委 員 曾

時 5 月3 EI午後5時50分- [il J8時30分

j珂 ライオ y 会 ｦＺｾ

出席者 委n主主 今林 幹 事 力OA主、主1;井

望号 民 :I l:i立 、村野 、ri f fl 、工 燦

f;B司L

1  'K1¥rn防火 it 築似輿奨励に闘 す る陳情家に付先般法制 、

災 ｾｬￎ Ｚ ｾｬｑ 皮州委民合 ｬ￧ｪｾ て別紙 の如 き成案をＱＭ ｾＱＧ 令 長 に 報

告 せ しととを委n長よ り報告す

l 治 n:J J mに 付て IJ : 阪に 建築 皐合タト三舎 より委員合合し研

究 を主sめ つ L あるも 泣 くJ [ J;t に於て第 2 凶の委 員合開

催せ らる L に'I;ii j V  ，日本 土木kI);築 ; I1j 負業者1司令令長よ

り嘗 協合 よ りも 2 名位 の委 員汲泣方申込あ りしに よ り

常 務 舎 に 於て池 川辺 ＴＺ ｲｾ 出席と決 定し倫 法 制、 災害 強 度

雨委 員長の内 l 名出席方交渉あ り、協議の結果岡氏 の

内 1 名出席のこと に決定 す

ｬ 第 Ｓ 凹 全閣 布 ｾｾ 市問題令議 ｬ Ｇ こ 本委員合 よ り ｬ 名選出方を

常 務含 より交渉あ りしに 付委員長よ 習部りたる結果玉

置堂次郎氏 出席 の ととに 決定す

資 料 委 員 曾

時 5 月5 日午後51苛30分一 同B時30分

所 ライオ y 食堂
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及 委 員日 本 建 築 協 舎 役 員
量土閣

法 人

科分第

t脅 山 新 司 王

南 信

岩 尾 保 術

法 崎 勇

ff. t 回 1s' ・ 治

河 盛 盆 太 郎

小 林 三 鐙

丹 藤 良 雄

山 田 i沼

曾館建設調査準備妥員曾

日 高 ｮ Ｇ ｾ＠

波 江 悌 夫

山 脇 友 三 良11

阪 弁 米 吉

森 本 藤 吉

小 川 陽 白吉

小 川 安 - UII 

桧 本 俊 八

i也 悶 1'J: 

坪 井 誠 一

械 部 勉

片 岡 袋

小 笠 原 鈎

，Ｈｾ ［ＡｩＧ＠ 1吉

松 井 白!? 之 助

高 橋 祭 治

手 書 藤 藤 吉

川 口 一 二

ｾｾ＠ 3< 成 った且11

芝 悶 知 重

末 湾 問 次

官書、 政 令 吾

rl' 村 義 雄

ｾ 江 悌夫

旅 本 賢 太 郎

松 ｩ￭Ｎｾ 怠光

千 Ｚｪ｟ ｾ :J1王 傍i 八

光 公 主 ｲｾ 之助

キt !J' }  ｪ 品ｾ ｾ ｉ Ｚ＠

11主 i1ii clょ 吾

定款攻正委員奮

委員曾規 宝改正 委 員曾

貸

一

以

郎

銅

川

郎

昨

光

士
口
一
品

目

2

A
明

太

m

制

=

一

重

藤

圭

リ

阿

彦

原

勇

・

1

U

7
1

v
巾

l

E

宗

本

議

L

-
E

林

州

立

?

Jブ

池

山

川

浅

今

小

川

泊

目

松

森

渡

事

査

員

委員長

委 員

同

問

問

問

問

同

斡

主

委

問

問

同

問

問

同

長

事

員委

幹

問

委

問

問

問

同

同

同

問

問

問

問

問

同

問

問

同

同

同

問

委員長

幹 事

委 員

同

問

問

問

問

問

問

同

2]正問 五 郎 兵 衛

松 尾 末 吉

問

問

民

ｾ＠ !Jl j- )I I: 一 郎委口氏

手4

成

郎

修

二

一

次

雑

草

陪

雄

三

磁

-

ド

ト

ム

A

M

-

E

徐

州

議

乙

政

義

A

M

や

A

E

木

野

川

本

々

的

海

村

間

元

法

溢

沌

小

赤

佐

篠

末

中

本

森

波

渡

部

交

口

科

須川E I l t 太郎

阪 弁 会長 吉

ちｾ 1 E -

z p . 野掬l ! J J

山 中 茂 一

桐 回 登

城 口 亀 吉

須 賀 藤 五 良11

f学 秀 雄

渡

務

県

小

大

篠

中

三

山

分第

幹

主

張

官

同

問

問

問

問

問

同

同

光

小 西 一 良

山 田 初 次

高 岡 w三 吉

吾

吉

茂

雄

卒

削

州

事

史

雄

特 柳 貞 l止

矢 m 俄 磁

井 手 五 雄

大 野 区 平

川 勝i ，! ; l 兵衛

川 口 一 二

柄 本 楠 雅

佐 野 後 三

谷 勝 央

j;Ifi i 口1 )1止次 郎

委

正面

E ヨ
員委料資

高 松 平 太 郎

ｉ ｾ ｉ 石登 喜男

裕 信

前 回 勇 利t

1[[ 

ｾ［ＮｪＮ＠

科

科

ｾ↓＠

曾

ｩＧｦｾ＠

分

災害強度委員曾

圭

藤 藤

田

野 茂

i翠 幸

原 太

l凶 行

mi 1t.J 

且l 芳

分

員

分

分

ｾｴ 官

分

背

中

交

貝

宅

ヰ2委 員長

第

本

査

員

第

本

査

員

第

査

員

主

要

問

問

斡

主

委

委 員 長

務

査

員

第

第

幹

主

委

問

問

問

問

同

問

問

住

幹

主

委

問

問

問

同

同

同

幹

主

張

官

同

同

問

問

同

曾

今 林 彦 太 郎

一 分 科

加 藤 善 吉

北 垣 熊 之 介

伊 藤 和 夫

作 rm 日 出 生

新名: { f f i 失

格 原 兵 市

古 探 E 治

キt 野 藤 吾

山 岡 E医 lj 三

吉 岡 信 武

委

: } 玉置 笠 次 郎

主 ｾ坪井誠一

員 石 川 究 三

小 川 久 市

工 藤 祭 治 虫11

楠 瀬 徹

酒 井 藤 一 良11

武 [[1 経 一

内 藤 克 一

松 久 保 敬 三

科

曾

安 井 武 雄

前 :J i' j}} 三 虫11

芝 聞 知 1[[

小 山; ;淳 吉

鈴 木 忠 呈 王 立11

徳 政 命 吾

作 野 点 三

松 本 儀 八

山 本 弘 、 7.1t

［ｪＧｾＨ 山 会三

員

員

員

分

蚕

委

制

委 員 長

第

事

変

員

齢

主

幹

委

問

問

問

問

問

問

問

数 イ七

第

委 員 長

幹 事

同

委

同

同

同

fi1l 

Jf; J  

Jii J  

員

3蚕

品

特

主

委

同

同

問

問

問

同

同

片 岡 安

池 田 賀

武 図 五 一

小 笠 原 釘

湾 問 敏 雄

伊 東 宗 太 郎

小 川 陽 吉

大 原 う す 知

Ｎｉｾ井信

l;r 士 阿 1[ [ ー

阿 部 編 則

松 井 清 之 助

呼 子 E  

高 橋 祭 治

中 山 祭 太 郎

増 間 清

森 本 綾 吉

池 回 Ｑｾ＠

伊 東 宗 太 郎

岩 尾 保 衛

小 川 陽 吉

小 川 安 一 良11

大 原 芳 知

阿 部 窮i J1IJ 

F喜 藤 藤 吉

河 合 貞 一 良11

河 盛 金 太 郎

J] 岡 安

加 藤 誠 二

小 寺 湖 一

小 西 一 良

酒 井 勇 三 ー虫11

白 石 主 主 喜 男

芝 田 知 &

新 名 君 主 夫

清 水 祭 ニ

末 津 知l 次

武 rn :Ji. -

i ¥ T ， 橋 祭 治

総 政 合 否

鳥 井 信

rl' 村 議 対i

中 山 栄 太 郎

Ｑ ｾ Ｑｾ 聖 子氏 三

日士1 N> l 京 一

藤 本 賢 太 郎

射 [11 il i X次 良1I

牧 野 忠

松 井 市 之 助

松 本 儀 へ

tl ' l " 問主! ?

三 木 娘 三

村 野 膝 吾

森; ; j ; : 藤吉

八 木 感 ニ

山 田 辺Z 平

日 予 子 正

渡 部 圭 吾

員役

長

長

長

事

務

記

説

記

詑

詑

計

計

計

料
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斡
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